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会長談話

国立大学協会はその設置以来，大学における入学者選抜試験制度の改善について検討を行ってき

た。第２常置委員会につづく入試調査特別委員会の調査研究の結果をふまえて，入試改善調査委員会

を設定し，昭和４８．４９両年度にわたり，文部省より事業経巽の交付をうけ，国立大学共通第一次試験

の実施の可能性について鋭意検討をつづけてきた。

ここにその調査研究の報告書をまとめた次第であるが，この調査研究が大学入試制度の改善に資す

ることのあるのを期待する。各国立大学をはじめ，高等学校その他関係各方面の十分な検討と批判と

を希望する次第である。

なお，この調査研究を行ってきた第２常置委員会，入試調査特別委員会ならびに入試改善調査委員

会の各委員及び各専門委員会委員のご尽力に敬意を表すると共に，この調査研究に当って寄せられた

各方面からのご協力に対して深く感謝の意を表する次第である。
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Ｉ序論

国立大学協会は国立大学における入学者選抜方法を改善することを目的として，共通第一次試験に

ついて，その性格ならびに実施の可能性の検討をすすめてきた。

この報告書はその調査研究の結果について報告したものである。

国立大学協会においては，協会設置以来，第２常置委員会において入学者選抜方法の改善について

検討を行ってきた。その際，各大学が学部・学科の性格に応じて第二次試験を行うことを前提とす

るならば，受験生全体に全国共通の第一次試験を課することは入学者選抜方法の改善に資するのでは

ないかという論議がなされた。

この論議をふまえ，更に検討を進めるために昭和46年２月入試調査特別委員会が設けられた。この

委員会は同年３月以降，委員会や小委員会を重ね，その間の討議の結果を整理して，昭和47年９月に

「全国共通第一次試験に関するまとめ」を報告した。

この「まとめ」においては共通第一次試験の概念的な問題に重点がおかれていたので，具体的問題

の調査研究については残されたままとなった。しかも，この作業は特別委員会の性格には必ずしもな

じむものではないので，昭和48年度に入試改善調査委員会を設け，文部省から事業経費の交付をうけ

て，上記の調査研究を推進することとした。

本委員会は具体的な調査研究を行うための実施事業計画を検討したが，その結果，各種の専門委員

会を設けて，共通第一次試験の性格ならびに実施についての総括的調査研究を行うこととした。

昭和48年度に行った調査研究の結果についてはすでに「国立大学入試改善調査研究報告一中間報

告・昭和48年度一」として報告したが，なお検討すべきかなり多くの事項が残されていた。またこ

の中間報告に対して各大学の意見を求めたが，その中で提起された問題点のなかにも検討すべきいく

つかの問題があった。従って，本委員会は昭和49年度にも文部省より事業経費の交付をうけ引続き調

査研究を行った。

この報告書は上記のように，昭和48.49両年度にわたる調査研究の結果について述べたものであ

る。

大学入学試験制度の根本的な改革は本質的には，わが国の教育制度そのものの改革と相俟って考慮
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されなければならないものであろう。

しかし，教育制度や大学そのものの改革は長い年月をかけて，慎重に検討していかなければならな

いと思われる。それにも拘らず，大学入学試験の改善は今日現実の緊急な問題として社会からの強い

要望がある。

わが国の大学入学志望者は年とともにその数を増し，それに対応して大学の規模や数も増大してき

た。しかもなお志願者の数は大学の収容能力をはるかに上廻っているのが現状である。従って大学入

学者は何等かの選抜試験によって判定しなければならない実情にある。

このような現状のもとで，最近受験のための競争が激化し，いたずらに入学試験対策に追われ，高

等学校がしだいに受験予備校化するおそれがあるという問題がおこってきた。

このため本来の高等学校教育が強い歪みを受けつつあるのではないかという憂慮すべき事態を招来

するに至った。

そもそも高校教育は広い教養と，将来生徒が志向する分野で発展していくための素地をつくるもの

であるとするならば，大学入学試験は高校における学習の達成度を客観的に評価し，さらに大学にお

ける各専門教育への適性を的確に判断するためのものであるべきであろう。

しかし，従来の大学入学試験についてはかなりの批判もあり，かつ反省もなされてきている。すな

わち，

（１）１回の選抜試験によって入学の適否を判定することについて，いわゆる「一発勝負」とう批判

のあること。また，

（２）現在の入試における教科・科目の設定やその評価のあり方は受験生の適性の的確な判定には必

ずしも適切なものではあるまいという意見のあること。またこれに関連して，

（３）総合力や思考力等を判定する上で必ずしも妥当なものではないという批判のあること。更にま

た，

（４）試験出題が高校程度をこえたり，高校教育から遊離してはいないかという疑問や，いわゆる難

問奇問に対する大きな批判のあることなどが挙げられる。

そして，これらのことも一因となって，いわゆる「受験地獄」を激化させていると思われているこ

とは否むことができないであろう。

一方，最近，高等学校ではその教育の本旨を生かすことを目的として，大幅にカリキュラムを改変

し，生徒の多様化に対応した選択制をとりいれた。そして昭和51年度からは新カリキュラムで履修し
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た生徒を卒業させることとなった。

大学の入学試験制度も，この新しい機運に対応し，あわせて従来の弊害を改善する必要があるよう

に思われる。

入試改善調査委員会は，選抜試験を行うことは避けることができないという現状判断を前提とし

て，共通第一次試験について鋭意検討を重ねてきた。その結果，

全国立大学の共通第一次試験と各大学が学部もしくは学科の特質に応じて行う第二次試験とを組合

せる入学試験方式は，

（１）多少とも高等学校における教育の正常化に寄与し，

（２）入試問題の適切化ならびに「一発勝負」による判定の是正に資することができ，受験生に対し

て適正な客観的判定をすることになるのではないかと判断するに至った。

共通第一次試験は高校における一般的学習の達成の程度を評価することに力点をおいた国立大学入

学のための学力試験である。それに各大学で行う第二次試験を各大学の学部乃至は学科に対する適性

評価ならびに総合力や思考力の判定に資する試験として行うことによって，適切な入学者選抜を行お

うとするものである。

すなわち，

１．共通第一次試験の問題は国立大学の教官によって作成されるが，それは多数教官によって衆知

をあつめて出題することになる。従って，

’1）高校教育をそこなうような問題を避けることができ，その結果として，

（２）従来批判されたような不適当な問題やいわゆる難問奇問はなくなり，或いは

（３）受験技術的な問題もなくなるであろう。つまり，大学入試が高等学校を予備校化するきらいが

あるというそしりをまぬかれ得ることになると思われる。また，

２．この共通第一次試験は高校教育における学習の達成程度を評価することに目標をおいているの

で，その出題範囲は一般的には高校教育における必修教科・科目に対応することになろう。

従って，問題の適正化と共に，高校における平素の学習による実力を問うこととなり，極度に歪め

られた受験準備に左右されることは少なくなろうと思われる。更に，

３．各大学の学部もしくは学科における適性資質の判定を目標とする第二次試験の出題範囲は高校

教育における選択教科・科目に対応することになると考えられる。
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これらのことから，

(1)従来の「一発勝負」に対する危倶は少なくなり，また，

（２）基礎的な学力試験と受験生が志向する専門分野にふさわしい試験との２本建になっているた

め，従来の入学試験に比して，

大学教育に対する適正評価をより的確にする可能性が高いであろうと考えられる。

以上のように，共通第一次試験と第二次試験とを組合わせた入試方式は，

高等学校教育の正常化に多少なりとも寄与することになるであろうと思われる。

なお，共通第一次試験と共に第二次試験を課することは，受験生に対して二重の負担となり，この

意味から「受験地獄」の解消に資するところがないであろうという批判があり得る。しかし，

（１）「一発勝負」を避けること，また

（２）正常な高校教育という基礎にたって，より的確な選抜試験を行う，

という趣旨からすると，止むを得ない負担と考えられる。また，

物理的にはまさに二重の負担をかけることにはなるが，この負担は従来の入学試験によってもたら

された「受験地獄］とは本質的に異なるものであろうと思われる。

一方，この入試方式はそれぞれの大学にとって，つぎのような影響があると考えられる。

（１）共通第一次試験は統一的集中処理で行われることは上述した。これに対応して各大学が独自に

行う第二次試験ではその出題教科・科目を従来とくらべて少なくすることが考えられるので，出題や

採点関係等についてはむしろその負担が軽減される方向を辿ることが予想される。しかし，

（２）共通第一次試験と第二次試験との２度の試験業務を行うことになるので，その点では明らかに

負担が加重されるようになる。更に，

（３）二つの試験期日を設定するために，大学の研究教育に少なからぬ影響を与えることが考えられ

る。

大学側にとって不都合なこれらの問題は避けることはできないが，大学入学試験を改善しようとい

う基礎にたって，全国立大学が協同して適正な共通的入学試験を行うのであるという立場からこれを

とらえる必要がおこるであろうと思われる。

共通第一次試験は全国立大学の受験志願者全員を対象とすることになるが，その数は現状において

も30万をくだらないであろうと想定される。
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従ってこれら多壁の試験業務を処理するためには当然にコンピューターによる処理を考えなければ

ならない。

本委員会はこのことのために多くの検討を重ねることとなった。

１．多選の試験業務を処理するため，入試実施機関の組織と機能ならびに実施方策等の入試実施機

榊は従来とは箸るし<態様が異なってくることが予想される。

このため，本委員会に「実施方法等調査専門委員会」を設けて検討を重ねてきたが，ようやく一応

の成案を得た。その内容は以下この報告書に記述されることになる。

２．一方，３０万を想定する受験者の答案処理は，従来のままの設問方式ならびに採点処理方式では

到底これに対応することはできない。いきおい，設問方式や解答方式はコンピューター処理に耐える

ものでなければならない。しかも，

共通第一次試験は高校教育における学習の達成程度を評価するという趣旨にたっているので，これ

にふさわしい問題でなければならない。

このような重要課題を調査研究するために，本委員会に「科目別研究専門委員会」が設置された。

これは国立大学の専門教官によって構成されることとしたが，上記のような目的にそう問題作成につ

いて鋭意研究が積み重ねられてきた。

３．共通第一次試験の試験業務をコンピューター処理によるためには，コンピューターを駆使する

ための専門的知識と技術とが必要になる。更に，

設問方式や解答方式を検討する上で，上記科目別研究専門委員会からの要請に対してコンピュータ

ー処理を如何にすべきかの研究も必要である。

これらの問題を検討するため，本委員会に「コンピューター専門委員会」が設置され，当該諸問題

についての調査研究が行われた。

さて，各種専門委員会によって調査研究を重ねていくうちに，種々の問題について実地にあたって

検討する必要がおこってきた。このため，

（１）科目別研究専門委員会では，昭和48年度には，高校教諭から選ばれたモニターの参加を得て，

作成した問題の吟味を行った。

（２）多壁処理のためにマークシートを採用することとしたが，コンピューター専門委員会ではこれ

について小規模な実地テストを行った。更に，

（３）昭和49年度においては，実施方法等調査専門委員会が実施主体となって，実際に即した実地研

究を行った。
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このため，全国を７ブロックにわけ，北海道大学，東北大学，東京大学，名古屋大学，京都大学，

広島大学及び九州大学を世話大学として依頼し，これら７地区にそれぞれ実地研究地区実施委員会を

組織し，それらが地区ごとの実施主体となって実地研究を行った。この共通第一次試験についての総

合的な実地研究は合計約3,000名の高校生徒諸君の参加を得て行われた。

各種専門委員会において調査研究してきたことがらは，上に述べた実地研究によって具体`性のある

ものとしてかなりの成果を挙げることができたが，なおいくつかの問題点のあることも認められた。

これらについても以下報告書に記述される。

高校教育においての学習の達成程度を評価するという一般的な要請に対し，適切な出題をすること

は一応のところ可能である。しかし，多量処理をするためには客観テストによらざるを得ないので，

そこに－つの問題が提起された。この研究においてはマークシート方式を採用したが，つぎのような

いくつかの問題を摘記することができよう。

（１）客観的テストとはいっても，従来のいわゆる○ｘ式の域を脱することはできる。すなわち，

出題に対する的確な読解力，内容に対する理解力，あるいは思考過程をより的確に判定する点では

かなり前進することができた。また，

（２）具体的事項についていえば，例えば数学，物理その他における計算問題や自然科学系における

図式等について，その出題の可能`性をかなりに高めることができた。しかし，これらについても限度

のあることは否めない。また，

（３）国語や外国語はもとより，他の教科・科目についても，記述的解答や一般的にいって総合力，

思考力を評価することは十分にはできないことを認めざるを得ない。

以上のような問題については今後もなおその解決のために研究を重ねる必要を感ずるが，他方，共

通第一次試験と各大学独自の第二次試験とを組合わせて相互に補完するという配慮が必要になるであ

ろうと思われる。

以上，共通第一次試験を検討するに至った経緯，共通第一次試験の大学入試における位置づけとそ

の性格，ならびに共通第一次試験を実施するとした場合の諸事項について，入試改善調査委員会が行

った調査研究の概要を述べた。

詳細は以下報告書に記述することにゆずるが，実地研究を行うに当り世話大学としてその実施に援

助された各大学とその関係者，ならびに貴重な意見をよせられた大学内外の諸氏，実地研究に菰極的

に参加協力された高等学校の生徒藷君に衷心からの感謝の意を表する次第である。
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入試改善調査委員会の組織

入試改善調査委員会は具体的研究を行うため下記の専門委員会を段けて共通第一次試験についての

調査研究を行った。

（１）実施方法等調査専門委員会

委員15名をもって構成し，共通第一次試験を実施する場合の実施方法等具体的諸問題について調査

研究を行う。

（２）科目別研究専門委員会

標準問題の作成に関する調査研究をするため，国語（現代国語・古典)，社会（倫理．社会，政治

・経済，日本史，世界史，地理)，数学（数学一般・数学Ｉ），理科（物理，化学，生物，地学)，外

国語（英語）の５教科12科目について各科目ごとに科目別研究専門委員会を設けた。各専門委員会は

およそ10名の委員を以て構成し，標準問題の作成，電子計算機により処理可能な問題形式等について

調査研究を行った。

全科目に共通の基本方針の検討と科目間の調整等のため，各科目別研究専門委員会の委員長による

連絡会議をもち，あるいは他の専門委員会また入試改善調査委員会との合同会議をもつなど全体的調

整に遺漏のないことを期した。

（３）コンピューター専門委員会

コンピューター処理に関する専門的な調査研究を行うため委員17名（内12名は各科目別研究専門委

員会の委員１名ずつ）をもって構成された。調査研究の進行中，科目別研究専門委員会ならびに実施

方法等調査専門委員会等との連携に意を用いた。

（４）入試改善調査委員会

入試改善調査委員会は調査研究の総括的機関として上記各専門委員会の業務の連絡調整を図りつつ

全般的な作業の推進に努めた。

なお，実地研究を行うためには各地区に実施委員会を組織してその実施に当ったが，実施に至る過

程において本委員会ならびに各専門委員会との連絡会議を十分に行い，実施について遺漏のないこと

を期した。
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入試改善調査委員会および各種専門委員会の委員名簿

実施方法等調査専門委員会入試改善調査委員会

委員長加藤陸奥雄東北大

委員田中昭徳小樽商大

〃 松永藤雄弘前大

〃 湊秀雄東京大

小野周〃〃

１青木留三郎〃〃

〃)'１村亮東京農工大

〃 丸井文男‘名古屋大

〃三上美樹三重大

〃 秋田宗平京都エ繊大

〃 細川ｌ藤次神戸大

〃 認:「好雄岡山大

〃 上垣内孝彦広島大

〃 長瀬正二三佐賀大

〃 よﾖ：島兼三郎長崎大

(注）長崎大学中塚前学長は昭和49年７月

まで委員として在任。

京都大

小樽商科大

弘前大

東北大

千葉大

お茶の水大

東京大

〃

東京商船大

東京農工大

静岡大

名古屋大

名古屋工犬

三重大

京都工繊大

大阪大

神戸大

岡山大

広島大

香川大

佐賀大

熊本大

鹿児島大

雄
雄
雄
雄
嘉
次
郎
雄
一
亮
吉
男
吉
樹
雄
郎
次
雄
一
一
三
男
雄

奥
太

士
太

一一
道
正
藤
陸
和
閲
健
秀
正

周
文
幸
美
富
醇
藤
好
宗
真
正
典
松

本
方
永
藤
磯
田

委員長

委貝

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

(注）

岡
実
松
加
相
谷
林
湊
小
川
桜
丸
佐

口

山
村
場
井
野
上
尾
洞
川

増
釜
細
管
飯
円
長
岳
蟹

島
藤
瀬
中
江

コンピューター専門委員会

東京大

北海道大

東北大

東京大

〃

〃

お茶の水大

横浜国大

電通大

委員長

委員

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

周
広
敏
雄
郎
二
長
雄
法

一一一

定
秀
留
昭
真
久
克

小
岡
淵
湊
清
篠
勝
腰
土

野
田
沢

熊本大学黒田前学長は昭和49年11月

'9日まで，鹿児島大学中村前学長は

昭和50年１月11日までそれぞれ委員

として在任。

水
原
部
原
方
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京都大

〃

京都教育大

大阪大

大阪外大

広島大

九州大

佐賀大

松
手
山
井
実
本
田
島

横
一
上
水
安
広
山
竹
真

信
敬
幸
裕
郎
恭
宏
雄

太
雅
高

源
純

光

委員

〃

〃

〃

〃

ノノ

ノノ

ノノ

科目別研究専門委員会（国語）

委員長

委員

〃

〃

ノノ

ノノ

〃

〃

〃

〃

〃

〃

村
ロ
山
松
田
山
原
山
井
田
藤
谷

松
野
勝
小
島
秋
篠
丸
山
内
近
梅

大
大
大
大
大
大

大
大
大

芸
水

京
城
馬
玉
葉
京
〃
〃
〃
学
の
橋

京
茶

東
茨
群
埼
千
東

東
お
－

明
大
功
雄
二
度
二
幸
湧
雄
男
夫

一兀
寿
良

昭
松

道
光
文

科目別研究専門委員会委員長

国語

現代国語・古典松村明東京大

社会

倫理・社会勝部真長お茶の水大

政治・経済碧海純一東京大

日本史木村博一奈良教育大

世界史山田信夫大阪大

地理浮田典良京都大

数学

数学一般･数学Ｉ柘植利之名古屋大

理科

物理松村温九州大

化学中村周〃

生物永野為武東北大

地学橋本誠二北海道大

外国語

英語桝井迪夫広島大

科目別研究専門委員会（倫理・社会）

お茶の水大

東京学芸大

お茶の水大

〃

東京教育大

〃

日大二高校

青山高校

お茶の水附

属高校

文部省

長
男
雄
郎
正
一
郎
郎
雄

一
真
借
幸
京
康
正
悦
一
行

委員長

委貝

〃

〃

〃

〃

研究員

〃

勝部

石川

尾田

広瀬

大島

渡部

小笠原

小川

持田〃

〃 斉藤弘

科目別研究専門委員会（政治・経済）

委員長碧海純一東京大
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副委員長

委員

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

林
岡
安
井
長
腰
成
天
尾

東京大

〃

東京教育大

東京大

〃

横浜国立大

〃

〃

千葉大

周
康 委員谷

(西洋史）

副委員長広

委員藤

〃 岡

〃 植

〃 木

〃 森

〃 井

谷光陸奈良女子大

本
田
出
尾
原
田
川
吹

雄
郎
憲

実
縄
部
村
谷
田
上

綱
一
一
一
彦
彦
勤
郎
勇

源
謙
健
雅
鉄
智

大阪外語大

京都大

大阪大

〃

大阪教育大

神戸大

奈良教育大

嘉
龍
久
頼

雄
明
晃
人

善

科目別研究専門委員会（地理）
科目別研究専門委員会（日本史）

委員長

委員

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

田
藤
林
津
地
山
野
田
藤
地
澄
池

浮
伊
小
水
應
水
海
前
斉
菊
山
小

良
雄
郎
郎
明
幸
隆
昇
格
郎

太
典
達
健
一
利
高
一

光
一

京都大

三重大

滋賀大

京都大

〃

京都教育大

大阪大

大阪教育大

神戸大

奈良教育大

奈良女子大

和歌山大

委員長

委員

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

村
藤
田
手
田
渓
山
田
塚

木
佐
上
蝋
野
梅
長
熱
中

博
宗
正
雅
只

奈良教育大

滋賀大

京都大

〃

京都教育大

大阪大

〃

神戸大

奈良女子大

諄
昭
敬
夫
昇
孝
公
明

泰

アコ

洋

科目別研究専門委員会（世界史）

(東洋史）

委員長

委貝

〃

〃

ノノ

ノノ

夫大阪大

平京都大

男〃

楓大阪大

雄大阪教育大

宏神戸大

信
惇
哲
潮
映

山
萩
堀
布
寺
岩

田
原
川
目
広
見

科目別研究専門委員会（数学）

委員長

委員

〃

柘
藤
田
酒

植利之

田宏

中専一郎

井栄一

名古屋大

東京大

富山大

金沢大〃
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大分大

宮崎大

鹿児島大
光
人
男

志賀

橋爪

長谷

史
昭
綱

委員

〃

〃

福井大

岐阜大

静岡大

名古屋大

愛知教育大

名古屋工大

三重大

京都大

真
正
利
明
録
順
真

村
原
田
本
田
藤
川
松

北
石
生
森
柴
伊
士

委員

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

也
治
彦
拾

科目別研究専門委員会（生物）夫
信

大
大
大

東
弘
東

北
前
北
〃

永野為武

田中清

柴岡孝雄

飯泉茂

淵沢定敏

若林博

久佐守

伊藤薫

柳田為正

高岡実

委員長

委員

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

科目別研究専門委員会（物理）
〃

九州大

〃

〃

九ｌｌＩ工業大

佐賀大

長崎大

熊本大

大分大

官崎大

鹿児島大

村
田
田
城
田
保
西
田
田
田

松
園
竹
玉
西
久
上
小
原
永

温
久
宏
進
彦
磨
祐
之
登
三

久
善
為
啓
敏
雅
昭

委員長

委員

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

山形大

東京大

お茶の水大

名古屋大

科目別研究専門委員会（地学）

北海道大

〃

〃

〃

〃

〃

ｵﾋ海教育大

〃

東京大

東京学芸大

誠
鏡

本
米
住
田
地
葉
崎
葉
尾
脇

治
橋
田
魚
岡
菊
秋
岡
秋
小
大

委員長

委員

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

悟
広
弘
雄
夫
力
弥
明

科目別研究専門委員会（化学）

勝
芳
由九州大

福岡教育大

九州大

九州工業大

佐賀大

長崎大

熊本大

中村周

北原重登

神田慶也

寺田晁

真島光雄

竹清章三郎

有地鎮雄

委員長

委員

〃

〃

〃

〃

〃

信
直

－１４－



科目別研究専門委員会（英語） 地区試験実施委員会

①北海道地区（北海道大）

委員長林正一

委員吉田仁志

〃 香城日出暦

〃 金田諦元

〃 大朝雄二

甕欝当出光尚敏

委員長

委員

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

桝
宮
大
昔
垣
谷
山
水
清
益
森
玉

井
脇
上

夫
寿
親
雄
已
男
恭
巌
寿
出
美
孝

迪
長
寛
好
直
幸
純

隆
勝
清

島
取
根
山
島
〃

大
大
大
大
大

広
鳥
島
岡
広

北海道大

〃

〃

〃

〃

田
口
本
田
村
臼
田
木

〃

〃

大
大
大
大
大

山
徳
香
愛
高

ロ
島
川
媛
知

②東北地区（東北大）

委員長永野為武東北大

名誉教授

委員飯泉茂東北大

淵沢定敏〃〃

若林博〃〃

〃 斉藤紀宮城教育大

甕欝当江田晴夫東北大

地区試験実施委員会委員長

北海道地区林正一北海道大

東北地区永野為武東北大

名誉教授

関東・甲信越地区染谷常雄東京大

中部地区高岡実名古屋大

近畿地区永田雅宜京都大

中国・四国地区桝井迪夫広島大

九州地区塚原博九州大

（注）九州大学長谷川一夫教授は昭和４９

年９月30日まで地区試験実施委員会

委員長として在任。

③関東甲信越地区（東京大）

委員長染谷常雄東京大

委員浅井晃千葉大

寺沢〃－束京大

林周二〃〃

〃 尾田幸雄お茶の水大

薑欝当堀津省二束京大
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⑥中国四国地区（広島大）

委員長桝井迪夫

委負′j、林利宣

〃上垣内孝彦

〃大津賀信

〃沖原豊

壽灌譽当豊松隆之

④中部地区（名古屋大）

委員長高岡実名古屋大

委員石井義郎〃

塩沢君夫〃〃

〃 湯川二郎岐阜一大

〃 岩井勇児愛知教育大

薑葎譽当牧島久雄名古屋大

広島大

〃

〃

〃

〃

〃

区（九州大）区（京都大） 地区（九州；

塚原博

筑紫春生

臼井勝美

石橋保

新田伸三

吉田宏男

⑦九州

委員長

委貝

〃

⑤近畿地

委員長永田

委員長谷川

〃 溝ノ１１

〃 水野

〃小林

鬘驚譽当金子

九州大

〃

〃

福岡教育大

九州芸エ大

九州大

大

都
〃
〃
阪
賀
都

京宜

雅
博
害
克
安
健

大
大
大

大
滋

彦
喬

〃

〃

事務担当
責任者

京
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Ｈ実施方法等に関する調査研究

序論に述べたように，入試改善調査委員会は国立大学共通第一次試験を実施するとした場合の具体
的な問題について調査研究を行う目的をもって３つの専門委員会を設けて検討をつづけてきた。

本委員会は年度当初においてその年度における調査研究についての実施計画を検討し，各専門委員
会はその計画にもとづいて，それぞれ担当すべき諸問題の調査研究に当った。

本委員会と実施方法等調査専門委員会ならびにコンピューター専門委員会はそれぞれ小委員会を設

け，調査研究の実質的な推進をはかった。また科目別研究専門委員会は各教科・科目ごとに専門委員

会を設けて研究を行ったが，科目間の連絡調整の目的もあり各専門委員会の委員長連絡会議がもたれ
た。

以上のようなしくみで調査研究が行われてきたが，本委員会ならびに各専門委員会の相互には緊密

な連絡を保つ必要があるので，度々合同委員会をもつこととなった。

また本委員会において調査研究したことにもとづいて，それを実地にあたってテストし，今後の研
究に資するため実地研究を行う必要があった。

この実地研究は実施方法等調査専門委員会がその実施全体となり，全国７ケ所において高等学校生

徒約3,000名の参加を得て，昭和49年11月23.24両日にわたって行われた。この実施にあたっては北

海道大学，東北大学，東京大学，名古屋大学，京都大学，広島大学及び九州大学が世話大学となり，

それぞれ地区実施委員会が設けられた。この実地研究の計画とその実施に当っては本委員会と各専門

委員会ならびに世話大学，地区実施委員会の間で，綿密な協議が行われた。

この項においては実施方法等調査専門委員会が中心となり，各専門委員会と連携を保ちながら，共

通第一次試験の実施機構ならびに実施方法等の具体的諸問題について調査研究してきた結果について
述べることとする。

コンピューター専門委員会および科目別研究専門委員会における調査研究ならびに実地研究につい
ては項を別にして述べることとする。

なお，本委員会および実施方法等調査専門委員会の調査研究の経過は次に表示する通りである。
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実施方法等専門委入試改善調査委

調査研究内容年月日

委員会|小委員会委員会|小委員会

昭和48年

６．４

１６

７．７

２８

８．７

９．３

１０．１８

１１．７

２８

１２．６

２０

昭和49年

１．２５

２．１５

３．７

１５

４．２２

５．１

２

１１

１３

１７

２３

６．１０

調査研究実施計画，及び予算審議

「能研テスト」の検討

同上

実施機構の検討

標準問題モニター調査の協議

実施機構・実施上諸問題の検討

同上

実施上の諸事項の検討

同上

各専門委よりの報告の検討

実施機関と実施上の諸事項の検討

○

○
○
○

○
○
○
○
○

○

○

報告書作成につき各専門委の報告

中間報告原案作成

中間報告書作成の協議

同上

実施計画・実地研究の協議

実地研究の協議

中間報告アンケート・説明会について協議

同上

中間報告アンケート・説明書作成

同上

アンケート実施案・実地研究要綱の協議

実地研究世話大学と打合せ，実地研究要綱

の協議

実地研究実施要綱を作成

○

○

○

○
○

○

○

○

○
○

○○

○○

○2０
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入試改善調査委 実施方法等専門委

年月日 調査研究内容

三塁二FF墨委員会|小委員会

７．２４

８．７

２０

９．１１

１３

１０．９

１１．６

２３

２４

１２．９

１．１６

１７

１８

２７

３．７

○ ○ 実地研究地区実施委員長と協議

実地研究の協議

実地研究の協議

実施機構・諸事項の検討

昭和50年度事業計画協議

実地研究解説書協議

実地研究地区実施委員長と協議

実地研究実施本部開設

同上

実施上の諸事項の総括協議

報告書原案作成について協議

同上

同上

報告書案協議承認

報告書の原稿整理

○
○
○

○

○
○
○
○
○
○
○
○
○

○

○

○

1）共通第一次試験の実施機関について

共通第一次試験は国立大学入学試験の一部として行うものであるので，実施機関としては，独立の

国立大学共同利用施設（国立大学共通第一次入試センター〔仮称〕……以下入試センターという）を

設ける必要がある。この場合，国立大学の意志が十分に反映される必要があるので，その－形態とし

ては，国立大学に附置することも考えられる。なお，上に述べたようなこの試験の性格から考えて，

法人格の民間機関をもって実施機関とすることは不適当と考える。

共通第一次試験は全国立大学受験志願者全員を対象とし，少なくとも30万人を下らないと考えられ

ることからすると，これら多量の試験業務を行うためにはコンピューターの導入が当然考えられるの

で，入試センターは相当多数の常勤職員を擁し，＝ンピューター等大型設備をもつ大規模のものとな

り，業務内容も多岐にわたるものとなるであろう。
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なお，この中央機関に対応して，各大学に実施機関を置く必要がある。このためには，現在の入試

事務機構の拡張改編が考えられなければならない。

入試センターの組織に関しては，一応その形態を考慮した結果，例えば資料１に示すようなものが

得られた。更に，この資料中には各部門の担当する業務と，これを運営するにあたっての事務職員数

に関しては，一応現状では，表示のように３研究部門を設置し、それぞれ１部門は大学における１講

座相当（教授１，助教授２，助手４，技官数名）の規模を考えている。それぞれの研究内容は，評価

部門では主として年々出題される問題の内容の評価並びに出題形態等広く評価形式を，追跡部門では

この選抜方法の大学入試としての役割などの問題点を長期にわたり検討する。第三のコンピューター

処理部門では共通第一次試験の実施の採点処理などのコンピューター使用の技術的な研究を行うこと

とする。

なお，この研究部は，各教科・科目に関しては，各種専門委員会より依頼されたこと等を中心にし

て研究を行うものとする。

評議員会は，全国立大学学長の中から選出された委員と，入試センター所長により構成され，入試

センターの最高決議機関とする。

入試センター所長は，専任とし，評議員会が国立大学教授またはその経験者より選ぶものとする。

運営委員会は，評議員会並びに入試センター所長の下部組織であり，所長が議長となる。構成委員

は評議員会の議を経て，国立大学教官から選出された教官と，研究部長，教科専門委員会委員長，コ

ンピューター専門委員会委員長および実施方法等調査専門委員会委員長とする。

各種専門委員会は運営委員会の下部に位置し，教科専門委員会を常置する。教科専門委員会は，科

目別に，出題委員，選定委員よりなり，任期は２年とし毎年半数交代とする。コンピューター専門委

員会，実施方法等調査専門委員会は常置とせず，必要に応じて設置する（発足当時は設置することが

望ましい)。なお，各種専門委員会は，評議員会の議を経て，全国立大学から選出された教官によっ

て構成される。

所員会は，入試センター所長が議長となり，運営委員会の下部に位置して，研究部所属の教授，助

教授および管理部の部長，課長等によって構成される。

共通第一次試験の各地区における実施は，各国立大学の学長の責任により，当該大学の入試実施機

関が行う。なお，この場合，これに参画する大学教職員等に対する待遇等，十分な予算措置を識ずる

ことが必要である。

ついで，この組織の業務の中で長期間にわたりかつ作業が日時の経過をおって流れる必要のある業
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務課の担当事項と，その作業順序を資料２のフローチャートにより示しておく。

2）共通第一次試験における試験教科・科目及び代替科目について

（１）教科について

共通第一次試験における試験教科は，国語，社会，数学，理科，外国語の５教科とする。
（２）試験科目について

国語は，現代国語，古典，社会は倫理・社会，政治・経済，日本史，世界史，地理のうち２科目を

選択，数学は，数学一般，数学Ｉのうちから１科目選択，理科は基礎理科，物理，化学，生物，地学

のうちから２科目を選択，外国語は英語，独語，仏語のうち１科目を選択し，計７科目とすることを
適当と考える。

（３）出題の範囲等について

ａ・共通第一次試験は，高等学校における学習の達成度を評価することを目的としているとすれば，

高等学校の普通科，職業科を問わず，履修した必須科目に応じた試験を行うことがのぞましいと考え
られる。

そこで，具体的な出題の科目とその範囲については，国立大学の受験を希望するすべての受験生に

平等の機会を与えることが必要である。

この趣旨にそえば，出題の範囲は，次のようになる。

国語………現代国語，古典Ｉ甲

社会･…･…･倫理・社会，政治・経済，日本史，世界史，地理Ａ，地理Ｂ

数学………数学一般，数学Ｉ

理科………基礎理科，物理Ｉ，化学Ｉ，生物Ｉ，地学Ｉ

外国語……英語，独語，仏語

なお，外国語は，高等学校においては，選択科目となっているが，大学入試の要件として出題する
こととする。

外国語については，受験願書提出の際に，科目を指定して申し出るようにする必要がある。

なお，数学一般，基礎理科の科目による受験者は，高等学校においてそれぞれの科目を必須として

履修した者に限定することとし，外国語の場合と同様に，予めその旨を出願の際に申し出ることとす
る。

従って，これらの３教科のうちの科目指定及び限定受験者（独語，仏語，数学一般または基礎理科
●
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の受験者）については，実際の受験者の数は，かなり少数であると予想されるので，試験場について

も，各地区ブロックにおいて，１～２ケ所の試験場を指定し，試験を実施することが実際の試験業務

運用上，適当と考える。

b・数学一般，基礎理科については，若干の問題がのこされている。

数学一般を履修している高等学校の生徒は，極めて少数（全国において，昭和48年度3.2％，昭和

49年度1.5％，昭和50年度0.9％）であり，かつ年々減少の傾向にある。即ち，数学の必須科目として

は，数学Ｉを採用している高等学校が圧倒的多数ということが出来る。

また，ちなみに，昭和51年度，新課程による国立大学の入学試験の教科，科目についての調査によ

れば，数学一般を入学試験科目に課している大学は，－校もみあたらない。

これらのことを配慮すると，数学一般の出題については，今後高等学校側の意向をも徴し，今後，

なお，検討の余地がのこされていると考えられる。

なお，また数学の科目別専門委員会における実地研究等を通しての研究の結果では，数学Ｉの出題

の場合においても，数学ⅡＡ，Ｂの共通部分まで程度の範囲に拡大することが可能であれば，出題に

柔軟性を増し，より適切な出題が可能であると指摘している。この点についても，今後に残された問

題点といえよう。

次に，基礎理科については，数学一般の場合と極めて類似しており，高等学校における基礎理科の

履修状況は極めて少なく，（昭和48年度3.4％，昭和49年度2.1％，昭和50年度1,5％）かつ年々減少の

傾向にある。また，昭和51年度国立大学の入学試験教科，科目においても，国立大学のうち２基礎理

科を入学試験科目に入れている大学は，わずか１大学のなかの１学部にすぎない。

従って，基礎理科についても，数学一般の場合と全く同様に，出題については，今後，なお検討の

余地があろう。しかし，理科系の５つの科目別専門委員会の見解としては，基礎理科の出題につい

て，特に異議は出されていない。

（４）代替科目について

前記のように，共通第一次試験における教科，科目が高等学校における普通科，職業科共通の必須

科目の範囲内で（英語を除く）実施されるならば，特に代替科目による試験を行う必要はないと考え

る。

ちなみに，文部省の昭和49年９月の調査によれば，昭和49年度，国立大学において数学の代替科目

として，「簿記会計」の試験を実施している大学は，９大学（うち，２大学では，２部の試験の場合

のみ）であり，そのうち，大部分は，旧課程数学Ⅱ⑧の代替である。
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従って，もし，かりに数学の場合，共通第一次試験において，数学ⅡＡまたは，ⅡＢの共通の範囲

まで出題範囲に加えるとするならば，「簿記，会計」を代替科目として出題することも考慮する必要

があろうと考えられる。

なお，職業科のうち，商業科を除く，職業課程（農業，工業，家庭，水産，看護科など）における

社会，数学，理科の代替科目とされているものは，２科目以上10科目ほどにも多岐に亘っており，且

つすべての職業高等学校，あるいは，職業課程において共通に履修しておらず，これらのなかから選

択履修している状態にあるため，大学側において，出題科目の選択にとまどうのみならず，実施上，

多くの困難点が予想される。従って，大学または，学部によっては，その実状に応じて，第２次試験

において代替科目を課すことも考えられる。

なお，外国人留学生の取扱いについては，十分，検討されていないが，共通第一次試験を受験さ

せ，他の受験生と同様にあつかうことには，種々な困難があり，別途に，何らかの方法が考慮される

ことが適当と考えられる。

（５）その他について

大学による科目指定は行わない。

また文科系，理科系の区別は設けない。

共通第一次試験が高等学校における学習の達成度を把握することの趣旨からすれば，各大学で実施

する第２次試験の科目指定に即して指定を行うことは，本来の趣旨から逸脱することにもなり，か

つ，高等学校における新教育課程において，生徒の取得単位に大幅な選択制が採られている現状から

みて，一部の受験生を拒むおそれがある。

文科系，理科系の区別についても，むしろ，各大学の第二次試験の科目指定に際して，それぞれの

学部，学科の特色を生かして，配慮されることが望ましいと考えられる。

3）共通第一次試験の再試験・追試験について

一つまたはいくつかの試験場で，試験実施が不可能になった場合においては，当該試験場で行うぺ

き試験の期日を改め，別の問題で実施することが必要である。このために用意している問題が予備問

題である。またこのように期日を改めて行う試験を再試験という。再試験の実施方法は，その規模に

よって異なるが，少なくとも一試験場の全員程度の規模になると，正規に行われる試験とほぼ同様の

方法で行うことが必要で，このため問題冊子，解答用紙も正規の試験と同様に用意しなければならな

い。またこの再試験が全国の受験者全員にわたって行われることも想定される。このような再試験
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を，本来行われるべき試験の１～２週間後に行うためには，事故の有無を問わず，全員に対する予備

の問題・解答用紙をあらかじめ印刷・作成しておかなければならない。

このような再試験が行われるのは，実施する側の責任によって生じた事故，天災または，広範囲の

交通停止等により試験が実施できなかった場合に限られる。

個々の受験者が病気または，その他の事故により，全教科または一部教科の試験に欠席した場合の

処置が問題になる。共通第一次試験を受験しないと，Ｉ期校，Ⅱ期校ともに，受験できなくなるか，

または受験したとしても著しく不利になることも考えられるので，これらの受験者に対して，日を改

めて試験をする必要があると考えられている。これを追試験といい，実施できなかった試験をやり直

す再試験と区別する。この追試験の実施はあらかじめ用意した追試験用の問題によって実施するが，

本人の届出によって受験させ実施するものとする。人数はそれほど多くないものと考えられるので，

試験は－ブロックに１，２個所にまとめることも可能である。追試験は原則として医師の診断書，事

故の証明書等を呈示したものに限るべきであるが，これを許可するに当っては`慎重にしなければなら

ない。しかしながら，追試験までの期間を－週間程度とすると，入試センターで当否の審査をするこ

とは時間的な余裕がないため不可能であるから，各地の実施機関の判断に委任せざるを得ないことに

､なる。このための手続きとしては，試験を欠席した受験者または代理人が，試験期日から一定の期間

（２～３日程度）に，直接関係する実施機関に出頭して手続きをすることにするのが望ましい。これ

ら追試験については，時間的制約もあるので，若干の追試験用問題冊子と解答用紙を各ブロックにあ

らかじめ密封して配布しておいてそれを用いるのが適当であろう。この場合には，人数が少ない上に

処理技術の上からも問題があるので，答案用紙にはマークシートを用いず，答案用紙の内容をパンチ

カードによって入力して採点する方式をとるべきであろう。追試験を必要とするものを入試センター

でまとめて，本来の試験と同じマークシート法を用いるとすると，追試験までの期間は２週間以上必

要となるであろう。

したがって，問題および解答用紙としては，通常のもののほか，再試験用の予備問題に関するもの

と，追試験用のものと２種類を用意することが必要である。万一いずれかの試験場で再試験を行うこ

とになったときには，追試験受験者も同じ日に同じ問題で受験させる。このようにすれば，追試験用

に用意した問題を，再試験を受験できなかったものの追試験に用いることができる。

試験実施者の責任によって受験できなかった場合を除き，追試験を受験したものの点数は，正常に

試験を受けたものに比して多少不利になるよう，一定の係数を乗ずることを考慮すぺきであろう。

正常の試験と再試験・追試験の難易度についての慎重な考慮が必要であるが，追試験をパンチカー
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F等により採点を行う場合にも，正常な受験者との間に公平を失しないよう，解答用紙の形式等につ

いて十分な考慮が必要である。.

4）共通第一次試験の受験生とその出願について

(1)受験生は学校教育法第56条に定める資格を有する者（見込を含む）で，国立大学への入学を志望

する者全員とする。

(2)受験出願書類請求ならびに受験出願書類提出は．入試センターに対し，原則として出身学校を経

由して行われる。

入試センターは出願書類および第一次試験受験料を受理し，受験番号，試験場を決定の上，試験

場を指定した受験票と，受験番号のついた第二次試験受験のためのカードを出身学校を経由して各

受験生に送付する。

現在のＩ期校，Ⅱ期校が存続する場合，第二次試験受験のためのカードは，１期枝，Ⅱ期校用に

各２枚ずつあるものとする。これにより，受験生は，各国立大学の募集要項にのっとって，Ｉ期

校，Ⅱ期校それぞれに２通まで出願書類を提出することができる。

Ｉ期校，Ⅱ期校が一本化され，全国立大学が同一期日に第二次試験を行うようになった場合，第

二次試験のためのカードは２枚となり，その出願は上記に準ずる。

(3)試験場は居住地によって定めるのを原則とする。都道府県別，出身学校所在地等によっては近接

他地区への割当てがある程度行われることも必要となろう。

なお，試験場は，現在各国立大学が入学試験を行っている程度の場所で行うことを原則とする。

しかし，地区によっては受験生が多数となり，新しく試験場を設定する必要が生じたり，大学教

職員だけでは処理することが出来なくなったりすることが生じる可能性がある。このような事につ

いては実態調査をふまえ，各方面の協力を得て具体的措置を講ずる必要があり，今後に残された

問題点となるであろう。また，個々の受験生の試験場の決定についても，実態調査をまつところが

大きい。

(4)受験生の出願書類に対する記入事項は，昭和49年度に行われた実地試験において使用された書類

（Ⅲ－附参照）が１つの例であるが，これに２)，（３）による外国語選択の指定，し数学一般，基礎

理科の選択の指定を書き込む項目が加えられることになる。

写真の添付方法，枚数については，コンピューター処理と関連して今後更に検討することが必要

である。
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(5)共通第一次試験に対する二重出願は許されない。

(6)受験生が入試センターから送られた受験票または第二次試験受験のためのカードを紛失した場

合，その旨を入試センターに申請する。入試センターは旧番号を欠番とし，新たに番号をつけて必

要書類を改めて送付することとするが，これらの具体的措置は今後更に検討する必要がある。

5）共通第一次試験の試験時期，試験日数及び時間について

共通第一次試験の実施時期及び日数については，全国一斉に多数の受験生を対象とすることに関連

し，試験場の確保，大学及び高等学校の日常の教育計画，授業などに与える影響を考慮し，出来うる

かぎり，障害を軽減することが緊要であろう。

(1)試験時期について

現在のＩ期校，Ⅱ期校制度が存続する場合を前提とすると，Ｉ期校の第二次試験の期日は，現行通

り３月３日頃であること，１期枝において，共通第一次試験の結果を，第二次試験の受験者のための

予備選抜に利用する場合のあること，推薦入学の資料に利用する場合，及び入試センターにおける採

点，集計，連絡事務等，コンピューター処理に関すること，天災などの事故により再試験を実施する

場合のあること，更に，高等学校の教育課程を出来るかぎりゆがめないような時期の配慮など，多様

な条件を考慮すると，共通第一次試験の実施時期は，おそくとも，Ｉ期校の第二次試験の約１ケ月半

まえまでに実施することが適当であると考えられる。

しかしながら，予想されるこの１月中旬頃の時期は，大学側の行事等との関連では，必ずしも適当

でないという意見もあり，前年の11月～12月頃に早めることがのぞましいという考えもある。しかし

このことは，第二次試験受験大学への出願の時期，高等学校における教育課程の進捗度（例えば，社

会，国語）などとの関連も考慮する必要があり，今後，高等学校側の意向をも参考にして，なお，慎

重に検討する余地が残されていると考える。

(2)試験日数，試験時間について

試験の日数は，実施科目数と，試験時間に関連し，各教科，科目の出題量に関連する。

共通第一次試験において５教科，７科目の試験を実施するとすれば，昭和49年11月に実施した実地

研究試験の結果からみても，１教科90分～120分として，２日間が適当と考えられる。

しかし，実施側としては，例えば土曜日，日曜日に実施するとしても，試験場は，受験生多数のた

め，国立大学以外の施設及び広範囲に亘ることがありうるので，前日に会場の準備などのことも考慮

する必要がある。
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また，試験場における答案の回収，整理など，試験監督の業務遂行上の円滑さの面から，休憩時間

にも，かなりの余裕をもった時間の配分が必要であろう。

6）共通第一次試験の出題および採点その他について

国立大学共通第一次試験を実施するにあたってはすでに述べられているように30万人を下らない受

験生を対象とし，しかもその採点集計などの処理は短時間に行わなければならない。このこともすで

に述べた通りであるが，これを処理するにはすべてコンピューターを使用することが求められる。そ

のことはまた問題の解答形式，採点などに対し制限が与えられ，結果としてマークシート方式を採用

する必要を生じた。このことは更に出題方法にも決定的な影響を及ぼすこととなり昨年度より研究を

行ってきた新しい形式の問題を作成することとなった。その結果作成された問題は昭和48年度中間報

告の添付資料として－部に配布されたがこれにはまだいくつかの問題点が残されているので一般的な

公開は行われず関係者間においての検討資料とした。本年度はこの昭和48年度の研究を基礎として更

に研究検討を行って昭和49年11月末に行われた共通第一次試験の実地研究に使用される問題の作成を

行った。問題作成は前年度と同じく各科目毎に科目別研究専門委員会を設けて行ったが，その委員会

は次の12科目である。その委員会の設置もほぼ前年度と同じく次に示す（）内の大学に委員会を置

き，その委員長はその大学の専門分野の教官より選び，更にその事務も当該大学の事務関係者により

担当された。なお本年度は都合により政治・経済に関する科目別研究専門委員会は横浜国立大学より

東京大学に変更になった。各科目別研究専門委員会はそれぞれ委員長を含め約10名の委員を以って構

成されるが，各委員会の委員はおおむね委員会の設置された大学の存在する地域の幾つかの大学の教

官を以て当てた。但し一部の委員会では少数の委員は他地区の大学教官を以てあてたものも見られ

た。更に各委員会の委員の中には昨年の委員と－部交代の行われたものも見られた。

１２科目の科目名および委員会を置く大学名

国語：現代国語・古典（東京大学）

社会：倫理・社会（お茶の水女子大学）

政治・経済（東京大学）

日本史（奈良教育大学）

世界史（大阪大学）

地理（京都大学）

数学：数学一般・数学Ｉ（名古屋大学）
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理科：物理（九州大学）

化学（九州大学）

生物（東北大学）

地学（北海道大学）

外国語：英語（広島大学）

これまでの２ケ年間の出題を行った結果などより出題を担当する科目別研究専門委員会の組織構成

に関しては次のようなことを考える必要がある。

1）各科目毎に対応する－つの出題委員会を設置する。

2）各委員会は一応約10名で構成するが科目によっては更に増員する必要がある。例えば国語では現

代国語と古典とその内容に相違があり，その委員会内を緊密な関連を保つ二群の委員会とする必要

のある場合や，地学など一つの科目内に多くの部門を有する場合などは委員数を更に増す必要があ

る。

3）各委員会の委員はその科目の内容面，また地域的にも一部に片寄ることはさけるべきであるが，

また出題にあたってはその本質上充分綿密な連絡の下に作業を進めなければならない。そのため委

員の所属する大学が著しく遠隔の地に分散することもさけなければならないであろう。

4）各委員会の委員は毎年「入試センター」より各大学の教官に依嘱されることとなるが，マークシ

ート形式の出題の技術的な面などより考え毎年全員の交代は困難であり，かつ又出題の作業は相当

の重荷となるものであることと，出題が特定の教官に固定する不当性などより見て，－教官の２ケ

年程度の連続出題担当と委員の半数交代が望ましいものであろう。なお出題にあたっての委員に対

する負担増に関してはその期間中の所属大学での担当についての配慮の行われることが望ましいも

のと考える。

各科目の出題形式については，受験生の総数，共通第一次試験の性格などによりすでに述べられて

いるようにその採点にコンピューター処理を採用せざるを得ない事'情がほぼ決定されている。次いで

コンピューターの現状より見て，受験生の筆記した文字を読み取らせることの困難さよりマークシー

ト形式の答案を用いざるを得ないことも明瞭である。このような考察の結果昨年度より採点のコンピ

ューター化に合致した出題法が研究されてきたものである。本年はこれを基礎として更に研究を行っ

て実地研究に使用する問題の作成を行った。昨年と本年の問題作成と更に本年の約3,000名の受験生

を対象として行った試験の結果などと総合して次のような結果が得られている。

その採点法よりして出題に自から制限が生じ，結果として客観テストに主体を置くこととなる。こ
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の結果は各大学が独自に行う第二次試験における記述式方式への重点が生じることとなる。ただし現

在までの２回の研究においてはマークシート形式の適当な使い方と選択肢の作り方により単純な○×

形式の場合より更に進歩した出題を行い得ることも明らかになった。一方またマークシート形式の採

用は受験生にマークシート記入上の負担をかけることとなり新たな問題をひき起すことともなった。

このような点よりこの形式の出題採点にあたっての試験の限度などを整理して次に示す。

マークシートを用いた解答形式と合わせて行うコンピューター採点処理においては，受験生に文章

を用いて解答させる場合と異なり自から次に示されるような制限が生ずる。この制限に関しては設問

形式の研究により相当の線までの解決も可能となり今後の指針となったが，また現状では困難である

点も明らかとなった。その一部を述べると次のようになる。すなわち，ａ・主として国語および外国

語（英語）などでは読解力を試す設問が必要とされるがこれは充分とは言えないにしても設問の作り

方とそれに合わせた選択肢の作り方によってほぼそれをテストすることも可能である。これと同じ

く，程度に差はあっても感受性，想像力を試すことも可能であるとの結論が出されている。また本年

行われた英語の出題にあたっての聴解力のテストもこのような点を試し得る方法として役立つもので

あろう｡ｂまた国語においてはその基礎学力を試す重要な問題とされている漢字の正確な書写能力

のテスト，英語（外国語）における答案用紙よりの和文・英文の読み取り等に関してはこれを可能と

することに強い要望が有ったにかかわらず現在のコンピューター方式では不可能とは言えないにして

も極めて困難であることも止むを得ない点である。このことはあわせて各科目において表現力を的確

に評価することが困難であることをも示している。ｃ、この形式の答案用紙においては選択肢を与え

ての解答が多くなるが，その場合，充分の独創力のテストをすることの困難性や社会の一部科目で問

題となる「最適」と「次善」の適切な採点の配慮など選択肢法に関して今後多くの問題点の研究の必

要性が取りあげられねばならない。．．次いで図形を用いての解答の問題に関して，数学，理科，社

会の一部などにおいても必要とされる線形グラフの読み取りであるが，これには困難な点もあるが，

出題，解答形式を工夫することにより相当な範囲のテストは可能であることが明らかにされた。なお

この場合使用する紙面のスペースに関してはその広さと知り得る情報壁の関係において問題が残るで

あろう。更に地理などで必要とされる白地図上への位置の記入については二三の工夫が行われてい

るが未だ多くの問題点が残されている。ｅ、また数学などで必要とされている証明問題，計算過程を

みる問題など出題，パラメーターの分類をして解答する必要のある出題などに関しての解答不能の問

題などが残される。ｆ・その他の問題点として，化学における化学式の読み取り，理科共通の図形の

読み取り，その他いくつか困難な問題点も指摘されている。
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以上いくつかの方法では困難あるいは不可能な問題点があげられているが，各科目において前年度

より明らかにされているように新しい形式の設問法と解答方法の研究によって，高校における全般に

わたっての基礎的な学力の－通りの理解を試し得る点においてはほぼ充分であるとの結論が得られ

た。ただしここで述べられたこの出題に対する制限は必要に応じての各大学における独自の第二次試

験の実行と，出題形式・内容を含めてその方法に明確な指示を与えるものと考えねばならない。更に

これ等の点を綿密に考察することによってこの共通第一次試験を各大学においてどのように選抜にあ

たって利用するかまた自から明らかにされるであろう。

最後にこの共通第一次試験の出題に関しての問題点をあげると次のような注意が必要である。第一

に問題の内容においては，高校教育の内容に即したものであってその教育を乱さないよう充分考慮す

べきである。この方法が全国の国立大学において利用される場合は一次試験においては全科目にわた

り－組の問題を作成することで充分であるので時に心配されているいたずらに奇をねらう出題も無く

なることとなるものと考えられる。次いで出題の範囲であるが，これが広すぎることは受験生の負担

を大きくすることでさけねばならないが，またあまりにも狭すぎる場合も出題の傾向に片寄りが生

じ，引いては出題に自由性が少なくなることともなり，適当な範囲を定める必要がある。なお本年ま

では高校の指導要領の旧時のものの範囲で出題を行ったが今後は新指導要領によるものと変更しなけ

ればならない。更に解答形式のマークシートに関してはそのデザイン，印刷の色彩，記入の注意書き

などに充分の配慮をはらい，受験生に対しその記入にあたっての余分の労力を使わせないよう考慮し

なければならない。また重要な点であるが解答形式を決定するにあたってはケヤレスミステイクと本

質的な誤答との区別などを明確にすることも配慮しなければならない。

7）共通第一次試験の試験結果の各大学における利用について

(1)共通第一次試験の試験結果は各大学が独自に行う第二次試験の結果と総合して判定に利用される

のが本旨である。

この際共通第一】ik試験の結果の考慮の仕方は各大学それぞれの行き方があるので，それに資する

ために各大学には共通第一次試験の結果について，個人別の科目の得点，合計点それらの全受験生

についての平均点，それぞれの標準偏差および点数分布曲線についても通知し,．更に他のデータ等

についても大学側の要請に応じ，可能な限り提供する用意がある。

(2)第二次試験は共通第一次試験と異なり，受験生のある特定の学部，学科の修学に適した特性につ

いて調べるものであるから，各大学は第二次試験に際しては，その目的にふさわしい科目，設問乃
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至は共通第一次試験の方式上調べ得なかった面を明らかにするような試験を実施することが望し

い゜共通第一次試験の性格と重複するような試験の在り方では,徒に受験生に二重負担を課すこと

となる。

(3)総合判定においても，第二次試験において綿密な調べをするためには，共通第一次試験の成績に

よってある程度数を絞る必要のおこってくる場合があり得るであろう。この「予備選抜」を採用す

る場合に，過去の能研テストの追跡調査によれば，第一次試験の成績で上から定員の２倍の範囲に

第二次試験の合格者の98.6％が入っている事実，また現在２回に分けて入試を行っている大学にお

いて，長年の追跡調査の結果第一次で定員の２．５倍に絞るようになっている事実は考慮に値するで

あろう。このような場合においても，共通第一次試験の結果が最終決定に考慮されるべきことは勿

論である。

「予備選抜」の事務処理は各大学の責任において行うべきであり，当該大学は事前にその旨公表

しておかなければならない。また「予備選抜」の結果は第二次試験の前に発表しなければならな

い。その時期，方法等については第二次試験の日程等を考慮の上各大学において検討さるべきであ

る。

(4)推薦入学に共通第一次試験の結果を利用する向もあろう。その場合第二次試験以前に選考が行わ

れるための時間的余裕について考慮の上，時期設定がなされている必要がある。

8）志望大学への第二次試験の入学願書提出，その他について

(1)第二次試験の入学願書請求ならびにその提出は各志望大学に対して，原則として出身高等学校を

経由して行うものとする。受験生は願書提出の際に入試センターから送られている第二次試験受験

のためのカード〔４)，(2)参照〕を必ず添付し，第二次試験受験料を納入しなければならない。

(2)各大学は第二次試験のための受験票その他必要書類を現行の入学試験の際と同様に受験生に送付

する。

(3)願書提出の期間はＩ期校，Ⅱ期校ともに共通第一次試験に先立つ10日間とする（５）･参照)。

9）事故処理問題について

共通第一次試験の実施にあたって，種々の事故が予想されるが，現在では予測することができない

ような事故も考えられるので，総べての場合を想定して事故対策を行うことは不可能である。しか

し，一応考えられる事故についての対策について検討し，そのための処置を講じておくことが必要で

－３１－



ある。

まず第一に，試験実施以前におこる事故であるが，その中で最も重大なものは，問題冊子あるいは

解答用紙の輸送中生ずる事故である。このため，－部問題冊子あるいは解答用紙が破損したり，焼失

したりすることがおこった場合に対してはあらかじめ，余分のものを印刷しておき，代替分を急送す

ることが考えられるが，解答用紙については，受験番号等の印刷をする必要がある。

上のような処置を行って，所定の期日に試験を行うことができないときには，関係試験場のものに

ついては，１～２週間後に，別の問題（予備問題）を用いて試験を行う（これを再試験とよぶ)。こ

のような再試験の対象となる受験者の数があまり多くない場合には，予備問題とそれに相当する解答

用紙をまとめて送ることもそれほど困難ではないが，全受験生に対して再試験を実施しなければなら

ない場合がある。このような多量な問題冊子・答案用紙をそろえるのには，かなりの日数がかかるの

で，事故が発生してから，印刷にかかるのでは，再試験の実施までにかなりの日数を必要とするの

で，万全を期するためには試験実施の時期は大幅に早めることが必要である。したがって，この計画

で考えられている時期に実施するということであると，予備問題およびこれに相当する答案用紙を全

受験者数に相当数だけあらかじめ印刷しておくことが必要である。

実施前におこる事故として想定されるものの中で最大のものは，問題の内容が外部にもれた場合ま

たは，もれたという疑いが生じた場合である．問題の内容に関する秘密の厳守については，特に注意

しなければならないのはいうまでもないが，輸送中に－部紛失した場合，また輸送中に生じた交通事

故の際に路上に散乱し，それによって問題の内容がもれることも想定される。このような場合には，

全受験者に対し相当する科目の試験を用意した予備問題によって行わなければならない。また，その

ためにこの試験の実施の時期をおくらせて再試験として行う可能性もある。

試験実施中におこる事故については，種々の事故があるが，試験場が全国にわたり，天災，または

広範囲にわたる交通の停止のため，いくつかの試験場で試験実施が不可能になることもあり，－部受

験者が，１科目または数科目の試験を受けられない結果を生ずることも十分想定される。これらの解

決は，前記の場合と同じ再試験の実施によって解決する。試験実施中に，不測の事故により，試験の

続行が不可能になった場合も再試験を行う。

解答ずみの答案用紙をセンターに返送の途中に生じた事故で答案用紙が紛失破損する事故がおこる

ことが想定される。この場合にも再試験をすることが一応考えられるが，同一人が２回の試験を受け

なければならないことと，事故と試験の期日とのタイミングによっては，通常の方法で再試験を行う

ことが非常に困難になるものと考えられる。
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なお,交通事故などのため，特定の試験場において，所定の時刻に試験の開始が不可能な場合に

は，実行可能な限り時間をずらすなどの方法で実施することが望ましく，またこのため多数の遅刻者

が出た場合には別室を用意するなどの方法を考えることが必要である。この場合には解答用紙の配布
については注意が必要である。

一般の遅刻者については，試験開始後一定の時刻までは入場を許す。

次に，問題に誤りがあった場合の処置があるが，試験期日より十分前であれば，印刷した正誤表を

添付または別送する．当日発見した場合のように，このような措置をとる時間的余裕がない場合で

は，テレファックスなどにより各大学実施機関に連絡する方法が考えられる。このためには，各大学

にあらかじめ，テレファックスの端末をおき，センターとの専用回線を用意しておかなければならな

い。（公衆回線を用いるテレファックス端末もあるが，同時に各大学に連絡する方法に問題がある｡）

受験生からの質問の処理については，試験場では一切答えないことにするべきであるが，それが明

らかに問題の誤りなどのある場合については，さらにきめ細かく検討しなければならない。

試験終了後に問題の誤りまたは，不適切な点があった場合には，該当する問題の採点をしないなど

以外には，さし当りとり得る方法はないが，ケース・バイ・ケースにその対策を考えるほかはない。

解答用紙の印刷ミスなどは，修正不可能であるので，上記に記した処置が必要である。

１０）小規模実施方法について

全国立大学が協力して全国一斉に共通第一次試験を行うことを目標として各部門にわたり研究を行

っているが）これを行うにあたりその前段階として－部の大学が協力して小規模な実施を行うことも

考えられるであろう。その場合にどのような問題が起こるか検討を行ったのでこれを示す。

これを行うにあたり一部の大学と述べた場合に少なくとも二つの例が上げられる。一つは一地区の

国立大学が何校か協同の下に行う場合と専門を同じくする大学例えば単科大学（医科大学）で全国的

にその所在地が分布する大学が協力して行う場合であろう。前者の場合はその実施方法に関してはこ

の報告書に示すような各部分の研究結果を参照して実施することが良いと考えられる。ただし全国的

に実施する場合の大きい利点の一つである受験生がそれぞれの居住地の近くで受験しうることが不可

能となり共通第一次試験のための受験地への旅行が必要となる。したがって大学の側において何大学

かが協力して－種類の出題を行うことの利点のみが上げられることとなる。第二の場合においても受

験生の居住地での受験を行いうる利点は成立せず，大学側の出題面においての前者と同様の利点が取

り上げられるのみとなる。

上記いずれの場合も出題面よりみればある程度の進展は見られるが大多数の国立大学が協力して一
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斉に共通試験を行う場合に比較し著しくその成果が低いものと考えざるをえない。

11）身体障害者の受験について

共通第一次試験において，身体障害者の受験者が若干名あることは，当然予想されることである。

身体障害者のなかでも，その障害の種類，部位が様々であり，その障害の程度も軽度から，重度ま

であり，軽度の障害者の場合には，他の一般の受験生と同様に受験可能と考えられ，特に考慮する必

要はないであろう。

しかし，次のような障害者の場合には，共通第一次試験の受験出題に際し，予め申し出を受け，試

験実施に若干の準備をする必要があろう。

肢体不自由者の場合は，特に車いす利用者について，試験場等に，特別な配慮が必要となる場合が

あると思われる。

盲者については，出題に際し，予め点字による出題を準備するとともに，マークシート方式による

回答は不可能であるので，回答の方法を配噸する必要がある。（例えば，別室において，試験を実施

し，その際，介助者２名を配し，回答を介助者がマークシートに記入する方法などが考えられる｡）

また，盲者，ろう者については，出題の内容によっては，解答不能の場合が考えられるので，別途考

慮する必要があろう。

なお，いずれにしても，これらの身体障害者については，各地方ブロックごとに１ケ所程度，試験

場を指定し，受験するようにすることが適当と考えられる。
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入試センターの組織と事務職員数(案）資料１
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業務内容のフローチャート(案）資料２
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附）昭和48年度入試改善調査研究報告書（中間報告）に関す

るアンケートについて

入試改善調査委員会は共通第一次試験について昭和48年に行った調査研究の結果を「国立大学入試

改善調査研究報告書一中間報告・昭和48年度一」として報告した。この報告書は各国立大学その他関
係各方面に送付した。

共通第一次試験に関する調査研究は昭和49年度も引続き行うこととしたが，中間報告の内容につい

て各方面の批判と意見を求め，本委員会の調査研究に資する必要があった。

そのため，本委員会はこの中間報告をふまえて，共通第一次試験に関して各国立大学にアンケート
を行った。

その項目はつぎの通りである。

Ａ・実施方法，実施機関等について

Ｂ・教科，科目について

Ｃ利用について

Ｄ・その他

これらに対する回答のうち，前３項に関するものは，本報告のそれぞれの項目のもとに，できるだ

けとり入れて，疑義や意見にこたえるようにした。これらは実施した場合の結果や影響を予測するた

めに想定したものであるが，実施を前提とした質間のように受けとれるため，批判や注意事項に関す

る意見はＤ項に多く集っている。

回答のうち賛成に近いものは前３項のそれぞれの項目に大体とりあげられているので，批判や，特

に意見のあったもののうち主なものをここにあげると，それはほぼ次のごとくである。

1）全般に関するもの

(1)入試制度だけを改革しても競争試験の弊害は解決できない。

(2)共通第一次試験は大学および受験者に物心両面で大きな負担を与える。

(3)共通第一次試験の段階では受験者の全体的な能力はわからないのではないか。（従って予備
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選抜は好ましくない｡）

(4)共通第一次試験は高校教育に画一化などのひずみを与えるのではないか。

(5)共通第一次試験は大学や高校の格差を拡大するのではないか。

(6)共通第一次試験は教育の国家統制をもたらすのではないか。

2）理念と目的について

(1)共通第一次試験を行うことによって，入試改善の理念が生かされるか。

(２１各大学で行う二次試験と組合せて考えないと議論できない。

(3)予備選抜は総合判定と言う本来の考え方と矛盾する。

(4)共通第一次試験は高校の学習達成度を見ることによる大学入学の資格試験とするべきであ

る。

3）問題およびコンピューター使用について

(1)出題に対するコンピューター利用の限界に疑問を持つ。

(2)コンピューターの技術的問題にとらわれて，共通第一次試験の根本理念が忘れられ易い｡

(3)共通第一次試験の出題は幅ひろ<，平易なものであるべきである。

4）その他

（１）共通第一次試験に関連してＩ期校，Ⅱ期校の別を廃止すべきである。

’2）共通第一次試験の教科を国語，英語，数学の教科に限るべきである。

（３）コンピューターを用いず，出題だけを－部共通にしてはどうか。

（４）はじめから全国的な組織とせず，ブロックごとに共通試験を行うべきである。

（５）抽選による入学を考慮すること。

（６）推薦による入学を考慮すること。

（７）二次試験についても共通問題を作り，その中から利用できるようにすること。

（８）国立大学に限らず，全ての大学につき行うべきである。

以上のうち，競争試験の弊害，一次二次の組合せ，予備選抜などについては，本文のそれぞれの項

にも－部のべられているが，共通第一次試験により入試の弊害を全て解決することはもとよりできな

い。志願者が大学の入学定員を上まわる限り，何らかの形で競争試験を行わざるを得ない｡ただその
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方法を改善して，普通素直に勉強している生徒が不利になったり，高校が予備校化して受験技術の習

練のみに走ったりすることが無いようにするのが，共通第一次試験の大きな目的の一つである。この

趣旨が十分に徹底すれば，二次試験（その大学，その学部学科の適性試験）との組合せも自ら適切な

ものが考えられると思われる。二次試験について統一的に規定することはできないが，その趣旨から

して，できるだけ科目を少なくして記述的なものを主とし，志望学部や学科との資質適性を見ること

が妥当である。

以上のように本来一次二次を合せて－つの入学試験で，共通第一次試験の結果は公表されないか

ら，それにより進学指導が行われることはなく，大学や高校の格差拡大にはつながらないと思われ

る。また出題委員も各大学から自主的に選出される上，二次試験も組合されるので，高校教育の画一

化や，国家統制などの弊害も防ぐことができると思われる。

次に大学も受験者も二重負担になるとの意見はある程度事実であるが，前者では入試センターの設

置など共通化による労力節約の利点もあり，後者では技術に傭した受験準備に追われることなく，正

常な高校教育を享受することができるならば，必ずしも無用の負担ではないであろう。

また予備選抜の問題であるが，たてまえからは確かに好ましくない。しかし特に志願者の著しく多

い大学，学部においては，強く希望している。従来からの予備選抜に関連した研究では，定員の二倍

程度の範囲内は合格可能者の98％余りが納まっている。予備選抜の実施を希望する大学があったとし

ても，数年間の追跡調査により，無理のない，予備選抜の範囲を決定できると思われる。

出題のコンピューター化による制約は免れないものではあるが，その限界を十分考慮して実施する

ならば。ある程度実用に支障のない結果が得られると思われる。

またこれに関連した提案として，出題を－部共同で行い，採点には＝ンピューターを用いないと言

う考えがあるが，これは現在の制度でも実験し得るものである。

その他抽選による入学，国立大学のみならず，公私立大学全部に共通第一次試験を行うこと，志願

者全員を第一年次に収容して，その中から進級者を選抜すること，などは，意見としては興味あるも

のもあるが，これらは根本的な基礎条件の改変を要し，現在の情況のもとでは実行不可能である。

なお共通第一次試験の成績により，志願者を数段階に分ち，上位から順次段階別に各大学が二次試

験を行って合格者を選抜する方法や，各大学が予め入学定員を第一志望用と第二志望用に分ち，志願

者にも第一，第二志望を認め，第一志望用定員を先ず充足したのち，さらに共通第一次試験の成績を

主な資料として，第二志望用定員の合格者を選抜する方法も提案されているが，これらは大学や高校

の格差拡大につながるなど，問題点が多い。
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Ⅲ共通第一次試験の実地研究

国立大学協会入試改善調査委員会において本年度行った事業の重要なものは実施方法等専門委員会

が中心となって行った実地試験があげられる。すなわち全国７地区において，－地区約500名，全国

3,500名の受験生による実地試験がそれである。これは昨年度行われた実施方法等調査専門委員会，

＝ンピューター専門委員会，科目別研究専門委員会において研究を行って来た結果をもとにしてこれ

を実地に試みる事であると共に国立大学共通第一次試験が行われるとすれば如何にすれば可能である

ｶﾕの問題をとりあげるにあたっての予備階段ともなったものである。

1．準傭

本年度の共通第一次試験の研究に対しては文部省において，相当数の受験者を集めての試験の実地

研究を行う予算の支出を行った。これを受けて入試改善調査委員会においてその実施の具体案を作成

することとした。これには実施方法等調査専門委員会，コンピューター専門委員会，各科目別研究専

門委員会委員長合同の会議によりその計画が進められることとなった。その最初の会合は昭和49年５

月，日である。その後実地研究に関する小委員会も組織され，同５月'1日に最初の会議が行われた｡

これらの会議の結果本年は全国の７地区において各地区約500名の受験者を集めて行うことが計画

された。また各地区ともそれぞれ世話大学を決めてその大学が中心となり出来うれば近くの大学の協

力の下に行うことなどが考えられた。次に７地区とそれぞれの地区の世話大学を示す。

北海道地区北海道大学

東北地区東北大学

関東甲信越地区東京大学

中部地区名古屋大学

近畿地区京都大学

中国・四国地区広島大学

九州地区九州大学

この世話大学の決定は６月'0日世話大学学長，事務局長および入学主幹の会議を開催して決定し

た。それに引続き各世話大学では，一部では近傍の大学と協力の下に「地区試験実施委員会」を設置
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してそれぞれの地区において行う試験の企画，実施の主務を担当することとなった。委員は一地区５

名であり，うち1名は地区試験実施委員長となった。なおこの委員長は実施方法等調査専門委員長が

委嘱した。またこの委員会の設置と共に各地区に事務担当責任者，名も決定された。各地区試験実施

委員会はそれぞれの地区での試験の実施を計画すると共に地区毎の受験者の募集も行うこととなる

が，これには「実地研究趣意書」および「国立大学共通第一次試験の実地研究についてのお願い」を

もって地区の高校および教育委員会との連絡によって進められた。この時期には本年の試験は11月2３

・２４日の連休をあてることが最も好都合であると結論も得られて順次実施の準備が進められた。

受験者の募集は前述のように各地区で行われたが，受験予定者が確定した結果受験者の在学する高

等学校を経由して所定の受験申込書を９月20日までに地区試験実施委員会に提出・地区世話大学にお

いて取りまとめ９月25日までに国立大学協会内コンピューター専門委員会に送付し取りまとめた。コ

ンピューター専門委員会はこの申込書を処理し，’１月上旬資料に示す受験票，受験者の心得，試験場

案内図を受験者に送付した。

一方試験問題とマークシートは各科目別研究専門委員会においてコンピューター専門委員会の協力

の下に作成され８月31日の委員会において取りまとめた。ついでこの取りまとめられた原稿はコンピ

ューター専門委員会の下で校正，印刷された。この部分については更に詳細に次頁「Ⅳ科目別研究専

門委員会における調査研究の概要」に述べてある。

2．試験の実施

一方各地区の試験実施委員会においては地区毎の受験者数にもとづいて試験場の決定を行い，コン

ピューター専門委員会に報告を行って受験者の席順などの準備を進めた。それと並行してコンピュー

ター専門委員会では10月末に印刷の完了した問題冊子とマークシートを試験場毎に分封し11月15日ま

でに地区実施本部に送達した。またほぼ同時期には地区毎に試験監督者の決定も行われた。また各地

区の試験本部には受験者用として「受験者の手引」「解答用紙記入上の注意｣，地区実施委員会へは

「地区実施委員会への連絡」監督者用として「監督者要領」を印刷の上送付した。また今回は解答用

紙のマークシートにはあらかじめ受験者の氏名と受験番号を記入した形で配布するようになっていた

ので試験場において相違のあった場合は末記入の予備解答用紙を使用するよう計画した。このため予

備の解答用紙の使用調査表および欠席調査表も予め印刷の上送付されていた。

以上の前準備の上で７地区において試験が実施されたがその時間割は次表のようである。
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昭和49年度試験問題実地研究の試験時間割

JO

DC

3０

００

ｍ
Ｕ
Ｒ
ｕ

ｎ
ｕ
Ｕ
【
－
Ｍ

０
０

ロ

F1

L」

易
曰

備考：試験問題・解答用紙の配布は試験時間外に行うものとする。

また各地区毎各時間毎の受験者数と出席率は次表の通りである。

実地研究受験状況調惨一㈹一Ｍ一Ｍ一Ｍ
地区

北海道

東北

清
一
６
－
０

Ｈ
】
■
６

【
】
。
【
，
』 n

m

調
一
佃
一
卵

蛇
一
訂
一
別

孔
一
側
一
Ｍ

関東・甲信越

Ｐ
】

部
一
畿

中

１
Ｊ

Ｐ
Ｌ

147近

四国 524

加
一
叩

国中
九
総

Ｊ
ヨ
日弘
一
一
髄

州’３８８

計’3,048 JＯｌ２－Ｉ６７ＩＢＥ

､呪

この時間割については，試験時間のなが過ぎるとの意見，休憩時間の問題点などいくつかの検討す

べき点が出ている。また受験率などはこのような初めてのこころみとしては良好なものと考えられよ

う。次いで集められた解答マークシートは各地区より11月25日発送され国立大学協会に送達され，コ

ンピューター専門委員会の手に入った。また今回の試験において新しいこころみとして英語の聴解カ

テストに関しては種々準備など問題点があったが，きわめて少数の教室における発声の少時間のおく

れのみで無事終了した点幸いであったと言えよう。
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3．採点および集計について

採点はマークシートを決定する時点で出されていた採点基準にしたがって，マークシートリーダー

を用いて採点し集計を行った。各科目毎の受験者数，最高点，最低点，平均点，偏差は付した科目別

平均点一覧に示してある。また計画の途中に出された意見の一つとして地区実施委員会よりの要望と

して，高校側への各受験者の成績の要求が出された。これに関しては慎重な審議を行った結果世話大

学に高校別にした各受験者の科目別得点数を知らせ，これを世話大学より高校に通知することにより

何らかの意味における高校側への謝意をも示すこととした。

科目別平均点一覧

８
０
６
０
０
０
０
０
０
０
０
１
５

３
１

１
１
８

１
０
８
３
５
７
９
８
０
３
３
０
８

９
０
９
９
９
９
８
９
０
９
９
８
９

１
２
１

１
８

１
６
７
４
４
０
１
７
５
２
２
５
３

１
８
７
８
５
７
５
４
９
１
８
４
２

３
２
１
４
２
５
７
４
３
８
６
４
３

Ｊ
Ｊ
，
９
９

９
，

９

２
２
２
１
１

１
１

２

語
学
語
史
史
理
済
会
理
学
物
学
計

経
社

〈
ロ

本
界
・
・

目

治
理

科

国
数
英
日
世
地
政
倫
物
化
生
地
７

２２．２０

４１．３７

３３．６０

１４．１９

１４．７１

１３．５７

１１．７２

１３．８８

２３．１４

１５．２８

１７．２１

10.49

137.50

126.42

112.73

130.01

５１．６０

５６．５４

７１．３２

５４．４６

６３，７５

５２，４７

３５．６７

４０．７６

33.11

547.05

4．受験者に対するアンケート調査

当初よりの計画には入れられていなかった項目であるが，この実地試験を実施中に出された意見と

して，その受験者間における反響も知る必要がありこれを今後の計画に対する資料とすべきであると

の提案がなされた。この提案により資料に示す往復葉書によりアンケート調査を行うこととした。そ

の項目は

Ｉ各科目について，問題の難易，問題の文章の理解の難易，問題の長さ，図と表の理解の困難な

ものの有無，解答時間の長短

Ⅱマークシート形式の解答について，その形式の良否，記入法の難易，記入時間の長短，記入欄
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の見易さ

、英語の聴解カテストについて，その聞え方の良否，試験時間の長短，この方法の受けとめ方

Ⅳ試験場についての静かさ，明るさ，室温の適否であるが更に感想記入欄をもうけ全般的な感想

も知るよう取りはからった。

ただしアンケートを送付した時期が１月中旬となった点はおそきにすぎ決して良好ではなかった

が，それはこの計画が中途より出てきたものであり，かつ受験者へ出す葉書の宛名をコンピューター

によって打ち出す必要があるためこの試験の採点集計などすぺて終了した後に行わざるを得ない理由

によるものでまことにやむを得ないことであった。

このアンケートの結果は次の表に示されるように７地区の合計においてその回収率が43.4％であっ

てあまり高くない点はその時期が不適当であったものと考えられる。ただしＩの項目についてはすべ

ての項において「普」の部の数がそれぞれの項において最も高い値となった。またⅡ，Ⅲ，Ⅳの項目

についての結果は今回行った方法に対する注意すべき点を示すものとして大いに参考となるものであ

る．また感想記入の欄については色々の意見が述べられていたが，ａ、この試験を高校の授業に対し

合致するものと受け取るもの，ｂ・一部では易しすぎるとの感じをもつもの，ｃ・社会，理科それぞ

れ二科目の負担の重すぎると取るもの，ｄ・マークシート形式の記入の負担を示すものなど問題，解

答に関する感想が多く見られた。また成績，順位などにつき個人への連絡を望むものも一部に見られ

た。またアンケート調査の時期の遅いことに対する強い不満などもみられた。

全体として相当大きな作業となったが，この調査も色々の意味で多くの参考となったものと考えら

れる゜
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附受験生に対するアンケート調査集計
（７地区合計）

ｌｍｋ:鰯;ｉ蕊Ｉ各科目について

－４５－

問題の難易

錘 普 易

問皿の文章の理解

離 、昔 易

問田の長さ

長すQr6 普

図の難解 表の難解 解答時間

長 軒 短

国&

危難
4８

4.8％

回答数９９１

559

'56.4％

’３別

'38.8％

回答数９５２

3２ 582 338

3.4％ 61.1％ 35.5％

回答数９５６．

8８８７１

9.2％90.8％

､１－２名 １１－１名 回答数９７３

217 555 201

22.3％ 57.0％ 20.7％

倫社

（447）

回答数171

1９ 104 4８

11.1％ 6ｑ8％ 28.1％

回答数１６１

1３ 104 4４

8.1％ 64.6％ 27.3％

回答数１６４

1８ 146

11.0％ 89.0％

回答数１７２

4６ 116 ･1０

26.7％ 67.4％ 5.9％

政経

(751〉

回答数３１７

6４ 217 3６

20.2％ 68.4％ 11.4％

回答数３０８

3０ 230 4８

9q7％ 74.7％ 15.6％

回答数３１０

2８ 282

9.0％ 9Ｌ0％

１－８名

２－９名

Ｖ－３名

２－２名

４－３名

'１１－１名

回答数３１２

8９ 203 2０

28.5％ 65.1％ 6.4％

日本史

（1,484）

回答数６３２

188 397 4７

29.7％ 62.8％ 7.5％

回答数６００

4４ 446 110

7.3％ 74.3％ 18.4％

回答数６１５

3８ 577

6.2％ 9ａ8％

名
名
名
名
名

１
１
１
８
１

一
一
一
一
一

１
２
１
Ⅳ
ｖ

回答数６３１．

129 461 4１

20.4％ 73.1％ 6.5％

世界史

（1,254）

.回答数５２３

222 273 .２８

42.4％ 52.2％ 5.4％

回答数５１７

5５ 374 8８

10.6％ 72.3％ 17.1％

回答数５０８

5２ 456

10.2％ 89.8％

１－１名

V－１名

２－１名

１－４名

、－２名

回答数５３９

101 391 4７

18.7％ 72.5％ 8.8％

地理

（570〉

回答数２４１

3０ 150 6１

12.5％ 62.2％ 25.3％

回答数２３５

１５ 167 5３

6.4％ 71.0％ 22.6％

回答数２４１

2５ 216

10,4％ 89.6％

Ⅵ－５名

４－２名

Ⅸ-.1名 回答数２４９

・５９ 159 3１

23.7％ 63.9％ １１．(2Ｋ

数学

(2,286）

回答数９６５

194 547 224

20.1％ 56.7％ 23.3％

回答数９１１

204 538 169

22.4％ 59.0％ 18.6％

回答数９１７

8３ 834

9.】％ 90.9％

Ⅱ1-26名
Ⅵ－２名
１－４名
２－４名

３－１名

名
名
名
名
名

１
５
１
２
１

’
’
一
一
一

Ⅲ
Ⅲ
Ⅵ
２
５

回答数９４３

9７ 604 242

10.3％ 例.1％ ，Ｒｎ9Ａ

物理

（1,395）

回答数６１５

121 369 125

19.7％ 60.0％ 20.3％

回答数５６７

5０ 405 112

8.8％’71.4％ 19.8％

回答数５８６

3１ 555

5.3％ 94.7％

名
名
鴉
名

１
８
３
４

｜
｜
｜
｜

川
１
１
２

１，－３名
１－４名
２－１名
３－４名

回答数５９９

4９ 431 119

8.2％ 720％ 1ｇＲＯ`：

化学

（1,812）

回答数８１２

3別 389 2９

48.5％ 47.9％ 3.6％

回答数７６０

101 558 101

13.3％ 73.4％ 13.3％

回答数７７０

128 642

16.6％ 83.4％

名
名
名
名
名

２
２
３
１
１

’
’
’
一
一

Ｉ
Ⅳ
Ｖ
Ⅳ
９

名
名
名
搭

７
２
１
１

一
一
一
一

Ｖ
Ⅳ
６
１

回答数７９５

4８ 483 264

6.0％ 60.8％ 33.2％

生物

(682）

回答数２８５

109 163 1３

38.2％ 57.2％ 4.6％

回答数２６６

5８ 181 2７

218％ 68.0％ 10.2％

回答数２７１

2８ 243

10.3％ 89.7％

名７
名
潟
名
名
名

－
５
６
３
４
１

Ｂ
一
一
一
一
一

Ｉ
Ⅸ
Ⅲ
Ⅳ
Ｉ
Ｄ

名
名
名

名
狢
洛
１
２
１

２
４
１
’
’
一

一
一
一
Ｄ
Ｂ
Ａ

Ｉ
Ⅲ
Ⅳ
Ｉ

回答数２７４

3３ 196 4５

12.0％ 71.5％ 16.5％

地学

（445）

回答数１８９

4９ １２３ 1７

25.9％ 65.1％ 9.0％

回答数１８０

2４ 125 3１

13.3％ 69.4％ 17.3％

回袴数１８５

2０ 165

10.8％ 89.2％

回袴数184

2５ l他 】７

13.6％ 77.2％ 9.2％

グミ 鰭

(2,177）

回答数９５８

1921 586 180

19.0％ 61.2％ 18.0％

回答数８２９

8３ 539 207

10.0％ 65.0％ 25.0％

Iii】梓数８５９

268 591

31.2％ 68.8％

１－１名

１１－１名

回答数９４１

104 481 356

11.1％ 51.1％ 37.8％



Ⅱマークシート形式の解答について

Ⅲ英語の聴解カテストについて

Ⅳ試験鰯について

－４６－

形式 記入法として 記入時間

欄入
・

記

良 悪 不安 難 普 易 長 普 短 見難い 見易い

回答数９８９ 回答数９９２ 回答数９８４ 回答数９７８

468 175 346 185 516 291 143 681 160 480 498

47.3％ 17.7％ 35.0％ 18.6％ 52.0％ 29.4％ 14.5％ 69.2％ 16.3％ 49.1％ 50.9％

聞きとり

難 普 良

試験時間

長 普 値

とまどう 不なれ 両方

回答数９１９ 回答数９７３ 回答数５４９

134 455 330 5９ 772 142 6８ 378 103

14.6％ 49.5％ 35.9％ 6.1％ 79.3％ 14.6％ 12.4％ 68.9％ 18.7％

静かさ 明 るき 室温

良 普 悪 ､良 普 悪 箸 良 寒

回答数９９６ 回答数９９０ 回答数９８９

596 344 5６ 347 499 144 3５ 442 512

59.8％ 34.5％ 5.6％ 35.1％ 50.4％ 14.5％ 3.5％ 44.7％ 51.8％
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昭和49年度試験問題実地研究実施要項

昭和４９．５．２３

入試改善調査委員会

昭和49年度における入試改善調査研究に関する試験問題実地研究は，本要項の定めるところにより

これを実施する。

1．（実施担当委員会）

入試問題実地研究（以下「実地研究」という｡）の実施は，実施方法等調査専門委員会が主体と

なり，各科目別研究専門委員会およびコンピューター専門委員会と協同のもとに行なう。

2．（実地研究の教科・科目）

実地研究は，昭和49年度の現高校３年生を対象とし，５教科12科目につき行ない，各科目別研究

専門委員会の作成した試験問題を用いる。

試験は，１教科２時間以内とする。

3．（実地研究の試験期日）

実地研究の試験実施の期日は，昭和49年11月23日および24日の２日間において行なう。

4．（実地研究の実施地区と受験者数）

実地研究の試験は，全国を７地区（北海道・東北・関東甲信越・中部・近畿・中国四国・九州）

に分ち，原則として１地区当り500名，総員3,500名の高校生について行なう。

5．（実地研究各地区の世話大学と実施主体）

実地研究の各地区の試験業務は，次に掲げる各大学（以下世話大学という）の斡旋のもとに当該

地区の試験実施委員会が主体となって行なう。

北海道地区北海道大学

東北地区東北大学
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学
学
学
学
学

東京大

名古屋大

京都大

広島大

九州大

関東甲信越地区

中部地区

近畿地区

中国四国地区

九州地区

6．（世話大学の依頼と協議）

入試改善調査委員会は，６月10日に世話大学の学長･事務局長および入学主幹の会議を開き，世

話大学の依頼および試験実施委員会の設置その他実地研究の試験業務について打合わせを行なうも

のとする。

7．（地区試験実施委員会）

各地区に，その地区において行なう試験の企画･実施等の主務を担当する試験実施委員会を置

く○試験実施委員会の構成は，委員５名（うち１名は試験実施委員長）および事務担当責任者１名

とし,地区世話大学において選考し，６月30日付をもって実施方法等調査専門委員会の委員長がこ

れを委嘱する。

8．（試験実施委員長会議）

実施方法等調査専門委員会は，コンピューター専門委員会と共催のもとに，７月中旬に第１回の

各地区の試験実施委員長会議を開催し，試験業務の実施その他について協議打合わせを行なう。

9．（受験者の募集）

実地研究の試験を受験する高校生は，各地区の試験実施委員会が当該地区の教育委員会および高

等学校の協力を得て９月20日までに募集する。

10．（受験申込聾の提出）

各地区の試験実施委員会は，受験予定者が確定したときは，受験者の在学する高等学校を経由し

所定の受験申込書を９月20日までに提出させ，これを在学高等学校別に取りまとめ，９月25日まで

に国立大学協会内コンピューター専門委員会に送付するものとする。
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11．（受験者に受験票の送付）

コンピューター専門委員会は，コンピューター専門業者に依頼し，提出された受験申込書を処理

して受験票等を11月上旬に各受験者に送付するものとする。

12．（教育委員会又は高等学校に依頼）

各地区試験実施委員会は，前項９および10について，教育委員会又は高等学校に依頼する場合は

「実地研究趣意書」を添えて７月末日以降速やかにそれぞれ依頼するものとする。

前項の「実地研究趣意書」は，６月20日までに原稿を作成し，７月10日までに印刷を完了するも

のとする。

13．（試験問題およびマークシートの原稿作成と送達）

各科目別研究専門委員会は，実地研究の試験問題およびマークシートの原稿を作成し，８月31日

までに委員（１名）が出張し国立大学協会内コンピューター専門委員会にこれを送達するものとす

る゜

14．（試験問題およびマークシートの校正・印刷）

コンピューター専門委員会は，前項により送達を受けた試験問題およびマークシートの校正と印

刷とを各科目別研究専門委員会の協力を得て行なうものとする。この場合試験問題等は秘扱いと

し，それぞれ確実な業者に印刷を依頼し10月末日までに印刷を完了するものとする。

15．（試験問題の採点基準の作成・報告）

各科目別研究専門委員会は，試験問題の採点基準を作成し，１１月10日までにマークシートに記入

して国立大学協会内コンピューター専門委員会に報告するものとする。

16．（受験者の手引・試験実施解説醤の作成・送達）

実施方法等調査専門委員会は，コンピューター専門委員会と協議し，受験者の手引きおよび試験

実施解説書を９月末日までに作成し，所要部数を10月末日までに印刷の上，地区試験実施委員会に

送達するものとする。
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17．（試験問題・マークシートの分封・送達）

コンピューター専門委員会および実施方法等調査専門委員会は，印刷した試験問題およびマーク

シートをそれぞれ一定の数に分封し，各地区の試験実施委員長宛に運送便をもって11月15日までに

送達するものとする。

前項の分封委員は，コンピューター専門委員会および実施方法等調査専門委員会の委員がこれに

あたる。

18．（試験場）

実地研究の試験場は，各地区世話大学にその斡旋を依頼し，９月末日までに決定するものとす

る。

19．（試験監督者）

試験監督者は，原則として受験者50名当り２名とし，１１月中旬までに地区試験実施委員会がこれ

を委嘱する。

２０（解答マークシートの送達）

各地区の試験実施委員長は，実地研究の試験を完了したときは，直ちに解答マークシートを厳封

し，これを国立大学協会内のコンピューター専門委員会宛に運送便をもって11月25日に発送するも

のとする。

21．（解答マークシートのコンピューター処理）

コンピューター専門委員会は，前項により送達された解答マークシートについてコンピューター

専門業者に依頼しコンピューター処理を行ない，１２月20日までに受験者別．科目別等に採点を整理

し，更に必要事項毎に結果を整理するものとする。

22．（最終報告醤）

実施方法等調査専門委員会は，コンピューター専門委員会・各科目別研究専門委員会および地区

試験実施委員会の報告にもとづき「試験問題実地研究報告書」を取りまとめ，１２月末日までに入試
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改善調査委員会にこれを報告するものとする。

試験問題実地研究の日程

(昭和４９．５．１１）

６月１０日

６月３０日

６月２０日

７月１０日

７月中旬

７月末日以降

８月３１日

９月２０日まで

９月２０日

９月２５日

11月上旬

９月末日まで

１１月１０日

９月末日

10月末日

10月末日

１１月１５日

11月中旬まで

11月23日・２４日

11月25日(発送）

１２月２０日

12月末日

’・地区世話大学の依頼

２．地区試験実施委員の委嘱の時期

３．「実地研究趣意書」原稿締切

４．同上印刷完了

５．地区試験実施委員長会議第１回開催

６．教育委員会・高校に受験者募集依頼の時期

７．試験問題・マークシートの原稿作成送達の時期

８.受験者募集の時期

９．受験申込書を地区試験実施委員会に提出の期限

'0．受験申込書を国大協に送付する期限

11.受験者に受験票送付の時期

12.試験場決定の期限

13．採点基準（科目別委作成）送達の時期

'4．受験者の手引･試験実施解説書作成の時期

'5．同上印刷完了の時期

16．試験問題・マークシートの印刷完了の時期

17.試験問題･マークシートの分封送達期限

18．試験監督者委嘱の時期

'9.試験期日

20.解答マークシートの返送時期

21．解答のコンピューター処理の期限

22．報告書作成期限
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昭和年月日

殿

国立大．学協会

入試改善調査委員会

委員長岡本道雄

国立大学共通第一次試験の実地研究についてのお願い

国立大学協会入試改善調査委員会では予てから大学入試改善の一環として国立大学共通第一次試験

に関する調査研究を行っていますが，これを実際に行うとすれば30万人をくだらない受験者が予想さ

れ，その実施方法等については何分にも慎重かつ十分な研究調査の結果を俟たなければなりません。

そのため，本年度は全国七地区において実地研究を計画しております。

つきましては別紙趣意書をご高覧の上これの実施に対して格段のご協力を得たくお願いいたしま

す。
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国立大学共通第一次試験の試験問題実地研究

に関する趣意書

国立大学協会

入試改善調査委員会

Ｉ趣旨

大学入試制度の根本的な改革は本質的には教育制度そのものの改革と相俟ってはじめて解決され

るものでありましょうが，教育制度や大学そのものの改革は一朝一夕にその成果を期待できるもの

ではありません。一方入試の改善は今日現実の問題として社会からも強く要望されているところで

あります。また最近，高等学校では自らの持つ教育の本旨を生かす目的で，そのカリキュラムに大

幅な選択制を取入れておられますが大学入試が従来のままではせっかくの改善の趣旨も生かされな

いと思います。

国立大学協会では昭和46年以来入試調査特別委員会を設け，かねてよりの懸案であった入試制度

の問題点の検討を行ってきましたが，共通第一次試験を行うことが多少とも高校教育の正常化，受

験生に対する客観的判定，出題の適正化および一発勝負の防止などに役立つであろうという期待を

持つに至りました。

これに基づき昭和48年に入試改善調査委員会を発足させ，技術的問題を含め具体的な調査研究を

行っています。

共通第一次試験は受験生の高校における学習の達成度を評価することを主眼とする基礎的な学力

試験とし，この他に各大学で行うそれぞれの大学・学部・学科等への適性をみる第二次試験と組合

せられる性質のものであります。共通第一次試験においては毎年全国立大学が衆知を集めて出題で

きるため，従来ややもすると指摘されることのあった受験生を苦しめるだけの「無理な問題」がな

くなることが期待され，従ってより適正な問題が作成できるものと思われます。

また受験生の立場からしますと従来のような一発勝負ではなく共通第一次試験による基礎的な学

力試験と各大学独自に行われる選抜との二本建てになり，従来よりもより明確に大学における自己

の教育適性が評価されることとなると考えられます。

しかし，全国の国立大学を受験する者の総数は30万人をくだらないと考えられますので共通第一
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次試験の業務を行うためには必然的にコンピューターを導入しなければなりません。このためにも

実施に当っては試験問題作成はもちろん，実施業務等についても周到な準備と慎重な検討が必要で

あります。そのために本年度下記の要項によって約3,500人を対象に試験を試行し共通第一次試験

実施の可能性について更に研究と検討を重ねていきたいと考えておりますので是非ご協力を得たく

お願いいたします。

Ⅱ実施要項

&鴬ルー
…＃折…
外国語･･英語Ｂ

なお，各科目とも出題の範囲は高校三年の10月末の段階を考慮いたしますが，高校によって進度
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のちがいがあり得ますので，履修範囲内で解答されて結構です。

全科目ともコンピューターによって採点等の処理を行うため答案用紙はマークシートを便用いた

します。その方法等の詳細に関しては第１日目の試験開始前に時間をとって説明いたします。
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申込 票

醤
Eｎ（J［Ｅと毛、

一筏「が一

雷司

；

記入上の注意

太線内はすべて記入すること。

濁点はｌ字分とること。

現住所のカタカナを記入する溺令には、区1iiilil、町村、区M】・名鎌の1111は１宇分あけること。

なお典､i記入例を参照。

性別は該当する数字に○をつける。

■
◆
Ｃ

■
■
、
凸
（
屯
仮
】
冗
禿
）

４．

i10i枝整理番号

－５８－

姓名（姓と名のIMIは'字分あけて下さい） 生年月日
lVIViJ

性別

カ
ジ
カ
十

Ⅱ

：Ⅱ

外
１

ｋ
２

瀦
宇

現住所のつづき

カ
ク
カ
チ
汎
字

獺高校ｺｰﾄﾞＩ
望大

Ｉ

学コード

1１

ソ；
都近
府ﾘ'し 立 高等学校

志望

大学名

I

1１

現住所
上段にはカタカナで区TIiUlI以降郵便が記述ざＩしるのに必要な事項を正確に記入し、
なお下段には漢字で都iii府県以IMiiを記入して下さい。

ウ
ク
カ
ヂ

●
●
■
Ｑ
ご
■
●
●

洲
字



記入例

g（姓と名、

、８．８①

｜
…

悪

－５９－

姓名（姓と名の間は'字分あけて下さい） 生年月日
剛１１１

性別 受験外国語

カ
タ
カ
ナ ナ 力 ム

｜
フ

夕 ロ ウ ３

Ｓ
Ｂ

１
１

0

Ⅱ
８

0

Ⅱ
⑥
。

Ⅱ
の

丈
２ ii／

綱
宇 中村太郎

現住所 筐
段にはカタカナで区市郡以降郵便が配達されるのに必要な事項を正確に記入し、
お下段には漢字で都道府県以降を記入して下さい。

カ
タ
カ
ナ ム サ シ；ノ シ キ チ シ

①

ヨ ウ

・
ソ

『
、
『 ナ

『
』
、 チ ヨ ウ ３

！
'■■■■■P ３ ４ サ ク

｜
フ 夕

◆

ン チ

Ａ

6１

鳩
卒 東京都武蔵野市吉祥寺南町３－３－１４さくら団地Ａ－６

現住所のつづき

カ
タ
カ
ナ ヤ マ 力 ワ

●●
●

●

′１ ナ 。 サ マ 力 夕

弧
字 山)|Ｉ花子様方

東京灘 私立 ○○○○高等学校



受験票

注意本項

１．当日はこの受験系を必ず持参すること。

２．当日はＨＢ鉛箪と消しゴムを持参すること。

－６０－

受験番号

試験鳩

出身高校



師恨往ｌ、はがき
お願い

目前に大学入学試験をひかえ、尤気でご勉強

のことでしょう。

ぎて、去る11ﾉ]23.24両ロはいろいろと予定

のある中より１１柵をきいて国立大学協会の「試

験問題実地研究」にご参力Ⅱいただき右難うござ

いました。拷様のご協力によってこの試験も無

事おわり、月下集計中です。

つきましては、このたびの試験を受けた後の

感想をこのはがきに記入して折返しご返送下さ

るようお願いします。受験前の多忙の折お手数

をおかげしますが、今後の参考安料といたしま

すので重ねてご協力をお願いします。

譲りに各位のご健康をお祈りいたします。

国立大学協会

入試改襲調交委貝会

※アンケート記入例

該…舵入れて脚/伽圏軽
なお、Ｉの解答欄のうち＊印を付した図と表

に関する事項については図または表の番号を２

つまで記入して下さい。

各科目についてＩ［
Ｕ
東
京
都
文
京
区
本
郷

日
モ
ー
三
ｌ
－

ｎ
ｕ

ｍ
山
国
立
大
学
協
会

、
山
入
試
改
善
調
査
委
員
会行

胆
謬
戯
？
Ｓ
Ⅵ
ピ
ヰ
ー
デ
趨
醗
縄
鴫

⑪
牌

Ⅲマークシート形式の解答について
感想記入欄（適当に書き込んで下遷い）

式里人寵として毘入町田麗人

ｍｍＥＴ田面面面面面面矼画、田
■■■■■■■■■■

Ⅲ英閲の聴

解カテスト

’二ついて

、回四回回国■廓
■■■■■■■■■■

Ⅳ拭験期に

ついて

nＦか督、凸二中田

、■■両面圧■ｎｍｍ■■

■■囚]罰

ﾛIl固のHHJB

随 分 路

悶巳ずり丈巾
、虹解

齢 芯 判

間咀勿lモギ

快すぎ‘ 藩

飼鍜
H2解

表録

雌解

n$答６

催 升

個
一
田

四筋

伯・仕

肱・ＯＢ

Ｈ牛山

縫界史

蚫國

歓ｑＥ

物湿

化牢

牧鞄

地学

交配

閃
⑤

雌

ｂｎＺ０

汗 良

拭頃吋回

BＥ 芹 鯉
と父ど

●

フ 不蜜オし

肝力・さ 明ら弓 瓶凪

良 nＦ 迅 良 仔 悪 粋 尺 宗



受験者の心得

1．期日・教科

11月23日（土曜日)，１１月24日（日曜日）

国語・社会・数学・理科・外国語の５教科について解答してください。

2．試験場………試験場の詳細・交通などについては，同封別紙「試験場案内図］を参照してくださ

い◎

所在地

*UijZ市北区北８条西５丁目

仙台市川内澱橋通１

束京都文京区本郷７丁目３

番１号

名古屋市千種区不老町

京都市左京区北白川追分町

広島市東千田町１丁目１番

89号

福岡市東区箱崎

試験場

北海道大学

県立仙台第二高等学校

東京大学

地区

北海道地区

東北地区

関東・甲信越地区

０
０
３

６
８
１

０
９
ｌ

ｌ
Ｔ
ｌ
Ｔ
－
Ｔ

４
６
０

６
０
３

４
６
７

－
Ｔ
ｌ
Ｔ
ｌ
Ｔ

名古屋大

京都大

広島大

学
学
学

中部地区

近畿地区

中国・四国地区

〒812九州地区九州大学

3．試験時間割

１５：ＯＯ

ｌ
１７：0０

１４：３０

１

１５：0０

１２：３０

１
１４：３０

１１：３０

１

１２：３０

９：３０

１
１１：３０

９：１５

１

９：３０

９：ＯＯ

ｌ

９：１５
11月23日(士）

美験薑|識|蹴)|蛾)|鑿20毒)|(棚)|苫20琴）
１１：４５

１

１３：２５

１１：１５

１
１１：４５

９：１５

１

１１：１５

９：００

１
９：１５

11月24日（日）

賛験臺|吾2.鷲)|(燗|蓋｡｡雲）

-６２－



４．受験者は９時までに試験場に到着して，監督者の指示を受けるようにしてください。試験開始後

３０分までは，入室を認めます。

５．受験票は試験当日必ず携帯してください。万一受験票を携帯しない場合は，監督者に申し出てそ

の指示をうけてください。また受験に必要なもの以外は持参してはいけません。

６．試験室においては，必ず自分の受験番号の席についてください。

７.試験室にはいってからは，試験の開始前にも，参考書類を見てはいけません。

８．受験中は受験票を常に机上に置いてください。

９．ＨＢの黒色鉛筆（または黒色シャープペンシル）．消しゴムおよび鉛筆削り用具を持参するこ

と。下敷，筆箱などは机上に置いてはいけません。

10．解答には必ずＨＢの黒色鉛筆（または黒色シャープペンシル）を使用してください。色鉛筆．ペ

ン・ボールペンなどは使用できません。

11.時間中の退室は，監督者の指示をうけてください。

12.問題冊子は，監督者から試験開始の指示があるまで，絶対に開いてはいけません。

13．社会・理科はいづれも２科目を試験室において選択し解答してください。

'4.問題冊子の注意事項をよく読むこと。監督者の「やめ」の合図と同時に鉛筆をおき監督者の指示

にしたがってください。また監督者の指示があるまで，絶対に退室してはいけません。

１５.配布された解答用紙は絶対に室外に持ち出してはいけません。ただし配布した問題冊子は持ちか

えってよい。

16．試験室においては，すべて監督者の指示にしたがってください。

注意１・問合せは高等学校を通じ各地区の試験実施委員会に申し出てください。

２．昼食は各自で用意してください。

－６３－



地区実施委員会への連絡

1．地区実施委員会へ送付する配付物

ｌｉｌ地区別試験室割当表（約15部）

各地区について試験室の一連番号，そこに割当てられた受験生の数，先頭の受験番号，末尾

の受験番号を列挙した表。

Ｉｉｉｌ地区別受験者名簿（1部）

各試験室についての受験番号，氏名，高校名，地区番号を列挙した表・

側解答用紙記入上の注意

(iv）問題冊子

Ｍ解答用紙

Ｉｖｉｌ予備解答用紙

Ｍ１欠席調査表，予備解答用紙調査表

Ｍｎ監督者の心得

(ixl受験者の心得

(x）受験票の予備

ただし送付の時期は必ずしも一致いたしません。

2．試験室の座席票について

試験室割当表〔１(il〕にしたがって適当に座席票を作成し，試験室の机に貼って下さい。

3．送付した印刷物などについての説明

(1)「解答用紙記入上の注意」について

（i）「解答用紙記入上の注意」は１枚に印刷されています。（各問題冊子の表紙裏に印刷され

ているものと同一です｡）

（iil試験室別に分封したものを送ります。

部数には余裕をもたせてあります。

－６４－



（iiiｌ地区実施委員会用の分は別封で送ります。

ｌｉｖｌ第１日の第１時限の監督者に渡して下さい。

(2)問題冊子について

（ｉｌ問題は各教科ごとに分冊されています。

liil教科別・試験室別に分封したものを送ります。

部数には余裕をもたせてあります。

剛地区実施委員会用の分は別封で送ります。

（Ｍ使用した問題冊子は受験者がもちかえっても差支えありません。

（同様のことは「受験者の心得」にも明示してあります｡）

(3)解答用紙について

（i）解答用紙は各科目につき１枚ずつのマークシートです。（科目毎に印刷の色を変えてあり

ます｡）

ｌｉｉｌ解答用紙には受験番号の誤記を予防するため，あらかじめ受験番号と氏名を印刷してあり

ます。これを科目別・試験室別に分封したものを送ります。

（iiiリ受験番号と氏名を印刷していないものが予備解答用紙です。適当部数を同様に分封したも

のを送ります。

ｌｉｖｌ地区実施委員会用に予備の解答用紙を別封で送ります。

ｌｖｌ社会は倫理・社会，政治・経済，日本史，世界史，地理の５科目あり，理科は物理，化

学，生物，地学の４科目あります。

(4)欠席調査表・予備解答用紙使用調査表について

ｌｉｌ欠席調査表と予備解答用紙使用調査表は合わせて１枚に印刷されています。

（ii）全教科・全試験室分を一括して送ります。

部数には余裕をもたせてあります。

liiil各教科・各試験室について監督者に渡して下さい。

(5)解答用紙等の試験終了後の始末について

（ｉｌ欠席調査表・予備解答用紙使用調査表，答案，使用しなかった解答用紙（欠席者の分を含

む）（２頁３(3)(iv)の地区実施委員会用の分をのぞく）の３つを回収し返送して下さい。

Ｉｉｉｌ欠席調査表・予備解答用紙使用調査表は各教科ごとに全試験室分を綴じて下さい。

（iii）答案の枚数を調べ，袋の表面に監督者が記入したものを確認して下さい。

－６５－



(Ｍ返送中に答案が折りまげられたりしないよう特に配慮して下さ鮎。疸十■+

Ｍ使用しなかった解答用紙はまとめて袋に入れ，袋の表面にその迩為記'入して下さい。

/し

J1
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監督者要領

昭和49年11月23,24日

監督者へのお願い

1．各時間とも所定の時刻に，所定の場所で問題冊子の入った封筒，解答用紙の入った封筒および欠

席調査表・予備解答用紙使用調査表（合わせて１枚に印刷されています）を受け取って試験室へ出

向いて下さい。

2．試験実施にあたっては次に示す実施細目にしたがって進行させて下さい。

3．試験終了後は答案を後に示すように取りまとめ袋に入れて，また使用しなかった問題冊子，解答

用紙は夫々取りまとめ欠席調査表・予備解答用紙使用調査表と共に地区実施本部におとどけ下さ

い◎

4．臨時の事項については，直ちに地区実施本部に連絡して下さい。

5．配付物などについての説明とそれらについての処置。

（１）問題冊子

ｌｉ１問題は各教科ごとに分冊されています。

lii）各問題冊子の表紙には夫々の教科につき注意事項が印刷されています。試験場で各教科の試

験開始前にこれを読み上げて下さい。

｜iii）各問題冊子の表紙裏に「:解答用紙記入上の注意」が印刷されていますので，解答はこれにし

たがって行うよう名時間ごとに注意して下さい。数学については更に追加の注意がありますの

で特に注意するようつげて下さい。

ただし第１日目の国語の試験開始前には第１回目であるので別に用意した「解答用紙記入上

の注意」を配布して，これによって説明して下さい。

（Ｍ使用した問題冊子は受験者'がもちかえっても差支えありません。

（同様のことは「受験者の心得」にも明示してあります｡）

(2)解答用紙

Ｉｉｌ解答用紙は各科目につき１枚ずつのマークシートです。

(科目別に印刷の色を変えてあります｡）

－６７－



（ii）解答用紙にはあらかじめ受験番号と氏名を印刷してあります。これを受験番号に合わせて配

布して下さい。

剛解答は問題冊子の表紙裏にある「解答用紙記入上の注意」によって解答させて下さい。

Iiv）解答用紙に不都合があった場合には，受験番号と氏名を印刷していない予備解答用紙と交換

し，受験生に受験番号と氏名（カタカナ）のみを記入させて下さい。なお監督者は予備解答用

紙使用調査表にこれを記入して下さい。

Ｍ各教科の試験終了後，答案と使用しなかった解答用紙の２つに整理し，答案の袋の表面に枚

数を記入して下さい。

〔以下は社会と理科の場合だけ〕

（vil社会は倫理・社会，政治・経済，日本史，世界史，地理の５科目あり，理科は物理，化学，

生物，地学の４科目あります。このうちからそれぞれ２科目を試験室で選択させることになっ

ていますので，全科目の解答用紙を配布して下さい。

lvi！試験開始から60分後に選択しない科目の解答用紙を回収して下さい。

耐答案は科目別に整理し，袋の表面に枚数をそれぞれ記入して下さい。

(3)欠席調査表

試験開始から30分後に，欠席者の解答用紙を回収し，欠席調査表に記入して下さい。

なお欠席調査表は予備解答用紙使用調査表と合わせて１枚に印刷されています。

6．遅刻と時間内退出

遅刻者の入室は試験開始後30分まで認めることとします。また試験終了前の退室は試験開始後６０

分以後を認めることとします。

ただし社会，理科では選択しない科目の解答用紙回収後〔5.(2)ivii)参照〕とします。なお試験時間

内の退出の場合は退出者の答案は自分の席に裏かえしにして置くよう指示して下さい。監督者は退

出後直ちにこれを集めて下さい。

7．英語の聴解カテストについて

２日目の英語の時間は，１３時より聴解カテストを行いますので別紙を参照して行って下さい。な

おこの試験では特別の場合をのぞきくりかえしての放送はしないこととしています。
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試験の実施

1．試験日時・試験教科

９：ＯＯ

ｌ

９：１５

９：１５

１

９：３０

９：３０

１
１１：３０

１１：３０

１
１２：３０

１２：３０

１

．１４；３０

１４：３０

（
１５：００

１５：００

１
１７：00

11月23日(土）
受験の

説明

試験室

入室 (翌｡iii)|鰹食)|(鷲） (休鋤|(鯰）
９：００

１

９：１５

９：１５

１

１１：１５

１１：１５

１
１１：４５

１１：４５

１

１３：２５

１月24日（日）

姜験二|《霊｡#） (騰勘|(輔）
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2．実施細目

日時時刻

項事

数学｜社会｜理科｜英語語国

監督者集合と問題冊

子，解答用紙などの

受領

注意：「国語」

「英語」

試験室入室

１１：４０９：0５１４：５０１２：２５９：１５問題冊子，解答用紙

の配付

注意：「国語」

「社会］

に理科」

［英語」
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紙 目

1．地区実施本部の所定の場所に集合して下さい。

2.問題冊子の入った封筒，解答用紙の入った封筒および欠席調査表，予備解答用紙調査表を

受領して下さい。

注意：国語の時間―これらの他に「解答用紙記入上の注意」の入った封筒を受け取って下

さい。

英語の時間―これらの他に聴解カテスト用のカセット（および使用機械など）を受

け取って下さい。

3．監督者は分担する試験室に入室し，直ちに受験票を確めて受験者に入室させて下さい。監

督責任者はその際〔受験票に示してある番号の席につきなさい〕と注意して下さい。

注意：受験票を持たない受験者が申し出た場合は地区実施本部へ行かせるよう処置して下

さい。

4.受験者が着席したとき，〔コートは着たままでよろしい〕また参考書などを見ている者が

あった場合は，〔すぐしまいなさい〕とつげて下さい。さらに〔机上に受験票を置きなさ

い〕〔解答には必ずＨＢの黒色鉛筆または黒色シャープペンシルを使用すること。色鉛筆，

ペン，ボールペンなどは使用しないこと〕と注意して下さい。

5．問題冊子を配付後表紙の注意事項を読み上げて下さい。ついで，解答用紙を，あらかじめ

印刷してある受験番号と氏名に合せて受験者に配付して下さい。その後，試験開始と同時に

表紙裏に印刷されている「解答用紙記入上の注意］を読んで解答するよう注意して下さい。

なおその場合にこの注意は教科により相違のあることも注意して下さい。

注意：解答用紙に不都合があった場合は前述の５(2)(切に従って処置して下さい。

国語の時間一解答用紙の配付と共に別封の「解答用紙記入上の注意」の印刷を配付

して読み上げて下さい。

社会の時間一社会は倫理・社会，政治・経済，日本史，世界史，地理の５科目につ

き出題されていますので解答用紙は各人に５枚あて配付して下さい。

その場合，受験者には〔社会は５科目出題されているが，その中より

任意に２科目を選び解答すること。

選択しない３科目の解答用紙は試験開始１時間後（16時）に回収しま

す〕と注意して下さい。
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日時・時刻

１１月２４日項 1１月２３日事

数学｜社会｜理科ｌ英語

塞叩

国

９：３０１１２：３０１１５：0０ ９：１５１１１：４５試験開始

１０：００１１３：ＯＯｌ１５：３０ ９：４５１１２：１５遅刻限度・欠席調査

(篭護署瀧織）
時間内退出の許可

(１０：１５）

１０：１５

(１６：00）

１６：００ １２：４５１０：３０１１３：３０

１３：00英語の聴解カテスト

１３：１５

１３：２５

１６：５０

１７：００

１１：０５

１１：１５

残り時間の通告

試験終了

１４：２０

１４：３０

１１：２０

１１：３０

答案，未使用解答用紙，
未使用問題冊子，欠席調
査表，予備解答用紙使用
調査表などの返還
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紬 目

理科の時間一理科は物理，化学，生物，地学の４科目につき出題されていますので

解答用紙は各人に４枚あて配付して下さい。その場合には受験者には

〔理科は４科目出題されているが，その中より任意に２科目を選び解

答すること。選択しない２科目の解答用紙は試験開始１時間後（10時

１５分）に回収します〕と注意して下さい。

英語の時間一〔英語は13時より15分間聴解力テストを行うのであらかじめ予定をし

て下さい〕と注意して下さい。

6．試験開始の時刻に〔はじめ〕と告げて下さい。地区実施本部よりの指示がない限り，問題

については，受験者にはいっさい説明しないで下さい。

7．試験開始後30分のこの時刻を過ぎた場合は原則として受験者の入室を許しませんが，その

場合は地区実施本部へ連絡をとって下さい。

欠席を調査して欠席調査表に所定の事項を記入して下さい。

これはこの試験終了後に地区実施本部におとどけ下さい。

8．社会と理科の時間では，この時刻に選択しない科目の解答用紙を回収します。〔これより

選択しない科目の解答用紙を回収します。各自３枚（社会の時間）２枚（理科の時間）の選

択しない科目の解答用紙を重ねて提出して下さい。集めてまわります｡〕とつげて静かに集

め枚数を砿めて所定の袋に入れ地区実施本部にかえして下さい。

この時刻以後は試験時間内の退出を認めます。ただしその受験者の答案は裏がえしにして

重ね机上に置き静かに退席するよう指示して下さい。答案は監督者が集めて下さい。

9．英語の時間のみ：〔これより聴解カテストをします〕とつげて前述７と別紙(聴解力に関す

る問題）に従ってテストを行って下さい。

10．この時刻に残りの時間はあと約10分であることを知らせて下さい。

11．試験終了の時刻になったら〔やめ〕と告げ，〔許可のあるまで席をはなれないように〕と

注意をし，答案を集めて下さい。

全答案回収の後に退場させて下さい。なおその時に〔使用した問題冊子は持ちかえってよ

ろしい｡〕とつげて下さい。

12．試験終了後，答案，未使用解答用紙，未使用問題冊子，欠席調査表，予備解答用紙使用

調査表を所定の形式に取りまとめ整理の上地区実施本部に引き渡して下さい。
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監督者要領の補足

(1)各教科の問題冊子に印刷されている「解答用紙記入上の注意」は問題冊子の表紙裏に印刷されて

いるよう示してありますが，教科によっては表紙裏すなわち２頁より次の３頁にわたる場合，また

３頁のみに印刷されている場合もありますのでお含みおき下さい。

(2)解答用紙の右上の欄についてはあらかじめ印刷したマークが入っていますが，これについては質

問等があっても心配いらない旨お答えいただき，一切手を加えないで下さい。
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解答用紙（予備）使用調査表

教科

使用枚数

土星

副尺葎
会理科の場合
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地区

試験室

番から番まで

責任者氏名

受験番号 氏名 事由
科目
(社会理科の場合）



欠席調査表

科教

出席者数

欠席者数

計’合

注万一書き切れない場合は適当に貼り足して下さい
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|責任青氏名’

地区

試験室

番から番まで

欠席者受験番号 欠席者受験番号 欠席者受験番号



Ⅳ各科目別研究専門委員会における調査研究の概要

本年度，科目別研究専門委員会は，昨年度に研究を行った国立大学共通第一次試験の出題および採

点法を基本として，昭和49年11月23,24日両日に行われた実地研究に使用された問題の作成を行っ

た。委員会は前年度と同じく－科目あたり－委員会を組織して作業を進めたが，そのために'2の委員

会がそれぞれの活動を行った。個々の委員会は委員会を置く大学の専門教官が委員長となり，委員会

ごとに委員長を含み約1o名の委員をその大学の所在する地区の大学より，また－部では他地区の大学

より選んで組織した。なお各委員会の事務は昨年度と同じく委員長の所属する大学の事務官により担

当された。それぞれの委員会がどの大学に設置されたかはⅡ’６)共通第一次試験の出題および採点そ

の他についての項に示されている通りであるが，昨年度に比べ社会の政治・経済のみは横浜国立大学

より東京大学に変更となった。

各委員会の組織の点については，昨年度も二・三の意見が述べられ例えば国語，地学においては前

者は現代国語と古典の二部門別々の出題となること，後者は科目中に多くの部門が含まれることなど

により委員数の増加の希望などがあったが，一応本年はほぼ前年度と同じ委員数が保たれた。また委

員の人選に関しても，この共通第一次試験が実施される時点においてはその半数交代制なども考えら

れているが，今回は多くの委員が前年度に引き続き留任されその交代は－部に限られる結果となっ

た。このことは今回の出題形式がコンピューター処理採点法に合わせるための新形式であって昨年度

の研究結果を踏襲する必要性が高い点よりみて好都合の結果を与えるものである。

本年度の各委員会の発足は昨年度に比して早期であって，多くの委員会は４月中には委員の人選が

行われたがその中には昨年度と|司じく各委員会１名宛コンピューター担当の委員が選出され，この委

員はまたコンピューター専門委員会委員も兼ねることとして委員会が構成された。ついで実施方法等

調査専門委員会，コンピューター専門委員会，科目別研究専門委員会の合同会議を昭和49年５月１日

に，更に科目別研究専門委員会事務打合せ会を同５月16日に開催してその組織を決め且つ本年度の実

行計画を定めた。その後各委員会は本年度の実地試験に使用する問題の作成へ取りかかった。その進

行の途中において７月24日には科目別研究専門委員会委員長連絡会議を行い，本年秋に行う実地研究

の内容などを説明し，これに対する協議を行った。この機会に－部の教科においては併列する科目間

において連絡会議を行う計画を立て適当に各科目間での内容の重複，難易度の検討などをはかる事が
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試みられた。このようにして進行した本年度の作成問題は更にそれぞれの正解と採点規準と共に各委

員会に所属するコンピューター委員により８月31日開催のコンピューター専門委員会の席上持ち寄ら

れた｡この持ち寄られた問題と解答によってまず解答用紙にあたるマークシートの形式の決定と印

刷，次いで問題の印刷の手順が定められた。その結果解答用紙と，問題冊子の印刷はすべてコンピュ

ーター専門委員会の下で行われる運びとなった｡両者の校正に関しても同じくコンピューター専門委

員会の手で行われた。更に印刷終了後の問題冊子及びマークシートも同じくコンピューター専門委員

会において各地区の地区試験実施委員会に対し，各試験場毎に分封して発送を行った。なおこの分封

に当ってはそれぞれのマークシートに各受験者の科目，受験場所，受験番号，氏名がプレプリントさ

れているため特に受験番号のチェックを行ってこれを完了した。

次いで本年度の出題範囲につき配慮した点を述べると，その試験が11月末に行われることが決定さ

れ且つ受験生が本年の高校３年の在学生であることも決定されていたが，本年度の計画では国立大学

共通第一次試験を行うに当ってこれをどのようにずればよいかの実地試験である意義において受験者

の高校における11月末までの授業内容とは切り離して，高校３年終了時における内容にわたって出題

を行うことと決定した。そのため受験生を募集するにあたり高校における授業の進行状況によっては

解答不能の問題の出題され得ることも明示してこれを行った。

１１月23,24日両日の試験終了後，得られた採点結果は翌昭和50年１月中旬にコンピューター専門委

員会より科目別研究専門委員会に送付され出題採点についての検討資料とされた。また各科目別研究

専門委員会は前年度と同じく本年行った出題に対する説明，本年度の研究内容，更にこの共通第一次

試験の意義，利用及びこれと関連の下に行われる各大学独自の第二次試験の考え方などにつき報告を

行った。その全文は別冊資料に示すところであるが，なおそれと共に各委員会において作成されたそ

れぞれの報告書の要約も提出された。これらは広く配布される本報告書に収録するところであるがそ

の個々の内容は次に示す各科目別研究専門委員会報告要約の通りである。
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国語研究専門委員会報告（要約）

1．審議経過

６月29日（土）

７月13日（土）

７月15日（月）

７月25日（木）

７月25日（木）

８月２日（金）

８月３日（土）

８月９日（金）

８月23日（金）

８月24日（土）

９月４日（水）

第１回委員会

古文分科会（第１回）

漢文分科会（第１回）

現代国語分科会（第１回）

漢文分科会（第２回）

現代国語分科会（第２回）

漢文分科会（第３回）

第２回委員会

漢文分科会（第４回）

第３回委員会

第４回委員会

2．意見

1）マークシート形式の出題

(1)所謂○×形式出題との比較

○ｘ形式と本質的な相違はないと思うが，○ｘ形式と本質的な相違はないと思うが，受験生としては，単純な○×形式の場合よりも，解

答の誤記を防ぐために，よけいに神経を使うことになるであろう。それだけ受験生にとって負担

が大きくなると思われる。

'2）出題形式の限界

このような形式の問題は，所謂記述式の問題と組合わせて出題するとき，はじめてその長所が

発揮されると考える。昨年の報告書で指摘された問題点をどのようにして克服するか今後の課題

であろう。ことに解答が選択肢であるため漢字の書写・表現能力を試験することが困難である。
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(3)マークする部分をもっと大きくするほうがよい。きわめて見ずらい。また，スペースにもっ

と余裕がほしいところである。将来解答欄を収容しきれないために出題が制約されるというよう

な事態が生じないだろうか。

2）本年度の問題の内容

(1)各問題の出題意図

○問題Ｉ，Ⅱについて

現代国語の学習の目標の大きなものに評論文の理解があり，これはまたあらゆる学科の学習

にも基礎的な能力として求められるものである。そこで代表的な評論文として，三木清と桑原

武夫のものを問題文として選んだ。

設問の主眼は文章の構成を理解し，主要な論点が何であるかを読み取ることができるか，論

理の展開を文脈に即して細部まで正しく把握することができるか等をみることに置いた。

○問題Ⅲについて

小説の文章を選んだのは，文学作品の読解も現代国語の重要な学習領域だからである。ここ

に構成された場面，人物の心情を表現に即してどれだけ正確に把握しうるかの能力を見ようと

した。ごく普通の家庭生活に取材して会話の妙味を追求する庄野潤三の作品を選んだことは，

受験生の感受性，想像力，言語表現への理解能力を試すのに好適と考えられたからである。

設問の主眼も上記の線に即して，所謂○×式の常套を大きく越えるべくくふうした。

○問題Ⅳ，Ｖについて

古文については，中古・中世によりそれぞれ－題ずつ，有名な古典作品でジャンルを異にす

るものから選んだ。中古は，和歌を含んだ物語という観点から伊勢物語，中世からは思想的内

容を持った随筆，つまり徒然草を選んだ。

問題文は，高校の教科書に載っていないもので，難易度は受験生の学力の６．７割程度の出

来を狙って選んだ。

設問は基本的な古語の意味の理解，文脈の中で正確に内容を把握しているか，文法の知識が

解釈に生かされているか，文章全体を理解しているか等をみることを主眼とした。

○問題Ⅵ，Ⅶについて

散文形式のものと韻文（詩）形式のものを問題本文として選んだ。問題Ⅵの問題本文には，

『孟子』の経文と，それに対する朱子の注の文章をあげ，注の説明を通して経文を理解させる
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という形式を採用した。出題の主眼は文意の論理的な把握ができているかどうかをみることに

ある。問題Ⅶは律詩を材料として，特にそこにうたわれている詩情の理解を確かめることに重

点を置いて出題した。

(2)今回の試み

一般社会において漢字の書取能力についての要望が極めて高いことを考慮して，書取に換わる

ものとして漢字の組合せにより正しい熟語を完成する問題を採用した。選択肢中，正解の数を限

定せずに答えさせ，まぐれ当りの可能性を除くように考慮した設問を置いた。

また，正答二つを選ぱせ二つとも正答でなければ０点とする「組合せ方式」を設問によって採

用したのもまぐれ当りの可能性を除去するための試みである。

(4)出題にあたっての意図と解答結果との比較

受験者の成績について，当初正答率を６～７割と予測して出題したが，結果は200点満点で平

均126.42点であり，全体としてはほぼ順当な結果が出たものといえる。もっとも，各問題につい

て，その解答の結果を見ていくと，注意すべき点がなかったわけではない。

まず，現代国語（Ｉ問，Ⅱ問，Ⅲ問）については，ほぼ予測通りの結果が得られ，問題文の難

易度の配分も適正であったことが知られる。これに対して，古文（Ⅳ問，Ｖ問）ではやや予測と

異なる結果が出ている。すなわち，Ⅳ問は平安時代の和文のうち，読解上きわめて容易な文章を

問題文に選んだが，結果は30点満点のうち平均12.01点であり，これは意外な結果であった。も

っとも，これは，ある意味で高校における古典教育の歪みを反映していると思われるので，それ

を補正するためにも，今後も同様な傾向の問題を出すべきであると考えられる。なおＶ問は，当

初よりやや難問として出したもので，ほぼ予測どおりの結果となっている。

漢文（Ⅵ問，Ⅶ問）では，特にⅦ問に注意すべき結果が見られる。特に，Ⅶ問の設問u)は，漢

文の各設問中で，成績が極端に悪かったが，この程度のむずかしさの設問も，全体の２，３割ぐ

らいは含まれていてよかろうと思われる。また，Ⅶ問の設問(2)(3)は，漢文の中では最も低い平均

点を示したが，これは設問自体がむずかしかったというのでなく，組合せ方式の出題法がまぐれ

当たりの正解を防ぐ上で役立ったことを示すものと思われる。また，Ⅶ問の設問(2)の成績がよく

なかったのは，漢文に関する基礎的な知識が十分に身についていない結果でもあろうと考えられ

る。Ⅶ問の設問(2)(3)のような方式の出題は，今後も必要であろう，高校における教育の面でも補

強されることが望ましいと考えられる事項であるからである。

(5)今後の出題についての注意点
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問題の壁と解答に要する時間との均衡を考慮して，今回のテストでは，選択肢を原則として，

１設問４個に止めたが，選択肢の数は５～６個にするほうがよいと思われる。まぐれ当たりを少

なくし，成績の評価がいっそう正確になると思われるからである。

3）本年度の問題に対する当面の反響意見

出題の意図がどこまで生かされているか，また設問がそれに見合ったものなのかどうかとの疑念

が出されている。こうした意見に対して形式面で，あるいは技術的にどれだけ対応しうるもの

か，今後の課題であろう。１)の(2)参照。

4）出題委員の構成

国語は現代国語と古典との二科目によって構成されているが，出題委員会は一つしか構成され

なかった。これは現代国語と古典とにおいて密接な関連があるからであるが，出題委員の負担か

らして現代国語担当の委員10名，古典担当の委員10名程度により，それぞれ分科会を構成するの

が妥当である。

6）共通第一次試験についての意見

この試験の実施については概して肯定的な意見が多いが，ただし，それが真に有効かつ改善へ

実をあげうるためには，大学側の自覚的な取り組みを必須とすると考える。この施行によって大

学側も受験生側もより合理的な入試は期待しえても，知的もしくは労力的軽減は期待しないほう

がよい。これだけで入試地獄が解消できるような幻想は持つべきではない。

なお，この試験において，高校における学習の達成度を見るのか，入学適性・資格を見るの

か，その目標とするところによって大きな違いがあろう。前者とするならば試験内容は高校学習

指導要領にもとづく高校の国語教育の実態により即すると同時に高校側を誘導する役割を果すこ

とになろう。後者とするならば現段階においては，大学側にその準備があるか否か疑問とせざる

をえない。単なる恋意的推断以上に高校教育の内容や水準について大学側として責任をもった提

案ができるかどうか。この線を進めれば大学による高校教育のリードが実質的に実現されること

になろうが，それははたして大学の責務なのか，どうか，越権といえるかもしれない。
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7）その他

国語は－教科二科目で試験が実施されるべきである。

現代国語と古典は高等学校でも明確に別の科目として扱われ教育されているが，従来の入試改

善調査委員会及び模擬テスト（実地研究）では実質としては－科目として扱われてきた。これは

明らかに誤りであり今後は必ず是正されるべきである。
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倫理・社会研究専門委員会報告（要約）

Ｉ審議経過

本委員会は，前年度にひきつづき，「倫理・社会」についての「標準問題の作成等に関する調査研

究」を継続審議することとして，委員10名をもって，４９年度の委員会を５月から発足した。前年度の

委員のうち２名の交替があって，新委員２名を迎えた。

４９年度の計画は，すでに本部において決定された11月下旬予定の全国的な統一試験の仮実施を目標

として，８月末までにその試験問題を作成するという前提のもとに作業を開始した。

委員会の経過は次のごとくである。

第１回５月27日お茶の水女子大学文教育学部第２会議室において開き，以後第２回，６月７日

（場所は同じ）第３回，６月24日，第４回，７月15日，第５回，７月22日，第６回，８月１日，第７

回，８月16日，第８回，８月26日，第９回，９月30日，第10回，１２月16日，という都合10回の委員会

を重ねた。そのうち，１回より９回までは入試問題の作成のためであり，最終回は統一試験実施につ

いての反省と将来計画の見通しについてであった。本委員会からは統一試験の試験場の一つである東

大に３名の委員を試験監督のために参加させており，その実態についても観察にもとづく分析がなさ

れたのである。

Ⅱ審議内容

前年度における出題の経験とモニターによる検討批評にかんがみ，これからの問題作成についてわ

れわれが重点的に審議した事柄は，次の点についてである。

Ａ問題作成の課題

選択肢による客観テストの限界（記述式の不可能）はあるが，できるだけ次の点を具体化するた

めの工夫を要する。

，、論理的思考力，綜合的判断力をみることのできる出題の考案

２．立体的・構造的な設問の形式

３．２分野以上にまたがる綜合問題
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4．出題形式をいくつか組合せること

5．従前の「学習指導要領」の内容を土台として，「改訂学習指導要預」の趣旨を生かすこと

（例蝿農晉甕間関係)-→現代と人間）
6．さまざまな角度からの組合せにより構成された問題

7．内容面で徹底して考えさせる問題（資料中心の出題のごとき）

8．「現代国語」の出題をも参考として目を通しておく

9．論説（新聞・雑誌などの）を応用・変形したもの

以上の点を考慮して，問題作成に当るべきことを論議した。

:騨鰯二と分謹|㈱
Ⅲまとめ－今後の課題

○今度の統一試験に積極的に参加した高校生たちは，積極的で自信ある連中が多いので，今回の問

題は「やさしすぎて，おそらく得点の差が少なく，足切り試験としては落差が少ないのでないか」と

の批判も出していたが，その後のコンピューターの結果をみると，必ずしもそうでなく得点の分布は

かなり開きがみられ，従ってもし全国の国立大学の受験希望者30万人に対してこの試験を行なう時

は，得点の分布はさらに幅広く開いて，足切りの効果は充分あげられるであろうと思われる。

○問題はむしろこの第一次統一試験よりも，第二次試験にとして各国立大学が個々に行うであろう

ところの試験のあり方にある。第二次試験がかえって一層むずかしくなり，ひねった出題となるので

はないか，と心配する向きもある。もしそうなら，たとえ統一試験をやっても結果は同じことではな

いかと言うのである。

また第二次試験の形式をどうするか，ある程度明らかにしておかなければ，第一次試験そのものも

不安定である。たとえば第二次試験に「小論文」や「面接」を課するとすればそれらの客観性をどう

保つか。もし主観的なものに陥るるとすれば，第一次試験がせっかく客観性を求めながら，むしろそ

の反動に陥りはしないか，とする心配もなされている。

第二次試験についてのあり方についても，国大協が併行してこれの検討にかかるのでなければ，第

一次試験のみでは効果は薄いとみる向きもある。

要するに完壁な試験の形式は今のところありえない。けれども従来より少しでもベターな方法を発

見し工夫してゆくという意味で今回の統一試験の試みはその端緒を開いたばかりと言うべきであろう
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政治・経済研究専門委員会報告（要約）

1．問題作成の方針

問題作成に当っては，つぎの諸点につき，格別の配慮を加えた。（１）受験者の総合的学力のテスト

高校における政治・経済の領域は，伝統的に「政治・憲法｣，「経済｣，「労働・福祉」および「国際

関係」という四つの分野に分けられてきた。今回の問題作成に際しては，意図的に，これらのうち二

つ以上にまたがる問題を加えた（第三問および第五間)。（２）問題形式の多様化マークシート方

式においては，ややもすると出題の形式が単調となるため，本委員会においては，形式の面でも出題

の多様化をはかり，グラフ，図表，世界地図などを用いた。(3)基本的思考力のテスト今回の出

題全般にわたって，末梢的な事実の暗記よりは，むしろ，基礎的な思考力や与えられた資料から重要

な情報を読み取る能力をテストすることに意を注いだ。

2．問題作成の経験から

(1)マークシート形式の問題点マークシート形式は，○×式よりはプレクンプルであるが，や

はり，マニュアノレな採点による方式に比ぺると形式上の限界がある。将来，プログラミングの多様

化によって，一層高度の出題・採点の方法も可能となるであろう。

(2)この種のテキストにおける問題作成の困難について「本番」においては数十万人が受験す

るものと予想されるので，問題作成の困難は想像を絶するものがある。この点に関連し，委員の委

嘱，委員会の構成は，よほど早い時期に行う必要がある。

(3)社会五科目相互間の調整について問題作成の全過程を通じて，それぞれの科目別研究専門

委員会の間の連絡・調整をはかることが不可欠である。この点については，今後，委員会組織上お

よび予算上の配慮が必要であろう。

(4)機密保持について「本番」においては，受験者数が極度に多く，問題作成およびテスト実

施のための関連機関や関係者も多方面にわたるので，あらゆる面での機密の厳密な保持が重大な問

題となるであろう。

(5)高校での履修進度と出題との関係同じ「社会」の科目の中でも，「政・経」は，歴史など
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と異って，編年体的な叙述・教授になじまないものであるために，問題作成に当っては，一応，高校

での履修が全部完了したものと前提せざるをえない。これは，テストの実施時期との関連で問題を生

じうる点である。

3．この種の統一テストの意義について

過去２ヶ年の経験にもとづいて今後も周到な計画のもとに実施されれば，この種の統一テストは，

国立大学入試制度の改善のために大きな意義をもちうるものと思われる。しかし，マークシート方式

の採用に伴う各種の制約に鑑み，各大学の第二次試験において，論文形式をふくめて，創造性，思考

力などをテストすることがやはり必要であると考えられる。そのぱあい，統一テストを「足切り」に

用いるか，それともその結果と第二次試験の結果とをあわせて総合的に合否を決定するほうがよい

か，という問題が残る。これは，各大学においてそれぞれの事情に応じてきめるべきことであるが，

国大協が今回の経験にもとづいて一応のガイドラインを定めることも不可能ではないであろう。

4．採点結果について

採点結果については，今のところ，ごく基本的なデータのみしか発表されていないので，詳細な分

析は後日にゆずらなければならないが，最高点および平均点（それぞれ，100点満点中，８９点および

54.46点）は大体予想のとおりで妥当なところであろう。ただ，得点の分散度については，出題意図

から言うならば）分散の程度が全体としては予想よりもやや低かった，と言うぺきであろう。
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日本史研究専門委員会報告（要約）

1．マークシート形式の出題について

マークシート形式によっても，従来○×式の欠点とされてきた二者択一的な偶然性に左右される

ような出題は，これを避けることが出来る。また，これまで比較的良間とされてきたものを，マー

クシートにのせることも可能である。しかし，思考力・判断力・総合力をみるのに適切な記述式を

とることができず，マークシートのスペースによって出題形式，問題童が制約されるという難点が

ある。

2．本年度の問題と解答結果について

共通第一次試験が，高校における学習の達成度を評価することを主眼とする基礎的な学力試験で

あることにかんがみ，高校における日本史の学習内容を逸脱しないことを基本とし，内容形式とも

に偏ったものにならないよう配慮するとともに，平均点がおよそ70点前後になるように考えて出題

した。しかしながら，解答結果はあまり芳しくなく，平均点は51.60点にとどまった。これは，近

代史に関する問題の不出来によるもので，この部分を除けば平均点は62.07点となり，受験生の学

力，ないし学習の到達度を考えれば〉まずまずの成績だったといえる。近代史関係の不成績は，問

題の難しさによるものではなく，学習の進度を考慮して出題範囲を明治時代に限ったが，受験生が

まだ十分学習していない範囲からの出題だったためと考えられる。問われている事柄の多くが，中

学校でも学習しているはずの内容であることを考えれば，歴史学習のあり方にも問題があるのでは

ないかと思われる。一般に機械的な暗記学習にとどまり，歴史的な関連や歴史の発展についての理

解が不足している傾向がみられる。正誤の判断や総合的な理解を求めるＩのような種類の問題は，

受験生の苦手とするところのようである。完成法の問題を否定するものではないが，Ⅱの前半，と

りわけ(1).(3)．(4)が好成績すぎたことにかんがみ，ごく基本的な事項を問う場合には,出題形式に

いちだんの工夫を加える必要があると思われる。
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3．共通第一次試験の実施時期と出題範囲について

高校３年次の学習の進度と実施時期の関係から，学習内容の一部，たとえば現代史の部分を除い

て出題されるようなことは好ましくない。学習内容の全般にわたって出題できるよう，なるべく遅

い時期に実施することが望ましい。このため第二次試験の時期が多少遅れてもやむを得まい。

なお，近現代史の学習は，義務教育段階でも行われているはずであるから，実施時期の如何にか

かわらず，近現代史からの出題を排除するようなことがあってはならない。

4．共通第一次試験の意義について

共通第一次試験は，出題の適正化をはかり，出題傾向の偏りや固定化を避けることができるし，

第二次試験と合せて総合的に判定するのであれば，「一発勝負」を防ぎ受験生の能力・適性をより

客観的に判定できる等，いくつかの利点をもってはいるが，果してこれが入試制度の改善にどれほ

どの積極的意義をもち得るか疑問をさしはさまざるを得ないし，受験生にとって二重の負担になる

のではないかという危倶も残る。各国立大学および高校側の意見を広く聴取して慎重な検討を望み

たい。

5．第二次試験との関連について

共通第一次試験を実施するとすれば，各大学で行なわれる第二次試験との関連を明確にし，第二

次試験は必ずこれを実施して，第一次の結果と総合判定する方途を確立すべきである。（共通第一

次試験では，思考力・判断力・総合力をみるのに適切な記述式をとり得ないので，これを補う意味

からも，第二次試験を廃すべきではない)。共通第一次試験の結果を，たんにいわゆる「足切り」

に利用することは好ましくない。

共通第一次試験が，受験に重点をおいた高校教育の是正にいくらかでも役立ち得るかどうかは，

第二次試験のあり方や出題の内容と深くかかわりあうことである。すでに高校生の一部では，共通

第一次試験よりもむしろ第二次試験がどうなるかへの関心が高いと聞く。共通第一次試験との関連

において第二次試験をどうするかについての検討を急ぐべきであり，共通第一次試験の実施にあた

っては，第二次試験のあり方について，大まかなところ国大協においてある程度の合意に達してお

く必要があるだろう。
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6．その他

(1)問題《･マークシートとも，身障者に対する配慮が必要と思われる｡/慎重な検討を望易侭たい。

(2)３０万人のテストを処理するのに必要な組織ｂ人員．時間ｂ問題の保管.ﾒﾎﾟ,,密の保持等について

＋全な保障がない限り，共通第一次試験の実施が技術的な面から不可能になるおそれがある。

－９０－



世界史研究専門委員会報告（要約）

ﾛ製鰯鰄)〔柵）
、諸会議議事概要一（省略）

In本専門委員会の検討結果

（昭和50年１月付で製作した本委員会の「報告書一昭和49年度」ではⅢ，Ⅳとにわたり記述し

ましたが，本稿においては，まとめました。）

(1)マークシート形式の出題

①「いわゆる○×形式」出題との比較

「いわゆる○×形式」というぱあい，文字どおりの○×形式と解すれば，マークシート形式は，

より内容豊富な出題が可能と思う。しかし現在の実際の入試では，単純な○×形式だけというの

は，少なくとも国立大学ではもう行なわれていない。要するに空欄に語句を挿入させることが普

通であり，その点，マークシート形式には限界がある。

②出題形式の限界

①と関連することだが，あくまでマークシート形式を用いる以上，予め挿入語句まで与えるとすれ

ば，問題は単純化され，「考える力」を奪う結果になろう。

③マークシートのデザイン等についての意見

い）マークシート別に色分けされている，その色の問題。有利・不利はないか？
ＲＦＩ

（ﾛ）１，イなど，とくに数字のとき，受験者の視力との関係は如何？
￣ノＬノ

（'，試験場の照明設備による条件差

（２）本年度の問題の内容

①各問題の出題意図

１１６～19世紀の近代について，ヨーロッパの国際関係を中心に問うた。問何は，マークシート

形式の中で記述形式の代行を試みた。
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Ⅱ７世紀という時点でのグローバルな地域的ひろがりを設問の中心にした。問(ｴ)では，思考過

程を複雑にして，まぐれ当りを避けようとした。

Ⅲ西洋古典古代の文化を中心に，社会・経済的な問題との関連の把握を問うた。採点方法でマ

ークシート形式の利点を生かすことも試みた。

Ⅳ選挙とか試験という現代的関心との関連で，歴史上の－制度「科挙」に関して，単に「制

度」だけでない理解度を問うた。

②出題形式についての今回の試み

上記①でふれたとおりだが，全体としては，コンピューターの利点を生かし，できるだけその

限界に近づけることを試みた。

③出題についての昨年度と本年度との比較

上記①②で述べたとおり，昨年度よりはマークシート形式を讃極的に生かそうという試みが，

本年度はある程度達成できた。

(3)本年度の問題に対する当面の反響意見

風聞するところ，とくに否定的な反響はないと思う。

(4)出題にあたっての意図と解答結果との比較検討

U）当初平均点60点台を目標にしたが，結果は56.54でやや低いけれど，今回の受験生の11月学

習段階を考えれば妥当だと思う。

②大間Ｉ，Ⅱ，Ⅲ，Ⅳの得点を比べると，５４．３～58.2の間にあり，各問題のレベルに大差がなか

ったことも意図どおりだった．

内ＩのilQは概して得点が低かったごとは予想どおり，Ｉの(9)の得点平均は予想をはるかに下まわ

った。

目問題紙9.5ページ，解答箇所40,は２科目２時間内の出題としてほぼ妥当だったと思う。本委員

会としては,解答箇所をこれ以上増すより，読ませる問題がもっと長文化しても良いと判断した。

㈱社会科２科目平均点114.30は妥当。偏差24.34はもう少し高くなった方がよくはないか。

（５）今後の出題についての注意点

U）社会科５科目のうち，平均点で地理71.32，ついで倫・社63.75が，他の３科目より高い。いま
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少し５科目間の調整が望ましいのではないか。

②各間ごとの選択肢（語・文）を最低４は妥当だった。無意味なもので数をふやす必要はない。

例偏差値，平均点ともに大差のない問題を４題そろえて出題することが良いか，大間ごとにばら

つきが見られるように出題すべきかは，入学試験というものの現実面からいっても，もう一度検

討する必要がある。

㈲理想的には，平均点で一定以上の得点があり，偏差がかなり高くなるような出題の工夫が今後

の課題だろう。

(6リ仮称「入試センター」における出題委員会構成に関する意見

mあくまで国立大学教官が担当すべしとするかどうか－大前提である。

６２）国立大学教官が担当するとあれば，センターは現行の共同利用研究所的な性格のものとし，参

加者は，共同研究員として経済的補償本務との調整が保証されねばならぬ。

、とくに人文科学系教官にとっては，コンピューターシステムを理解することからはじめねばな

らぬから，１年ごとの交替は非現実的である。

(7)共通第一次試験の意義についての意見

本委員会としては発足当時から関心を持っていた第二次試験との関係は，最後まで問題として残っ

たままで，各委員それぞれの見解があってまとまっていない。大学・学部それぞれの意図があまりに

も多様であるからである。また共通第一次試験そのものについては，受験生の負担増という疑念もあ

り，この点では高校側の現実的な意見，受けとり方を確かめるべきと思われる。

(8)その他

本委員会で検討を進める中で，次のような意見が出た。

㈹入学試験の主体をあくまで大学側に置くべきか。統一試験なら，一種の資格試験として高校側

に置くことも考えられよう。

(ｑ予定された「入試センター」に高校側を代表する人を加える可能性は？

”３０万を対象とする統一試験の実際の運営に対する準備はどの程度進んでいるのか？
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地理科目別研究専門委員会報告（要約）

(1)共通第一次試験の出題形式について

文章によって解答を書かせる記述式の問題は，知識の正確さや論理的思考能力をみる上ですぐれて

いるので，近年，大学入試の地理の問題においても，出題の頻度が高まってきている。ところが，共

通第一次試験では，解答処理をコンピューターに依存するため，いわゆる「選択法」の出題形式をと

らざるを得ない。

「選択法」の場合，解答に偶然性を避け得ず，選択肢が５個であれば，任意に選んでも20％の確率

で正解が得られる。このような偶然的正答の率をなるべく小さくするため，今回の実地研究試験の地

理の問題では，選択肢をできる限り多くするようにつとめ，第Ⅲ問や第Ⅵ問では８個あるいは９個の

選択肢を設けた。また，第Ⅳ問では，５個の選択肢から２個を選ばせたわけであるが，２つとも正し

い場合のみを正答とする採点形式をとったので，偶然正答率は10％となった。

また，単なる「選択法」にとどまるべきではなく，それと「完成法」「正誤法」「結合法」などと組

み合わせることを工夫すべきである。今回の実地研究試験においても，ある程度それを試みた。

(2)本年度の実地研究試験とその結果について

マークシートに解答させる形式の問題においては，解答のしかたを単純化せねばならないので，問

題としてやさしくなりすぎるおそれがある。それを防止するためには，例えばあまりポピュラーでな

い地名を答えさせたり，まぎらわしい選択肢を与えたりする方法があり得るが，いずれも望ましくは

ない。そこで，昨年度の報告書において「問題はやさしく，高校における基礎的な学習によって容易

にとける問題とし，その代わり問題の量を多くする」ことを提案した。本年度は，この方針に添っ

て，問題の量をかなり多くした。それは，果たして多すぎるか否かを実地に検討してみたいという意

図もあったからである。ところが，実地研究試験終了後の受験生の感想文においても，問題の量が多

すぎたという意見は皆無であり，また地理の最高得点は97点，平均得点は71.32点であったので，今

回程度の出題堂が決して多すぎはしないことが明らかにされたと考える。

なお，今回の実地研究試験は，平均７～８割とれる程度の難易度をめざして出題したので，その意
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図にかなった解答結果が得られたことになる。

(3)新教科課程による出題範囲について

地理の場合，昭和48年度から「地理Ａ」「地理Ｂ」の二つに分かれ，従って51年度入試からは，こ

の両方に分けて出題せねばならない。その際の具体的な方法としては，地理Ａと地理Ｂとで全く別個

の出題をするか，あるいは－部を共通問題とし，一部を別個の問題とするか，のいずれかの方法をと

るのがよいであろう。地理Ａないしは地理Ｂのいずれか一方のみを出題し，他方は全く出題しないと

いう方法は，高校の地理教育に甚大な悪影響を与えることになるので，絶対にとるべきではない。

(4)第二次試験との関係について

共通第一次試験は，その出題形式に大きな制約があるので，各大学では，記述式に重点を置いた第

二次試験を，多くの教科・科目について実施することが望ましいと考える。

また，第一次試験の結果を各大学がどのように利用するか（どのように第二次試験の結果と組み合

わせるか）が，各大学の自由裁量にまかされ，しかも各大学の組み合わせ方法が公表されないこと

は，高等学校および受験生の側に，無用の疑念を抱かせるもととなるように思われるので，できるだ

け大学相互間で，第一次試験の結果の利用方法を統一し，またそれについて，事前に公表すべきであ

ると考える。

(5)その他

問題冊子のなかに「解答用紙控」があるが（地理の場合，社会の冊子の69ページ)，これは同冊子

28～29ページの間の地図のように折り込みにして，「解答用紙控」の部分が冊子の外側に出るように

すれば）解答の下書きとしても利用できて便利であろう。

受験生のうち，マークシート形式の試験をはじめて経験する者にとっては，マークシートを塗りつ

ぶすこと自体に，かなりの神経をうばわれるおそれがあるので，解答用紙をできるだけわかりやすく

デザインするよう工夫すべきであろう。
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数学研究専門委員会報告（要約）

全国共通第一次試験を実施するとすれば，多数の受験生を対象とするため，電子計算機による処理

（解答用紙としてマークシートの使用）にかなう出題方法をとらざるを得ないとされている。科目別

（数学）研究専門委員会は，これに伴う制約に対処して，本協会入試調査特別委員会の「全国共通第

一次試験に関するまとめ」Ｉ（以下「まとめ」という）の趣旨にそって‘良い,問題を作りうるかどう

か，またこれにより数学としての入試の役割，目的をどの程度達成できるかについて，２年間にわた

り調査研究した。

1．調査研究の経緯

昭和48年度は主として，（１）過去の入試問題の調査研究と平行して(2)樫避&鐘固題旦趣を行▲

い，これらの作業を通じて問題点のありかを探った。まず，過去に出題された問題をいくつか拾いあ

げ，計算機採点方式になじむよう改作が可能なものとしからざるものとにふるい分けをし，ついで，

前者のなかで比較的良問と思われるものについては実際に改作の作業を行い，その結果と原問題との

比較検討をした。

昭和48年度は新学習指導要領による数学Ｉを対象とする検討を主として行い，標準試験問題もこの

範囲で作成した。科目としての数学一般の検討は昭和49年度に行い，試験問題の試作をしたが，この

科目の性格から，例えば上記標準試験問題とその出題の難易度を比較調整することの困難を感じた。

さて，昭和49年度の主たる作業は実地研究に対する試験問題の作成であって，旧指導要領による数

学Ｉの範囲から出題した。この実地研究は「試験研究」であるという性格を考慮して，［あえて「試

験」的な設問も行ってみた。例えばグラフに関連する設問がそれである。しかし，これは採点プログ

ラム上の難点（ノーマークを正解とする部分については採点できないとのコンピューター専門委員会

の意見）から，－部変更を余儀なくされ，結果として好ましくない設問となり，この試みは失敗し

た。

2．マークシート方式に伴う制約

解答用紙としてマークシートを用いる方式を数学の試験に適用した場合，（１）出題，（２）解答（受
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験生の作業)，（３）配点及び採点，の各面で，記述式試験に比して，どのような制約が存在し，また

問題点が派生するかの検討を一般的な解析，思考実験のほかに，上述｣Lの作業を通じて行った。

制約Ｉマークシートに記入できる情報堂は数学の答案としては少なすぎる。

制約Ⅱ解答のコード化を余儀なくされる。

制約Ⅲこの方式では受験生に発見（創造）させるよりも選択させる設問となる。

制約Ⅱ，mはいずれも制約Ｉから派生するものであるが，これらの制約にかなうよう出題すること

が不可能か，著しく困難なタイプの問題はマークシート方式になじまない。このような問題のタイプ

として，１）式で答えさせるもの，特に複数文字を用いるもの，２）解答を図示させるもの，グラフ

で答えさせるもの，３）証明問題，４）パラメーターの分類をして答える必要のあるもの，があげら

れる。

以上の出題上の限界（制約Ｉ～Ⅲ)，受験生の余分の負担（制約Ⅱ）のほか，試験の効用という立

場からは採点上の制約，換言すれば，受験生の能力の評価に際しての問題点として次の制約が指摘さ

れる。

制約Ⅳ誤答が本質的なものであるか，いわゆるケヤレス・ミスによるものかを判定できない。

制約ｖ採点規準として，正解に至る過程を反映した構造をもたせることがかなり困難で，比較的簡

単な採点規準しか設定できない。また答案からのフィード・バックによる規準の手直しが不可能で

ある。

3．共通第一次試験の性格

計算機採点方式では，上述の制約から，発見的創意力や論証力の判定に適した問題を出題すること

は非常に困難である。このことは共通第一次試験を「まとめ」のごとく想定した場合，数学の試験と

して大きな制約を意味する。したがって，数学の学力の真の判定には共通第一次試験だけでは不十分

であり，

記述式の第二次試験を大学・学部の特色に応じて課し，共通第一次試験と併せて判定すべきである

と考える。

しかし，過去に出題された入試問題のなかに，比較的良問で，問題の性格，出題の意図をさほどま

げることなく，計算機採点が可能となるよう改変できるものもあったことは事実である。したがっ

て，本調査研究の結果をも勘案して考慮すると，

・数学における入試の一部分一例えば，基本的事項を－通り理解しているかどうかの判定一を共通第
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一次試験にゆずり，

この意味では，各大学がその特色に応じて独自に行う記述式の第二次試験は，従来の試験に比して，

ある程度軽減できよう。

4．出題科目及び範囲について

新学習指導要領により，新たな科目として数学一般が設けられたが，仮Dに共通第一次試験が実施

されるとしても，上で述べた事情から，数学一般を選択受験させうるよう数学の試験問題を出題する

ことの困難を痛感しており，数学一般は出題しないのが望ましいと考える。高校教育の実体をふま

え，なお種々の事情からどうしても数学一般を出題する必要がある場合，その場合にも受験生の勝手

な選択を許容しないのが適当である。

つぎに出題範囲について主要な問題点となるのは，多くの高校生が数学Ⅱ，数学Ⅲにつながるもの

として学習してくる数学Ｉについてである。出題を数学Ｉの範囲に限定しては素材が不足であり，共

通第一次試験を実施する場合，出題の類型化を防ぎ，徒に難解あるいは技巧的な出題を避けるために

も，範囲は少なくとも数学ⅡＡと数学ⅡＢとの共通部分までとするのが望ましい。しかし，数学Ｉだ

けが必修となっている事実を考慮し，また大学によっては共通第一次試験として数学Ｉのみでよいと

判断するところもあろうから，数学Ｉのみで受験することのできる道を開いておく必要はあろう。こ

の場合にも，受験生の勝手な選択を意味しないとともに，総点及び試験時間等でウェイトを変えるの

が妥当である。

－９８－



物理研究専門委員会報告（要約）

Ｉ実地研究の試験問題の作成

下記の全般的な問題作成方針に従った。

ａ）対象を高校３年生の中の国立大学受験予定者と設定し，科目は物理Ｂとする。ただし実施日で

の修学状態を考慮して「原子，原子核」の領域を除く。

ｂ）１時間の試験時間の下で，平均点が満点の60～70％を期待し得る程度の目標で，問題量，難易

度を設定する。また全体として多方面の分野にわたり，難易度も多様になるような構成とする。

ｃ）理科の選択科目間の問題作成時における調整は行なわなﾙ､。

上記の方針の下に，－題20分間以内で解答し得る程度の問題をまず10題用意し，これらについて，

それぞれの出題の意図，難易度，量，関連分野などについて検討，取捨選択，整理統合などを行な

い，３問題を定めた。これについて検討を重ね，設問の形式，選択肢の内容，表現の改善を図った゜

検討の基礎としては，昨年度の調査研究の成果によったが，解答間の相関を考慮して採点すること

は，今回は見送った。

Ⅱ出題にあたっての意図と，解答結果との比較検討

ａ）問題の難易度，量については，今回の解答結果は，出題にあたっての期待にほぼそったものと

思われる。

b）物理を選択した受験生は全体の64％を超えており，予想した数より多かった。これは文系志望

者にも理科２科目を選択させたことに－部起因するのではないかと思われる。またこのため白紙

の解答があり，従って平均点が低く，また偏差が大きくなっていると推測され得る。

c）問題Ｉ，Ⅱの解答の結果は大体予想通りであるが，問題Ⅲの結果，特に小間（２）の結果は予想

より悪い。これらについては，各設問ごとの結果，および誤答の種類を調査して検討することが

必要であろう。

d）満点の得点者がいたことは，出題の意図にそったものである。
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Ⅲ今後の出題についての注意点

ａ）理科の科目間の平均点の差異は大きにすぎるようであるが，これらの調整などについては検討

が必要であろう。

ｂ）今回用意した選択肢の適，不適については，解答における選択状況，相関などを調査して検討

することが必要であろう。

ｃ）問題印刷について，計算のスペースを多くとるなどの改良が考えられる。

Ⅳ共通第一次試験における科目の範囲などについて

ａ）この試験の目的は，高校での学習の達成度の評価にあるから，科目の範囲は新学習指導要領を

基準とし，理科の科目選択は，物理Ｉ,化学Ｉ,生物Ｉ,地学Ｉのうちから２科目,あるいは基礎理

科１科目の選択とするのが妥当であると考える。また理科の試験時間は２時間が適当であろう。

ｂ）理科の問題作成時において，その難易度，量などについて，あらかじめ科目間で調整すること

は，現時点では困難であり，またその成果も期し難いであろう。しかしながら例えば科目間にお

いてそれぞれの平均点をそろえることを目標として出題するなどの努力は必要であろう。成絞の

取り扱いについては，各志望大学において独自に行なうことがあり得るが，そのためには充分な

資料を志望大学に供給する必要があろう。

Ｖ仮称「入試センター」における出題委員会構成について

ａ）作成委員および選定委員が合同して会議により問題を決定するならば，その人数は10人程度

（内作成委員７～８人）が適当であろう。

b）数十人以上の国立大学教官から問題の原案を提出してもらい，これを材料として出題委員会に

おいて問題を作成するとの案も考えられる。

ｃ）理科については４科目の出題委員会に加えて，理科出題委員会を設け，基礎理科の出題および

理科における調整にあたるとの案も考えられる。

ｄ）しかし何れにしても問題作成はかなりの重作業であり，２年間その任につくのは困難であろ

う。

ｅ）委員の選定には，相互連絡の便のためには，地区別に行なわれるのは好都合であろう。
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化学研究専門委員会報告（要約）

共通第一次試験問題は単なるふるい分け，あるいは第二次試験の足切りのための出題として考えら

れるべきではない。また入試出題内容が高校教育に与える影響は大きく，ややもすれば大学入試が高

校教育をゆがめているとさえいわれる現状であることを考えれば，出題にあたって慎重にならざるを

得ない。この観点から高校における化学教育が正常に推進されるような問題，あるいはまた受験する

ことにより，かえってさらに化学への理解度を深めるような問題が出題されるよう意図すぺきであろ

う。

化学問題作成に当っては，設問を20～25間程度とし，高校程度の化学の各部門から広い範囲にわた

り，基礎的な問題に限って，難易を考慮しながら出題するという方針をとった。これは受験に際し，

いわゆる州山をかけた勉強〃を防ぎ，高校生が平常の（受験対策的でない）授業をまじめに受けてお

れば，負担にならない程度の勉強で問題の内容を十分理解することができ，特別な受験対策は必要で

ないと思われるからである。

1）いわゆる○×式出題とマークシート形式の出題とは，広義に解釈すれば両者は本質的に客観式テ

ストとして大差はないと考えられる。従来の○×式において，まま現われた欠点（例えば二者択一的

な問題など）を改めるため選択肢の数を増やして偶然性が小さくなるよう，その欠点を少なくする方

法を採った。しかし無意味な選択肢を増やすことは意味がないと考える。またマークシート方式では

問題作成作業が，かなり複雑になるのは避けられない。化学式，化学反応式を記入させる問題，実験

操作に関する問題などは，現在の方式では非常に困難なので採用しなかった。

2）出題意図と解答結果の比較検討

１)の出題方針にもとづいて出題したつもりではあるが，全体的に平均点が低かった。その中でも複

雑な計算を必要とする問題及び有機化学に関する問題の平均点が概して低かった。その理由は時間に

比ぺて，出題数が多過ぎたのではないかと考えられる。なお，有機化学に関しては，本実地試験実施

時期がやや早かったために，出題内容については未だ十分に授業が行なわれていなかったからとも思

われる。
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3）本年度問題に対する反謬意見

イ化学全般の出題で，内容も基礎的な知識を求めたものであり，好ましい出題内容といえる。

ロー部に，生徒にとって非常に難問と思われるものがあるが，全体としては良く考え，練り上げ

られた問題である。ただし難問も化学Ｂの範囲を越えているというのではない。

′、６０分間としては問題の堂が多すぎる。ただし差をつけることが主目的であるとすれば別であ

る。

二高校における基礎的学力を身につけているかどうかを試す目的をもつとすれば，も少し易しい

問題の方がよい。

ホ問題の内容，出題の傾向ともに良くできていると思う。ただ従来の一期校，二期校を含めての

全国共通問題として，全般に少し程度が高いのではないかと思われる。しかし問題の難易は一概

にはいえぬと思う。それは全国総受験者の何％を，この共通テストによって合格させようとして

いるのか，その意向がわからぬし，全国受験者の平均をどこにおいてよいのか，わからぬからで

ある。

へ化学Ｉだけが出題されるとすれば，化学ＩとⅡの分野を明確にすべきである。

トマークシート方式には生徒はとまどうと思うが，決定的な難点とは思わない。

チ筆答の場合の結果に相当接近していると考える。

4）第二次試験への要望

入試改善の試みが将来成功するか否かは，今後全国各大学が共通第一次試験の意義を認めて，いか

に取り扱うか，かつまた第二試験をいかに行うかにかかっていると思われる。

共通第一次試験において，化学の基礎については十分考慮して出題されていると考えられるので，

文科系学部の第二次試験については化学の出題は必要でないと思われる。理工系学部中特に化学の出

題を必要とする学部学科においては化学の範囲で出題することも考えられるがその場合マークシート

方式の出題で限界と考えられた化学式・化学反応式，実験操作に関する問題も幅広く含める必要があ

る゜
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生物研究専門委員会報告（要約）

実地研究試験における生物問題の作成および出題の意図と解答結果との比較による問題の標準性な

らびに第二次試験との関係や新教科課程に対する対応等を検討するため，７回の委員会を開いて研究

審議を行うとともに，必要に応じて高校側および中学校側の協力をえて問題点を解決するための作業

を並行させた。以下それを要約する。

1．実地研究生物試験問題の作成について

(1)基本方針

（a）高校における学習達成度の適切な評価ができ，かつ大学教育に耐えうる科学的思考能力を検

出できるよう配慮するが，高校理科教育の目標事項の尊重，高校にいたる積み重ね学習方式の

重視および高校教育を乱さないことを前提とする。

（b）マークシート解答形式に由来する解答の偶然性が排除でき，かつ従来の入試問題に匹敵する

出題ができるよう研究し，その結果を出題に反映させる。

（c）設問の内容・形式の多様化を試みる。とくに学部に対する能力や適性を評価するための資料

となしうるか否か竿，第二次試験の必要性について検討する。

(2)試験問題の標準性の設定

（a）出題の範囲と素材：旧課程に準拠するが，新課程生物Ｉの内容（旧課程に含まれ生物Ｉに含

まれない部分については中学校理科の教科内容を加味したもの）を範囲とし，素材は動物と植

物を半数ずつとし，かつ教科書以外のものを多くする。

（b）設問の内容：主として高校理科の教科目標事項の学習達成度を多角的かつ総合的に評価する

ため，知識力（単なる記憶力より理解力の判定を工夫)，理解力，応用力，分析力，総合力，

評価力，創造力をみる設問を作成する。

（c）設問の形式：解答用紙の紙面の都合で多肢（選択肢の数の増加と種類の多様化）択一式の設

問が多くなるが，学術用語・化学式・数値の表示，グラフの作成，順序に配列，２段階解答等

の設問を導入し，上記(1,の趣旨の実現をはかる。

⑥問題の難易度：すべての大学で合否の判定資料となしうるよう，得点率平均50～60％を想定
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する。

（e）その他：解答時間60分，100点満点として，１問５点のもの20小間を規準とし，小間の内容

に応じて中間，さらに大間に統括する。

(3)試験問題の構成と内容

（a）榊成：大間・中間・小間の数はそれぞれ5.10.20とし，大間は物質交代とエネルギー交

代，恒常性と調節，生命の連続性，生態，混成問各１である。

（b）問題の内容と出題の意図：多肢択一形式で知識力の設問は２小間，理解力・応用力･分析力

総合力を加味した知識力の設問は３小間（多肢択一・二者択一の複数間組合せ・学術用語の表

示形式各１)，理解力・応用力・分析力・総合力の設問は13小間（多肢択一形式９，グラフ作

成・数値表示・分子式表示・多肢複数選択後に現象発生順に配列の形式各１)，分析力・総合

力・創造力の多肢択一形式の設問は２小間で，実験問題６小間，６図・２表を含み，科学的思

考能力の評価を主眼とした。なお，基礎事項に関する設問には２項目組合せ選択肢を配し，二

者択一の複数間組合せの設問に対しては減点法採点とした。

2．実地研究試験問題の解答結果の分析調査について

(1)解答結果

全国682名の受験者の平均得点率は，小間8.6～74.0％，中間19.1～65.0％，大間27.9～56.0

％，合計40.76％で，各小・中・大間ともに正答者があり，合計得点の最高は93点で最低は４点

（白紙答案を除く）であった。得点の20階級における度数分布曲線は７地区・全国ともに非対象

左傾フタコプラクダ型で，統計処理により母集団は生物を入試科目としている集団と生物を入試

科目としていない集団に分けられ，正規分布を推定すると，合計点の平均得点率は級心で前者が

47.5％，後者が27.5％となる。また，受験者682名の集団を上位得点者集団・母集団．下位得点

者集団の３つに分けて各小間の平均得点率を比較すると，いずれも上位＞母＞下位となる。

（２）出題の意図と解答結果との比較検討

（３）得点からみた問題の難易度：生物を入試科目としている集団の合計点の得点率は47.5％と推

定され，入試期までには多少の上昇が予想されるので，当初の想定と合致しよう。各小間の難

易度を上記(1)の３集団の平均得点率から推測すると，３者ともに想定線より低いＩ.(2)，Ⅱ.

(4)，Ⅲ．(1)は難度が高く，３者ともに高いＩ．(3)，Ⅱ.(1).(3)．(5)，Ⅳ．(1)は易度が高く，３

者に適度の隔差があって母集団が想定線上にあるＩ．(1)，Ⅱ．(2)や母集団が想定線以下でも上
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位集団が高いＩ。(3).(4)，Ⅱ．(6).(7)，Ⅲ。(2)～(5)，Ⅳ．(2)，Ｖは妥当な設問といえよう。

（b）設問の内容・形式：上記(鋤および東北地区集団の選択肢の選択率等から考察すると，基礎事

項について主として知識力を評価した設問は一般に易度が高く，科学的思考能力を評価した設

問は一部は難度が高いが，概して妥当な設問であった。

（c）その他：設問数，配点と採点基準，解答用紙の形式（ダブルマーク・マークもれの調査結

果）等は妥当であったといえる。

（｡）一部設問についての中学３年生に対するテスト結果：中学上位得点者集団と前記２゜(1)とを

比較検討した結果，Ⅲ．(5)を除き，Ⅱ．(1).(2).(5)，Ⅲ．(3)，Ⅳ．(1)．(2)は高校レベルとして

は易度が高いことがわかった。

(3)出題についての今後の注意点

（a）設問の内容・形式：基礎事項の知識力評価の設問については，選択肢の設定を工夫すると

か，評価力評価の設問の導入，選択肢なしの設問の開発，創造力評価の設問の増加，新しい素

材の導入等をはかるべきである。

（b）問題構成：設問形式・設問数にとらわれずに設問内容を主として大間ごとに学習達成度や科

学的思考能力を評価できる系統立った問題構成とすべきである。

（c）問題の難易度と出題範囲：とくに理科４科目間の調整が必要である。

3．生物における共通第一次試験の意義と今後の研究課題について

(1)第二次試験との関係

作題の基本方針の－つとして，第二次試験の必要性の検討をあげたが，今回の実地研究の結果

ならびに今回の試験問題に対する大学側・高校側の反響意見を総合すると，設問の内容・形式の

多様化により，第一次試験のみで第二次試験における学部の学習能力と適性が十分に評価できる

ものと結論されよう。

(2)新学習指導要領の教科内容による出題に対する対応

昨年度委員会発足以来，新教科内容に基づいて研究審議を重ねてきた。

（日）出題範囲：全き生物学的自然観の育成には生物Ｉの内容に生物Ⅱの生態と系統進化の項を含

めるべきであるが，中学理科の教科内容を加味して出題すれば，これら分野については相当程

度の評価が可能であり，この点から生物Ｉ（３単位選択必修で社会の６科目２～３単位とほぼ

同じ）に限定すべきものと考えられる。
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とくに前者の履修者について(b）基W趨科と綜合生物且前者は６単位，後者は６～９単位で，とくに前司

は，試験科目として理科は基礎理科１科目が妥当であろうと考えられる。
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地学研究専門委員会報告（要約）

昭和49年度実地研究問題作成について

統一入学試験の目的にてらし，実地研究問題は地学の特定の分野に偏重せぬよう，全分野から出題

し，問題は基礎的内容のものを配慮し，また国立大学志望者の学力では80％の正解を期待した。地学

が広範な教科内容を含むことから，５専門分科会に分け，それぞれは委員２名で構成された。

配点は総点100点を現在高校教科書（２単位）にて取扱われている比重（頁数も考慮）に応じ，天

文25,地質25,岩石・鉱物20,気象・海洋等15,地震・重力等15と配分した。

それぞれの問題についての出題意図は，次のようである。

Ｉ地殻およびマントルを構成する物質，および火成岩について基礎的知識を問うた。

Ⅱ鉱物について条件を与え，正確な理解が得られているかを問うた。

Ⅲ地層・火成岩の相互の関係について，初歩的かつ基本的な理解が充分に得られているかを問う

た。

Ⅳ気象・海洋・陸水について初歩的知識があるかを問うた。

Ｖ地球の動的現象を人間のもたらした公害と関連させて問題とした。

Ⅵ恒星および惑星の，とくに運動について基礎的事項につき問うた。

これらの問題につき高等学校地学教育担当者からは，今回の問題は全般的にみて統一入試の意図に

適し大部分良問であるが，選択肢の質・数などから問題間に難易のアンバランスがあること，必ずし

も確定しない数値の記憶を要求したものがあること，事実からの帰納的推論をはかる問題が不足して

いること，解答時間上受験者に過重であるかもしれないことなどの批判があった。

実地研究結果の概要について
●

地学選択者445名についての採点結果を次に示す。

偏差平均
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問題別，設問別の得点分布については未検討であるが，平均点は33.1点で予想外に低水準であっ

た。

なかでも問題Ⅲの1.8点（25点中）は大半の者の得点は0点で，小数の高得点者が予想される。こ

れは問題の内容よりむしろ完全正解のみを採点した結果と考えられる。問題1Vは上記と異なり問題が

易しすぎ，大半の者が完全正解した例である。問題Ⅵでは最高得点・平均点・標準偏差から判断し，

本間をよく理解できた者とできなかった者とが可成りひろい範囲に分布している事が示された。

今後の問題

問題ごとに難易をつけた設問を出すぺきか，各問題間に難易をつけて得点にばらつきをつくるか

は，もっぱら統一入試の目的に規制される。統一入試が足切りを目的とするならば，得点のばらつき

は或る程度必要であろう。学習の達成の程度を評価するためならば，標準偏差を必要以上に大きくし

ない方が，受験者および統一入試を利用する大学にとって，高校間，大学間の格差を意識させないた

めにも好ましい。

一方，出題委員が横の連絡を密にとることができる場合は，各問題間に難易をつける事が可能であ

ろう。そうでない場合は問題ごとに設問のなかで，難易のある出題をすべきであろう。

今回，時間上および構成員の地域分散のため横の連絡は充分とは言えず，難易の極端さを調整する

ことができなかった。広い教科内容を持つ地学の場合，出題委員の構成および委員間の調整について

は検討されるべき点がある。
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英語研究専門委員会報告（要約）

1．専門委員会の構成……中・四国の国立大学より推薦された委員。委員長には，広島大学桝井迪夫

文学部長が依頼された。

2．専門委員会経過……昭和49年６月５日の第１回専門委員会より，同年12月16日の報告書作成のた

めの小委員会開催まで，数次の会合をもった。

3．科目別，検討および意見

'）マークシート形式の出題……(')所謂○×形式出題との比較では，客観テストに共通の限界があ

り，総合的学力を見るのが困難であること，(2)出題形式の限界としては，文字を用いて解答でき

ず，大間と小間の２つの単位であったこと，同一解答欄で複数の解答を求めることが困難であっ

たこと，(3)マークシートのデザインについては，出題者側の意図が十分に生かされ，受験者にと

っても解答しやすいデザインにすべきこと，(4)その他，受験者の感想を試験直後に得るべきであ

ったこと，などである。

2）本年度の出題意図と解答結果・反響……基本的には，昭和48年度にサンプルとして作成した問

題の形式・内容をほぼ踏襲し，①高校における英語教育を乱さないために，難解な語を避け，４

技能が見られる問題であること，②平易で広範囲にわたる内容の問題を数多く出題すること，③

偶然性をできるだけ排除すること，④易から難へと配列し，７０～80％の通過率を想定すること，

⑤所要時間を100分，配点を200点とすること，を確認の上，次の６問を作成した。その結果およ

び反響の一部は下記の通りである。

〔Ｉ〕基礎的な用法に関する問題（40問，計80点）：できる限り広い範囲にわたって，基礎的と思

われる用法に関する理解度を見ようとした。－平均4881で，難易相半ばした問題と言える。

レベルが相当に高い，という反響があった。

〔Ⅱ〕〔Ⅲ〕表現力に関する問題

〔Ⅱ〕（10問，計20点）：与えられた文とほぼ同じ意味に並べかえるもの。－平均14.65で，総じ

て出来がよかった。内容的には密度が高まっているが，選択肢をふやしてはどうか，という意見

があった。
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〔Ⅲ〕（10問，計20点）：対話の形式による整序問題である。－平均13.09で，〔Ⅱ〕よりも難しか

った。対話を採用したことは評価される，という意見があったが，また〔Ⅱ〕と形式を変えてもよ

かったのではないか，という反響もあった。

〔Ⅳ〕〔Ｖ〕読解力に関する問題

〔Ⅳ〕（７問，計28点）：英文のパラグラフを読み，英語の問いに答えるもの。－平均13.99で，

総じて出来がよくなかった。

〔ｖ〕（８問，計32点）：英文のパラグラフを読み，日本語による問いに答えるもの｡－平均24.26

で，設問自体がヒントを与える結果になったためか，総じて出来がよかった。日本文の選択肢

は，ヒントを与えすぎていて，やさしい，という意見もあり，全体として読解力としては少し物

足りない，という批評があった。

〔Ⅵ〕聴解力に関する問題（５問，計20点）：音声による聞きとり問題で，聞いたパラグラフの内

容と一致する短文を選ばせるもの。－平均15.18で，この問題は特によく，形式，レベル，ス

ピード等，極めて適切である，という意見が多かった。

全般的考察（６問，計200点）としては，平均130.01であり，通過率はほぼ65％であった。総じて，

妥当な問題である，という意見とともに，欲を言えば，読解力，思考力を求める問題が少し足りな

い，という感想もあった。

聴解力に関する問題は，従来のペーパーテストに加えて，是非とも実施したいというのが専門委員

会の意向である。それだけに，問題作成ならびに実施にあたって，①録音テープの作成，②実施方法

に関連する施設の問題，③実施にあたっての配慮等，必要と思われるあらゆる検討はつくしたつもり

である。今回は，会場ごとにカセット・テープレコーダーを中心とする聞きとりテストを行なった

が，「やや聞こえにくかった」者15.6％，「聞こえにくかった」とした者が，3.4％あった。この実

態を究明することも今後の課題である，と考える。「聞きとりテスト」は，何らかの方法により，今

後も是非実施されたいこと，できれば，公共放送等の協力を得て実施すべきであると思う。

第一次試験（英語）で評価しようとした点は，上述の通りである。この第一次試験が高校生の英語

学力をどの程度正当に評価しているかについては，今後，更に，追跡調査・研究をする必要があると

思われる。もし，今回のテストが意図した面をかなりに正しく評価していると仮定すれば，個々の大

学が必要とする評価の項目を，それぞれの第二次試験に含めることが適当であろうと思われる。ま

た，新教科課程による出題範囲に関しては，大学入学者にいかなる英語の学力を期待するかという問

題にかかわっていると言ってよい。したがって，これらの問題は，大学側のコンセンサスを得た上で
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Ｖコンピューターに関する調査研究の概要

昭和49年度において本専門委員会が行った事項は，主として本専門委員会が昭和48年に開発したコ

ンピューター処理システムによる実地研究に関するものである｡実地研究実施にあたっては，主たる

任務は実施方法等調査専門委員会小委員会が担当したが，コンピューター処理に関するものが多いた

め，本専門委員会においても，実地研究の細部にわたって検討し，志願票の設計を行い，一方各科目

別研究専門委員会と協力して問題のとりまとめと印刷，解答用紙の設計と印刷，正解の入力，採点等

を行ったほか，問題用紙，解答用紙の分封作業をも担当した。

コンピューター処理システムの概要は，国立大学入試改善調査報告書一中間報告．昭和48年度（昭

和49年３月）（以下「中間報告」という）に示されているものとほとんど同じであるので，フローチ

ャート等は紙数の関係もあるのでここで改めて示すことは省略するが，実地研究であるため，多少の

変更をしたり，簡略化したところもあるので，処理方式を以下簡単にのべるが，詳細に関しては，

「中間報告」を参照していただきたい．

本年度実地研究の処理方式は次の通りである。

ｉ）申込票に関する作業

各地区からまとめて送付された受験生の申込票にある情報（郵便番号,現住所，氏名等）をパンチ

ャーがカードに穿孔し，コンピューターに読み込ませる。

ｉｉ）試験室に関する作業

上記申込票に記入された郵便番号により受験生を各試験場（各地区）へ割当てる｡なお鈩各試験場

の収容可能数をカードに穿孔し，コンピューターに入れる。

iii）受験票等に関する作業

受験票にコンピューター出力として受験番号，住所，姓名等を印刷し，各人に郵送する。受験番号

は，試験場毎に最初の３桁を定め，下の７～２桁は姓名をソートして一連番号を与える。最後の1桁

はチェック用で英字である。この作業と同時に，各試験場別に，各試験室への受験者の割当表と受験

生名簿を作成する。

ｉｖ）解答用紙に関する作業

印ﾙﾘしたマークシート解答用紙に,受験生の受験番号（数字およびマーク）と氏名（カナ）を印字

し，試験室ごとに分封する
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ｖ）採点

正解．配点を各科月毎に解答用マークシートに記入しマーク読取機コンピューターに入力してお

く。受験生がマークシートに記入した答案用紙をマーク読取機に読ませて採点する。なお各試験場か

ら送付された欠席調査表をカードに穿孔してコンピューターに入力し，答案用紙の氏名と照合する。

ｖｉ）成績報告

採点結果を集計し，各人別に小間毎の成績を印刷した成績表と，科目別の平均．偏差．最高．最

低，受験者数等の統計表を作成する。

なお，今回は実地研究の場合に限り各高等学校別に，各人の科目別成績を作成することを依頼され

ている。

以上の作業は実際に行う共通第一次試験の処理作業において考えられているもののいくつかを省略

しているが，その主要なものを列挙すると次の通りである。

ａ）共通第一次試験受験票と同時に１期校第Ⅱ期校へ提出する登録票の送付

ｂ）追試験に関する事項

ｃ）各大学でまとめた登録票にもとづいて，志望大学別に成績をファイルし，また成績表を作成す

る作業ただし,出身高等学校別に，各人の科目別の成績一覧を作成する作業が今回の実地研究に限っ

て行われたが，これはＣ）の作業の大学別の一部を出身高校別にかえて行うことになった。

その他，実際の共通第一次試験の実施の際に比べて多くの点で簡略化または変更したが主なものを

列挙する。

イ）申込粟の高校コードの記入は，本専門委員会が行った。実際に行う場合には，各高校にコード

番号の入ったゴム印を用意する。

ロ）今回の試験場は１地区に１試験場しかなかったため，郵便番号による試験場割当は非常に簡単

であった。コンピューターを用いて作業としては行ったが実際に行うときには，試験場が多いためこ

の作業はかなり複雑になるものになると予想される。

今回の受験申込者の数は，3,048人であり，実地研究全体としては円滑に行われた。試験の実施が

11月23日，２４日の両日で，１２月の下旬までに成繍を処理することは，実地研究のスタッフと体制では

時間的にかなりな無理があり，そのために多少のミスはあったが，実際に実施される場合にはこの種

のことはまずおこり得ないと考えてよい。

実地研究の結果，いくつか実施にあたって問題になることが見出されたが，今回の申込み者が約

3,000人で，共通第一次試験の実際の対象となるものの人数が約30万人と見込まれているので，ここ
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で現れた技術データは，将来これを実施するにあたって十分検対すべきものであろう。

申込票は現住所・姓名をカナでパンチしている。穿孔・検孔の後，原票との読み合わせを行った結

果約2.7％の誤りを発見しこれを修正したが，３０万人の受験者がある場合には，これはカード１万６

千枚に相当する（１人当カード２枚)。

試験場の割当は郵便番号で行っているが，申込票に郵便番号の誤記があると，誤った試験場に割当

てられ，その修正について問題がおこる。またカナガキの宛名に都道府県名が省略されているため，

郵便番号誤記の場合に配達されないこともおこる。今回も申込票提出から受験票発送までの間に住所

の変更があり，結果としては28通（約0.9％）の受験票が返送された。しかし今回は，試験場が少な

かったため，試験場の割当に関しては問題はおこらなかった。

採点については，正解の入力が複雑なため（｢中間報告｣72～73ページ参照)，誤りなく正解を入力

するのには非常な努力が必要である。今回も模範解答のマークシートを採点し，満点になるかどうか

のチェックは行って確認した。

また，本処理システムでは，各解答用紙に受験番号・姓名をコンピューター出力として印刷してい

る。今回の実地研究においても，最終的には，欠席調査票と答案用紙との照合が一枚の疑問なく行わ

れた。このようなことは，あらかじめマークシートに印刷した受験番号の誤読がなかったためで，受

験生各自に受験番号の記入をした場合には，誤記はさけられないため，このような照合を混乱なく行

うためには，解答用紙にあらかじめ印刷しておくことは不可欠である。

ここで最も大きな問題は，マークシートの読取りであるが，今回も昭和48年度と同じDIGITEK

100を用いた。このマーク読取機は2,400枚/時を読むことになっているが，実際には答案15,614枚を

２回読むのに約30時間を要した。２回読んで照合する必要のある答案があり，この訂正に約40人時を

要した。２回の読取りの照合の結果は訂正の必要ある答案用紙が約10％あったが，これは，主として

ダブルマークによるものである。以上の諸点から，将来どのようなマークリーダーを用いるべきかと

いうことは非常に重要な問題である。

また問題用紙の量は１人あたり厚さ１cmに相当し，将来30万人分を用意するとすれば，3,000ｍの

厚さで，壁にして約200,3になる。これを収容する倉庫としては，量だけを考えるとあまり大きくは

ないが，これを分類して保管することはもちろん，分封する作業はかなりのものになる。今回3,000

人に対し，これを分封するのに約500人時を要したので，単純な比例計算で推定すると，３０万人受験

者に対しては，50,000人時を要することになる。

答案用紙の分封は，各答案用紙に受験票番号が印刷してあることもあって，3,000人に対し約60人
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注であったので，３０万人の受験者に対しても6,000人時で実施可能とみられる。

最後に，成績処理であるが，３０万人の受験者１人１人に小間毎の成績を出力するとなると，中間報

告にのべた通り（48ページを参照）３０万乃至60万ページを出力しなければならない。３０万ページとし

ても，その厚さは数十ｍ，印刷所要時間は，ラインプリンター１台で500時間程度になる。このよう

なものを入学試験の選考過程において実際に利用できるかどうか再検討することが望ましい。

これに対する対策としては，一つは，結果をラインプリンター出力とせず，大学別に磁気テープに

出力し'これを各大学で用いることであるが，このことは，計算機の設備のない大学では不可能であ

り，また計算機の設備があっても，磁気テープの読取りがかならずしも可能でないので，一般に利用

可能であるとはいい難い。

他の方法としては，受験者の科目別の成績で間に合わせる方法であるが，この場合には，たとえ

10,000人の受験者があったとしても，必要なデータは，150ページあまりに印刷することが可能であ

る。

コンピューター専門委員会としては，今後の問題として特に重要な将来のマーク読取機の選定，入

試センターを設置したときに備えるべきコンピューターシステムについて種々の検討を行った。

－１１６－



Ⅵ結語

この報告書においては，国立大学協会の入試調査特別委員会が全国共通第一次試験について研究を

行ってきた経緯をうけて，入試改善調査委員会が行ってきた調査研究の結果について述べた。

この調査研究の目的は国立大学の入学者選抜試験制度を全国共通第一次試験と各国立大学が独自に

行う第二次試験とを組合わせる方式が従来の入学試験において指摘されてきた弊害の改善に貢献する

ことになるであろうかということ，更に共通第一次試験を大規模に実施することが可能であるかどう

かを追及することにあった。

すなわち，全国共通第一次試験として，高等学校における学習の達成の程度を評価することに力点

をおいた学力試験を行い，第二次試験として，各大学・学部乃至は学科に対する適`性評価に力点をお

いた試験を行うという方式が適切な入学者選抜たり得るであろうかという立場から，共通第一次試験

実施の可能性について検討をすすめてきた。

国立大学入学志望者が入学定員を上廻わる現状からみると，入学者は何等かの選抜試験によって判

定することは避けることはできないであろう。

このような前提にたつならば，両年度にわたって調査研究した結果から判断すると，全国共通第一

次試験を各大学独自の第二次試験と組合わせて行う方式は大学入学試験の諸問題を改善する上でかな

り貢献することができるであろうと思われる。

すなわち，(1)，多少とも高等学校教育の正常化に寄与するであろうし，(2)，入試問題の適切化なら

びに「一発勝負」による判定を是正することに役立つことができ，また(3)より客観的に入学者を適正

に判定することができるであろうと考えられるので，入試改善について一歩前進しうるのではないか

と思われる。

しかし，なおかなりの重要問題が残されているのを否むことはできない。

すなわち，(1)，高校教育における学習の達成程度を評価するための出題は一応可能であると認めら

れたが，客観テストを採用するため，出題内容と出題方式に或る限界が生じてくるということがその

－つであって，これについては今後も研究を進めていく必要があろう。また(2)，客観テストによって

おこる問題点を補うことを含めて，共通第一次試験と第二次試験との有機的な組合わせについて検討

しなければならない。更に(3)，事故処理についても一層の調査研究を必要とするし，また(4)，多数の

受験生を居住地域において受験させるため，試験場設定とその割振りを具体的に調査する問題も残さ
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れている上に，(5)，膨大な入試業務を処理するための実施機構についても具体的な調査研究が必要で

あるなど，解決すべき問題が残されている。

なお各国立大学にとっては，共通第一次試験の実施は従来の入試業務に新たな業務を加えることに

なるのは明らかで，これにどう対処するか問題となってくるであろう。

全国立大学がこの共通第一次試験の実施を推進すべきかどうかについては上述したような諸事項を

検討しつつ判断することになろうと思われる。

各国立大学はもちろん，高等学校その他関係各方面がこの共通第一次試験問題について真剣な討議

を重ねられ，この調査研究に対し十分な検討がなされることを期待したい｡
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Ｉ
合
図
が
あ
る
ま
で
こ
の
冊
子
を
開
い
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

４
解
答
用
紙
に
は
あ
ら
か
じ
め
氏
名
お
よ
び
受
験
番
号
を
印
刷
し
て
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
受
験
票
と
照
合
し
、
違
い
が
あ
る
場
合
に
は
申
し
出
て
下
さ
い
。

ａ
本
冊
子
の
余
白
は
草
稿
用
に
使
用
し
て
さ
し
つ
か
え
あ
り
ま
せ
ん
。
末
尾
に
解
答
用
紙
控
が
入
っ
て
い
る
の
で
適
宜
利
用
し
て
下
さ
い
。

６
解
答
用
紙
は
鉛
筆
で
マ
ー
ク
し
た
部
分
を
機
械
で
直
接
読
み
と
り
ま
す
か
ら
、
次
の
２
．
３
ペ
ー
ジ
の
注
意
を
正
し
く
守
っ
て
下
さ
い
。

２
本
冊
子
は
二
五
ペ
ー
ジ
あ
り
ま
す
。
落
丁
、
乱
丁
、
印
副

３
解
答
用
紙
に
汚
れ
が
あ
っ
た
と
き
は
申
し
出
て
下
さ
い
。

孤
本
冊
子
は
持
ち
帰
っ
て
さ
し
つ
か
え
あ
り
ま
せ
ん
。

国
語

注
意
事
項 国
立
大
学
共
通
第
一
次
試
験

実
地
研
究
試
験
問
題

落
丁
、
乱
丁
、
印
刷
不
鮮
明
の
箇
所
を
見
い
だ
し
た
場
合
は
す
み
や
か
に
申
し
出
て
下
さ
い
。

昭
和
⑬
年
、
月
羽
日

１



解
答
用
紙
記
入
上
の
注
意

川
名
解
答
欄
に
い
く
つ
か
の
記
入
位
風
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
中
の
一
つ
だ
け
に
マ
ー
ク
を
記
入
し
て
下
さ
い
。

御
マ
ー
ク
の
記
入
方
法
は
、
次
に
示
す
「
④
良
い
例
」
の
よ
う
に
記
入
し
、
「
何
悪
い
例
」
の
よ
う
に
記
入
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

川
解
答
用
紙
は
す
ぺ
て
Ｈ
Ｂ
の
黒
鉛
笠
で
マ
ー
ク
し
て
下
さ
い
。

③
良
い
例

何
悪
い
例

た
と
え
ば
３
と
解
答
し
た
い
な
ら
ば
、

匝魎 [函
ｎｎｎｎｎ

ｄｍ６６

の
よ
う
に
数
字
ま
た
は
文
字
だ
け
に
線
を
引
い
た
り
、

の
よ
う
に
○
で
か
こ
ん
だ
り
、

上
図
の
解
答
欄
の
よ
う
に
記
入
位
腫
［
３
］
の
［
〕
の
中
を
な
る
べ
く
正
砿
に
ぬ
り
つ
ぶ
し
て
下
さ
い
。

２－



Ｍ
解
答
は
指
定
さ
れ
た
解
答
欄
に
記
入
し
、
解
答
用
紙
の
そ
の
他
の
部
分
に
は
何
も
書
い
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

例
解
答
用
紙
は
絶
対
汚
さ
な
い
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。
ま
た
折
り
ま
げ
た
り
、
破
っ
た
り
し
な
い
で
下
さ
い
。

削
正
は
消
し
ゴ
ム
で
よ
く
消
し
て
く
だ
さ
い
。

ｍＥｍｍｍ 回皿21911 ｍＲ９
ｕｕｕｕ２１ＩＩＢ

の
よ
う
に
［
］
の
外
ま
で
は
み
だ
し
て
ぬ
り
つ
ぶ
し
た
り
、

の
よ
う
に
線
を
引
い
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

の
よ
う
に
［
］
の
中
を
ぬ
り
の
こ
し
た
り
、

３

と



１
冬
次
の
文
章
を
読
み
、
後
の
問
に
答
え
よ
。

人
間
と
環
境
と
は
、
人
間
は
環
境
か
ら
働
き
か
け
ら
れ
逆
に
人
間
が
環
境
に
働
き
か
け
る
と
い
う
関
係
に
立
っ
て
い
る
。
我
々
は
我
々
の
住
む
土
地
、
そ
こ
に
分
布

＃

さ
れ
た
動
植
物
、
太
陽
、
水
、
空
気
な
ど
か
ら
絶
轌
え
ず
影
響
さ
れ
る
。
人
間
は
環
境
か
ら
作
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
他
方
我
々
は
そ
の
土
地
を
耕
し
、
そ
の
植
物
を
刑
．
ｎ

利刊し、動物銅却利刑刎し、あるいは河にテイポウを築き、山にトンネルを通ずる・人間が環境を作るのである。すなわち人間と環境とは、人
ｌＩ
ｌ

間
は
環
境
か
ら
作
ら
れ
逆
に
人
間
が
環
境
を
作
る
と
い
う
関
係
に
立
っ
て
い
る
。
、
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
ｕ

人
間
は
環
境
を
形
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
Ⅱ
Ⅱ
Ｕ
を
形
成
し
て
ゆ
く
。
こ
れ
が
我
々
の
生
活
の
、
Ⅱ
Ⅱ
Ｕ
的
な
形
式
で
あ
る
。
我
々
の
行
為
は
す
べ
て
形
成
作
用
の
意

味をもっている・形成するとは物を作ることであり、物を作るとは物に形を与えること、その形を変えて新しい形のものにすることである。←
人
間
の
あ
ら
ゆ
る
行
為
が
形
成
的
で
あ
る
と
い
う
の
み
で
な
い
。
人
間
は
環
境
か
ら
作
ら
れ
る
と
い
う
場
合
、
自
然
の
作
用
も
、
社
会
の
作
用
も
、
形
成
的
で
あ
る
と
一

い
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
も
と
よ
り
我
々
は
単
に
環
境
か
ら
作
用
さ
れ
る
の
で
は
な
い
。
逆
に
我
々
は
環
境
に
作
用
す
る
の
で
あ
る
。
環
境
が
我
々
に
働
き
か
け
る
の
は
我

我
が
環
境
に
働
き
か
け
る
の
に
よ
る
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
。
自
己
は
ど
こ
ま
で
も
自
己
か
ら
自
己
を
形
成
し
て
ゆ
く
の
で
あ
っ
て
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
自
己
は
な
い
。

し
か
し
自
己
は
環
境
に
お
い
て
形
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
生
命
と
は
、
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
］
一
方
ど
こ
ま
で
も
環
境
か
ら
限
定
さ
れ
な
が
ら
同
時
に
他
方
ど
こ
ま
で
も
自

己
が
自
己
を
限
定
す
る
と
い
う
す
な
わ
ち
、
Ⅱ
Ⅱ
］
的
で
あ
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
生
命
は
あ
る
。
「
生
あ
る
も
の
は
外
的
影
響
の
き
わ
め
て
多
様
な
条
件
に
自
己
を
適
応

させ、しかも一定の痩得された決定的な独立性を失わないとい稠割刈引列を有する」とゲーテも書いている。我々は環境から作用され逆に環境

(1)

に
作
用
す
る
。
環
境
に
働
き
か
け
る
こ
と
は
同
時
に
自
己
に
働
き
か
け
る
こ
と
で
あ
り
、
環
境
を
形
成
し
て
ゆ
く
こ
と
に
よ
っ
て
自
己
は
形
成
さ
れ
る
。
環
境
の
形
成

を
離
れ
て
自
己
の
形
成
を
考
え
る
こ
と
は
で
き
ぬ
。

合
せ
よ
。

傍
線
部
㈹
．
②
。
ｎ
．
㈲
を
漢
字
に
な
お
す
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
字
を
当
て
た
ら
よ
い
か
。
次
の
Ａ
群
．
Ｂ
群
か
ら
適
当
な
字
を
一
宇
ず
つ
選
ん
で
組

国
語



②
空
欄
向
Ⅱ
Ⅱ
叩
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
ｕ
に
入
れ
る
文
章
と
し
て
は
、
次
の
１
１
４
の
う
ち
、
ど
れ
が
最
も
適
当
か
。
一
つ
を
選
べ
。

１
関
係
に
立
つ
と
い
う
こ
と
は
働
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
現
実
的
な
も
の
は
す
ぐ
れ
た
意
味
に
お
い
て
「
あ
る
」
と
い
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
「
あ
る
」
と
は
、

ロ
ッ
ッ
ェ
が
い
っ
た
よ
う
に
、
「
関
係
に
立
已
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
関
係
に
立
つ
と
は
相
互
に
働
き
か
け
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

２
環
境
と
い
う
と
普
通
に
ま
ず
自
然
が
考
え
ら
れ
る
が
、
自
然
の
み
で
な
く
社
会
も
ま
た
我
々
の
環
境
で
あ
る
。
む
し
ろ
我
々
が
そ
こ
に
あ
る
世
界
は
何
よ
り
も

世
の
中
あ
る
い
は
世
間
で
あ
る
。
世
界
と
い
う
言
葉
は
も
と
自
然
的
対
象
界
で
な
く
人
間
の
世
界
を
意
味
し
た
。

３
人
間
と
環
境
の
関
係
は
普
通
に
主
観
と
客
観
の
関
係
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
「
私
」
が
主
観
で
あ
っ
て
、
環
境
は
客
観
で
あ
る
。
主
観
と
は
作
用
す
る
も
の
、
客
５

槻
と
は
こ
れ
に
対
し
て
あ
る
も
の
す
な
わ
ち
対
象
を
意
味
す
る
。
主
観
と
客
観
は
、
主
観
な
く
し
て
客
観
な
く
、
客
観
な
く
し
て
主
観
な
く
、
相
互
に
予
想
し
あ
一

③
空
欄
、
Ⅱ
Ｕ
同
Ⅱ
Ⅱ
一
に
は
、
ど
の
よ
う
な

か
ら
、
最
も
適
当
な
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選

Ａ
群
１
社
会
２
人
間
３
自
己
４
物

Ｂ
群
１
相
対
２
根
本
３
心
理
４
実

㈲㈹ (ﾛ）６）

４
こ
の
関
係
は
、
人
間
と
自
然
と
の
間
に
ば
か
り
で
な
く
、
人
間
と
社
会
と
の
間
に
も
同
様
に
存
在
し
て
い
る
。
社
会
は
我
々
に
働
き
か
け
て
我
々
を
変
化
す
る

と
と
も
に
我
々
は
社
会
に
働
き
か
け
て
社
会
を
変
化
す
る
。
人
間
は
社
会
か
ら
作
ら
れ
逆
に
人
間
が
社
会
を
作
る
の
で
あ
る
。

い
、
相
関
的
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

１１１１

天提試採

Ａ

晨皇邊義群

ど
の
よ
う
な
語
を
入
れ
た
ら
よ
い
か
。
、
Ⅱ
Ⅱ
Ｕ
に
入
れ
る
語
を
Ａ
群
（
１
１
４
）
か
ら
、
、
Ⅱ
Ⅱ
Ｕ
に
入
れ
る
語
を
Ｂ
群
（
１
１
４
）

ぞ
れ
一
つ
選
べ
。

３３３３

転抵施裁

４
実
用

４４４４

添低飼載

１１１１

付防行倍

Ｂ

鳥墨書壜群

３３３３

符妨幾陪

４４４４

賦傍易賠



⑤
空
鋼
鍔
、
Ⅱ
Ｕ
に
は
、
ど
の
よ
う
な
語
を
入
れ
た
ら
よ
い
か
。
次
の
１
１
４
の
う
ち
、
最
も
適
当
な
も
の
を

１
実
践
２
必
然
３
創
造
４
自
律

仰
空
欄
面
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
ｕ
に
入
れ
る
文
と
し
て
は
、
次
の
１
１
４
の
う
ち
、
ど
れ
が
最
も
適
当
か
。

４
肉
体
と
精
神
を
維
持
す
る
力
で
あ
る
。

３
自
己
か
ら
自
己
を
形
成
し
て
ゆ
く
力
で
あ
る
。

２
物
の
形
を
変
え
て
新
し
い
形
の
も
の
に
す
る
力
で
あ
る
。

１
自
己
の
周
囲
と
の
関
係
を
育
て
あ
げ
る
力
で
あ
る
。

つ
を
選
べ
。

つ
選
べ
。

６
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Ⅱ
次
の
文
章
を
読
み
、
後
の
問
に
答
え
よ
。
（
設
問
の
つ
ご
う
で
各
文
の
は
じ
め
に
③
’
㈹
の
符
号
が
つ
け
て
あ
る
。
）

(2)

Ⅲ
空
欄
［
Ⅱ
Ⅱ
Ｕ
に
は
、
ど
の
よ
う
な
語
を
入
れ
た
ら
よ
い
か
。
次
の
１
１
６
の
う
ち
、
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
べ
。

』

１
と
シ
」
ろ
が
２
し
た
が
っ
て
３
す
な
わ
ち
４
と
も
あ
れ
５
も
つ
と
も
６
し
か
も

何
慣
習
は
い
わ
ば
無
意
識
的
に
伝
わ
っ
て
き
て
、
わ
れ
わ
れ
が
と
く
に
反
省
を
加
え
ず
に
そ
れ
に
従
っ
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
が
、
ト
ラ
デ
ィ
シ
ョ
ン
（
伝
統
）

ば
く
Ｐ
ん

の
方
は
、
そ
れ
一
と
よ
し
と
し
て
、
続
け
た
い
と
い
う
気
持
を
ど
こ
か
に
含
む
も
の
で
あ
っ
て
、
「
漠
然
と
し
た
価
値
判
断
を
あ
ら
わ
す
と
こ
ろ
の
一
つ
の
観
念
」
だ
と
い

う
こ
と
が
で
き
る
。
⑤
社
会
の
一
つ
の
制
度
に
し
て
も
、
そ
れ
が
昔
か
ら
存
続
し
て
い
る
と
い
う
だ
け
で
は
ト
ラ
デ
ィ
シ
ョ
ン
と
は
い
え
な
い
の
で
、
そ
の
社
会
が
こ

め
い
せ
き
せ
、

れ
を
続
け
た
い
と
い
う
意
志
を
も
つ
と
き
は
じ
め
て
ト
ラ
デ
ィ
シ
ョ
ン
と
い
え
る
の
だ
。
㈹
フ
ラ
ン
ス
人
が
ク
ラ
ル
テ
（
明
蜥
性
）
は
フ
ラ
ン
ス
の
ト
ラ
デ
ィ
シ
ョ
ン

だ
、
と
い
う
と
き
は
７
北
方
民
族
の
表
現
に
お
け
る
あ
い
ま
い
さ
を
ど
こ
か
で
意
識
し
つ
つ
、
自
分
の
方
は
そ
う
で
は
な
い
、
明
蜥
は
い
い
も
の
だ
、
と
い
う
価
値
判

断
を
と
も
な
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
⑥
慨
習
は
無
意
識
的
で
あ
り
、
日
常
生
活
的
な
も
の
で
あ
る
か
ら
、
何
ら
か
の
理
由
に
よ
っ
て
一
た
ん
現
実
生
活
に
お
い
て
な

く
な
る
こ
と
が
あ
る
と
、
そ
の
ま
ま
亡
び
て
し
ま
う
率
が
多
い
。
ｈ
ｎ
Ⅱ
Ｕ
ト
ラ
デ
ィ
シ
ョ
ン
は
価
値
判
断
を
と
も
な
う
と
こ
ろ
の
観
念
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
観
念
を

支
え
る
べ
き
も
の
が
現
実
に
は
消
失
し
て
い
て
も
成
立
し
う
る
、
い
な
む
し
ろ
現
実
に
は
古
く
伝
わ
っ
て
き
た
と
こ
ろ
の
も
の
が
な
く
な
り
、
あ
る
い
は
弱
ま
っ
て
し

ま
っ
た
と
き
、
追
憶
に
よ
っ
て
、
引
刎
の
観
念
な
い
し
理
念
が
よ
き
も
の
に
さ
れ
、
よ
り
ど
こ
ろ
と
さ
れ
る
と
い
う
場
合
が
多
い
の
で
あ
る
・
的
現
代
に
お
い
て
カ
ト
’
８

リ
ッ
ク
的
中
世
的
統
一
世
界
を
理
想
と
し
た
り
す
る
の
が
そ
の
一
例
で
あ
る
。
⑧
そ
の
さ
い
、
過
去
に
想
定
さ
れ
る
モ
デ
ル
な
る
も
の
が
、
客
観
的
な
歴
史
学
の
立
場
一

か
ら
十
分
な
実
在
性
が
疑
わ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
も
さ
し
つ
か
え
は
な
い
。
⑪
ロ
ー
マ
法
王
の
支
配
し
た
統
一
あ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
、
ど
の
よ
う
に
残
忍
な
、
あ
る
い

は
野
蛮
な
面
を
も
っ
て
い
た
か
を
歴
史
学
的
に
立
証
し
て
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
中
世
主
義
は
亡
び
な
い
で
あ
ろ
う
。
③
同
じ
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
世
の
騎
士
道
精
神
に
し

て
も
、
そ
う
い
う
精
神
の
支
配
し
た
の
は
ご
く
限
ら
れ
た
地
域
の
、
限
ら
れ
た
階
級
の
人
だ
け
だ
が
、
理
想
化
さ
れ
て
一
般
的
に
そ
れ
が
存
在
し
た
か
の
よ
う
に
思
わ

れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
①
日
本
の
武
士
道
に
し
て
も
、
そ
う
い
う
言
葉
は
武
士
が
い
な
く
な
っ
て
か
ら
盛
ん
に
な
り
、
武
士
道
的
道
徳
が
武
士
全
部
に
行
き
わ
た

り
、
実
践
さ
れ
て
い
た
か
の
よ
う
に
思
わ
れ
て
し
ま
う
。
⑭
ト
ラ
デ
ィ
シ
ョ
ン
と
は
そ
う
い
う
も
の
で
あ
る
。

傍
線
を
附
し
た
「
そ
れ
」
は
何
を
さ
し
て
い
る
か
。
次
の
１
１
５
の
う
ち
、
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
べ
。



③
次
の
『
』
内
の
文
は
、
右
の
文
章
中
の
ど
の
文
の
次
に
入
れ
る
の
が
適
当
か
。
次
の
１
１
５
の
う
ち
、
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
べ
。

『
日
本
の
明
治
以
前
の
男
の
マ
ゲ
、
女
の
オ
ハ
グ
ロ
の
よ
う
に
。
』

１
⑪
の
文
の
次
２
何
の
文
の
次
３
㈹
の
文
の
次
４
⑥
の
文
の
次
５
⑪
の
文
の
次

側
右
の
文
章
は
③
’
㈹
の
十
一
の
文
か
且

つ
の
欄
に
順
次
に
一
つ
ず
つ
マ
ー
ク
せ
よ
。

⑤
右
の
文
章
の
論
旨
に
最
も
近
い
も
の
を
、
次
の
１
１
５
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

９

１
ト
ラ
デ
イ
シ
ョ
ン
と
い
う
の
は
過
去
の
●
も
の
が
新
し
い
形
で
よ
み
が
え
り
、
民
族
独
自
の
も
の
を
形
成
す
る
の
に
大
き
な
働
き
を
し
た
と
き
に
い
え
る
こ
と
で
一

１
ト
ラ
デ
イ
シ
ョ
ン
２
価
値
判
断
３
古
く
か
ら
伝
わ
っ
て
き
た
と
こ
ろ
の
も
の
４
現
実
に
は
な
く
な
っ
た
り
、
弱
ま
っ
て
し
ま
っ
た
り
し
た
と
い
う
事
実

５
追
憶

３
ト
ラ
デ
イ
シ
ョ
ン
と
い
う
の
は
過
去
の
も
の
の
う
ち
で
形
が
失
わ
れ
て
も
よ
し
と
さ
れ
る
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
が
民
族
を
支
え
る
力
と
な
っ
た
と
き
に
い
え
る

２
ト
ラ
デ
イ
シ
ョ
ン
と
い
う
の
は
過
去
の
も
の
を
で
き
る
だ
け
そ
の
ま
ま
の
形
で
継
承
し
て
民
族
独
自
の
も
の
を
創
造
し
発
展
さ
せ
た
と
き
に
い
え
る
こ
と
で
ぁ

こ
と
で
あ
る
。

□

４
ト
ラ
デ
イ
シ
ョ
ン
と
い
う
の
は
長
い
歴
史
の
な
か
で
つ
ち
か
わ
れ
、
受
け
つ
が
れ
て
き
た
民
族
独
自
の
よ
き
慣
習
制
度
な
ど
を
漠
然
と
さ
し
て
い
う
こ
と
ば
で

５
ト
ラ
デ
イ
シ
ョ
ン
と
い
う
の
は
過
去
の
も
の
の
な
か
か
ら
、
そ
の
よ
い
面
だ
け
を
取
り
出
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
民
族
の
誇
り
を
満
足
さ
せ
よ
う
と
す
る
人
間
の

感
傷
か
ら
出
た
こ
と
ば
で
あ
る
。

あ
る
。

る
。

あ
る
。

の
文
か
ら
成
っ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
で
、
論
旨
の
展
開
の
上
で
は
ぶ
く
こ
と
の
で
き
な
い
文
が
一
一
一
つ
あ
る
。
そ
れ
は
ど
れ
か
。
一
一
一



一
Ⅲ
次
の
文
章
を
読
み
、
後
の
問
に
答
え
よ
。

訳
が
な
い
で
し
ょ
う
」

と
細
君
が
い
っ
た
。

「
最
初
ど
こ
か
近
く
の
農
家
が
火
事
で
、
教
室
の
窓
か
ら
煙
で
も
見
え
た
の
か
と
思
っ
た
の
。
み
ん
な
真
先
に
窓
の
外
を
見
た
け
ど
、
ど
こ
に
も
煙
な
ん
か
見
え
な
い

し
、
教
室
の
中
で
も
何
も
燃
え
て
い
な
い
の
」

い
す

「
丁
度
、
黒
板
に
先
生
が
字
を
書
い
て
い
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
の
。
そ
れ
を
ノ
ー
ト
に
写
し
て
い
た
ら
、
す
ぐ
耳
Ｊ
ｂ
と
で
い
き
な
り
大
き
な
声
で
そ
う
い
っ
た
の
。
椅
子

か
ら
回
ぴ
上
り
そ
う
に
な
る
く
ら
い
、
び
っ
く
り
し
た
」

は
す

「
ほ
か
の
場
所
で
火
が
出
た
の
な
ら
、
先
に
［
回
］
ぎ
声
が
聞
え
て
来
る
筈
だ
け
ど
、
そ
ん
な
声
は
聞
え
な
い
し
、
も
し
そ
う
だ
っ
た
ら
、
教
室
に
い
て
火
事
だ
と
わ
か
る

「
先
生
は
教
垣
の
上
で
チ
ョ
ー
ク
持
っ
た
ま
ま
、
き
ょ
と
ん
と
し
た
顔
し
て
い
る
の
。
あ
た
し
た
ち
も
、
ぽ
か
ん
と
し
て
あ
た
り
を
見
ま
わ
し
て
い
た
」

「
ど
こ
に
火
事
が
あ
っ
た
の
」

ヨ ヨ

「
火
事
だ
！
と
□
ん
だ
子
が
い
る
２

晴
子
は
い
ま
で
も

「
今
日
、
社
会
の
授
梺

と
彼
女
は
い
っ
た
。

大
浦
も
細
君
も
□
い
て
晴
子
の
顔
を
見
た
。

と
大
浦
は
い
っ
た
。

と
細
君
が
心
配
そ
う
に
回
れ
た
。

と
安
雄
が
い
っ
た
。

い
ま
で
も
「
面
白
い
話
」

社
会
の
授
業
中
に
ね
」｜」

砦 Ｌ＿

が
好
き
だ
。
あ
る
晩
、
夕
食
の
時
に
こ
ん
な
話
を
し
た
。

1０



Ⅲ
空
鐘
凹
１
回
に
入
れ
る
の
に
最
も
適
当
な
漢
字
は
ど
れ
か
。
次
の
１
１
ｍ
の
う
ち
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
を
選
べ
。

１
飛
２
呼
３
叫
４
仰
５
瞥
６
鷲
７
騒
８
泣
９
尋
、
問

(2) Ｉ最
後
ま
で
聞
い
て
し
ま
わ
な
い
と
気
に
か
か
る
と
い
う
よ
う
に
細
君
が
い
っ
た
。

「
先
生
が
そ
の
男
の
子
と
隣
の
席
の
子
を
前
に
出
し
て
Ｐ
訳
を
聞
い
た
の
。
隣
の
子
も
赤
い
顔
し
て
う
つ
む
い
て
い
た
か
ら
。
そ
う
し
た
ら
、
一
一
人
が
腕
の
と
こ
ろ
を

つ
れ
り
っ
こ
し
て
、
最
初
は
ゆ
る
く
、
だ
ん
だ
ん
強
く
し
て
行
っ
て
、
ど
の
く
ら
い
で
痛
く
感
じ
る
か
、
た
め
し
て
い
た
っ
て
い
う
の
。
と
こ
ろ
が
、
隣
の
子
が
急
に

強
く
つ
ね
っ
た
の
で
、
思
わ
ず
大
声
を
出
し
て
し
ま
っ
た
ん
だ
っ
て
。
『
感
じ
た
！
』
っ
て
い
っ
た
の
が
、
あ
た
し
た
ち
に
も
先
生
に
も
、
『
火
事
だ
！
』
と
聞
え
た

の
￣

「
授
業
が
す
ん
で
も
、
ま
だ
目
を
さ
ま
さ
な
い
女
の
子
が
い
る
よ
」

「
赤
い
顔
し
て
、
う
一

「
居
眠
り
し
て
い
て
、

と
大
浦
は
い
っ
た
。

ヨニユ

「
す
ご
い
な
あ
」

「
女
の
子
で
？
」

と
正
次
郎
が
ロ
を
出
し
た
。

と
安
雄
が
い
っ
た
。

じ
文
を
二
度
以
上
用
い
て
は
い
け
な
い
。
）

１
そ
れ
で
ど
う
な
っ
た
の
？
そ
れ
か

空
欄
面
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ｕ
１
面
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ｕ
に
入
れ
る
会
話
文
と
し
て
、
次
の
１
１
５
の
う
ち
、
ど
れ
が
殿
も
適
当
か
。
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
を
選
べ
。
（
同

う
つ
む
い
て
い
る
の
」

て
、
火
事
に
な
っ
た
夢
で
も
見
た
の
か
な
」

■■l■■■

￣

｜」

そ
れ
か
ら

11



⑤
右
の
文
章
に
つ
い
て
の
批
評
と
し
て
、
次
の
１
１
４
の
う
ち
、
最
も
適
当
な
も
の
は
ど
れ
か
。
｜
っ
を
選
ぺ
。
え
い

１
「
細
君
」
に
何
か
悲
し
い
出
来
事
が
あ
っ
た
ら
し
い
が
、
そ
れ
を
さ
り
げ
な
く
ほ
の
め
か
し
て
文
章
に
陰
譜
を
も
た
せ
て
い
る
。

２
余
計
な
説
明
や
粉
飾
は
一
切
省
略
し
た
押
さ
え
た
筆
つ
き
か
ら
、
複
雑
な
人
間
関
係
が
浮
か
び
上
っ
て
く
る
。

３
自
然
と
深
く
結
び
つ
い
た
生
活
の
美
し
さ
が
し
っ
か
り
と
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。

４
あ
る
ひ
と
と
き
の
家
族
の
交
歓
の
姿
が
美
し
い
余
韻
を
残
す
。

Ⅶ
晴
子
の
話
の
お
も
し
ろ
さ
は
ど
こ
に
あ
る
か
。
次
の
１
１
６
の
う
ち
か
ら
適
当
な
も
の
を
二
つ
選
び
、
二
つ
の
欄
に
順
次
に
一
つ
ず
つ
マ
ー
ク
せ
よ
。

１
い
か
め
し
い
先
生
が
と
ま
ど
っ
て
い
る
姿
の
お
も
し
ろ
さ
。

２
「
男
の
子
」
た
ち
の
お
ど
け
た
ふ
る
ま
い
の
お
も
し
ろ
さ
。

３
こ
と
ば
の
聞
き
ち
が
い
か
ら
起
き
た
事
件
の
お
も
し
ろ
さ
。

４
事
件
を
た
ん
た
ん
と
語
り
す
す
め
る
語
り
口
の
お
も
し
ろ
さ
。

５
真
相
を
ふ
せ
て
聞
き
手
に
な
ぞ
を
か
け
な
が
ら
話
を
は
こ
ぶ
語
り
口
の
お
も
し
ろ
さ
。

６
事
件
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
だ
け
に
し
ぼ
っ
て
複
雑
な
話
を
端
的
に
告
げ
る
語
り
口
の
お
も
し
ろ
さ
。

③
傍
線
を
附
し
た
「
す
ご
い
な
あ
」
に
は
、
安
雄
の
ど
の
よ
う
な
心
持
ち
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
か
。
次
の
１
１
５
の
う
ち
、
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
ぺ
。

う
っ

く
つ

１
瞥
戒
２
賞
賛
３
憂
鯵
４
驚
嘆
５
軽
蔑

４
お
か
し
い
な

５
ぽ
く
の
組
で
も

３
そ
う
ね

２
ど
な
っ
た
生
徒
は
？

1２
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Ⅳ
一
次
の
文
章
を
読
み
、
後
の
問
に
答
え
よ
。

(1) 男
、
文
お
こ
せ
た
り
。

ぱ
、
例
の
、
男
、
女
に
１

み
の
か
さ

と
よ
み
て
や
れ
り
け
れ
ば
、
簑
評
ｂ
笠
も
取
り
あ
へ
で
、

返
し
、
例
の
、
男
、

あ
さ
み
こ
そ
袖

と
い
へ
り
け
れ
ば
、

昔
、
あ
「
Ｈ

か
ら
ず
、
こ
，

男
の
よ
め
る
、

〔
注
〕
○
内
記
ｌ
詔
勅
や
宣
命
の
起
草
な
ど
、
宮
中
の
記
録
の
こ
と
を
つ
か
さ
ど
る
官
。
○
よ
ぱ
ふ
Ｉ
男
が
女
に
言
い
寄
る
こ
と
。
○
案
ｌ
下
書
き
・
○
つ
れ
．
つ
れ

の
…
…
の
歌
Ｉ
所
在
な
く
物
思
い
に
ふ
け
っ
て
い
る
と
、
い
よ
い
よ
涙
の
川
の
水
か
さ
が
増
し
て
袖
が
ぬ
れ
る
ば
か
り
で
、
あ
な
た
に
逢
う
す
べ
も
な
い
の
は
悲

し
い
こ
と
で
す
。
○
あ
さ
み
こ
そ
…
…
の
歌
－
あ
な
た
の
涙
の
川
は
浅
い
か
ら
こ
そ
袖
だ
け
が
ぬ
れ
る
の
で
し
ょ
う
。
も
っ
と
深
く
て
身
ま
で
流
れ
る
と
で
も
承

る
の
で
し
た
ら
、
あ
な
た
を
頼
り
に
し
ま
し
ょ
う
も
の
を
。
○
か
ず
か
ず
に
…
…
の
歌
Ｉ
あ
な
た
が
し
き
り
に
思
っ
て
下
さ
る
の
か
下
さ
ら
ぬ
の
か
お
た
ず
ね
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
わ
が
身
が
本
当
に
思
わ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
知
る
こ
と
の
で
き
る
雨
は
い
よ
い
よ
降
り
ま
さ
っ
て
お
り
ま
す
（
真
に
思
っ
て
下
さ
る

な
ら
雨
で
も
来
て
下
さ
る
だ
ろ
う
）
。

傍
線
部
的
の
「
あ
て
な
る
」
と
は
ど
う
い
う
意
味
か
。
次
の
１
１
４
の
う
ち
、
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
べ
。

か
ず
か
ず
に
恩
ひ
思
は
ず
間
ひ
が
た
み
身
を
知
る
雨
は
降
り
ぞ
ま
さ
れ
る

Ｉ
１
０
’

０

そ
で

あ

つ
れ
。
つ
れ
の
な
が
め
に
ま
さ
る
涙
川
袖
の
み
ひ
ち
て
逢
ふ
よ
し
判
じ
な
し

ｊ胸
１
１
１
－

な
い
鴛

吋

あ
て
な
る
男
あ
り
け
り
。
そ
の
男
の
も
と
な
り
け
る
人
を
、
内
記
に
あ
り
け
る
藤
原
の
敏
行
と
い
ふ
人
よ
ば
ひ
け
り
。
さ
れ
ど
胤
例
釧
倒
、
文
も
を
さ
を
さ
し

、
こ
と
ば
も
い
ひ
知
ら
ず
、
い
は
ん
や
歌
は
よ
ま
ざ
り
け
れ
ぱ
、
か
の
あ
る
じ
な
る
人
、
案
を
書
き
て
、
書
か
せ
て
や
り
け
り
。
辨
剴
釘
列
別
刷
川
副
瓠
さ
て
、

女
に
か
は
り
て
よ
み
て
や
ら
す
。

女
に
か
は
り
て
、

顕
、
て
鉾
晦
が

へ
な
が
る
と
閏
か
ば
頬
ま
む

ふ
ほ
こ

、
、
：
壜
…
一
：
Ｆ
彦
」
．
ご
；
：

ふ
ほ
こ
鮒
－
－
－
－
－
－
－

い
ま
ま
で
巻
き
て
文
箱
に
入
れ
て
あ
り
と
な
む
い
ふ
な
る
。

。
「
雨
の
降
り
ぬ
べ
き
に
な
む
見
ぬ
っ
ら
ひ
侍
る
。
身
さ
い
は
ひ
あ
ら
ぱ
、
こ
の
雨
は
降
ら
じ
」
と
い
へ
り
け
れ

。
（
伊
勢
物
語
）
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⑪
傍
線
部
㈹
に
「
得
て
後
の
こ
と
な
り
け
り
」
と
あ
る
が
、
何
を
得
た
の
か
。
次
の
１
１
４
の
う
ち
、
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
べ
。

１
「
あ
さ
み
こ
そ
…
…
」
の
歌
２
男
の
も
と
な
り
け
る
人
３
お
く
り
も
の
４
文

⑥
傍
線
部
㈹
の
「
と
な
む
い
ふ
な
る
」
の
解
釈
と
し
て
、
次
の
１
１
４
の
う
ち
、
ど
れ
が
最
も
適
当
か
。
一
つ
を
選
べ
。

１
…
と
い
う
う
わ
さ
で
あ
る
。
２
…
と
い
う
話
だ
が
信
じ
が
た
い
。
３
…
と
い
う
次
第
で
あ
る
。
４
…
と
い
う
評
判
で
も
ち
き
り
で
あ
る
。

(8)

⑤
傍
線
部
目
に
「
男
い
と
い
た
う
め
で
て
」
と
あ
る
が
、
何
を
「
め
で
」
た
の
か
。
次
の
１
１
４
の
う
ち
、
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
べ
。

１
歌
が
上
手
で
あ
る
こ
と
２
歌
に
情
愛
が
こ
も
っ
て
い
る
｝
」
と
３
歌
が
愛
す
る
女
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
４
歌
が
期
待
に
反
し
て
寄
せ
ら
れ
た
こ
と

側
傍
線
部
㈹
に
用
い
ら
れ
て
い
る
「
め
で
ま
ど
ふ
」
と
は
ど
う
い
う
意
味
か
。
次
の
１
１
４
の
う
ち
、
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
べ
。

Ｉ
あ
わ
て
ふ
た
め
く
２
ひ
ど
く
感
嘆
す
る
３
ほ
め
る
の
に
苦
労
す
る
４
迷
惑
に
思
う

③
傍
線
部
㈹
の
「
め
で
ま
ど
ひ
に
け
り
」
は
だ
れ
の
動
作
か
。
次
の
１
．
２
．
３
の
う
ち
、
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
べ
。

１
あ
て
な
る
男
２
そ
の
男
の
も
と
な
り
け
る
人
３
藤
原
の
敏
行

②
傍
線
部
何
の
「
若
け
れ
ば
」
は
だ
れ
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
の
か
。
次
の
１
．
２
．
３
の
う
ち
、
最
も
適
当
な
●
も
の
を
一
つ
選
べ
。

１
あ
て
な
る
男
２
そ
の
男
の
も
と
な
り
け
る
人
３
藤
原
の
敏
行

を
一
つ
選
べ
。

１
浮
気
な
２
才
気
の
あ
る
３
高
貴
な
４
頼
り
が
い
の
あ
る

傍
線
部
Ⅲ
に
「
し
と
ど
に
ぬ
れ
て
ま
ど
ひ
来
に
け
り
」
と
あ
る
が
、
な
ぜ
「
し
と
ど
に
ぬ
れ
て
ま
ど
ひ
来
」
た
の
か
。
次
の
１
１
４
の
う
ち
、
最
も
適
当
な
も
の

1５



１
「
こ
の
雨
は
降
ら
じ
」
と
言
っ
た
の
に
雨
が
降
一
｝
た
〈

２
相
手
を
恨
む
み
ご
と
な
歌
を
詠
ん
で
よ
こ
し
た
の
で
。

３
歌
か
ら
で
は
相
手
の
気
持
が
は
っ
き
り
つ
か
め
な
い
の
で
。

４
相
手
か
ら
心
変
り
を
疑
わ
れ
た
の
で
身
の
あ
か
し
を
立
て
よ
う
と
し
て
。

と
言
っ
た
の
に
雨
が
降
っ
た
の
で
困
惑
し
て
。
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Ｖ
次
の
文
章
を
読
み
、
後
の
問
に
答
え
よ
。

③
傍
線
部
的
の
「
こ
れ
」
の
内
容
と
し
て
、
次
の
１
１
５
の
う
ち
、
ど
れ
が
最
も
適
当
か
。
一
つ
を
選
べ
。

１
仏
道
修
行
を
こ
と
あ
ら
た
め
て
周
囲
か
ら
す
す
め
る
ま
で
も
な
い
さ
ま
。

２
一
切
の
義
理
人
情
を
捨
て
る
べ
き
で
あ
り
、
周
囲
の
人
々
も
そ
れ
を
理
解
す
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
。

②
傍
線
部
何
「
世
を
も
の
が
れ
た
ら
む
人
」
の
「
人
」
と
、
論
旨
の
上
で
同
様
の
立
場
に
あ
る
「
人
」
は
ど
れ
か
。
次
の
イ
ー
ホ
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
、
同
様
の

立
場
に
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
〔
○
〕
の
方
に
、
同
様
の
立
場
に
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
〔
×
〕
の
方
に
マ
ー
ク
せ
よ
。

イ
間
か
む
人
ロ
川
、
言
ひ
か
け
て
む
や
〈
切
に
嘆
く
事
も
あ
る
人
一
一
人
の
憂
へ
．
喜
び
ホ
恨
む
る
川

Ⅲ
傍
線
い
の
「
営
み
」
は
、
意
味
の
上
で
ど
の
語
に
か
か
る
か
。
次
の
１
１
５
の
う
ち
、
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
べ
。

１
嘆
く
２
事
３
あ
る
４
人
５
聞
き
入
れ
ず

ｊ

し
づ

Ⅲ
Ｉ
徴
も

あ
す
は
遠
き
国
へ
お
も
む
く
べ
し
と
開
か
む
人
に
、
心
閑
か
に
な
す
ぺ
か
ら
む
わ
ざ
を
ぱ
、
人
、
言
ひ
か
け
て
む
や
。
に
は
か
の
大
事
を
も
営
み
、
切
に
嘆
く
事
も

あ
る
人
は
、
他
の
事
を
聞
き
入
れ
ず
。
人
の
菱
へ
。
喜
輝
を
も
問
は
ず
。
問
は
ず
と
て
、
な
ど
や
と
恨
む
る
人
も
な
し
。
さ
れ
ば
、
年
も
や
う
や
う
た
け
、
病
に
も
ま

・
胸
－
－
－
－
－
－
－
－
－
１
ｉ
－

つ
は
れ
、
い
は
む
や
世
を
も
の
が
れ
た
ら
む
人
、
ま
た
こ
れ
に
同
じ
か
る
く
し
。

６
麓

い
と
ま

人
間
の
儀
式
、
い
。
つ
れ
の
事
か
去
り
難
か
ら
ぬ
。
世
俗
の
黙
し
難
き
に
し
た
が
ひ
て
、
こ
れ
を
必
ず
と
せ
ば
、
願
ひ
も
多
く
、
身
も
苦
し
く
、
心
の
暇
も
な
く
、
－

し
や
う
さ
廷
は
う
げ

ま
ぽ

生
は
雑
事
の
小
節
に
さ
へ
ら
れ
て
、
む
な
し
く
暮
れ
な
む
。
日
暮
れ
、
道
還
し
。
我
が
生
す
で
に
蹉
陀
た
り
。
諸
縁
を
放
下
す
べ
き
時
な
り
。
信
を
も
守
ら
じ
。
礼
儀

隅
－
－

ほ
つ
れ
づ
れ
ぐ
さ

を
も
恩
は
じ
。
こ
の
心
を
得
ざ
ら
む
人
は
、
物
狂
ひ
と
も
一
三
口
へ
。
う
つ
つ
な
し
、
情
な
し
と
も
思
へ
。
そ
し
る
と
も
苦
し
ま
じ
。
誉
む
と
も
聞
き
入
れ
じ
。
（
徒
然
草

百
十
二
段
）

〔
注
〕
○
人
間
の
儀
式
ｌ
冠
婚
葬
祭
な
ど
の
世
間
的
な
つ
き
あ
い
。
○
黙
す
－
だ
ま
っ
て
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
。

○
蹉
舵
た
り
Ｉ
つ
ま
ず
き
進
め
な
い
さ
ま
。
○
放
下
す
Ｉ
捨
て
お
く
。
そ
れ
か
ら
脱
却
す
る
。

○
さ
へ
ら
れ
て
Ｉ
さ
ま
た
げ
ら
れ
て
。
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㈹
傍
線
部
目
の
。
」
の
心
」
の
内
容
と
し
て
、
次
の
．

１
人
間
の
儀
式
、
い
づ
れ
の
事
か
去
り
難
か
ら
ぬ
。

⑤
次
の
１
１
５
の
文
章
の
う
ち
、
右
の
文
章
全
体
の
趣
旨
に
最
も
近
い
も
の
は
ど
れ
か
。
一
つ
を
選
べ
。
（
い
ず
れ
も
徒
然
草
の
一
節
で
あ
る
Ｊ

し
づ

１
名
利
に
使
は
れ
て
、
閑
か
な
る
暇
な
く
、
一
生
を
苦
し
む
る
こ
そ
愚
か
な
れ
。
（
一
二
十
八
段
）

２
人
み
な
生
を
楽
し
ま
ざ
る
は
、
死
を
恐
れ
ざ
る
故
な
り
。
死
を
恐
れ
ざ
る
に
は
あ
ら
ず
、
死
の
近
き
こ
と
を
忘
る
る
な
り
。
も
し
ま
た
、
生
死
の
相
に
あ
づ
か

ま
こ
と

ら
ず
と
い
は
ぱ
、
実
の
理
を
得
た
り
と
い
ふ
く
し
。
（
九
十
三
段
）

３
程
な
く
遠
い
国
へ
旅
立
つ
は
ず
の
人
の
心
境
。

え
ん

４
世
間
的
な
名
誉
・
利
益
あ
る
い
は
欲
望
な
ど
を
問
題
に
せ
ず
、
ま
し
て
在
俗
中
の
怨
恨
な
ど
は
忘
れ
去
る
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
。

５
他
人
の
感
情
を
無
視
し
て
し
ま
う
が
、
そ
れ
は
そ
れ
で
別
段
の
怨
恨
の
種
と
な
る
こ
と
も
な
い
さ
ま
。

２
一
生
は
雑
事
の
小
節
に
さ
へ
ら
れ
て
、
む
な
し
”

３
日
暮
れ
、
道
還
し
。
我
が
生
す
で
に
瑳
陀
た
り
。

４
諸
縁
を
放
下
す
べ
き
時
な
り
。
信
を
も
守
ら
じ
。

４３

あ
ざ
け

５
一
事
を
必
ず
成
さ
む
と
思
は
ぱ
、
他
の
事
の
破
る
る
を
Ｊ
ｂ
い
た
む
べ
か
ら
ず
。
人
の
潮
り
を
釘
ｂ
恥
づ
く
か
ら
ず
。
万
事
に
か
へ
ず
し
て
は
、
一
つ
の
大
事
成
る

こ
と

事
な
、
ソ
。

十
二
段
）

ペ
か
ら
ず
。
（
百
八
十
八
段
）

お
の
れ

』
ｂ
の
に
争
は
ず
、
己
を
ま
げ
て
人
に
従
ひ
、
我
が
身
を
後
に
し
て
、
人
を
先
に
す
る
に
は
し
か
ず
。
（
百
一
一
一
十
段
）

ひ
猷

世
幸
些
捨
て
た
る
人
の
、
よ
る
づ
に
す
る
す
み
な
る
が
、
な
べ
て
ほ
だ
し
多
か
る
人
の
、
よ
る
づ
に
〈
つ
ら
ひ
、
望
み
深
き
を
見
て
、
無
下
に
思
ひ
く
た
す
は
僻

な
り
。
そ
の
人
の
心
に
な
り
て
思
へ
ぱ
、
ま
こ
と
に
か
な
し
か
ら
む
親
の
た
め
、
妻
子
の
た
め
に
は
、
恥
を
も
忘
れ
、
盗
み
も
し
つ
ぺ
き
こ
と
な
り
。
（
百
四

む
な
し
く
暮
れ
な
む
。

次
の
１
１
４
の
う
ち
、
ど
れ
が
最
も
適
当
か
。
一
つ
を
選
べ
。

礼
儀
を
も
思
は
じ
。
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〔Ｂ〕 〔Ａ〕

「
’
一
り
り
ろ
う

へ
Ⅱ
Ｉ
｝

■
こ

し
つ
ち
ゆ
兵
夕

Ⅵ
次
の
Ａ
は
『
孟
子
』
離
婁
上
篇
の
一
章
、
Ｂ
は
そ
れ
を
解
説
し
た
南
宋
の
朱
憲
（
朱
子
）
の
『
孟
子
集
注
』
の
文
章
で
あ
る
。
こ
の
両
文
を
読
ん
で
、
後
の
問
に
答

〆
０
１
」

｛
Ⅱ
Ｉ
」

「
Ⅱ
Ｉ
ニ

え
よ
。
（
Ｂ
の
文
中
、
設
問
の
つ
ご
う
で
「
送
一
”
ソ
が
な
」
を
省
い
た
部
分
が
あ
る
。
）

｛
Ⅱ
！
」

Ｊ

②
Ｂ
に
よ
れ
ば
、
「
求
全
之
殴
」
の
「
求
全
」
と
は
、

Ｅ

１
努
力
し
て
自
己
の
人
格
を
完
成
し
よ
う
と
す
る
。

ｊ

ｍ
Ｂ
に
よ
れ
ば
、
「
不
虞
之
馨
」
と
は
、
ど
う
い
う
》
」
と
を
意
味
す
る
か
。
次
の
１
１
４
の
う
ち
、
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
べ
。

Ｅ

１
り
っ
ぱ
な
｝
」
と
を
し
た
に
し
て
は
、
そ
れ
ほ
ど
十
分
で
は
な
い
名
声
。

２
な
す
べ
き
こ
と
を
十
分
し
な
か
っ
た
の
に
、
と
き
ど
き
得
ら
れ
る
名
声
。

３
り
っ
ぱ
な
こ
と
を
し
た
わ
け
で
は
な
い
の
に
、
思
い
が
け
ず
得
た
名
声
。

４
ほ
め
ら
れ
な
い
よ
う
な
行
為
を
し
な
が
ら
、
そ
れ
で
も
な
お
与
え
ら
れ
た
名
声
。

２
自
分
の
弱
点
を
完
全
に
か
く
し
き
る
よ
う
に
つ
と
め
る
。

ヲ
ル
ヲ
〈
ト
ナ
リ
カ
ラ
ッ
テ
ヲ
か
ろ
が
る
シ
ク
ー
ー
ー
引
列
‐
－
－
－
－
‐
‐
‐
列

憂
喜
扣
観
し
人
者
、
不
し
可
三
以
し
是
輕
爲
二
進
退
屯

り
よ
〈
ク

シ
テ
ラ
ッ
テ
ス
ニ
ヲ
た
ま
た
ま
ワ
ヲ
プ

ト
メ
テ
レ
ソ
コ
ト
ヲ

ヲ

虞
度
也
。
呂
氏
曰
、
「
行
不
レ
足
二
以
致
一
し
譽
而
偶
得
し
春
。
是
謂
一
一
不
虞
之
譽
扣
求
レ
免
一
一
於
殻
一
而

か
へ
ツ
テ
ス
ヲ
ワ
ブ
ト

ト
プ
コ
コ
画
く

反
致
し
段
。
是
謂
二
求
全
之
殿
毛
」
一
一
一
戸
段
譽
之

〈
ク
リ
ー
ー
ー
ー
劃
１
－
１
－
－
－
－
劇
。
副
加
リ
ー
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
そ
し
り

孟
子
曰
、
有
二
不
虞
之
譽
『
有
二
求
全
之
穀
『

〔
注
〕
○
審
－
巻
。
○
虞
度
也
ｌ
「
虞
」
の
字
の
意
味
は
「
度
」
（
音
「
た
く
」
、
訓
「
は
か
る
し
で
あ
る
。
○
呂
氏
Ｉ
呂
大
臨
。
字
は
与
叔
。
北
宋
の
学

者
。
○
言
つ
盲
フ
コ
コ
ロ
ハ
…
…
ト
ナ
リ
）
ｌ
…
…
と
い
う
こ
と
を
言
っ
た
も
の
で
あ
る
。
○
責
ｌ
実
。
○
爲
Ｉ
為
。
○
観
Ｉ
観
。
○
輕
ｌ
経
。

ど
う
い
う
こ
と
を
さ
す
か
。
次
の
１
１
４
の
う
ち
、
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
べ
。

一

一
一

一

戸
、〃､

ｌ
蝋
：
雪

未
二
必
皆
實
宅
修
レ
己
者
、

カ
ラ
ツ
テ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
ヲ
に
ば
か
一
一
〆

不
レ
可
三
以
し
是
避
爲
二

2０



Ｊ

③
Ｂ
の
文
中
の
「
未
二
必
皆
資
一
」
」

厄

１
必
ず
皆
実
な
る
を
末
だ
せ
ず
。

Ｊ

側
Ｂ
の
文
中
「
以
レ
是
遼
爲
二
蕊
喜
一
」
の
「
是
」
は
、
上
文
の
ど
の
語
を
さ
し
て
い
る
か
。
次
の
１
１
６
の
う
ち
、
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
ぺ
。

Ｅ

１
呂
氏
２
不
虞
之
瀞
３
求
全
之
殴
４
段
懇
之
言
５
未
二
必
皆
資
一
６
修
レ
己

Ｊ

⑤
Ｂ
の
文
中
の
「
爲
二
進
退
一
」
と
は
、

Ｅ

１
仕
官
し
た
り
引
退
し
た
り
す
る
。

Ｊ
Ｊ

⑥
Ｂ
に
よ
れ
ば
、
Ａ
の
全
文
の
趣
旨
は
ど
う
い
う
》
」
と
に
な
る
か
。
次
の
１
１
４
の
う
ち
、
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
べ
。

Ｅ
Ｅ

１
世
人
の
殿
誉
は
あ
て
に
な
ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
に
と
ら
わ
れ
て
は
な
ら
な
い
。

２
世
間
の
殴
替
に
一
喜
一
憂
し
人
の
顔
色
を
う
か
が
う
よ
う
で
は
、
り
っ
ぱ
な
人
に
な
れ
な
い
。

３
世
間
に
「
不
虞
の
誉
」
や
「
求
全
の
殿
」
が
あ
る
の
は
、
望
ま
し
い
こ
と
で
は
な
い
が
や
む
を
得
な
い
。

４
「
不
虞
の
誉
」
や
「
求
全
の
穀
」
は
確
実
な
も
の
で
は
な
い
が
、
為
政
者
の
参
考
に
役
立
つ
意
味
が
あ
る
。

３
し
た
い
と
思
う
こ
と
を
何
で
も
自
由
に
お
こ
な
お
う
と
す
る
。

４
非
難
さ
れ
る
余
地
の
な
い
完
全
な
行
為
を
し
よ
う
と
つ
と
め
る
。

４
未
だ
必
ず
し
も
皆
は
実
な
ら
ず
ん
ぱ
あ
ら
ず
。

３
未
だ
必
ず
し
も
皆
は
実
な
ら
ざ
ら
ん
や
。

２
未
だ
必
ず
し
も
皆
は
実
な
ら
ず
。

４
相
手
に
近
づ
い
た
り
遠
ざ
か
っ
た
り
す
る
。

３
意
見
を
採
用
し
た
り
拒
否
し
た
り
す
る
。

２
地
位
を
上
げ
た
り
下
げ
た
り
す
る
。

は
ど
う
読
む
か
。

こ
の
場
合
ど
う
い
う
意
味
か
。
次
の
１
１
４
の
う
ち
、
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
べ
。

次
の
１
１
４
の
う
ち
、
書
き
下
し
文
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
べ
。

2１



そ
う
し
も
ん

ふ
ん

そ
う

遭
い
ゆ
れ
い

Ⅶ
次
の
詩
は
、
初
唐
の
詩
人
宋
之
間
（
山
西
省
沿
州
の
人
）
が
、
左
遷
さ
れ
て
瀧
州
（
広
東
省
）
に
行
く
途
中
で
作
っ
た
「
大
原
嶺
の
北
駅
に
題
す
」
と
い
う
五
一
一
三
律

詩
で
あ
る
。
大
痩
嶺
と
は
、
江
西
省
と
広
東
省
と
の
省
境
を
な
す
山
脈
で
、
昔
か
ら
駅
路
が
開
か
れ
、
梅
の
名
所
と
し
て
知
ら
れ
る
。
こ
の
詩
を
読
ん
で
、
後
の
問
に

答
え
よ
。
（
設
問
の
つ
ご
う
で
「
送
り
が
な
」
を
省
い
た
部
分
が
あ
る
。
）

れ
ん

川
第
一
聯
（
第
一
・
第
一
一
句
）
・
第
一
一
聯
（
第
一
一
一
・
第
四
句
）
の
大
意
と
し
て
、
次
の
１
１
４
の
う
ち
、
ど
れ
が
最
も
適
当
か
。
一
つ
を
選
べ
。

１
雁
も
こ
こ
か
ら
南
へ
は
行
か
ず
に
引
返
す
と
い
う
の
に
、
わ
た
し
の
旅
は
さ
ら
に
続
く
の
で
、
い
つ
故
郷
に
帰
れ
る
か
わ
か
ら
な
い
。

２
南
か
ら
来
た
雁
は
こ
こ
か
ら
引
返
す
と
い
う
。
わ
た
し
も
さ
ら
に
南
へ
旅
を
続
け
ね
ば
な
ら
ず
、
い
つ
故
郷
に
帰
れ
る
か
わ
か
ら
な
い
。

３
わ
た
し
は
雁
と
と
も
に
南
に
向
か
っ
た
。
雁
は
こ
こ
か
ら
引
返
し
た
そ
う
だ
が
、
わ
た
し
は
故
郷
ま
で
ま
だ
遠
い
旅
を
続
け
ね
ば
な
ら
な
い
。

４
北
に
帰
る
雁
ょ
、
わ
た
し
は
こ
こ
か
ら
引
返
す
と
家
族
に
伝
え
て
ほ
し
い
。
果
て
し
な
い
旅
を
続
け
る
わ
た
し
は
、
い
つ
か
ま
た
こ
こ
を
お
と
ず
れ
る
日
も
あ

〔
注
〕
○
陽
月
’
十
月
（
陰
暦
）
。
○
傳
ｌ
伝
。
○
蹄
ｌ
帰
・
○
庫
ｌ
中
国
南
部
の
有
害
な
湿
気
。
○
虚
Ｉ
処
。
○
應
ｌ
応
。
○
髄
ｌ
お
か
。
こ
こ

で
は
大
庚
嶺
の
こ
と
。

る
だ
ろ
う
。

ノ
が
ん

へ
ク
ヅ
テ
こ
こ
一
一
め
ぐ
ル
ト

陽
曰
幻
南
飛
雁

傅
聞
至
レ
此
廻

が
ｌ
一
一
〆
や
マ

レ
ノ
冗
一
力
タ

セ
ソ

我
行
殊
未
〆
已

何
日
復
歸
來

ム
ラ

明
朝
望
ン
郷
虚

江
靜
潮
初
落

林
昏
療
不
ソ
開

ま
き
二

應
レ

ペ
シ

ル
ナ
ル
ろ
う
ノ
ワ

見
二
朧
頭
梅
一
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側
次
の
１
１
４
の
詩
句
の
う
ち
、
右
の
詩
に
う
た
わ
れ
て
い
る
作
者
の
心
情
に
最
も
近
い
も
の
は
ど
れ
か
。

へ
§
、
う

だ
り

１
孤
帆
の
遠
影
碧
空
に
尽
き
惟
だ
見
る
長
江
の
天
際
に
流
る
る
を
（
李
白
）

さ
ら
き
よ
く
ぺ
ん
と

い

２
更
に
玉
鞭
を
把
っ
て
雲
外
に
指
せ
ば
断
腸
の
春
色
江
南
に
在
り
（
聿
皐
荘
）

う
れ
な

ち
ぎ

た
れ
ぴ
と

せ
曾

３
愁
ふ
る
真
か
れ
前
路
知
己
無
き
を
天
下
誰
人
か
君
を
識
ら
ざ
ら
ん
（
高
適
）

ひ
つ
ば

よ
む
も

た
し
ん
じ
ん

４
匹
馬
西
の
か
た
天
外
従
り
帰
り
鞭
を
揚
げ
て
只
だ
鳥
と
共
に
飛
ぶ
井
一
争
ふ
（
岑
参
）

③
第
三
聯
（
第
五
。
第
六
句
）
は
ど
う
読
む
か
。
第
五
句
の
書
き
下
し
文
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
次
の
１
１
４
の
う
ち
か
ら
、
第
六
句
の
書
き
下
し
文
と
し
て

最
も
適
当
な
も
の
を
次
の
５
１
８
の
う
ち
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
べ
。

く
ら
し
や
ら

１
江
静
か
に
し
て
潮
初
め
て
落
ち

５
林
の
昏
き
癖
は
開
か
ず

２
江
の
静
か
な
る
潮
は
初
め
て
落
ち

６
林
は
昏
き
庫
を
開
か
ず

３
江
は
静
か
な
る
潮
を
初
め
て
落
と
し

７
林
昏
く
し
て
篠
開
か
ず

４
江
は
静
か
な
る
潮
に
し
て
初
め
て
落
ち

８
林
は
昏
き
潭
に
し
て
開
か
ず

(2)欄
に
一
つ
ず
つ
マ
ー
ク
せ
よ
。

１
行
燈
２
行
書
且

次
の
１
１
８
の
熟
語
の
う
ち
、
「
行
」
の
字
が
第
三
句
「
我
行
殊
未
し
巳
」
の
「
行
」
と
同
じ
意
味
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
ど
れ
か
。
二
つ
を
選
び
、
一
一
つ
の

２
行
書
３
行
列
４
行
為
５
行
程
６
修
行
７
品
行
８
歩
行

つ
を
選
べ
。
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国立大学共通第一次試験

実地研究試験問題

社会
(倫理・社会，政治・経済，日本史，世界史，地理の中から二科目を選択）

昭和49年11月23日

注意事項

1．合図があるまでこの冊子を開いてはいけません。

２．本冊子は69ページあります〔倫理・社会４～17ページ，政治・経済18～29ページ，日本史

３０～39ページ，世界史40～53ページ，地理54～69ページ〕。なお28ページと29ページとの間

に，地図が－枚あります。落丁，乱丁，印刷不鮮明の箇所を見いだした場合はすみやかに申

し出て下さい。

3．解答用紙に汚れがあったときは申し出て下さい。

4．解答用紙にはあらかじめ氏名および受験番号を印刷してあります。これを受験票と照合

し，違いがある場合には申し出て下さい。

５．本冊子の余白は草稿用に使用してさしつかえありません。各科目の末尾に解答用紙控が入

っているので適宜利用して下さい。

6．解答用紙は鉛筆でマークした部分を機械で直接読みとりますから，３ページの注意を正し

く守って下さい。

７．本冊子は持ち帰ってさしつかえありません。

8．選択しない科目の解答用紙は時間の途中で回収します。
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解答用紙記入上の注意

解答用紙にはすべてＨＢの黒鉛筆でマークして下さい。

各解答欄にいくつかの記入位置がありますが，その中の１つだけにマークを記入して下さい。

(il

liil

鯛 マークの記入方法は，つぎに示す「《)良い例」のように記入し，「(即悪い例」のように記入しては

いけません。

6）良い例

たとえば３と解答したいならば

戸

左図の解答欄のように記入位置３の
￣

て下さし､。

戸

の中をなるぺく正確にぬりつぶし
￣

何悪い例魎
魎
魎
皿
囮

ｎ
ｌ２刃閂、Ｂ

ＵＵＵ

のように数字または文字だけに線を引いたり，

l3ilP のように○でかこんだ、，

Ⅲ叩
ｕｕｕｕ

戸

のよう}この外まではみだしてぬりつぶしたり，
Ｌ－」

「￣１

のようIこの中をぬりのこしたり，
こ」

ＩＩ９ＩＩ のように線を引いてはいけません。

(iV）訂正は消しゴムでよく消して下さい。

Ｍ解答は指定された解答欄に記入し，解答用紙のその他の部分には何も書いてはいけません。

脚解答用紙は絶対汚さないようにして下さい。また折りまげたり，破ったりしないで下さい。

３



会倫理・社

１次の文章（Ａ～Ｄ）を読み，下記の設問に答えよ。

Ａ人間は家族の中に生まれ，家族の中で成育し，この中でわれわれ人間のパーソナリティ
①

の中核的部分はつくられる。家族は，血縁あるいは結婚によって生じた社会関係で結びつ

いた…l-z-丁社会集団といわれる。￣

Ｂ家族の形態や機能は，時代，地域あるいは階層によっても異なる。第二次世界大戦前

は，わが国では，父系の長子相続をたてまえとする家族制度によって長男が結婚しても家

にとどまり，親・子・孫と何代にもわたって生活をともにするのがふつうであった。戦後

の現代において;=室Lif1図廃止にと…い…□がしだいにふえつつ
ある。

Ｃ現代社会の特質の一つとして組織の巨大化があげられる。このような巨大な組織は今日

では官公庁･会社･工場･商店あるいは政党･組合など，あらゆる方面にみられるようになっ

た。これらはその組織を合理的・能率的に運営しようとして，合理的で非人格的な，いわ

ゆる□機構…え…力琲常に多い｡=のよう鞍状況の….幽二畠ﾋﾞﾋﾞｺ
数はますます増加する傾向にある。･事務および販売などの仕事に従事する人びとの

、現代社会を特徴づけ…として,技術革新と…で「可のいちじるしい発達
をあげることができる。このことにより一定の意識内容が同時に大量の人びとに伝達され

ることが可能になり，人びとはその影響下におかれることになった。大多数の人びとは同

時に進行した大壁生産・大童消費とともにかれらが属する階層や集団の如何にかかわらず

生活様式が外見的には均質化して，画一的Iこものを考えるようになった。
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閥（１）上の蝉の空欄(□~[－面可)に入れるのに最も適当…，
れに対応する語群の（アーエ）の中から一つずつ遇ぺ゜

それぞ

(語群）

ａア機能的イ

ｂア複合家族イ

ｃア官僚制イ

ｄア交通イ

機械的ウ基礎的エ地域的

直系家族ウ傍系家族エ核家族

民主制ウ合議制エ代議制

マス・コミュニケーションウ管理機構 エ教育

問（２）2）上の文章の下線部分（①～③）およびＤの文章について，以下の問いに答えよ。

ｅ下線部分①の説明として最も適当な文章は（アーエ）のどれか一つ選べ。

ア能力・気質・性格を統合的にとらえたものをさしている。

イ人柄や人品がすぐれた人格者の人格をさしている。

ウ自我意識をさしている。

エ法律上認められた－人の人間としての資格をさしている。

ｆ下線部分②の特徴を示す最も適当な語句を次の（アーエ）の中から－つ選べ。

ア世帯主イ地主ウ保護者エ戸主

ｇ下線部分③を示す最も適当な語句を次の（アーエ）の中から一つ選ぺ゜

ア管理者層イ新中間層ウ１日中間層エ文化人

ｈ上の文章Ｄの意味する現代社会を何と呼ぶか，最も適当な語句を次の（アーエ）の中

から一つ選ぺ。

ア身分社会イ階級社会ウ市民社会エ大衆社会
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Ⅱ次の文章を読み，下記の問いに答えよ。

5１ ニツノ、Ⅱ！

｣二二ゑ。したがって，それは考える我として対象世界を支配しようとする近代精神のみによ

って解決することはできないであろう。現代の思想家たちは何らかのしかたで，このような

近代精神への批判から出発して，より具体的な人間観をたてる。たとえば実存主義は，人間

を具体的な状況の中で□の存在に…る自由な主体としてとらえようとし,社会
主義は労働を通じて社会生活に参与する存在と考える。プラグマティズムはなお豊かに発展

する可能性をのこす新世界を背景に，それぞれの社会環境の中で試行錯誤を重ねていく行動

的な人間を考える。現在人間がおちいっているといわれる自己疎外からどのようにして脱出

するか｡熱主義は人間がひとりひとり自己の「5-1にたちかえることをすず…，
社会主義はその原因蓮□そ…の矛庸にもとめてその変革…プラグマティ
ズムは，あらゆる問題に柔軟に対応できる人間性の育成をこころみる。しかしこれらの試み

は，はたして人類に新たな明日を約束するであろうか。世界はなお，新しい可能性を求めて

いる。

間('）上の文章の空欄([~面可~□)に入れるのに最も適当な譜を,それぞ
れに対応する語群（アーエ）の中から一つずつ選べ

（語群）

ａァ神イ自己自身ウ人類エ社会

ｂア客観性イ社会性ウ主体性エ創造性

ｃア自由主義イ現代文化ウ人間性エ社会機構

(２）上の文章の下線の部分の内容としてふさわしくないものを－つ選べ。

ア資本主義の発展は人間の労働力をも商品化するにいたった。

イ機械技術の進歩は生産を機械化するとともに，人間を機械の部品にかえてしまっ

た。

ウ強国間の帝国主義的競争が世界の各地につくり出した植民地は多くは解放された

が，いまなお発展途上国としての問題をかかえている。

エ家父長制的な社会機構の成立によって人権が圧迫されるにいたった。

オ技術の自然支配は人間の生活環境を破壊して，さまざまの公害を生み出した。
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Ⅲ次のＡ，Ｂの文章を読み，下の各問（１～５）に答えよ。

Ａ「なんじ自身を知れ」ということばは，ソクラテスの思想の出発点として有名である

が，実はブッダも同じようなことをいっている。ただし，ここで注意すぺきことは，「自

身（自我)」や「知」の内容が両者では違うということである。

ソクラテスは，人間の本質はロゴス（理性）としての自我であるといい，その本質を発

揮する｢よさ｣をｱﾚﾃﾞｰ(人間の…)と考えて,[－面~]と主纒した｡かれは二
のアレテーを青年たちに教えるために，街頭に立ってかれらとさかんに議論している。ソ

クソテスは，〔Ａ〕のである。

一方ブッダは，人間の本質はアートマンであるというバラモン教の考え方を否定して，

「アートマンなし」といいきった。人間ばかりでなく，他の存在にも本質などはないとい

うのである｡これがＥｎの鰍の根本である｡しかもﾌﾞｯﾀﾞは,人間…蝋
把握することはできないといい，対話よりも，むしろ沈黙こそ「法」（ダルマ）に近づく

道だと教えた。たとえば坐禅などをみても，沈黙の重みがよくわかるのである。

こうした｢ことば｣への拒否は，ﾌﾞｯﾀﾞばかりでなく老子に…れる｡｡上趣辿
るが如し」と老子は語っている9-仏教と同様に，ここにも「人為への拒否」をみてとるこ

とができるのである。

Ｂ「天」や「天命」の教えは，儒学思想の根本であるが，「人間」もまたその思想の中心

におかれている｡たとえば｢~可においては,繍な｢戯事｣の鯖がそのことをよ
くいいあらわしている。厩が火事になったのを見たかれが，人の安否をたずねて，馬のこ

とは問わなかったというのである。ここには，人を愛する精神がよく表現されている。ま

た，筍子は「弁」（ことば）が人間と他とを分けるきめ手であり，人間の卓越性だと考え

ている。ここから，儒学においては，人間を中心にみる立場が見うけられるのである。

さらに『旧約聖書」によると，「生めよ，ふえよ，地に満ちよ，地を従わせよ」と神が
②￣

△圏些立｣と主といわれている。ここからは，〔Ｂ〕という考え方が見てとれるのである。

このように見てくると，東西の「思想の源流」の多様性がよく理解されるであろう。
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）上の文章の中の空欄(「己~=|~□)に入れるのに最鵬なことば
を，次のそれぞれに対応する語群の（アーエ）の中から一つずつ選べ。

(ａ）ア徳は過多と過少との中庸にあり

イ徳は知なり

ウ知恵いでて大偽あり

エ徳は孤ならず，必らず隣あり

（ｂ）ア梵我一如イ中道ウ無為自然エ諸法無我

（ｃ）ァ仁の教えを説いた孔子イ真人を教えた荘子

ウ王道政治を理想とした孟子エ知行合一説を展開した王陽明

問（１）

(２）上の文章の中の〔Ａ〕の中に入れるのに最も適当であると思われる文を，次の

（アーエ）の中から一つ選ぺ゜

ア人間こそ万物の尺度であると考えて，客観的な真理の存在を否定する相対主義的な

考え方を展開した。

イはじめに「ことば」があり，「ことば」は神と共にあり，「ことば」は神であった

と説いた。

ウ負け目の議論を勝ち目の議論にかえることを教えて，青年たちを反ポリス的にしよ

うと努力した。

エ「ことば｣をかわし対話することによって，普遍的真理に近づくことができると考え

た

（３）上の文章の中の〔Ｂ〕の中に入れるのに最も適当であると思われる文を，次の

（アーエ）の中から一つ遇ぺ゜

ア人間は自然の中の一部でしかない

イ人間が自然の中心にある

ウ人間は自然の前ではあまりにも無力である

エ人間と自然は一体である

(４）下線部分①の中の引用文にみられる逆説的な論旨の展開のしかたに最もよく類似

しているものを，次の（アーエ）の中から一つ選ぺ゜

ア目には目を，歯には歯を

イ夫子の道は忠恕のみ

ウ生者必滅，会者定離
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エ大道すたれて仁義あり

(５）『旧約聖書』の信仰によって，下線部分②にみられる「神」がおこなったわざと

は考えられていないものを，次の（アーエ）の中から－つ選べ。

アはじめに天と地を倉慥し，「光あれ」と語った

ア
イ
ゥ ｢紅海の奇跡」を起こして，みずからの民をエジプトから救出した

｢心の貧しい人たちは，さいわいである」と山上で群衆にさとした

｢わたしのほかに何物をも神としてはならない」と命じて，人間に律法を授けたﾆニ
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Ⅳ次の文章を読み，下の各問（１～６）に答えよ。

近代における人間の自覚のはじまりは，ルネサンスと宗教改革とにおいて展開された。ル

ネサンスは，古代文化にふれ，中世のさまざまな束縛から解放された人間が，〔ａ〕ことを

特色とするものであった。すなわち，人間を中心として考え，自分の能力を信じ，この能力

を多面的，調和的に発揮しようとすることが，ルネサンスの理想的人間像であり，それは

|弓、と呼ばれるのに…しいものであった。
また，宗教改革は，ローマ教会の絶対的権威から，神への信仰を個人の内面的自覚Iこよっ

神の前における人間の平等を確立し,_個人てとりもどそうとするものであった。すなわち，
①

塔の翻の信仰の自由を徹旧

以上のように，近代思想の誕生にみられる人間の自覚は，それまでの中世的なものの考え

方にかわって，自然や社会を新たに考えなおしてみようとする動きとして展開されるように

なった。その新しい考え方の中心をなすものは，合理的精神であるが，それはまず，自然を

対象とする自然科学においてあらわれた。すなわち，近代科学は，人間自らの観察と実験に

よって積極的に自然にはたらきかけて，自然現象のうちに存在する法則や真理をとらえよう

とするものであった。このような自然科学の合理的で実証的な方法を生かして，学問研究の

しかたとして理論的な基礎づけをしたり，近代的な自我のあり方を確立したりしたものが，

近代哲学といわれるものである。すなわち，それには人間の感覚や観察をよりどころにして

確実な知識を求めていこうとする経験主義（経験論)_と，人間自らの理性による思考を重視
②

鰯鱗門;i篝曼簔i菫享晉iiﾅﾗ迂焉笛蓑麓撹
る。

さらに，近代の合理的精神が，社会における個人の生き方を問題とするとき，近代の民主

的社会の実現を目指す社会･政治思想として展開された｡それは理論として8土上全量塗'塾と
して現われ，市民革命を実現する大きなはたらきをもった。こうして，合理的精神を発揮し

た近代の人間は，個人の自由と平等をたてまえとする民主的社会を成立させ，産業の発展に

応じて，合理的な生活をうちたてていくことになった。しかし，人間の自覚をさらに深め

て，人間や社会のあり方の原理を追求するとき，善と幸福についての新しい倫理思想の確立

を課題として要請せざるをえなくなった。そこに個人の自由と平等を，道徳の原理あるいは

立法の原理として基礎づける市民社会の倫理が提示されることになった。その代表的なもの

として,[~冒可の人格主義と□の功利蝋あげることができる。
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問（１）上の文章の中の〔ａ〕の中に最もよくあてはまる文を，次の（アーエ）の中から－

つだけ選べ。

アよく生きるためには，この世の現象にとらわれることなく，それをこえた完全なも

の，永遠なものを絶えず愛慕する。

イ目の前に現存している現実の社会の姿をよく把握するとともに，歴史発展の理性的な

法則を洞察する。

ウ日常生活における経験や行動を重視し，それらと結びついた役に立つ知織を絶えず獲

得していく。

エ現実の生活を積極的に肯定し，人間の無限の可能性や独自の個性を尊重する。

(2)上の蝉…[Ｔ１の中に最もよくあて…語舵次の(ｱｰｴ)の中
から－つだけ選べ。

ア職業人イ万能人（普遍人）ウ善美の人エ超人

(3)上の文章…ロー｢~F可に肌よくあて…人榔の(ｱｰｺ）
の中から一つずつ選べ。

アルソーイデカルトウスミスエダーウィンオルター

カカントキマキアベリクベーコンケヘーゲルコベンサム

(４）上の文章中の下線部分①に関して，最もよくあてはまるものを，次の〔アーエ〕の

中から－つだけ選べ。

アあらゆる職業は神から与えられた天職であるゆえに，各人の職業に努め励むことが神

の意志にそうことになるという職業倫理。

イ道徳法則を尊敬することから実現しようとする良心だけが，真の善とよばれるにふさ

わしいとする考え方。

ウ各人が自分の利益を追求して経済活動をすれば，そこに「見えざる手」がはたらい

て，全体としての社会の調和がとれるとする予定調和説。

エ信仰の真理も理性の真理も，ともに真理である以上，真理の源泉であり万物の創造主

である神に由来するかぢ究極に一致し調和するとの考え方。

(５）上の文章の中の下線部分②と③に最もよくあてはまるものを，次の甲群・乙群の

〔アーカ〕の中からそれぞれ一つずつ選べ。
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ア
ウ
オ
ア
エ

群
群

印
，

乙

イ神は死んだ

エ知は力なり

力有用なものが真理

唯物史観

自然法

われ思う，ゆえにわれあり

人間は考える葦である

最大多数の最大幸福

弁証法イ帰納法ウ

演繰法オ進化論力

(６）上の文章中の下線部分④について，それに最もよくあてはまるものを，次の（アー

エ）の中から一つだけ選ぺ゜

ア政治の世界では，教会や宗教に基づく道徳よりも，「キツネの知恵とシシの勇気」と

いう権謀術数が必要である。

イ人間の自然権を守るためには，神や国王の権威から離れた主権のあり方や国家の成立

を考えることが必要である。

ウ正義が支配する理想国家を実現するには，国家を榊成する統治者（哲人）・武人・庶

民の３階級が，知恵・勇気・節制のそれぞれの徳を発揮する必要がある。

エ個人の自由と社会における他人の自由とを両立できるような国家こそ，現実における

最高の共同体であるといえる。
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Ｖ

問１次の文章を読み，下の各問に答えよ。
お512より

善入なおもて往生をとぐ，いはんや悪人をや゜しかるを世のひとつねにし､はく，悪入なお
いったん いしゆ

往生す,.いかにいはんや善人をや。この条一且そのいはれある}こにたれども本願他力の意趣
じＵＳさＷＩｊ

にそむけり。そのゆへは，自力作善のひとは，ひとへlこ他力をたのむこころがけたるあひ

だ，弥陀の本願にあらず。しかれども魁自力のこころをひるがへして，他力をたのみたてま
①ほんのりぐそ《 しょうじ

つれば,真実報土の往生をとぐろなり｡煩悩具足のわ…,いずれ?有'こて鑛警幽鋲ん

るることあるぺからざるを，あlまれみたまひて，願をおこしたまふ本意，悪人成仏のため
しよりいん

つれば襯報土の往生…な，｡鰍具足…'…れ?有にて黛鋲ん

るることあるぺからざるを，あlまれみたまひて，願をおこしたまふ本意，悪人成仏

なれば，他力をたのみたてまつる悪人，もとも往生の正因なり。よ

れ，まして悪人はと，おほせさふらひき。

(Ａ）下線部①の意味として，次の各文（アーウ）のうち，どれが最も適当か。－つだけ

遇ペ

ア自信に満ちた心にたちかえって

イ世のため人のためを考えて

ウ自分の無力さに気づいて

(Ｂ）下線部②の意味として，次の各文（アーウ）のうち，どれが最も適当か。－つだけ

選べ。

ア生あるものは死をさけることができないと知る

イ生をとり死を捨てようとする執着心をはなれる

ウ生も死もない状態で永遠に生きる

(Ｃ）下線部③について，その理由と考えられるのは，次の各文（アーウ）のうち，どれ

が最も適当か。－つだけ選べ。

ア人はもともと罪深い無力な在存であることに気づかないで，自分の力で善をつみ浄土

に往生できると思っている人よりも，かえって，自ら善をなしえない人間の罪深さに悩

んでいる悪人の方が，弥陀の力をたのむ心が強くなるから。

イ仏教の学問や修行をつんで自ら努力している善人は，自分の力で浄土に往生できるの

だから，弥陀の救いは必要とされない。しかし，世の中には，自分の力ではどうしても

善行をつむことのできない悪人がいて，弥陀の救いは〆むしろ，これらの悪人にむけら

れているから。

ウ弥陀の本来の願いは，悪人を救済することにあるのだから，なまじ善行に努力するよ

りも，悪をかさねて悪人となることの方が，弥陀の救済にあずかる資格がますと考えら

れるから。
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(Ｄ）問題文は，次の人物（アーウ）のうち，どの人物の思想を述べたものか。－つだけ

選ぺ゜

ア曹洞宗の開祖である道元の思想

イ浄土真宗の開祖である親鴬の思想

ウ日蓮宗の開祖である日蓮の思想

問２次の文章を読み，下の各問に答えよ。

徳川祷代には儒学…,特に朱子掌が栄えたが,朱子学者たちは,とくに□鐘
重んじた｡「颪~1は｢うや霞う｣ではなく，「つつしむ｣であり,自己の応ii己蘇'私
欲がすこしでもあることをいましめ，つねに道とひとつであることを求めるきびしい心のあ

り方…｡入籍縞貴に保とうとするこのようなきびしさは,□たちに深い共感
をもって受け入れられた。しかし，これに対しては，人と人との融和合一を求める精神に欠

けるところがあるという批判をもたらし，朱子学に満足できない儒者のあいだに，

辰司を重くみる傾向がうまれた｡□を重くみる儒学の成立はＬ遺里fEi塑
を尊ぶ日本の伝蓮のうえに形成された日本独自のものである。

一方，江戸時代中ごろ，仏教や儒学の思想によって神話を理解することをやめ，『古事記』

などの古典を直接に研究し，日本人固有の考え方を求め，ここに人間の真実の生き方がある

と鋭く国学がうまれた｡その代表的人物は「「|('730~'801)で塗る｡彼は,日本の
古代に教えが厳かつ…,道徳が実現されていたからであると考え,[~５１つまり，
「よくも悪しくも生まれつきたるままの心」を尊重した。そして，儒学は人間のありのまま

の性情をおさえるものであり，完全無欠な人間であることを求めるさかしらな教えであると

批判した。

(画）上の文章の空欄(「「|~□)に入れるのに最も適当…それぞ
れに対応する語群（アーエ）のうちから一つずつ選ぺ゜

（語群）

ａア孝イ忠ウ敬エ和

ｂア武士イ農民ウ職人エ商人

ｃア礼イ義ウ智エ誠
あったね

。ア契沖イ本居宜長ウ鴉:茂真淵エ平田篤胤
やまとどころがらどころ 攻どころ

ｅア大和心イ・漢心ウもののあわれを知る心エ真心
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(Ｆ）上の文章の下線部の文意にそうものとして，次の語（アーエ）のうち，どれが最も
適当か。－つだけ選ぺ゜

ア済<明き心 イ恥を知る心 ウ名を惜しむ心 エ剛勇の心
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政治・経済

Ｉ次の文中の各｛｝のなかにはそれぞれ４つの語句がある。そのうち最も適当なものを

一つ選べ。

民主制とは「自由でありたい」という人間の願望を制度化したものといえよう。他人に服従

したくない，いかなる拘束も受けたくないという衝動は人間の原始的本能ともいいうるのでは

あるまいか｡（')(；鵡議壬鰯繕者)は万人が無嫉の自由蝉愛し
うる状態を人類の自然状態であるとし，人為の所産である国家や権力を排撃した。しかし，

｢人闘は政治的動物である｣と(2){；\;癖レス４デ脱ﾁﾇｽ}がいった
ように，支配も拘束もない自然状態というものは現実にはありえない。人間は人々が相互に拘

束しあう社会の中で生れ育つのである。この社会の中でなおどうすれば自由への願望が生かさ

れるか。それへの答が民主制なのである。

民主制は人間社会に権力の存在が不可避だと考えるが，その権力の意志を可能な限り被治者

の意志と合致させることによって，この支配を他者の支配ではなく，自己の支配にしようとす

る｡この鰍で民主制土(3)(；騨繍生襄甕鱗}の体制といえる｡この

ために篝えられたのが(4){；艤鶏４議蝋,,)…｡これによって自
己の意志と異なった意志に支配される可能性が最小化されるという意味で，最大限の自由が実

現される｡しかし,…とでは,自己の意志が政治に実現されない(5){子輩鱒着

生鱸}の存在が不可避である｡…基本理念とする民主制ま,鵬にも可龍な限りの

自由を与えようとする｡そのために近代憲法は｡権力の発動に限界を画する(6)にＸ曇

鼈制圭騨薑鱸}や,権力の綱を抑制する(7)(；稟繍制圭鍵

藁綱)旗どを定めている｡民主制における自由は政府に反対する自由を含んでいる｡したが

って,そ…の政治集団すなわち(8)(；鑑-ﾅﾘｽﾞﾑ圭薑鴬議}の存在

は民主制の基本的な-要素をなしている｡それがないと国民は(9)に鰯:襄塞序か

主鰯:灘:}という二者択一を迫られることになる｡いつでも政府を牽制する…：
－１８－



政治体制の内部にいるということは，確かに非能率で弱体で不安定であるようにみえるが，

(１０)(；纈洪鑿力圭蔓鴬2認怖}によって最悪の誤りが避け…ことは,民主

制の('１)(；驍鯖鯛裳辮篭製政粭生奪墨鵬灘契繍腱

建葵繍制}に対する相対的棚…｡そして('2){；檗鬘騨辮鰯ｉ
とイＬ選挙による政権交代の道が開かれていないと］＝…±÷巷△,_､鐺.－－……＿

）反対者を革命に追いやる恐れがある。エいつまでも多数がとれないと

－エ９－



Ⅱ次の文章の空欄(1)～(8)に最もよく当てはまる語句を，語句群１～24のなかから一つ選ぺ゜

弾鰄判という公務員罷免の方法は,日本国憲法では回についてだけ設けられてお
り，国会議員のなかから選ばれた者で構成され，独立して職権を行う特別の裁判所が裁判に当

たる。

アメリカで大統領を解任するのにこの方法しかないのは，そこでの行政府と立法府との関係

が,わが国の内閣と国会の関係とは大きく異なるからである｡内閣総理大臣が「百〒|のな
…国会によって指名され,彼のひきいる内閣全体の存立が辰:了可の信任につねに依存
するわが国では，特殊な裁判手続きで内閣総理大臣を憲法違反や法律違反として有責ときめつ

けることなしに，いつでも政横交代をもたらすことができる。行政府を民主的にコントロール

する…制度としては,このような回の方がすぐれていると言えよう。
ニクソン氏が不本意な辞任にまで追いつめられたのは，必ずしも，１８世紀末につくられ

'〒す。の艤力分立論をもっとも忠実に実行したといわれるｱﾒﾘｶ憲法の政治制度が効果
的なためではない｡議員の選挙でも,多数の選挙人が一人だけの代表者塵選ぶ「て5丁|は人
物本位の選択に傾くともいわれるが，一人の代表者が全国民によって選ばれる場合にはなおさ

らそうであり，この点で，ニクソン氏はアメリカ国民が大統領についてもつイメージを裏切っ

たのであった。

アメリカ国民は，憲法の用意している手続きを１世紀ぶりに発動し，自由な報道と世論の力

によって，ひとたび選んだ国政の最高指導者を権力の座からひきおろしたわけであるが，この

ことは［TＴｌとい…が,鵬繼幟神格化し,国民の手のとどかない存在とする
ところの[~祠とは基本的に異なるということを,…めて世界に示したといえる。

参議院３地方公共団体の長

最高裁判所裁判官７衆議院

文民１１衆議院議員

裁判官１５利権政治

少数代表制１９ロック

専主制２３二大政党制

語句群１

５

９

１３

１７

２１

４小選挙区制

８民主制

１２国民

１６比例代表制

２０国会

２４政党政治

２モンテーニュ

天皇制

大統領制

国会議員

モンテスキュー

議院内閣制

６
ｍ
ｕ
岨
翠

－２０－
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Ⅲ次の文中の各｛）のなかにはそれぞれ３つの語句がある。そのうち最も適当なものを

－つ選ぺ゜

選挙権は国民の政治参加のための最も基本的な権利の一つであるといえる。わが国の選挙権

拡張の歴史をみると，1889年の衆議院議員選挙法では，有権者を25歳以上の男子で直接国税１５

円以上を納めるものと定めていた。この時の有権者は約45万人といわれ，それは当時の人口の

ほぼ（１）｛ア１％，イ２％，ウ３％｝強であった。その後，財産による選挙権の制

限は次第に緩和され，（２）け1919年，イ1925年，ウ1928年｝の選挙法改正で25歳以

上の男子には，財産の多少にかかわらず，選挙権が与えられることとなった。

しかし，婦人が選挙権を獲得したのは第２次大戦後であり，この時の選挙法改正で選挙権年

齢も20歳に引下げられ，有権者の数は一挙に増大した。次ページの第１図は，戦後の有権者数

の増大を示すものである。縦軸に付したＡは，（３）け500万人，イ1,000万人，ウ

1,500万人｝を意味している。現在は，２０歳以上の男女が選挙権をもっているが，有権者の年

齢をさらに引き下げよという議論もある。いまかりに有権者資格を２歳引き下げて18歳以上の

男女を有権者とすれば，有権者総数は現在に比して約（４）け100万人，イ200万人，ウ

400万人｝ほど増大することとなる。

有権者資格の拡大は，多くの国民に対して政治参加の途を開くものであるが，他方でそのこ

とが有権者１人１人のもつ１票の力を弱めてくるともいえる。帝国議会が発足した当時，衆議

院議員の定数は300人であり，当時の有権者数を45万人とすれば，議員１人あたりの有櫨者数

は1,500人であった。同じような計算を第33回（1972年）の総選挙についておこなえば，衆議

院議員１人あたりの有権者数は約（５）け１０万人，イ１５万人，ウ２０万人｝となって

いる。また，多くの人が選挙権を得たが，そのすぺての人が投票しているわけではない｡`第２

図は，戦後の総選挙における投票率の推移を示している。投票率を表わす縦軸の目盛りＢは，

（６）け５０％，イ６０％，ウ７０％｝を示している。

－２２－



第１図戦後総選挙における有権者数の推移
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Ⅳ次の４つの統計表は,いずれもわが国の昭和35,40および45年の三時点における経済指標

の幾つかについて，それを榊成比で見たものである。次の（１）～（４）の問に答えよ。

（１）下表のＡ，Ｂ，Ｃの３欄には，それぞれ，ア第１次産業，イ第２次産業，ウ第

３次産業のいずれかの語句が入る。このうちＡ欄は，ア，イ，ウのどれにあたるか。

産業別にみた国内純生産織成比

Ｈ１

Ⅱ9-8

］(’４９＿

(２）下表のＡ，Ｂ，Ｃの３欄には，それぞれ，ア個人消費支出，イ政府の財貨・サ

ービス経常購入，ウ国内総資本形成のいずれかの語句が入る。このうちＡ欄は，ア，

イ，ウのどれにあたるか。

国民総支出の項目別構成比

計ＣＢＡ

％ ％ ０

100.0

100.0

100.0

55.9

56.8

51.3

８．８

９．３

８．２

35.2

32.7

39.2

昭和3５

４０

4５

注この表に関するかぎり，Ａ，Ｂ，Ｃの合計は正確には100.0％に達しない。経常
海外余剰が考えられるからである。

(３）下表のＡ，Ｂ，Ｃの３欄には，それぞれ，ア自営業主，イ家族従業者，ウ雇

用者のいずれかの語句が入る。このうちＡ欄は，ア，イ，ウのどれにあたるか。

地位別にみた全産業就業者の鰯成比

Ⅱ

Ⅲ

Ｈ１

－２４－



（４）下表のＡ，Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｅの５欄には，それぞれ，ア食料費，イ住居喪：ウ

光熱饗，ェ被服費，オ雑饗のいずれかの語句が入る．このうちＡ欄は，ア，イ，

ウ，エ，オのどれにあたるか。

都市全世帯の餐目別家計支出織成比

Ａ Ｂ Ｃ ， 計

％
100.0

100.0

100.0

Ｅ

％ ％ ％ ％ ％

勵訂蓑
12.0

11.4

10.9

41.6

38.1

34.2

８．９

9.9

10.7

１
６
８

●
■
凸

５
４
３

－２５－



Ｖ次に挙げる（Ａ）～（Ｈ）の８個の文章は，それぞれ特定の国に関し，第２次大戦後，こ

とに1970年ごろまでの十余年間における政治・経済状況の－面を述べたものである。各文章

でアンダーラインを付した「その国」とは，どこをさすか。該当する国を折込みの世界地図

中の番号で答えよ。

（Ａ）その国の国際収支は，1950年代～60年代を通じ，一貫して赤字を続けてきたが，６８年

の金投機以降急速に悪化し，ついに71年に至って，その国の通貨と金との交換停止がおこなわ

れた。

（Ｂ）第２次大戦後に独立したその国は，ＯＥＣＤの一員である。わが国とは，貿易上で密

接な関係にあり，その国にとって日本は，輸出相手国の第１位，おなじく輸入相手国では，日

本は米国についで第２位である。

（Ｃ）その国は，世界人口の約７分の１を占める。経済的には，１人当り年間国民所得は８０

ドル（1970年推計）に過ぎないにもかかわらず，政治的には，核爆発実験を誇示する。乳児死

亡率の高いこと，慢性的なインフレーション，隣接国との国境紛争など，その国が内外にかか

える問題は多い。

（Ｄ）その国の経済外交は，つねにドルへの挑戦の姿勢をとってきた。1950年代の末，２回

にわたって通貨の切下げをおこなったものの，６８年の通貨危機にさいしては，自国通貨の切下

げを拒否し，それがひとつの原因にもなって，１０年以上もつづいた首脳の交代がおこなわれる

こととなった。交代のあとに，ようやく通貨は切下げられたのである。

（Ｅ）人口も多く，自然資源も豊かなその国は，第２次大戦後いちはやく植民地から独立国

となった。1955年の第１回アジア・アフリカ会議の主催国となるなど，非同盟会議の指導国の

ひとつでもあったが，６５年の軍事クーデターにより，国内の政治状況が大きく変化した。現

在，その国の経済が日本に依存している度合は高く，対日輸出入額は，その国の総輸出入額の

それぞれ30％前後に達している（1969年の値)。

（Ｆ）その国の対米輸出額は，その国の輸出総額の30％強に当り，その国の対米輸入額は，

その国の輸入総額の30％弱を占めている。これを逆に米国側からみると，前者は米国の輸入総

額の14％前後に当り，後者は米国の輸出総額の約10％ないし13％に相当している（1970年ごろ

までの値)。その国は主として米国へ工業製品を売り，米国からは多額の農産物を買っている。

－２６－



（G）１９世紀のはじめいらい平和政策を堅持し，両大戦を通じて中立を保ちえた重の国は，

きわめて高水準の工業国家であり，しかも1972年の第１回国連人間環境会議が開かれたことで

も分るように，自然環境の保護にはきわめて熱心な伝統がある。中立政策を保つための防衛軍

備にも大きな力を注いでいるが，社会保障制度の完備している点でも世界有数で，国家予算の

３分の１がそのために投入されている。

（Ｈ）その国は，下のリスト６カ国のうちの一国であって，国連の指定する重点援助を要す

るＬＬＤＣ（低位発展途上国）に属している。ＬＬＤＣとは，（a)一人当り国民総生産が100ド

ル以下，（b)国内総生産に占める鉱工業生産分が10％以下，でかつ(c)国民の識字率が20％以下，

とされている国のことである。

アイルランド

ベネズエラ

イラク

ラオス

イラン

リピア
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Ⅱ次の③および⑥の文中には,空欄反Ｔｌ~[TTT;〒|幟れている｡それぞれの文
章の下の事項群の中から，これにもっとも適当するものを選べ。

㈹ぼんらい中国の□で完成された法治体制である律令体鮴,わが国において鍵
繍立し…,7雌後判ら8雌初頭のことである｡これを象徴…が回
遼繊として編集のすず…た回の完成であり,政治都市としてのＥ□
の成立である。それらはいずれも中国の影響を強く受けながらも，わが国独自の部分も少

なくない｡たとえば,中鬮での支配機構とは黙って,わが国では,回が一般行
政官庁から独立した機関として設けられたことがあげられる。このようなちがいの根本に

は，両国の歴史的諸条件のちがいがあったものと考えられる。

さらに，律令の規定と実態とのずれもみられる。たとえば，斑田制の実施にあたって，

鰯騨鷆温:'二鯛::鑿漁iw:蓬
位に課せられた調・庸も，実際には数人の共同提出であるなど，共同体的な関係がその背

景に強く残っていたことがうかがわれる。それは，官僚のあり方のなかにも示されてい

る。すなわち，中国では官僚の任用にあたって試験制度をきびしく実施したが，わが国で

は従来の氏族・門閥による規制が根強く残っていた。こうしたわが国の律令体制の頂点に

たって舗していたのが回であった。
ア舎人親王

オ大政官

ケ郷村

ス天皇

イ飛鳥浄御原律令

力太政大臣

。刑部親王

セ晴・唐

ウ長岡京

キ大宝律令

サ北魏

ソ戸籍

官
京

帳
祇
戸
城

計
神
郷
平

エ
ク
シ
タ

⑥奈鵡代には匡総．|〒す；=|棚囎摩艤椥い…南都六宗があった
が,平安時代には,天台・真言の両宗がおこり,加持祈藤などによって現世の幸福が得られ

蕊んに…｡また,神仏習合がすすんで,[~てTT1説が囑え
思想がひろまって，来世の極楽往生を願う人びとが多くなっ

(10）ｌがさ力るとする

られた゜

た。鎌倉時代には，新仏教がつぎつぎに発展したが，１日仏教の内部にも刷新の気運がたか

:三獺二ｌＰ医Li獺照鰹#欝鯛#漁
ど，社会事業にもつとめた。
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Ⅲ次の(A)~ｌｃ１の史料を読み，それぞれの問いに答えよ。
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問

間
問

③

はきやくほしいままこれ

(Bリ天下の土民蜂起す。徳政と号し，酒屋・土倉．寺院等を破去Uせしめ，雑物等恋}こ之を取
ことごと き潅 かい

り，借銭等悉く之を破る。管領之を成敗す。凡そ亡国の基，これに過ぐべ力創らず。日本開
ぴやくこ

白以来，土民の蜂起是れ初めなり。

問(4)これは何年の事件について記したものか。次の中から正しい年代を選べ。

ア１４２８年イ１４４１年ウ１４６７年エ１４８５年

－３４－



問(5)「管領」に任命されるのは，３氏に限阜れていた。次のうち管領にならなかった氏

を一つ選べ。

ア畠山氏イ細川氏ウ赤松氏エ斯波氏

問(6)次の文章は，この史料を読んで書かれたものである。もっとも適切と思うものを－

つ選ぺ゜

アわが国最初の土一撲について記録したもので，土民の力や土一侯の行動を高

く評価している。

イ最初の±一摸に結集した土民の力におそれをいだきながら記録したもので，

そのことが逆に士一摸の力をよく表現する結果になっている。

ウ土一摸を成敗した管領の力，つまり幕府の統制力の強かったことが，高く評

価されている。

エ実力をもって徳政の要求に立ちあがった土民の生活や闘争に，深く同情しな

がら記録している。

(ｑ学派維持の儀に付申達林大学頭へ

朱学の儀は，慶長以来，御代々御信用の御事にて，已にその方家代々右学風維持の事仰せ
はず

付けおカコれ侯えば，油断なく正学相励み，門人共取立て申すぺき筈に候。然るところ，近

来世上種々新規の説をなし，臭学流行，風俗を破り候類これ有り，全く正学衰微の故に侯
や てい おＵふし

哉。笹だ相済まざる事|こて侯。その方門人共の内にも，右体学術純正ならざるもの，折節
いか鄙

はこれ有る様にも相聞え，如何に候。この度，聖堂御取締り厳重}こ仰せ付けられ，柴野彦

助（栗山）・岡田清助儀も，右御用仰せ付けられ侯事に候えば，よくよくこの旨申談じ，

きっと門人共異学相禁じ，なお又，自門他門に限らず申し合わせ，正学講窮致し，人材取

立て侯様，相心掛け申すべく侯事。

問(7)この「申達」がだされた目的はどのように考えられるか。次の中から正しいものを

一つ選べ。

ア林家の門人の中で，異学に走るものが多くなったので，徳川吉宗が林家に命じ

て，門人取りしまりの強化と人材の登用をはからせようとした･

イ洋学や国学がさかんになって封建制に対する批判が大きくなったので，これらの

学問を禁止して封建支配のたてなおしをはかろうとした。

ウ幕府創設以来，正学として朱子学を担当してきた林家が不振となったので，幕政

改革の一環として，異学を禁じ正学の振興をはかろうとした。

エ幕藩体制の動揺の中で，朱子学を正学としてはじめて正式に採用し，思想的にも

封建支配を強化しようとした。

－３５－



問(8)次の「朱子学」についての説明のうち，誤っているものを一つ選べ。

ア朱子学は，宋の時代に朱煮（朱子）がおこした儒学の一派である。

イ室町時代には，五山の禅僧のあいだで研究された。

ウ藤原慢窩とその門人の林羅山は，近世初期の代表的な朱子学者である。

エ伊藤仁斎は，京都に私塾を開いて町人のあいだに朱子学をひろめた。

朱子学者でないものを１名選べ。次の学者のうち，

ア山崎闇斎

問(9)

エ新井白石ウ室鳩巣イ中江藤樹

－３６－



Ⅳ次の(1)~l1olの各文は，それぞれ日本の近代史に関する歴史的事実を述べたものである。（１）

～UCIの各文を下の年表に入れるとすれば，それぞれアーコのどこに入れればよいか。ただ

し，１箇所に－つとは限らない。

(1)労働運動が活発になり，社会主義運動と結びつく傾向もあらわれ，政府はこれをおさ

えるため治安警察法を制定した。

(2)全国の主要な私設鉄道の国有化を定めた鉄道国有法が制定された。

(3)軍人勅諭を発布し，軍人は天皇に忠誠を尽くすべきことをさとし，政治にかかわるこ

とをいましめた。

(4)陸奥宗光外相のとき，イギリスとの間に新しい改正条約の調印に成功した。

(5)枢密院が設けられ，伊藤博文が初代の議長になった。

(6)教育勅語を発布して，国民教育のよりどころにした。

(7)金本位制を本格的に採用した。

(8)朝鮮との間に修好条規を結んだ。

(9)さきに琉球藩をおいたが，この年，これを沖縄県とあらためた。

001資本主義を育成するため，その中枢官庁として工部省を設置した。

＜年表＞

ＯＣ

二Ｐロロ日大内国西廃肋
国露葵涜日閣今宙蓬鐘

制閉戦恒
ｂ度オ設エ争ウリ員

FＤ誼

－３７－
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世界史

Ｉ近代ヨーロッパの国際関係を中心とした下記の問いに答えよ。

問（１）１６世紀のヨーロッパ諸国は王朝国家的性格が強く，当時の国際関係の主軸となっ

ていたスペインとフランスの対立も，ハプスプルク家とバロア家の抗争であった。チ

ャールズ（カルロス）１世が神聖ローマ皇帝チャールズ（カール）５世になったころ

のハプスブルク家とパロア家の主な所領地を示すものを，下記の組合せ１～４のなか

から一つ選べ。

問（２）１６世紀後半のフランスは宗教争乱に悩まされ，スペインに対して劣勢となった

が，ブルポン家のヘンリー（アンリ）４世が即位し，ナントの勅令を発して紛争に決

藩がつけられた。ナントの勅令に関する下記の記述１～５のなかから，正しいと思う

ものを一つ選ぺ゜

１支配者にカトリックとプロテスタントの選択権を与え，住民はそれに従うことに

したので，支配櫓が強化された。

２フランスをカトリック区とプロテスタント区に分けたので，両者の対立が強まっ

た。

３ユグノー派の信仰を強制したので，他のプロテスタント諸派やカトリックからの

反抗がみられるようになった。

４￣股市民だけにユグノー派の信仰を許したので,ユグノー派貴族に不満を残した。

５ユグノー派の信仰の自由を認めたので，商工業の振興に寄与する結果を招いた。

－４０－

ハプスプルク家一 －－→パロア家

１ オーストリア 0 スペイン，ギリシア←－→フランス，アイルランド

２
オーストリア
ネーデルランド

スペイン，ナポリ ←--→フランス

３
オーストリア
ポーランド

， ネーデルランド←－－→フランス，ナポリ ， 教皇領

４ オーストリア ， スペイン，スイス←－→フランス，スコットランド



問（３）宗教争乱によって，フランスの国際的地位が低下していた時期に，スペインはフ

イリップ（フェリペ）２世の下で強盛を誇っていた。下記の組合せ１～４のなかから

かれの治世下でおこった事項の組合せを－つ選べ。

１ネーデルランド反乱レパントの海戦アルマダの敗北ポルトガル併合

２アルピジョア十字軍レパントの海戦アルマダの敗北議会の新設

３ウオルムスの国会農民戦争シユマルカルデン戦争対トルコ

戦争

・４マゼランの世界周航ポルトガル併合教皇子午線の設定ネーデルランド

反乱

問（４）１６世紀後半にはヨーロッパ人の海外進出がいちじるしく，かれらによって，ヨー

ロッパ・新大陸・東洋の間に一種の世界貿易の形がつくられた。下記の文章，～４の

うち，この関係をもっともよく表すとされているものを－つ選べ。

１ヨーロッパ産の綿織物を新大陸へ輸出して多壁の銀をそこから獲得し，この銀を

東洋へ運んで，ひきかえに中国産の絹織物をヨーロッパへ輸入した。

２ヨーロッパ産の綿織物を新大陸へ輸出して金を麺得し，この金を東洋へ運んで，

ひきかえに陶磁器をヨーロッパへ輸入した。

３ヨーロッパ産の毛織物を新大陸へ輸出してそこから多壁のアヘンを買いつけ，そ

れを中国に送って，中国から茶を輸入した。

４ヨーロッパ産の毛織物を新大陸へ輸出して銀をそこから獲得し，この銀を東洋へ

運んで，ひきかえに香料などをヨーロッパへ輸入した。

問（５）１７世紀半ばからは，フランスがヨーロッパの中心的な強国と,なった。ことにルイ

１４世の時代はフランス絶対主義の極盛期で，文化の花も開いた。下記１～５のなかか

ら，古典喜劇の完成者として有名な人物を一人選ぺ゜

１ラシーヌ２パスカル３モリエール４コルネイユ５モン

テーニュ
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問（６）しかし，ルイ14世も植民地を擁する世界帝国の建設では，イギリスとの競争に敗

れ，ジブラルタルの領有やハドソン湾地方，ニューファウンドランドなどの割譲をイ

ギリスに対して認めなければならなかった。下記に掲げた条約１～５のうち，どれが

このような内容を規定しているか。－つ選べ。

１ウェストファリア条約２アーヘン（エクスーラーシャペル）の和約

３ベルサイユ条約４フベルトウスブルク条約５ユトレヒト条約

問（７）フランスの覇権に対抗して，１８世紀にはロシアとプロシアの台頭，オーストリア

の再編成がみられる。なかでもロシアでは，ピーター（ピョートル）大帝が北欧の強

国を破ってバルト海に進出した。ピーター大帝が戦った相手国は次のどれか。１～５

のうちより一つ選べ。

|デンマーク２ノルウェー３スウェーデン４ポーランド

５フィンランド

問（８）ロシアはさらにユーラシア大陸にまたがる世界強国となるが，その際，中国とし

ばしば国境紛争をひきおこした。１８世紀前半に，ロシアと中国の間で，モンゴルにお

ける境界を定めた条約は次の１～５のうちのどれか。

１アイグン条約２キャフタ条約３イリ条約４ネルチンスク条約

５北京条約

問（９）上記の条約を結んだ時の中国の皇帝は誰か。１～４のうちから選べ。

１康煕帝２雍正帝３乾隆帝４光緒帝

問（10）プロシアは七年戦争に耐えぬいたことで強国の地位を確立したといえる。下記の

１～４のなかから，七年戦争にもっとも関係の深い事項の組合せを－つ選べ。

１オーストリアとフランスの同盟プロシアのシレジア領有確認植民地戦争

でのイギリスの勝利イギリス重商主義政策の強化

２マリアーテレサの即位オーストリアとイギリスの同盟アーヘンの和約

プロシアのシレジア領有

３プラグマティックーサンクシヨン（国事詔書）の発布イギリスとロシアの提

携外交上の革命コシューシコの活躍

４イギリスの航海条令廃止プロシアとイギリスの同盟インドにおけるフラ

ンスの優位確立プロシアのシレジア占領
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問（11）ナポレオンの時代にはフランスのヨーロッパ覇権がふたたび実現した。ナポレオ

ンはしばしば，征服地に自分の一族の者を君主として配置した。下記１～４のうちよ

り，かれの一族が君主とならなかった国家を一つ選べ。

ｌオランダ王国２ナポリ王国３ワルシャワ大公国

４スペイン王国

問（12）ナポレオン時代をイギリスとフランスの対抗の歴史や国際関係史の上からみた場

合，どのように評価しうるか。下記１～４の文章のうち，もっとも適当と思われるも

のを－つ選べ。

１イギリスに対して，フランスは植民地競争や貿易・海上覇権で劣勢であったが，

ナポレオンによる軍事的優越や大陸封鎖で勢力を挽回し，以後はほぼ対等の地位を

確保することができた。

２従来イギリスは大陸の問題に深くは関与せず，「名誉ある孤立」を誇っていたが，

対仏同盟にひきいれられたために，これからのちは大陸問題に拘束されて政策決定

の自由を失うことになった。

３当時すでに産業革命が進展していたイギリスは，ナポレオンの全ヨーロッパをあ

げての反抗にもかかわらず，第２次百年戦争を有利に終わらせ，１９世紀に世界帝国

として圧倒的優位を保持する基礎を固めた。

４アメリカ合衆国がナポレオンと同盟して米英戦争をおこしたため，対仏同盟の中

心になっていたイギリスの世界帝国体制が動揺した。そのためカナダに自治権を認

めて，ようやくこれをつなぎとめるありさまであった。

問（13）1814年から1815年にかけてのウィーン会議では，正統主義の原則が採用され，そ

の原則の上に神聖同盟が成立した。次の１～６のなかから，神聖同盟に加盟しなかっ

た君主を一人選べ。

１フランス国王２スペイン国王３スウェーデン国王

４デンマーク国王５イギリス国王６サルジニァ国王

問（14）トルコの衰退とロシアの進出により，1830年代に「東方問題」が激化した。この

時イギリスがとった政策は下記のどれか。１～６のうちから－つ選べ。

lトルコ分割政策２トルコ・アラブ分離政策３トルコ人キリスト教徒

の保護政策４トルコ保全政策５四国同盟によるトルコ管理政策
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６イギリスによるトルコ併合政策

(15）ウィーン体制は二月革命によって全面的に崩壊したといわれるが，この革命の影

響をうけてヨーロッパ各国にどのような事件が発生したか。下記１～８のなかから－

つ選べ。

１Ｆイツ関税同盟結成２ベルギーの独立３イギリス穀物法の廃止

４カルポナリ党の反乱５ホームステッド法の制定６ロシア農奴解りlii[令

問

８イギリス労働組合法の制定７フランクフルト国民議会の開催の公布

－４４－
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Ⅱ世界史上において，７世紀前後はいろいろ注目すぺき時代といってよい。ヨーロッパでは

（A)世紀後半…じ震った醜主蓬誓も6世紀中には終わりを告げ,新しい時代の幕が
あげられた。一方，中国では後漢滅亡後およそ（Ｂ）世紀半にわたる分裂ののち，階つづい

て置幽幽鐘lri・東ｱｼﾞｱに君蟻した｡インドでは’６世紀半ばにﾊﾞﾙﾀﾞﾅ朝がう
まれ'当当竺竺喬のときｲﾝﾄﾞ史上最後の古代帝鬮として栄えた｡そしてｱﾗﾋﾞｱでは７
世紀はじめ，マホメットによってゴスラム教がはじめられ，それは東西にひろがってイスラ

ー
ム世界を形成し，世界史上注目すぺき役割を演じたのである。

問（１）（Ａ）．（Ｂ）については，該当する数字を示せ。

問（２）上記の文中の下線を施した部分（ア）～（エ）に関する以下の問いに答えよ。

（ア）ヨーロッパ史上の民族大移動の主役はゲルマン民族であるが，その移動のきっか

けとなったのは，東方の民族の動きである。その民族については，中国史上にあらわ

れるものと同族かどうか多く論議されている。それは下記の（ａ）に示した１～５の

うちどれか。また原始ゲルマン社会に関して，（ｂ）１～４に示した説明文のうちか

らもっとも適切なものを－つ選べ。

（ａ）１鮮卑２柔然３旬奴４突厭５回絶

（ｂ）１王も貴族もないまったく平等な社会で，全員が参加する民会が最高の決

議をした。

２王とわずかな貴族を除けば，すぺてが奴隷で，重要事項は王と貴族によ

って決定された。

３王もしくは首長がおり，貴族もいたが，重要な決定には自由民全体が参

加した。

４土地はすべて王が所有し，その他は王の土地を耕す小作人で，王だけが

政権を行使した。

（イ）唐の大宗は父を助けて唐朝創設に貢献し，東アジア史上でも代表的な帝王といわ

れる。そのときはじめられた征服異民族に対する統治機関を下記の（ａ）１～５に示

したもののなかから－つ選べ。またその説明として適当と思うものを，下記（ｂ）に

示した短文１～４のなかから一つ選ぺ゜

（ａ）１藩鎮２行中書省３都護府４御史台５理藩院

－４６－



（ｂ）１中央から直接，役人を最高官として派遣し，異民族の首長を州県の長官

に任命して統治させる。

２占領地の自主性を認めない直接の州県統治である。

３その地方の軍事・民政・財政の３権を一人で掌握して統治する。

４中央から監察官だけを派遣して監視する。

(ウ）ハルシヤ王の事績として知られていることを，下記の（ａ）に示した１～６のう

ちから－つ選べ。またかれの治世中にその国を訪問した有名な外国人を（ｂ）の１～

５にあげた人名のなかから一人選ぺ。

（ａ）１平和の愛好者で，仏教を保護し，学問・芸術にも深い理解を示した。

２西北インドから西トルキスタンまで領土をひろげた。

３イスラム教を採用し，その後のインドのイスラム化の道を開いた。

４マヌ法典をつくり，後世に大きな影響を与えた。

５第４回仏典結集を行った。

６ヒンドゥー教を奨励し，仏教を圧迫した。

（ｂ）１マルコーポーロ２法顕３玄英４イプンーパトウータ

５プラノーカルピ二

(エ）マホメットを新しい宗教運動に目ざめさせるのに，とくに影響のあった宗教が二

つある。その組合せを下記の（ａ）にあげた１～６のなかから選べ。またイスラム教

の教義に該当すると思うものを（ｂ）の１～６の組合せのなかから一つ選ぺ。

（ａ）１キリスト教・ゾロアスター教２仏教・マニ教３キリスト教

・ユダヤ教４ゾロアスター教・マニ教５キリスト教・仏教

６ユダヤ教・ゾロアスター教

（ｂ）１多神教偶像崇拝自然崇拝

２一神教偶像崇拝カーバ崇拝

３一神教偶像禁止カーバ崇拝

４多神教偶像禁止自然崇拝

５多神教偶像崇拝カーバ崇拝

６一神教偶像禁止自然崇拝

－４７－



Ⅲ次に五つの前文につづいて，冒頭に１，２，４，８の数字を付した文がある。１，２，４，８を

付した文のなかには誤ったものもある。誤った文の冒頭の数字をすべて加えた数を示せ。す

ぺての文が正しければOとせよ。

（１）前８世紀ごろから，ギリシア人は地中海沿岸に植民市を建設した。

１その結果，植民市建設を指導した貴族の勢力が高まり，貴族政治が安定した。

２その結果，商工業が盛んになり，それに従事する人びとの発言力が強まってきた。

４土地開発で利益を得た商工業者は，武具の普及もあって，戦時には長槍をもった軽

装歩兵の密集部隊を編成した。

８その結果，植民市から安価な穀物が輸入され，中・小農民を没落させ，社会混乱が

生じて借主出現の原因となった。

(２）ギリシアの哲学は自然哲学として，まずおこってきたが，

１この自然哲学はそれ以前の神話的世界観を脱し，合理的に考えようとしたものであ

る。

２この派の哲学者の－人に数えられるユークリッド（エウクレイデス）は数の整合を

もって万物の根元と考えた。

４この派の哲学者たちは，合理的な思考方法によって，貴族の横暴を批判する政治理

輪をもうみ出した。

８この自然哲学は，当時の先進地域であったイオニアなどからおこってきた。

(３）前５世紀から前４世紀にかけて，アテネ民主政治の発展にともない，一方ではソフ

ィストが出現し，他方ではソクラテス・プラトンなどのような哲学者も出た。

１ソフイストたちはソクラテスを死なせたように，他人の言辞のあげ足とりに終始

し，学問的には不毛に終わった。

２ソフイストの一人であるプロタゴラスは，「人間はすぺてポリス的存在である」と

いってポリスをたたえ，また絶対的善や客観的真理を探求した。

４ソフイストたちは人間と社会を考察の対象にし，相対主義の立場から普遍的真理の

存在を否定した。

８ソフィストたちは学問の現実生活への応用を強調したので，この派からペリクレス

のような哲人政治家が出た。

－４８－



（４）アレクサンダー大王により，ポリス的割拠主義が破られて，世界的帝国が建設さ

れ，ヘレニズム時代がはじまった。

１アレクサンダー大王は各地にアレクサンドリア市を建設し，政治・経済・文化の中

心にしようとした。

２ヘレニズム文化はギリシア文化の普遍化されたものを基調に，東西文化が融合され

たものである。

４ヘレニズム文化が東の方へ伝えられる過程でインド北西部に入り，ガンダーラの仏

教美術に影響した。

８ヘレニズム時代の神殿建築は，時代を反映し，規模が雄大で重厚，壮厳な列柱を特

色とするコリント式が流行した。

（５）ローマ文化はギリシアやヘレニズムの文化を基礎にして成立した。

１これは各地を征服したにもかかわらず，帝政期になるまでのローマが，経済の実権

や技術を含めた文化面では，ほとんどギリシア人に頼っていたためである。

２これは東方文化がローマに入るのを防ぐため，より親近感をもつギリシア文化をあ

らかじめとりいれたからである。

４例えば，ローマ文化を代表すると考えられているローマ法にしても，起源的には，

アテネのドラコン法から出ている。

８オリンポス12神がラテン名化されて伝承されたり，ヘレニズム時代に発生したスト

ア哲学がローマに入って全盛を極めたことなどがその例である。

－４９－



Ⅳ次の文章を読んで，下の問いに答えよ。

現代の日本では，選挙といえば投票によって人を選ぶことのように考えられがちである

が，昔の中国で選挙というときには，官僚となるべき人材を選抜して推挙するという意味で

あった。その選挙の方式は，長い歴史の間に現われたいくとおＤかのものが知られている

が，大別すると推薦方式と志願方式の２種となる。この方式の違いは時代の推移と対応して

おり，志願方式がとられたのは（Ａ）朝からで，それまでは推薦方式が行われていた。

（Ａ）朝以来採用された志願方式では，秀才・明経・進士の諸科（コース）があったこと

から，科挙という名称が出てきたとされている。科挙は（Ｂ）朝末に廃止されるまで，１０００

年以上もの長い間実施されたが，とくに（Ｃ）朝のはじめには，制度上の重要な改変が行わ

れた。この改変は（Ｃ）朝以降の政治体制と密接な関係があると考えられている。

問（１）上の文中で（Ａ）．（Ｂ）．（Ｃ）に該当する王朝名を，下記１～９のなかから

選べ。

｜漢２魏３元４秦５情６階７朱

８唐９明

(ａ）科挙の実施前まで行われていた選挙方式は何というか。下記１～５のな

かから一つ選ぺ゜

１郷挙里選２買官制３自由任用制、４世襲制

５九品官人法（九品中正制）

問（２）

(ｂ）上記間（２）の（ａ）の方式が廃止されて科挙に代わったのはなぜか。

下記１～４のなかからもっとも適当と思うものを－つ選べ。

１地方長官と豪族との結託による地方分権的傾向の発生。

２推薦担当官の独断的な推薦による制度の崩壊。

３豪族出身者ばかりが上位に推薦され，制度本来の趣旨を喪失。

４異民族の支配による制度の無意味化。

(ａ）上の文中で(Ｃ)朝のはじめに行われた科挙制度の重要な改変とは何か。

下記１～４のなかからもっとも適当と思うものを－つ選べ。

１秀才科の廃止２殿試の実施３地方試験の実施

４入股文の廃止

問（３）

－５０－



(ｂ）この改変の重要な意味はどこにあったのか。下記１～４のなかからもっ

とも適当と思うものを－つ選べ。

１新知識をもった人材の選抜２試験の成績判定の簡略化

３皇帝権力の伸張４文才偏重の解消

.（ｃ）この改変が(Ｃ)朝以降の政治体制と密接な関係があるというが，その体

制は以前にくらべてどういう特色をもつか。下記１～４のなかから該当する

ものを－つ選ぺ。

１地方分櫨制の成立２官僚貴族制”強化

３党派政治の出現４中央集権制の強化

問（４） (ａ）（Ｂ)朝における科挙制度の廃止は，どういう情勢のなかで行われたか。
下記１～４のなかから－つ選べ。

１ヨーロッパの科学技術を摂取して，富国強兵策を進めるなかで。

２日清戦争後，列強による領土分割に対抗して，政治改革を進めようとす

るなかで。

３革命運動の発展に対抗して，政治体制を近代化しようとする動きのなか

で。

４太平天国による打撃から政椿を再編成するなかで。

(ｂ）科挙の廃止にともなう新しい官僚の育成または選任について，主として

どういう方法をとろうとしたか。下記１～４のなかから－つ選べ。

１近代的な学校による育成２実務関係を中心とする新しい試験制

度３書院(私塾)の活用による育成４各級官僚による推薦

制度

－５１－
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地理

１次の各問は，北半球の高緯度地域について，主としてその自然環境をたずねたものであ

る。それぞれの問いに答えよ。

（１）世界の植物と土壌の分布は，気候の分布と密接な関係があり，この地域では最暖月

平均気温,｡｡ｃの線は，植物分布上の重要な境界線にほぼ一致するといわれる｡

③この線の南に接してひろがる植物帯は，何とよばれるか。下記のなかから－つ選

べ｡

（ア）サパナ（イ）プレーリー（ウ）ツンドラ

（エ）タイガ（オ）ステップ

⑥この植物帯の特徴を，下記のなかから一つ選べ。
ｂし、せんたい

（力）夏の間だけは，地衣類・蘇苔類ｶﾖみられる。
くさだけ

（キ）草丈の高し､草原が広がる。
くさたけ

（ク）草丈の低し､草原が広がる。

（ケ）樹種の少ない針葉樹林が広がる｡

（。）樹種の多い針葉樹林が広がる。

。また，この植物帯にほぼ一致して分布している土壌帯は，やせた土壌の多いのが

特色である。この土壌の名を,下記のなかから一つ選べ。

（サ）永久凍土（シ）テラロッサ（赤色士）

〔ス）チェルノーゼム（黒色士）（セ）レグール士（黒色士）

（ソ）ポドゾル（灰白色士）

（２）この地域では，冬季，海が氷に閉ざされるところが多い。しかし，水陸の分布など

によって結氷の状況に差異がみられる。

④スカンジナビア半島の西側の海域では，流氷限界がいちじるしく北上している。

その理由を，下記のなかから－つ選べ。

（夕）多くの河川が流れこむため。

（チ）半島が北極海に突出しているため。

（ツ）北極海のもっとも広い出口であるため。

（テ）メキシコ海流（北大西洋海流）が流れるため。

（卜）ラブラドル海流が流れるため。

－５４－



⑪次の諸港のうち，鉄鉱石の積出港として知られる不凍港を，一つ選ぺ。

（ナ）ムルマンスク（二）ヘルシンキ（ヌ）ハンメルフェスト

（ネ）ナルピク（ノ）ルレオ

（３）ノルウェー海岸の複雑にいりくんだ海岸線の成因は，下記のうちのどれか。もっと

も適切なものを－つ選ぺ゜

（ハ）北極海はとくに海が荒れるため，海の浸食力が強く，湾がしだいに奥深くな

った。
とうせきせい

（上）洪積世の氷河によってつくられた谷に，海水が入りこんだため，奥深し､湾と

なった。
みどき

（フ）海岸が沈降したため，低地部分は湾に，高し､山地は岬となった。

（へ）海岸が沈降したため，広い河口の部分が三角形状の湾となった。

（ホ）北極海では，年中，流氷による海岸浸食がはげしいため，岩石のやわらかい

ところが，奥深い湾となった。

(４）北欧やカナダにみられる特色ある湖沼群の成因は，下記のうちのどれか。もっとも

適切なものを一つ選べ。

（マ）氷河によって削られたくぼ地や，モレーンによってせきとめられたところが

湖となった。

（ミ）この地域が石灰岩からできているため，各所にドリーネなどのくぼ地ができ

て湖となった。
とうすい

（ム）この地方は寒冷で種雪が多く，大量の融氷水ｶｴｰ時に流れ出るため，洪水を

おこして湖となった。

（〆）この地方は寒冷気候であるが，世界でもっとも雨の多い地帯であるため，多

くの湖が生じた。

（ﾓ）この地方を開発するため,鰯や発電用のﾀﾞﾑによって川をせきとめた結
果，多くの湖が生じた。

－５５－



Ⅱ次の（１）～（５）におけるＡ群の５語から，一つの語を除外すると，のこりの４語は，

Ｂ群の語のなかの一つと密接な関係のある語群となる。除くべきＡ群の語一つと，該当する

Ｂ群の語一つを選べ。

⑦セルバ ①パオ⑥人口希薄

④乾燥地域②ツンドラ

①焼畑②遊牧③混合農業

④プランテーション

⑦メルカトル ①マゼラン⑫コロンブス

④プトレマイオス（トレミー）①ヘカタイオス

①大地平盤説②環境決定論③地球球体説

④地動説

⑦ニュータウン①コルホーズ⑥衛星都市

④近郊農業①昼夜間人口

①大都市圏②小売商圏③新産業都市

④農業構造改善

⑦ベルギー①西ドイツ⑥フランス

④デンマーク①オーストリア

①プロテスタント②ラテン民族③連邦国家

④拡大ヨーロッパ共同体（ＥＣ）

⑦カイロ①ヨハネスバーグ⑥アジスアベバ

④アクラ①キンシャサ（旧レオポルドピル）

.①宗教都市②首都③鉱業都市

④貿易港

（１）Ａ群

Ｂ群

(２）Ａ群

Ｂ群

Ａ群(３）

B群

(４） Ａ群

B群

(５） Ａ群

B群

－５６－
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Ⅲ次の文を読み，あとの問いに答えよ。

北緯|ヨ゜度の線を,ﾕｰﾗｼｱ大陸について西から東へたどると｡ｲﾍﾞﾘｱ鴇中州
を横断して地中海に入り，イタリア半島南部を通過する。このあたりは，（イ）気候区に属

し，この気候区を代表する作物は（ウ）であるが，スペインのバレンシア周辺地方はヨーロ

ッパにおける（エ）の栽培の一中心地であり，その生産堂は多くはないが，単位面積あたり

収量は世界最高の水準にある。この緯線は，小アジアからカスピ海を横切ってソ連のトルク

メン共和国に入る。このトルクメン地方は降水堂はきわめて少ないが，（オ）の大生産地で

ある。さらにこの緯線は世界の屋根といわれる（力）高原の北側から中国に入り，（キ）砂

漠のある(ｸ)盆地,内ﾓﾝｺﾞﾙ自治区の織地帯,黄河中流域を通過し,華北の平野にい
ば<

たる。黄河中流域の山地から華ｵﾋの平野|こ入ると，気候区は（ケ）から（．）へかわる。ま

た，この緯線に沿う地方のうち，ソ連のバクーやフェルガナ地方，中国のユイメン（玉門）

には（サ）を産し，華北のタートン（大同）やカイロワン（開藻）などでは（シ）を多く産

する。そして，この緯線は，朝鮮半島北部を横断して日本海に入り，そのほぼ中央で東経

１回5度の線と交篝する。

曰・曰については,該当する数字を'~9の数字で示せ。（１）

(２）（サ）．（シ）に該当する地下資源を下のなかから選べ。

①鉄鉱②銅鉱③ボーキサイト④石炭⑤石油

(３）（イ）．（ケ）．（．）に該当する気候区の名称を下のなかから選べ。

さばく

砂漠（ＢＷ）

温帯湿潤（Ｃｆ）

ツンドラ（ＥＴ）

③温帯夏雨（Ｃｗ）

⑥冷帯夏雨（Ｄｗ）

⑨氷雪（ＥＦ）

②
⑤
③

①ステップ（ＢＳ）

④温帯冬雨（Ｃｓ）

⑦冷帯湿潤（Ｄｆ）

（ウ）.（エ）．（オ）に該当する栽培作物を下のなかから選べ．

①オリーブ②こう’やん③小麦④米

⑤さとうきび⑥ジュート⑦たばこ③なつめやし

⑨綿花

(４）
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(５）（力）.（キ）．（ク）に該当する地名を下のなかから選べ。

①カフカス ②デカン ③タリム④タクラマカン

⑤タール ⑥チベット⑦パミール③ヒンズークシ

⑨スーチョワン（四川）

この緯線からもっともはなれているものを選べ。下記の首都のうち，

①マドリード

④ペキン（北京）

(６）

③ブダペスト②アンカラ
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Ⅳ次の（１）～（６）の地理的事実に対して，それぞれの要因などを説明したａ～ｅの五つ

の文のうち，適切と考えられるものを二つ選べ。そして，下表の要領によって，１～10の番

号で答えよ。

選ぷぺき文の

組み合わせ

１
，
ｃ

ｂ
ｄ

勺
、
ｅ

勺
．
ｅ

ａ
Ｕ
Ｄ

ａ
ｃ

;に

Ｃ
ｅ

答えの番号 １ ２ ３１４ ５ 10６１７ ９

(１）ナイル川下流のデルタ地帯は，人口密度が高く，１ｋｍ2あたり400人以上に及んで

いる。

ａ）温暖多雨な，住みやすい気候に恵まれている。
Ｉ会んらんひよく

ｂ）氾濫のくりかえしによって，Ｈ巴沃な土壊が厚く堆積している。
かん腓し、

ｃ）濯概施設力Eよくととのい，集約的な農業が営まれている。

ｄ）工業化が進み，工業人口が全就業人口の約半分を占めている。

ｅ）住民の結婚年齢が低く，出生率が高い。

（２）ライ麦の生産高（1972年）をみると，ソ連が第１位で世界の34％を占め，第２位は

ポーランド（29％)，第３位は西ドイツ（10％)，第４位は東ドイツ（７％）である。

ａ）これらの諸国では，気候や土壌の関係上，小麦の生育しにくい地域が広く存在

し，そこにライ麦が栽培される。

ｂ）ライ麦は，新大陸原産の作物であるが，新大陸へ渡ったヨーロッパ人が，ライ麦

の種子をこれらの諸国にもたらした。

ｃ）ライ麦は，家畜の飼料として重要であり，これらの諸国では牧畜がさかんで，そ

の飼料として栽培されている。

ｄ）ライ麦は，黒パンの原料となり，伝統的に主穀として重要視されてきた。

ｅ）ソ連では，かつてはほとんど栽培されなかったが，革命後，ライ麦栽培が普及し

て，それまでの大産地バルカン諸国を追い越した。

（３）熱帯の森林は，近年開発が進みつつあるが，温帯や冷帯の森林にくらべると，開発

がおくれている。

ａ）多くの種類の樹木が，いりまじって生育している。

ｂ）焼畑農業のため，樹木が無駄に切り倒され，森林の蓄積量が乏しい。
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高温多湿のため，切り倒した木がくさりやすい。

材質のやわらかい樹木が多く，建築用材としてあまり役立たない。

交通が未発達のため，伐採・搬出に不便である。

c）

｡）

e）

(４）世界の茶の生産高の約７割は，インド・スリランカ（旧セイロン）・中国・日本の

４か国に集中している。

ａ）茶の消費は仏教徒に多く，これら諸国ではすべて，主として仏教が信奉されてい

る。

ｂ）これら諸国のモンスーン気候が，茶樹の生育に適している。

ｃ）茶の需要がこれらの諸国に集中し，欧米諸国では茶は用いられない。

。）ヨーロッパ諸国でも，かつては茶を作ったが，コーヒーの普及により，茶栽培が

おとろえた。

ｅ）茶の生産には，多くの労働力が必要であり，これら諸国では全般に労働力に恵ま

れていたことが茶業を発達させた。

（５）日本の漁業のうち，沿岸漁業の占める地位はしだいに低下し，いつぽう，遠洋漁業

の重要性はおおいに高まってきている。

ａ）沿岸漁業は全般に経営規模が小さく，漁民１人あたりの漁穫高が少ないので，他

産業に転じたり，他産業を兼業したりする漁民が少なくない。

ｂ）日本人の食習憤が変化し，沿岸でとれる魚類に対する需要が減少してきた。．

ｃ）日本とアメリカ合衆国・カナダ・ソ連などの諸国との間で，漁業を制限する条約

が結ばれ，沿岸漁業は操業しにくくなった。

。）近年，日本の漁船は，太平洋だけでなく，インド洋や大西洋にも出漁するように

なり，遠洋漁業の活騒舞台が拡大してきた。

ｅ）ペルーの漁業が発展し，そこでとれる魚が冷凍されて大堂に輸入されるので，日

本の沿岸でとれる魚類の価格が下落した。

(６）アメリカ合衆国でもっとも重要な工業地域は，北東部の大西洋沿岸から五大湖周辺

部にかけて形成されている。

ａ）工業発達の初期には，アパラチア山脈東麓の急流が，のちには，ナイアガラの滝

が，この地域の主要動力源となった。

ｂ）アパラチア炭田・中央炭田・ロッキー炭田が，ほぼこの地域内にある。
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c）ニューヨーク・シカゴをはじめ，多くの大都市がこの地域に発達し，工業製品の

大市場を形成してきた。＝

d）カリフォルニア油田９中央内陸油田ロメキシ:。海岸油田の石油が､_パイプPライン

によって，主としてこの地域にもたらされる。

e）大西洋沿岸には良港があり，また肌五大湖や可航河川があって,ﾄ原料などの輸送

に便利である。
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Ｖ貿易に関する次の（１）．（２）の問いに答えよ。

（１）次の文は，わが国の貿易について述ぺたものである。あとの問いに答えよ。

今日，わが国は，社会主義諸国をも含めて，ほとんど世界中の国ぐにと貿易を行なってい

る。貿易相手国のうちで，もっとも貿易額の多い国は（ア）である。貿易相手国を大陸別に

みると，第２次世界大戦前には（イ）の諸国との貿易額がきわめて高い比率を占めていた

が，戦後その比率はやや低下している。わが国は，原料を輸入し，エ業製品を輸出する加工

貿易国といえるが，近年，輸入原料のなかで最大の金額を占めているのは（ウ）である。ま

た，輸出製品としては，第２次世界大戦前の1935年ごろには（エ）がもっとも多かったが，

近年は（オ）が最大の輸出額を示している．

(ア）に該当する国を，下のなかから一つ週ぺ゜

①アメリカ合衆国②中華人民共和国③ソ連④イラン

⑤オーストラリア

(イ）に該当する大陸を，下のなかから一つ選べ。

①北アメリカ②アジア③ヨーロッパ④アフリカ

⑥南アメリカ

(ウ）に該当する品目を，下のなかから一つ選ぺ゜

①綿花②羊毛③木材④鉄鉱石⑤原油

(エ）．（オ）に該当する品目を，下のなかからそれぞれ一つ選ぺ゜

①綿織物②絹織物③毛織物④機械類⑤化学製品

〔問〕

(２）次の表は，南アメリカの４か国について，主要輸出品を示したものである。数字は

それぞれの国の総輸出額に対するパーセントを示し，年次は1970年である。あとの問いに

答えよ。

沙瀧r４．ｂ、肉ﾖ患

｡．榧【踊勿1ZI2U田ｆ

原油上

鋼76.9.鉄鉱石５．８

－６４－

ブラジル コーヒー豆34.3， 鉄鉱石7.7 (ｘ）５．６ 砂糖4.6,肉類3.7

Ａ 肉類24.9，とうもろこし14.9 (ｙ）７．１， 羊毛4.6,植物性油脂4.2

Ｂ 原油61.9,石油製品28.3,鉄鉱石5.5

Ｃ 銅７６９，鉄鉱石5.8



〔問〕 上の表のＡ・ＢＯＣは，それ

⑦＝ロンピァ①

’⑰アルゼンチン

上の表の（ｘ)，（ｙ）に記〕

⑦綿花①自動車

それぞれ下のどの国にあたるか。

①ベネズエラ⑥ペルー ｅチリ

に記入すぺき品目は， 下のどれか。

⑫）米④小麦 ③ニッケル鉱

-６５－



Ⅵ日本の集落とその代表的な事例地域について，次の各問に答えよ。

(１）次の⑦～②の短文によって説明されている集落は，下記の①～⑤のどれに該当する

か。

⑦明治時代に広大な未開拓地を開拓するとともに，響備を行う目的で設けられた集落。

①屋敷と耕地を水害から守るために，それら全体を堤防で囲んでいる集落。
かん郡い

⑥防御・排水・潅瀧などの機能をもっていた|まりに囲まれた集落。
へ⑧ち

②戦いに敗れた落武者の一族郎党が，人目につかない山間僻地lこ耕地を開いて定住した

と伝えられている集落。

②江戸時代に塞義台地上の原野の開拓によって形成された集落。

わんでん

②隠田集'閻F（隠田百姓村）③新田集落
とＡＪｐＡＪＷ、

⑤屯田兵村

かんごう

ﾖﾘ鷲濠集落

輪中集落

①
④

(２）上記⑦～⑦の集落の代表的な分布地を，次ページの略図の１～８から，それぞれ一

つずつ選ぺ゜

－６６－
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（３）次のＡ群．Ｂ群の短文のうちから，（２）で選んだ場所における⑦～①の集落に該

当するものを，それぞれ一つずつ選べ。

〔Ａ群〕①集落は起伏のゆるやかな高原に立地している。
すその

②集落は広大な火山の裾野の湧水帯Iこ沿って立地してし､る。

③集落は壮年期の山地の深いＶ字谷に臨む山腹斜面に立地している。

④集落は古くから水害や干害に見舞われがちであった盆地に立地している。

⑤集落は海岸砂丘の背後に形成された湖の沿岸に立地している。

⑥集落は火山灰におおわれた水の乏しい台地に立地している。

⑦集落は大河１１が合流する低温な沖積平野の微高地上や堤防の内側に沿って立地

している。

⑧集落は気温の年較差のいちじるしいことで知られる内陸盆地の沖積平野に立地

している。

〔Ｂ群〕①開拓当時の整然とした大きな水田区画ががみられる。

②集落はうっそうとした針葉樹林に囲まれ，製材業がさかんである。

③広大な綾斜面が放牧地に利用され，肉牛の飼育がさかんである。

④耕地は傾斜地にあり，階段状に細分されて，生産性が低い。

⑤耕地には排水溝が縦横に走り，盛り土をした屋敷内には，－段高いところに水

屋が作られている。
ため

⑥付近には多くの溜池がみられ，耕地の区画は条里制の影響を強く受けてし､る。

⑦各農家の所有する耕地は，屋敷の背後に細長く短冊型にのびているが，現在で

は宅地化がさかんである。

③集落のまわりには大きな温室がいく棟も並び，住民の大部分は大都市向けの野

菜類の促成栽培に従事している。

－６８－
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国立大学共通第一次試験

実地研究試験問題

数学

昭和49年11月23日

注意事項

1．合図があるまでこの冊子を開いてはいけません。

２．本冊子は15ページあります。落丁，乱丁，印刷不鮮明の箇所を見いだした場合はすみやか

に申し出て下さい。

3．解答用紙に汚れがあったときは申し出て下さい。

4．解答用紙にはあらかじめ氏名および受験番号を印刷してあります。これを受験票と照合

し，違いがある場合には申し出て下さい。

5.本冊子の余白は草稿用に使用してさしつかえありません。末尾に解答用紙控が入っている

ので適宜利用して下さい。

6.解答用紙は鉛筆でマークした部分を機械で直接読みとりますから，次ページの注意を正し

く守って下さい。

７．本冊子は持ち帰ってさしつかえありません。

１



解答用紙記入上の注意

(1)解答用紙はすべてＨＢの黒錯華でマークして下さい。

lii）各解答欄にいくつかの記入位腫がありますが，その中の１つだけにマークを記入して下さい。

ただし，座標平面上の点を解答する場合に対しては，３頁およびその問題の注意に従ってください。

剛マークの記入方法は，つぎに示Pす「《)良い例」のように紀入し，「(ﾛ）悪い例」のように記入してはい

けません。

《）良い例

たとえば３と解答したいならば

左図の解答欄のように記入位睡了の戸の中をなるぺく正確にぬりつぶして
￣￣

下さい。

何悪い例魎
魎
魎
皿
唖

ｎｎｎｎｎ

ＵｍＵ６ のように数字または文字だけに線を引いたり，

のように○でかこんだり，

ｍ９９
ｕｕｕｕ

、

のよう}この外まではみだしてぬりつぶしたり，
￣

ＩＩＩＩＩ
戸

のようIこの中をぬりのこしたり，
￣

236冊 のように線を引いてはいけません。

町正は消しゴムでよく消して下さい。

耐
、
㈱
桐

解答は指定された解答欄に記入し，解答用紙のその他の部分には何も轡いてはいけません。

解答用紙は絶対汚さないようにして下さい。また折りまげたり，破ったりしないで下さい。

上記のほか３ページの注意を参照して下さい。

２



数学
〔注意〕

解答はすべて解答用紙の該当する位置にマークで記入する。記入の仕方については，
一般的注意を参照せよ。

１０以上の数や負の数についても，それぞれの位置にマークする。たとえば，

-10～10のマーク位置がある場合に－９を解答しようとするときには，左から２番目
の位置１個所にマークする。

座標平面上の点を解答する場合には，横座標，縦座標を考慮して，その点に対応す
るマーク位置を他の場合と同様にぬりつぶす。

答が整数にならない場合には，特に断りのない限り，解答欄に与えられた整数値の

うちでそれに最も近いものにマークする。ただし，ちょうど中間の場合には，絶対値
を切り上げて同一の符号をつけた整数値で答えるものとする。

３



Ｉ次のＥＩにあてはまる数値を求めよ。

')等=午=半(箒o)のと議諾鵜

川+6-Ｍ=ｒＴ１のとき,､倒十が=3…る。

3)…=10のとき÷+十一国である。
４）い〕，ｚ）を空間座標とするとき，方程式

「〒~可である。

“`+…鬮一…伽-12＝[二三コ
は原点を通Ｍ《(Ｆ~可「訂「ｎ） 巳． の球を中心とする半径

を表わす６

４
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Ⅱ 1）次の三角関数の値を０．から４５．までの間の角の三角関数で表わしたい。

oin8O。＝|~ｎＦ｢~1

...140。＝|~丙｢~。

。､(-155｡)＝「ヨコ|可司

。｡．705.-｢＝可「;可

｢〒~1-□にあて'……次の(1)~('4)のう…選び,鶴で答
えよ。ただし，同じ番号のものをくり返し選んでもよい。

（１）Ｓｍ（２）－siｎ（３）ＣＯＳ（４）－ＣＯＳ

（５）０。（６）５。（７）１０゜（８）１５゜

（９）２０゜（10）２５゜（11）３０゜（12）３５゜

（13）４０。（14）４５°

2）不等式

錘-3≧=學云－４

の解は,[~戸の形で醤けＭの(1)~('6)のうちから□にあてはま
るものを選び，番号で答えよ。

（１）α≦垂≦６

（２）α＜ｴ≦６

（３）α≦ｴ＜６

（４）α＜工＜６

（５）ｚ≦α’６≦工

（６）⑰＜α’６≦エ

（７）エ≦α’６＜工

（８）エ＜α'６＜工

（９）ｚ≦α’６≦工≦ｃ

（10）工＜α’６≦工≦ｃ

（11）工≦α’６＜工≦ｃ

（12）エ≦α’６≦エ＜ｃ

６



（13）α≦z≦６，ｃ≦錘

（14）α＜z≦６，ｃ≦ｚ

（15）α≦ｴ＜６，ｃ≦垂

（16）α≦年≦６，｡＜エ

そのとぎ,←□’６=□,．=□である。
□□[二三=]にあてはまる数値…よ｡ただし,[~司

れかを選んだ場合には，|訂については×の雌にﾏｰｸせよ。

仁。，
で（１）～(8)のど

□

）
～

７



Ⅲ曲線ｚ(y-3)＝l12-2jll上の点で,エ座標,ｙ座標がともに整数であるものを考える。

このような点のうち，

1）範囲：－７≦ｴ≦６，－３≦J≦10……………①

にあるものをすべて求め，解答用紙上でそれらに対応するマーク位置をぬりつぶせ。ただ

し，－３から10までのおのおのの整数”に対して，上の条件をみたす点で，ｙ座標が”で

あるものが範囲①のなかに１つもないときには，（※，”）の位置にマークせよ。

また，

2)上記。の範囲外にあ…は□'膠'である｡Ｆ１にあて,…繩…
よ。ただし，そのような点がないときにはＯの位置に，１０個以上の有限個であるときには

10の位置に，無限に多くあるときには×の位置にマークせよ。

８
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Ⅳ次の□にあてはまる数値を求めよ。

２つの円

（ｚ－１)2＋(y－３)2＝4.……･･……①

（工－３)2＋(y-1)2＝4……………②

の交点を，原点に近い順にＡ，Ｂとする。

1）２点Ａ，Ｂを通る円の中心の軌跡の方程式は

“+ロｿ+[~7~]－０
である。

2）Ａ，Ｂを通るすべての円に接線をひくことのできる点の存在する範囲は，直線

“+[~夛可,十Ｆ可=o…………③
から２つの円①，②の内部にある点全体を除いた部分である。たとえば，

点P(5「;F可)…んＢを通るすべての円に接線をひくことができる。

3）Ａ，Ｂを通る任意の円に上記の定点Ｐから接線をひき，接点をＴとする。このとき，つ

ねに

赤=了ｚｘ１Ｉ－ｦ可
が成立する。接点Ｔの軌跡は，円

（璽一Ｆ１+Ｃ－ロニロ
である。ただし，直線③との交点は除く。

－１０－
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Ｖ工の２次式Ｐ(ｚ)＝工2＋α工＋６は，次の条件(＊)を満足するものとする。

…(…曇…雲纒……ﾙ…)…}…(*）で割り切れる。

このとき，以下の問１)，２)，３)，４）に答えよ。

１）方程式ＰＣr)＝Ｏの２実根をα，β（ただし，α＜β）とするとき，αとβの間にはつ

ねに等式

α=□
が成り立つ｡□にあて'…式…(1)~(１０)のう…選び,番号で答えよ。

（１）β－１

（４）β＋２

(７）（α－２)(β－２）

(９）（α＋2)(β－２）

（２）

(５）

β＋１

β２－１

（８）

（10）

（３）

（６）

(α－２)(β＋2）

(α＋2)(β＋2）

β－２

β2－４

2）次の□にあてはまる数値を求めよ。

…のとき，６－Ｆ7可である。

６－１のと議一「５丁である。

3）２次関数Ｐ(工）の最小値をノルとし，α’６を条件(＊)を満足するように動かして得られ

る,"の値全体の集合をＭとする。

Ｍについて成り立つ命題は|可である｡[~三可にあて'…ものを次の
(1)～(5)のうちから選び，番号で答えよ。

Ｍま実数全体と一致する。

ある定数ｃに対して，Ｍは集合｛rに≧c）と一致する。

ある定数ｃに対して，Ｍは集合｛'12≦c）と一致する。

ある定数ｃに対して，Ｍは集合｛Zに－２≦Z≦c＋2｝と一致する。

Ｍはただ１つの数ｃからなる集合である。

Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ

１
２
３
４
５

く
く
く
く
く

4）次の□にあてはまる数値を求めよ。

間3)で選んだ命題におけ…鱸は[－打である｡ただし,間3)において(1)を
選んだ場合には×の位置にマークせよ。

－１２－
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国立大学共通第一次試験

実地研究試験問題

理科
(物理，化学，生物，地学の中から二科目を選択）

昭和49年11月24日

注意事項

1．合図があるまでこの冊子を開いてはいけません。

２．本冊子は43ページあります〔物理４～11ページ，化学12～21ページ，生物22～33ページ，

地学34～43ページ〕・落丁，乱丁，印刷不鮮明の箇所を見いだした場合はすみやかに申し出

て下さい。

3．解答用紙に汚れがあったときは申し出て下さい。

4．解答用紙にはあらかじめ氏名および受験番号を印刷してあります。これを受験票と照合

し，違いがある場合には申し出て下さい。

５．本冊子の余白は草稿用に使用してさしつかえありません。各科目の末尾に解答用紙控が入

っているので適宜利用して下さい。

６解答用紙は鉛筆でマークした部分を機械で直接読みとりますから，３ページの注意を正し

く守って下さい。

７．本冊子は持ち帰ってさしつかえありません。

8．選択しない科目の解答用紙は時間の途中で回収します。

1



解答用紙記入上の注意

(１１解答用紙は十ぺてＨＢの黒鉛筆でマークして下さい。

(iil各解答欄にいくつかの記入位腫がありますが，堂の中の１つだけにマークを記入して下さい。

御マークの記入方法は，つぎに示す「6)良い例」のように記入し，「(ﾛ)悪い例」のように記入してはい

けません。

６）良い例

たとえば３と解答したいならば

左図の解答欄のように記入位置了の戸の中をなるべく正確にぬりつぶして
￣￣

下さい。

③

鋼
魎
魎
皿
皿
魎

ｎｎｎｎｎ

ｄＢｒ６ｄ のように数字または文字だけに線を引いたり，

ワlｉＩｌ のように○でかこんだり！

ｎｎｎｎ
Ｊ２▲Ｂ

ｕｕｕｕ

戸

のようlこの外まではみだしてぬりつぶしたり，
￣

’1188
円

のように－の中をぬりのこしたり，

叩NII のように線を引いてはいけません。

訂正は消しゴムでよく消して下さい。

側
例
胸 解答は指定された解答欄に記入し，解答用紙のその他の部分には何も響いてはいけません。

解答用紙は絶対汚さないようにして下さい。また折りまげたり，破ったりしないで下さい。

３



理物

水平な床から高さ1.5ｍのところに，直

径が約１ｍの水平な円板があり，その中心

Ｏを通る鉛直軸のまわりに回転することが

できる。円板を回す向きはいつも，上から

見て時計の針が回るのと逆である。

また，質量0.30ｋｇの小物体Ｍがあり，

円板上に転がらないようにのせることがで

き，これと円板との間の静止摩擦係数は

０．７０である。

重力の加速度の大きさを９，８ｍ/ｓ２とし

て，次の各問に最も適当と思われるものを

解答群の中から選べ。

Ｉ

■
■
■
●
●
■
Ⅱ
■
Ｑ
■
■
Ｂ
Ｃ
Ｂ
ｕ
Ｂ
■

Ｒ～

〆

Ｑ

Ｉ

(Ａ）小物体Ｍを中心Ｏから0.50ｍだけ離れた円板上のＰ点にのせ，円板を2.0ｓに１回の割
合で一様に回転させたところ，小物体Ｍは円板に対して滑ることなく一緒に回った。図は，

ある瞬間の様子を描いたもので，直線ＯＰＱと，水平な直線ＲＰＳとは，Ｐにおいて直交し

ている。このとき，

（a）小物体Ｍの速度の方向は次のどれか。ただし例えばＰからＱに向う方向をＰ→Ｑのよう

に表わす。

ァＰ→０イＰ→ＱウＰ→ＲエＰ→Ｓ

オＰ→ｓとＰ→ｏとの間力Ｐ→ＱとＰ→ｓとの間キその他

（b）小物体Ｍの速度の大きさ（単位は、/s）は次のどれか。

ア0．１６イ０．４７ ウ0.79エ１．６オ３．１

力４．９キ６．３ク１３ ケ２０

（c）小物体Ｍの加速度の方向は次のどれか。ただし方向の表わし方は問(a)に同じ。

アカロ速度はないので考えられないイＰ→０ウＰ→ＱエＰ→Ｒ

オＰ→Ｓ力鉛直下向きキその他

（｡）小物体Ｍの加速度の大きさ（単位は、/s2）は次のどれか。

ウ047アＯイ０．１６エ0．７９オ１．６

力４．９キ６．３ク９．８ケ２０

－４－



(e）円板から小物体Ｍに作用する摩擦力の方向は次のどれか。

じ。

ァ摩擦力は作用しないので考えられないイＰ→ｏ

オＰ→ｓ力鉛直上向きキ鉛直下向き

(f）円板から小物体Ｍに作用する摩擦力の大きさ（単位はＮ）

ウ０．４７アＯイ0．２４ェ１５

力２．１キ３８ク５．９ ケ６．９

方向の表わし方は問(a)に同

ウＰ→ＱエＰ→Ｒ

クその他

は次のどれか。

ォ１．９

(Ｂ）円板の回転を，（Ａ)の場合よりも少しずつ速くして行くと，やがて小物体Ｍは円板に対

して滑ることになる。このとき，

（９）小物体Ｍが円板に対して滑り始める瞬間の円板の角速度（単位はラジアン/ｓ）は次の
どれか。

ア３．１イ３．４ ウ３．７エ４．９オ５．２

力６．３キ９．４ク１４ ケ２７

（h）滑り始めた小物体Ｍが，円板を離れてから床に達するまでの時間（単位はｓ）は次のど

れか。

ア0．２８イ０．３１ ウ0．３７エ0．５５オ１．８

力２６キ２．７ク３．６ ケ３．８＝５．４

５



図(1)の回路で，Ｒ１は300キロオ

ームの抵抗，Ｒ２は150キロオーム

の抵抗，Ｒａは抵抗値未知の抵抗，

Ｅは起電力１５ボルトの電池（内部

抵抗は無視できる)，Ｃは容量１００

マイクロファラドのコンデンサー，

Ｋはスイッチである。

次の各間の文中の|＝二]に入
れるのに適当な数値を解答群Ａか

ら，また（）に入れるのに適当な

指数を解答群Ｂから選べ。

Ⅲ

Ｋ

Ｒ２

１５０ｋＱ
Ｅ

図（１）

（１）図(1)のＫが閉じて，Ｒ１にＬ０ｘ１０~５アンペアの定常な電流が流れているとき，

Ｉｉ１Ｒ`を流れる電流臆[－５可×'0腱'ｱﾝﾍﾟｱである。
IiilR`の鮒は□×,0,.,士…る。
,iii,Ｒ`で繊さ'雨ﾗﾗT3【[~77~lx1OWツトである。
Iivlcにたくわえられてい息電気量は「了Ｆ|×,o《蘂,ｸｰﾛﾝである。

（２）次に図(1)のＫを開くと，Ｒ，を流ｌ

れる電流は，図(2)に示すように減少し

ていく。縦軸はＲ，を流れる電流，横

軸はＫを開いてからの時間である。

（i）Ｋを開いて５秒後のＣの両極間の

電位薑はロー]×'0《,)ﾎﾞﾙﾄで,
ある。

ＩｉｉｌＫを開いてから５秒間に，Ｒ，を

流れる電気童はおよそ

｜弓司×'0脚ｸｰ園ﾝである。
（0秒から５秒まで，電流は直線的

に減少するとしてよい｡）

LｌｌＬ

｜
エ
「

2０４ ８ ２ １６

時間(s）

0

６



０
０
７

Ａ
Ｌ
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Ⅱ
Ｂ
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０

群
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答
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答
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解
解

０
０
●
●

２
．
５

オ
。

ェ１．８

ケ４．５

ウ１．５

ク4.0

イ１．２
，

キ３．６

オー３

＝５

エー４ウー５

ク３

イー６

キ１ ケ４
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[~~]に入れるのに最も適当と思われる…それそ111次の問題(1)～(4)の文中の

れの解答群の中から選べ。

(1)高さ５０ｍの所から一定流避20,3/ｓの水が落下しているという。このとき,水の失う位

騏裏麗扁鰯?蝋|鬘篤!:二已二]ｻﾞ霧
ル燃やして得られる熱量に等しい。

ただし，太陽光線に垂直な１，２の面が毎秒受ける放射エネルギーを３．２×102calとし，

石油１リットルの発熱量を８.Ox106calとする。また，熱の仕事当量を４．２J/cal，重力の

加速度の大きさを９．８ｍ/ｓ２とする。

］Ｘ１Ｉ】9-8ＸＩＣ

D－８ｘＩＯ６]又１０［１（ＤｘＩＯ［

３ＸＩＣ
r1

L｣

ｒｌ

Ｌ」ｇＸ１０Ｕ

ｒ１

Ｌ」Bｘ１Ｃ

「１

L」

ｍ己一℃

(2)振鋤がつぎつぎと伝わってゆく現象を波という｡特に単振動が伝わる場合を、可
という｡また,纒動の加が波の伝わる方向と蕊である場合を'。という。

解答群（。，ｅに共通）

。 エ定常波

ク電磁波

ウ正弦波

キ音波

イ球面波

力横波

ア平面波

オたて波
ｅ

８



③鑪動数個波数汎波長】…伝わる遠さは[二コであＩルーの波が壁軸の正の
向きに進んでいるとざ座標…点での振動は原点での纒動に比べて位相が｢~盲~］
だけおくれている。

解答群（ｆ，ｇに共通）

｜
〃
「

邦
麺
一
‐
竺
翫

エ
ク
シ’二１

＋
型
郛

ウ
キ
サ

リ

イ弓I

`に;:“ カェリス

９１ケ學

(4)ある光に対する水とガラスの屈折率（絶対屈折率）をそれぞれ〃]’7z2とする。また，こ

の光の水とｶﾞﾗｽの中での鵬それぞれj,,地とするとき｡÷を属榊で…すと
「H￣|である。

１
解 答 群

７２１

〃２

〃１－１

〃2－１

１
１

趣
一
ｍ
通

れ

エ鳥-1

イ
カ

アブzl宛２

ウ
キ

ク逃
れ2２

１

ｍ一ｍ罐｜旅
オ
ケ

ｈ

。,/器サゾ

極
―
ぬ

９
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化学
〔注意〕必要な場合には次の数値を用いよ。原子量：Ｈ＝1,Ｃ＝12,0＝1６

１解答は最も適当なものを一つ選べ。ただし問14と15の元素記号の左肩の数字は質量数を
示す。

問１次の物質のうち，その結晶が分子結晶であるのはどれか。

⑧アルミニウム⑧食塩Ｏダイヤモンドロナフタリン
⑧ケイ素（E）石墨（F）タングステン⑥ミョウバン

（１）臭化銀（J）塩化アンモニウム

間２次の操作で発生する気体のうち，反応前の状態からみて還元された状態の原子を含む

ものはどれか。

（A）炭酸カルシウムに塩酸を注ぐ。

⑧銅に濃硫酸を加えて加熱する。

ｐ二酸化マンガンに塩酸を加えて加熱する。

｡=酸化マンガンに過酸化水素水を滴下する。

⑥塩化アンモニウムと水酸化カルシウムを混ぜ合わせて加熱する。

（F）炭酸水素ナトリウムを加熱する。

問３次の記述のうち，誤っているのはどれか。

（A）蒸留を一時中止し，冷えたものを再び蒸留する場合は，新たに沸騰石を加えなければ

ならない。

⑧デシケーターやビュレットなどのすり合わせ部分に塗ったワセリンが汚れた場合,石

油ベンジンをしみこませたガーゼでふくとよくとれる。

ｐナトリウムは銀白色の柔らかい金属で，ふつう石油の中に保存する。

口エチルアルコール中に含まれる少量の水は無水硫酸銅を用いて検出することができ

る。

⑥暗い所でベンゼンに塩素を通じても，塩素は付加しないが，日光を当てると付加反応

が起こる。

（F）デンプンの水溶液にヨウ素ヨウ化カリウム水溶液を加えると青色を呈するが’熱する

と色が消え，冷やすと青色にもどる。

○エチルエーテルも四塩化炭素も蒸発しやすく，引火性が強いから取扱いに注意しなけ

ればならない。

－１２－



問４エチルアルコールを重クロム酸カリウムと硫酸の混液で酸化して，アセトアルデヒド

をつくるときには，過剰の酸化剤を用いないように注意し，生じるアセトアルデヒドを

蒸留して直ちに取り出す必要がある。その理由として考えられるのはどれか。

（A）アセトアルデヒドとエチルアルコールが反応してエステルを生じる。

⑥エチルアルコールはアセトアルデヒドより還元されやすい。

ｐアセトアルデヒドはエチルアルーールより還元されやすい。

○エチルアルコールはアセトアルデヒドより酸化されやすい。

（E）アセトアルデヒドはエチルアルコールより酸化されやすい。

（F）アセトアルデヒドがふえると逆反応が起こってエチルアルーールとなる。

問５次の記述のうち，正しいのはどれか。

（A）ポリピニルァルコールーＥＣＨ２－ＣＨ(ＯＨ)〕－，は，その単量体であるビニルアルー

ールＣＨ２＝ＣＨ(ＯＨ）が直接付加重合してできたものである。

⑧デンプンとセルロースはどちらもブドウ糖が付加重合したものである。

ｐフェノール樹脂はフェノールとホルムアルデヒドが縮合重合してできたものである。

⑪羊毛はタンパク質の－種で，同一種類のα-アミノ酸が縮合重合したものである。

⑧6,6-ナイロンはアジピン酸とへキサメチレンジアミンが付加重合してできたものであ

る。

問６次の記述のうち，例外なく成立するのはどれか。

③固体の溶解度は温度が上がると大きくなる。

⑧加熱しても化学変化を起こさない物質の固体は，温度を上げていくと液体をへて気体

に変わる。

｡物質の融点は外圧が大きくなると，沸点の場合程著しくはないが上昇する。

口不揮発性物質の希薄水溶液の沸点上昇度は，そのモル濃度が等しければ，溶質の種類

に関係なく等しい。

⑧化学平衡は温度または圧力が変われば移動する。

（日可逆反応において正反応が発熱反応であれば，その逆反応は吸熱反応である。

問７二酸化窒素は高温で分解して次の平衡に達する。

２ＮＯ２＝2ＮＯ＋０２

二酸化窒素1Ｚをある一定の温度，圧力のもとで分解したら,全体の体積が1.2Ｊになっ

て平衡に達した｡二酸化窒素の何％が分解したか。ただし気体はすべて理想気体とする。

⑥１０（B）２０（C）３０⑪４０⑧５０

－１３－



問８過酸化水素Ｈ２０２（液体）１モルのもつエネルギーＥＡと，水素Ｈ２（気体）１モル，

酸素０２（気体)１モルの混合物のもつエネルギーＥＢとの差を正しく表わしているもの

はどれか。次の熱化学方程式を用いて求めよ。

Ｈ図。`(液体)-→Ｈ２。(液体)十十｡.(気体)+230kcal
Ｈ圏O(液体)-→H`(気体)十十0,(気体)-680kcal

〈A）ＥＡはＥＢより９ＬＯｋｃａｌだけ小さい。

⑧ＥＡはＥＢより91.0ｋcalだけ大きい。

ＯＥＡはＥＢより45.0ｋcalだけ小さい。

｡ＥＡはＥＢより45.0ｋcalだけ大きい。

⑧ＥＡはＥＢより２２．５ｋcalだけ小さい。

（F）ＥＡはＥＢより２２．５ｋcalだけ大きい。

問９図に示すような電極と0.5モル/Ｚの電解質溶液の組み合わせがある。これらに約１Ａ

の電流を流してそれぞれ電気分解したとき，酸素が盛んに発生する極はどれか。

（１）（Ｊ）(Ｇ）（Ｈ）(Ｃ）（Ｄ） (Ｅ）（Ｆ）(Ａ）（Ｂ）

塩化亜鉛水溶液塩酸 i審、
塩化ナトリウム

水溶液

問１０ある金属の酸化物にはａ，ｂの２種類がある。ａ，ｂそれぞれ10.009を還元したとこ

ろ，ａからは7.009,ｂからは7.789の金属が得られた。この金属の原子量に最も近い

のはどれか。

（A）１８．７⑧28.0○３７．４⑪５６．０⑥84.0

問11グリセリンとＣＨ３(ＣＨ２”ＣＯＯＨで表わされる単一の飽和脂肪酸からグリセリン

エステル（グリセリンのすべての水酸基がエステル化されたもの）をつくるとき，エス

テルの分子堂がもとの脂肪酸の3.19倍であるような脂肪酸は存在するか。存在するなら

ば，その分子量はいくらか。

（A）１００⑥２００（０２８０⑰４８０（E）７６０（F）存在しない

－１４－
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問１２五つの金属ａ，ｂ，ｃ，ｄ及びｅについて，そのイオン化傾向の大小を知るために次の

実験を行った。

（i）２枚の金属板ｂ，ｃを塩化ナトリウム水溶液につけて電池をつくり，検流計で電流

の方向を調べると，ｃからｂの方へ流れていることがわかった。

（ii）これらの金属片を５本の試験管に別々に入れて希硫酸を加えると，ｂとｃを入れた

試験管からは気体が発生したが，ａ，ｄ及びｅを入れた試験管では変化がみられなか

った。

剛ｄの塩の水溶液に，ｅの針金をつるすと，針金に。の金属樹ができた。

｜Ｍある電解質溶液に２枚の金属板ｂとｅを浸して電池をつくり，その起電力をはかっ

たところ，同じようにして金属板ｂとａでつくった電池の起電力よりも大きかった。

（i)～|Ｍから次に示すこれらの金属のイオン化傾向の順序のうち，正しいものはどれ

か。

⑨ｂ＞ｃ＞ａ＞ｅ＞。⑧ｂ＞ｃ＞ｅ＞ａ＞ｄ

Ｐａ＞ｅ＞ｄ＞ｂ＞ｃ ⑪ｃ＞ｂ＞ａ＞ｅ＞ｄ

⑧ｅ＞ａ＞ｄ＞ｃ＞ｂ（F）ｃ＞ｂ＞ｅ＞ａ＞。

｡ｂ＞ｃ＞ａ＞ｄ＞ｅ

問１３希硫酸80mZに0.09規定の水酸化ナトリウム水溶液120,Jを加えて反応させ，ｐＨを

測定したら２．０であった。初めの希硫酸のモル濃度は次のどれに最も近いか。ただし，

硫酸は完全に電離しているものとする。

（A）０．８⑥0.4Ｐ0.16ロ０．１４⑥0.08（F）0.03

問１４次の元素の原子核で，陽子と中性子の数の比が１８１でないものはどれか。

Ｏ９ＢｅＯｌ）GLiｐｊｏＢ⑪l2C⑥！`Ｎ⑪’6０

問１５電子23個をもつ２価の金属イオンの中性子数は30個であった。該当する原子はどれ

か。

（A）５AＶ⑧s３Ｃｒ ｐ５５Ｍｎ○５０Fｅ ③soCo （ｎ５８Ｎｉ

－１５－



最も:適当なものを③~(F)の中から－１次の(1)～(4)の操作でそれぞれ反応が進む理由として，

っずつ選べ。ただし同じ理由を重複して使ってもよい。

アルミニウム片を水酸化ナトリウム水溶液に溶かす。

塩酸に水酸化ナトリウム水溶液を加える｡

水酸化カルシウム水溶液に炭酸ナトリウム水溶液を加える。

１
１
１
１

１
２
３
４

１
１
１
１

食塩に濃硫酸を加えて加熱する。

生成物の一つが強電解質である。

水に溶けにくい塩が沈殿する。

水はわずかしか電離しない。

反応物の一つが強電解質である。

③
⑥
。
⑪
⑧
③ 気体が発生する。

安定なイオンが生成する。

－１６－



Ⅲ次の(1)～(3)の事項に該当する物質を，(A)~⑧の化合物の中から一つずつ選ぺ゜

(1)水に溶け，硫酸を加えると刺激臭の気体が発生する。この気体はヨウ素ヨウ化カリウム

水溶液を脱色する。

(2)水に溶け，濃い水酸化ナトリウム水溶液を加えて加熱すると，においのある気体が発生

する。この気体はリトマス試験紙を青変させる。

(3)水に溶けないが，希硫酸を加えると，においのある気体を発生して溶ける。この気体は

酢酸鉛試験紙を黒変させる。

ＰＦｅＳ

ＧＤＫＣｌ

⑨ＣａＣ２ <E〉（ＮＨ北SO4⑥HgCl2

⑥Na2SO3

③CaCO3

(F）ＭｎＯ２

－１７－



Ⅳｌｉ)欄の実験事実からａ,ｂに該当する化合物を(ii1欄から選ぺ゜

｡Ｉ

重クロム酸カリウムと硫酸の(i）ａの元素組成はＣ：64.90,Ｈ：13.50,0:21.60％で，

混液を用いて酸化すると，中性物質ｂを生じた。

ｂは常温，常圧では液体で，銀鏡反応を示さない。ｂ 1モルを完全に燃焼させると二

酸化炭素４モルを生じた。

⑧ＣＨ８ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２０Ｈ

⑪ＣＨ３ＣＨ２０ＣＨ２ＣＨ３

(ｎＣＨ３ＣＨ２ＣＨｚＣＨＯ

Ｉ１ＣＨ８ＣＨ２ＣＯＣＨ８

ＣＨａＣＨ２ＣＨ(ＯＨ)ＣＨ８

ＣＨｓＣＨ(ＯＨ)ＣＨ３

ＣＨ８ＣＯＣＨ３

ＣＨ８ＣＨ２ＣＨ＝ＣＨ２

ＣＨ８ＣＨ２ＣＨ２ＣＯＯＨ

(ii）③

｡

⑧

｡

（１）

－１８－



Ｖａ,ｂ,ｃの３種の化合物を，エーテルに溶かした混合溶液がある。これは次に示すような
０

１１

方法で分離することができる。またａは塩化第二鉄溶液で呈色し，ｂには－Ｃ－Ｏ－Ｃ－の

部分構造があり，ｃは加水分解することができる。ａ～ｃに該当する化合物を(A)～(J)の中か

ら選べ。

分離方法

ウ

水博液

③
⑧
⑩

酢酸

クレゾール

サリチル酸メチル

⑧
⑰
①

｡安息香酸

(G）サリチル酸

口石炭酸

⑧ショ糖

アニリン

酢酸エチル

アセチルサリチル酸

－１９－



Ⅵ試薬ピンに(ｉ１欄に示すような金属の硝酸塩が，それぞれ0.1モル/Zになるように３種類混

ぜて入れてある。(ii)欄に示すような操作を行って，含まれている金属塩の種類を確かめた。

ａ～ｃにイオンとして含まれる金属を(il欄から遇ぺ゜

Ⅲ
③
⑧ ｡カリウム

⑥バリウム

⑰カルシウム

⑧銀

⑥アルミニウム

(F）銅

鉛
鉄

－２０－
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生物

Ｉ物質交代に関して次のＡとＢの(1)から(5)までの各問いに答えよ。

Ａ物質交代の進行に直接に関与している酵素について，次の実験を行なった。

(1)すりつぶしたジャガイモの塊茎のしぼりじる（酵素液）に基質のはいった液を加え，

３７°Ｃで反応の進行をみた。この場合，対照実験として，酵素液に基質を含まない蒸留

水を加えたものでも，いくらかは反応が進行した。後者の理由について，最も可能性の

高いと考えられるものを，次のアからオまでの文の中から－つ選べ。

ア酵素反応は，まったく基質がなくても，少しずつ進行したことによる。

イ酵素が蒸留水によって溶かし出されたため，反応が進んだことによる。

ウ酵素液中に，基質と同様の物質が含まれていたことによる。

エ酵素液中に，類似の反応を触媒する他の酵素が混在していたことによる｡

オ蒸留水中に含まれている微量のイオンが，反応を進行させたことによる。

(2)反応生成物の堂で酵素反応の速さ（酵素作用の強さ）を知るためには，次のアからオ

までの実験のうち，最も必要なものはどれか。一つを選べ。

ア他の条件は最適とし，温度をかえて反応生成物の麩をみた。

イ他の条件は最適とし，反応時間をかえて反応生成物の堂をみた。

ウ他の条件は最適とし，反応時間をじゆうぷんにとり，基質を完全に分解させて反応

生成物の壁をみた。

エ他の条件は最適とし，基質の濃度をかえて反応生成物の量をみた。

オ他の条件は最適とし，酵素の濃度をかえて反応生成物の壁をみた。

－２２－



Ｂ下の図は，一定の温度・二酸化炭素濃度のもとで，ある植物の葉にいろいろな強さ（照

度）の光を照射して，二酸化炭素の出入の速さを鯛ぺた結果を■で示したものである。た

だし，呼吸は光照射によって影響されないものとする。

(3)図中の１キロルクスの照度は，この

葉について何と呼ばれるか。その用語

を，次のアから夕までの漢字の中から

３字を順に選んで答えよ。

ア晴イ化ウ光

エ街オ最力小

キ償ク適ケ点

．同サ平シ補

６

５
４

照
度
（
キ
ロ

３
２

ル
ク
ス
）

１
０

－１．０－０．５００．５１．０１．５２．０２．５

ス飽セ明ソ通［
排出(出)q＋･吸収(入）

夕和二酸化炭素の出入の速さ(CO血g/50⑪γ時）

(4)図中の照度１～６キロルクスにおけるこの葉の呼吸の速さ(単位はＣＯ2mg/50cmV時）

はいくらか。答えは，解答用紙の照度１～６キロルクスの欄ごとに，該当するロを一つ

ずつぬりつぶせ。

(5)図中の照度３キロルクスにおけるこの葉の光合成の速さ（単位はＣＯ2mg/50ｃｍg/時）

はいくらか。答えは，数値のみを〔解答例〕にならってしるせ。

〔解答例〕数値が例えば12.3の場合一一

には，右の図のように10位,１位，

小数第１位の欄の該当する数字の

□をぬりつぶすこと。なお，位に

該当する数字のない場合には，そ

なお，位に

合には,その位の欄の数字がoのZを必ずぬりつぶすこと。

－２３－

ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ

ロ ロ 、 ロ ロ ロ ロ ■

ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ

ロ ロ 、 ロ ロ ロ ロ ロ

ロ ロ ロ ロ ■ ロ ロ ロ

ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ

ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ

１０位

９３７
】

６
】

：
】

：§
】

２Ⅱ６
】

１位

【
９
】

§
】

７
】

【
§

：
】

３３ⅡⅡ【
９

小数
鋪１位

§
】

【
８
】

７
】

【
６
】

【
５
．

【
４
】

Ⅱ【
２
】

【
１

６
】



Ｈ生物体の調節に関して次のＡ～Ｄの(1)から(7)までの各問いに答えよ。

Ａ夜になって庭に出てきたヒキガエルに次の①から⑤までの動作が観察された．

①頭に小石が当たったとき，両まぶたを閉じた。

②後賎にライターの炎を近づけたら,後肢を急に縮めた。

③懐中電燈で照らしたら，瞳孔が縮小するのがみえた。

④照らした懐中電燈を消したら，瞳孔は拡大していった。

⑤前肢を小さな棒でふれたら，前肢を後ろにひいた。

（１）上の①から⑤までの動作を説明するのに最も適した用語を，次のアからオまでの中か

ら－つ選べ。

ア走性イ無条件反射ウ条件反射エ学習オ知能

（２）上の⑥の動作について，次の刺激の伝達の道すじ中の｛）内にあるアから．までの

文または用語から，｛｝ごとに適切なものを一つずつ選び，反応経路を完成せよ。

’7:::薫鬘'一に麓(::)l-I蕊:篶一大脳－選鶯髄｝
一|；麓}-に::）

Ｂあなたがたは「ヒトや動物の筋肉は神経からの命令によって収縮する｡」ということを

学んでいる。この知識をさらに具体的なものとするため，次の(a)および(b)の文を完成した

い。

（劉)神経単位(ﾆｭｰﾛﾝ)内の信号の伝馴|＝]に基づく。

（,ｉｗ,の収縮は「￣~|によって起こる。

,３１上の(圖)の文中の｢~￣|をうめるのに最も適したものを'次のｱからｷまでの中か
ら－つ選べ。

ア細胞内を移動する特定の化学物質イ細胞内を伝わる連鎖的な化学反応

ウ細胞内を伝わる水圧変化エ細胞を伝わる張力変化
ヒラ

オ細胞内Iこ存在する一種の生理的勾配

力細胞膜（原形質膜）を伝わる一種の電気的変化

キ細胞膜を伝わる未知の作用

－２４－



(4)上の(b)の文中の｢￣~1…ろのに最も適し…を,次のｱからｷ霞での中か
ら－つ選べ。

ア細胞内外の浸透圧差イ細胞内の水圧差ウ熱による細胞の体積変化

エ細胞間結合力の変化オ細胞内の特定の分子間の働き合い

力細胞内の原形質流動キ細胞内で働く静電引力

Ｃ次の文章は，生物が刺激に対して示す応答（反応）に関する記述である。

生物は，刺激によってそれぞれ特有の応答をする能力をもっている。応答は多種多様で

あるが，最も目立つものは運動で，コン虫類その他の下等動物ならびに単細胞の植物や精

子などが刺激源に対して一定方向に運動することを

には,|ヱとｌＴＦｌという…みられ
関して一定の応答をするもので，この中には光に対

の高等植物

激の方向に

重力に対し

て応答する|下司などがある「TEFlは刺激の方向に関係フミ~て嘉菅の構造…
つた一定形式の応答をするもので，この中には光や温度などが昼と夜で自然に変化するた

めに,葉が上下したり花びらが關圀土墾匠答を示すｒＴ７７可…。
'５１上の文章中の(`)から(f)…[＝コ違う…に…した用讃勘次のｱから
チまでの中から一つずつ選ぺ゜

ア筋肉運動イべん毛・繊毛運動ウ成長運動エ膨圧運動

オ光周性力走性キ屈性ク傾性ケ走光性

．屈光性サ傾光性シ走地性ス屈地性セ傾熱性

ソ就眠運動（昼夜運動）夕乾湿運動チ春化

Ｄカイコガ（幼虫をかい三という）の成虫は，同じ種類なのに，温度条件により，休眠卵

（低温処理をしないと適温でも発生をはじめない卵）

をうんだ!)（これを休眠卵住という)，非休眠卵(適温

ですぐに発生をはじめる卵）をうんだDする（これを

非休眠卵性という)。いま，休眠卵・非休眠卵という

卵の性質の決定に対して，内部要因がどのように関与

しているかをみるため，一定の温度条件のもとで，右

の図に示した幼虫の脳と食道下神経節（以下神経節と

」壯牢

略称する）の移植実験を行なった。次表は実験とその結果をまとめたものである。
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卵の種霧の（木夢、ヨ

木眠卵性の幼虫の刺l綱

罪休眠卵性の幼虫の脳と神経節(切り|休眠卵･非休眠卵‘離してともに移植）

沐眠卵件の｜休眠卵性の幼虫の腿

篝篝篝i鐸'１蓋:簔墨鶏;|;蓑:；
木眠卵性の幼虫に移植切開の切り鯉

(6)上の表をもとにして，宿主がうんだ卵の性質の決定に対する非休眠卵性の幼虫の神経

節の働きを最もよく説明しているものを，次のアから力までの文の中から－つ選べ。

ア不じゅうぶんではあるが，卵を休眠卵にする。

イ不じゆうぷんではあるが，卵を非休眠卵にする。

ウ脳の働きを促進する。エ脳の働きを抑制する。

オ何の働きももっていない。力この実験からは結論はだせない。

(7)上の表をもとにして，宿主がうんだ卵の性質の決定に対する休眠卵性の幼虫の脳一神

経節（連結したままのもの）の脳の働きを最もよく説明しているものを，次のアから力

までの文の中から－つ選べ。

ア不じゅうぶんではあるが，卵を休眠卵にする。

イ不じゅうぶんではあるが，卵を非休眠卵にする。

ウ神経節の働きを促進する。エ神経節の働きを抑制する。

オ何の働きももっていない。力この実験からは結論はだせない。

－２６－

実験番号
移植実験

移植をうけたもの(宿主） 移植したもの（移植片）

宿主が成虫となって

うんだ卵の種類

１

２

３

４

５

６

砿て非休眠卵性の

休眠卵性の幼虫の神経節

非休眠卵性の幼虫の脳と神経節（切り
離してともに移植）

休眠卵性の幼虫の脳

非休眠卵性の幼虫の脳

休眠卵性の幼虫の脳一神経節
たまま移植）

(連結し

非休眠卵性の幼虫の脳一神経節
したまま移植）

(連結

休眠卵・非休眠卵の双方

休眠卵・非休眠卵の双方

非休眠卵のみ

非休眠卵のみ

休眠卵のみ

非休眠卵のみ

７（対照
実験） 移植せずに,非休眠卵性の幼虫に移植切開の切り傷だけをつけた。 非休眠卵のみ
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Ⅲ生命の連続性に関して次のＡ～Ｄの(1)から(5)までの各問いに答えよ。

Ａ下の図は，ウニ卵の受精と発生の段階とそのときの呼吸商（呼吸率；ＲＱ）の変化を示

したものである。

(1)図中の③から⑤までの中で’
１ｺい

（a）胚に胚葉の分化ｶﾖ起こる時期

（b）受精膜が溶けて胚が海中に泳ぎ出る時

期（ふ化期）

は，それぞれいつか。それらの正しい答え

を(a)，（b)の順に配列したものを，次のアか

らケまでの中から一つ選べ｡

1.0

９
８
７

０
０
０

呼
吸
商
（
、
）

0.6

0.5
らケまでの中から－つ選べ。…①②③④⑤

未受桑腿の

鴬識：騒澁ァ③.③イ③。④ウ③．⑤

ェ④。③ォ④.④力④.⑤卵卵期期期

キ⑤．③ク⑤.④ケ⑤。⑤

(2)次のアからェまでの文の中から，図の曲線の変化を最もよく説明できると考えられる

ものを－つ選べ。

ア呼吸基質は，①から③まではおもにタンパク質であるが，④，⑤と進むにつれて脂

質にかわる。

イ呼吸基質は，①から③まではおもに脂質であるが，④，⑤と進むにつれて炭水化物

にかわる。

ウ呼吸基質は，①から③まではおもに炭水化物であるが，④，⑤と進むにつれて脂質

にかわる。

ェ②から⑤まで発生が進むにつれて呼吸は次第に高まるが，これは細胞数の増加と相

関がある。

－２８－



Ｂ下の図は，好適な条件のもとにおけるトウモロコシの種子の発芽と成長にともなう全植

物体（種子の部分を含む）の乾燥重量の変化を示したものである。弓
缶
灘成辨》蝿
唾
呼
声

》》》》》・碍悸・｛》》缶『》
纒
》
歸
辨
砺
聯
蠅
鋺
罹
密
Ⅲ
錘
》
“
起

密
毎
割
》
》
胸
樒
オ
”
》
》
繍
働
秘
ｂ
毬

交雑災験 次代の表現型とその個体数

実験ＩｌＦＩｘａｂｌＡＢ４１０１ａｂ４０５１Ａｂ９５１ａＢ９０

実験ｍＦｌｘｂｃｌｂｃ２６０１ｂｃ２５５１Ｂｃ２４５１Ｂｃ２４０

(4)上の表の実験Ｉと実験Ⅱの遺伝様式を，下の〔遺伝様式〕の中から一つずつ選び，そ

れらの正しい答えを実験Ｉ，実験Ⅱの順に配列したものを，下のアからキまでの中から

一つ選べ。

〔遺伝様式〕①独立遺伝②遺伝子の連鎖が完全で組みかえのない遺伝

③連鎖遺伝子の組みかえによる遺伝④伴性遺伝⑤遺伝子間の働き合

いによる遺伝⑥細胞質遺伝⑦Ｙ染色体上の遺伝子による遺伝

ア②。①イ②.④ウ③．①エ③．②オ④．③

力⑤.⑦キ⑥．②

－２９－



Ｄ下の図は，１組の対立遺伝子によって遺伝されるある特殊形質の家系図である。

(5)家系図中の矢印で示された男とこの特殊形腐を

もつ女の間に生まれた子が，この特殊形質をもつ

確率は，理論上いくらか。次のアからキまでの中

Ｌ片ＯａＤ刊］○Ｃ

から－つ選べ。

ァ１ィ１／２ウ１／３
□:正術形衝の男■:特殊形厩の男

○:正常形質の女⑨:特殊形賀の女
力Ｏに近いェ１／４

キ0

オ１／1６

－３０－



Ⅳ下の図は生物と生物との間および生物と環境との間における炭素循環の主要な経路を示し
たものである。この図について，たものである。この図について，

次の(1)と(2)の各問いに答えよ。
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戸

Ｖ次のアからキまでの文のそれぞれにつし､て，記述に誤りのないものは正を，記述に誤りの￣

戸

あるものは誤をぬりつぶせ。
￣

ア窒素は，核酸・タンパク質・ＡＴＰに共通な構成元素の一つである。

イ植物細胞の膨圧は吸水力に比例する。

ウ細胞膜（原形質膜）による物質の能動輸送（能動的透過）の現象は，細胞が死ぬと停止

する。

エ物質交代のうち，アンモニアと炭酸からの尿素の生成の過程はＡＴＰの生産と結びつい

ている。

オ酸素呼吸の過程で働くＴＣＡ回路（クエン酸回路；クレプス回路）の酵素群は，ミトコ

ンドリアにある。

力裸子植物・被子植物では，配偶体は胞子体に寄生的な生活をしている。

キ減数分裂のさいに，染色体上の遺伝子に組みかえが起こることがあるが，これはすべて

突然変異の原因となる。

－３２－
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地学

１以下の問1～問5に対し，もっとも適当と考えられる答を選べ。

問１地球には約90種の元素が存在するが，地殻（岩石圏）の約99パーセントをつくる元

素の組み合わせはなにか。

１ｓi，Ｔｉ，Ａｌ，Ｆｅ，Ｍｇ，Ｃａ，Ｍｎ，O

2Si,ALFe,Ｍｇ,Na,Ca,H,O

3Si,ALFe,Ｍｇ,Na,Ca,K,O

4Si，ＡＬＦｅ,Ｍｇ，Ca,Ｎａ,Ｋ，Ti

問２地殻に多堂に存在すると考えられる火成岩を２つ選び，Ａ欄とＢ欄に１つずつマー

クせよ。

１ヘンマ岩２セッカイ岩

３カコウ岩４アンザン岩

５ゲンプ岩

問３マントルに存在する主要な元素の組み合わせはなにか。

１ｓi，Ａｌ，Ｍｇ，Ｆｅ ２Ｆe，Ｎｉ，Ｍｇ，Ｓ

３ＳＬＭｇＦｅ,Ni4ｓi,0,Fe,Ｍｇ

問４火成岩のなかで上部マントルの物質にもっとも組成が近似すると考えられる岩石は

なにか。

１キリョク岩２ハンレイ岩

３ミグマタイト４カンラン岩

５デイ岩

問５問２および問４で選びだした火成岩のなかで，比重のもっとも大きい岩石と，もっ

とも小さい岩石の造岩鉱物のうちで，一方にはかならず含まれるが他方には含まれな

い鉱物を，それぞれの岩石について１つずつ選びだし，Ａ欄とＢ欄にマークせよ。

１シャチョウ石２セキエイ

３キンセイ石４カクセン右

５コウチユウ石６カンラン石

－３４－



Ｈリンケイ石とコース石は，いずれも化学組成がsio2の鉱物であるが,原子の配列のしか

たは異なっている。以下の問１～問３に対し，適当な答を各解答群から選ぺ゜適当な答がな

いときはＯの位置をマークせよ。

問１ これら２つの鉱物は，どのような関係にあるか。

固溶体

同質異像（多形）

類賛同像（同形）

双晶

１
２
３
４

１
２
３

２問

これら２つの鉱物の結晶の形をくらぺると，どのようであるか。

２つの鉱物の結晶形は同じ。

２つの鉱物の結晶形は異なる。

同じ場合もあり，異なる場合もある。

問３これら２つの鉱物は，いずれもケイ酸塩鉱物といえるが，原子の配列の基本は次のど

の結晶構造と考えられるか。

１（SiOD-4正４面体が配列した構造。

２オウテッコウ（FeS2）と同じ結晶構造。

３ガンエン（NaCl）に類似する結晶構造。

－３５－



ⅢＡとＢの２つの地層や岩体が互いに隣合って接して分布しているとき，Ａ，Ｂ両者の関係

は次のアーキの７通りのうちのいずれかである。ただし，両者は互いに噺移していないもの

とする。

アＡがＢを整合におおっている。

イＢがＡを整合におおっている。

ウＡがＢを不整合におおっている。

エＢがＡを不整合におおっている。

オＡがＢの中に貫入している。

力ＢがＡの中に貫入している。

キＡとＢとは断層で接している。

いま上記のＡ，Ｂが次の１～５にあげるような岩石であるとする。これら１～５の各場合に

ついて，上記のアーキの各関係が起りうるかどうか答えよ｡~起り得るときは○の位置に，起り

えないときは×の位置にマークせよ。

１Ａはセッカイ岩，Ｂがレキまじりのサ岩である場合。

２１の場合で，Ａのなかにフズリナ（ポウスイチニウ）の化石が含まれ，Ｂには被子植

物やメタセコイアの化石が見い出された場合。

３Ａはカコウ岩，Ｂはサ岩である場合。

４３の場合で，Ａの絶対年代が放射性同位元素によって３×107年前と測定され，Ｂの

中にはエントモノチス（モノチス）の化石が含まれていた場合。

５４の場合で，ひとつづきのアンザン岩の岩脈が，Ａ，Ｂの両者を貫いている場合。

－３６－



Ⅳ次の文章の（‐）の中に表示された２つの語句のうち適当なものを選び該当する記号(０，

１）のいずれかをマークせよ。.

間’空気が気圧の高い方から低い方へ動くと,地球の自転…。(9薑lil舟)力:はたら
き,…め北半球で鰍第に．(9奎)にそれ,最終的には等圧線に平行な運動麓す
るようになる｡このような頚の運…(９濃鯛)という。

閥２乾燥した空気が上昇するとき,その空気の鵬は。《鰯鶴)…,100mに
つき約１°Ｃ下がる。しかし水蒸気で飽和した空気が上昇するときは，その水蒸気は

②(9蕊)して潜熱を出すので雄は100mにつき約q6oC③(9÷露)。

問３異なる気団が互に接するときに生ずる境界面を不連続面といい，それが地面と交わ

ってつくる曲線を不連続線という。温暖な気団が寒冷な気団を押しのけて進むときの

煎脚(9簔謹鱸)といい,寒冷な気団が艫…団の下にもぐりこんで進むとき
の前線を．(9灘鱸)という｡虞た,ときどき集中豪雨…らす梅雨前線は
．(9騨總線)の'穂である。

問４黒潮は潮岬沖では幅約100km，厚さ800ｍ程で，隣接する海域の海水と比べて水温が

高く,塩分が。(Ｉ説く）鱸や栄養塩が．(Ｉ舞い)ため,ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝが
⑧0詮〈）きわめて透明度が大きい。

問５地表水がくぼ地にたまったり，せきとめられたりすると湖や沼ができる。たとえば，

活動を停止した火口に水がたまった火口湖鵬が水…とめた①0蝋;謡）
陥没した火山の山頂付近に水がた霞った．(膓騨湖)また老年期の河川が平
野をだ行してできた⑧(９雲E湧湖泥…。

－３７－



v次の蝉の□］'二]に適当する値は,下にあげた'－５の数繊囲のどれにも
っとも近いか適当なものを選ぺ。

最近，大都市の地盤沈下が大きな社会問題となっている。例えば東京の地盤沈下のひどい

とこ…その沈下曇は-年当りに換算すると[工｡位になる｡これは地下水蝿に
汲み上げたことによるもので，いわば人為的に引き起された大地の変動にあたる。

一方，自然に起る大地の変動は，規模において人為的なものよりはるかに大きく，また起

り方も緩慢なものや急激なものなどさまざまな様式がある。いま見方をかえて，このような

変動の壁をその変動期間に一様にならし，「一年当りの変動堂」に換算しなおして考えてみ

よう。

長期間著しい沈降にともなって厚い地層をたし､讃した地向斜では，その間一様にたい積が

起っていたと…と,そのたい…は一年当り□位になる。
この地向斜が隆起に転じ，山脈の形成にともなって地向斜の底まで侵蝕されたとすると，

その間の平均的な蝿は一年当り□位になる。
ところで，現在われわれの住む大地も，精密に測定したりよく観察したりしてみると，緩

慢ながらも変動の起っていることがわかる。たとえば日本における山脈を横断する水準測堂

によれば,Ⅷ地域健絶えず隆起しており,その蝿は一年当り[==]位になる。
また，数十年から数百年の間隔で繰り返し起るといわれている大地震が浅いところで起る

と，その展央付近では大きな土地の変動が見られる。そしてこのような変動は，次の地震の

ときまでに約苑はもとの状態にもどるが，約殆は地賎による変動鍵として，その後長く残る

といわれている｡ニのようにして残った蝋鍵…してみると,それは一年当り□
位になる。

このように人為的に引き起される大地の変動を，自然に起る大地の変動と対比させて考え

ることも地学の重要な課題である。

２０．１cm～0.3cｍ

４１０cm～30cｍ

１０．０１cm～0.03cｍ

３１ｃｍ～３cｍ

５１００cm～300cｍ
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Ⅵ以下の問１～問５に対し，それぞれの問の次にしるされたいくつかの値の中からもっとも

近い値を選べ。

また問６に対しては，正しいと思われるものの番号を１つ選べ。

問１みなみじゆうじ座α星の赤緯は，-62.49'である。この星が南中するとき東京では

地平線上に見ることができないが，北緯何度の地点まで南へ行けば，はじめてその南

中を地平線上に見ることができるか。

１３５。２３０゜３２５．

４２０゜５１５゜６１０。

問２ある地点で日本標準時が11時57分のとき，視太陽が南中した。その地点の経度（東

経）を求めよ。ただし，その時の均時差は＋15分であった。

１１２９°２１３２．

３１３５゜４１３８．

５１４１。６１４４゜

問３小惑星のなかには，公転軌道が地球の軌道より内側にはいりこむものがある。この

ような小惑星では，軌道の離心率の値はある値より大きくなくてはならない。その値

を求めよ。ただし，小惑星の軌道面は黄道面内にあるとし，またその太陽からの平均

距離（軌道楕円の長半径）を2.8天文単位とする。

１０．５５２０．６０３０．６５

４０．７０５０．７５６０．８０

問４地球で観測したシリウスの年周視差は，０."37である。木星で観測したとすれば，

シリウスの年周視差はいくらになるか。ただし木星の公転軌道は円であるとし，その

半径を５．２天文単位とせよ。

１０."0７２０.’２３０."６

４１．m'２５１."６６２."０

問５銀河系外星雲が約1011個の恒星でできているとして，その絶対等級を求めよ。ただ

し，恒星の平均の明かるさは太陽と等しいとし，太陽の絶対等級を＋4.7等とせよ。

１－１１等２－１４等

一４０－



３－１７等

５－２３等

４－２０等

６－２６等

問６Ａ，Ｂ２つの1恒星について，ＡはＢより青白く，半径および質壁が大きいことが知

られている．みかけの等級はＡが１等，Ｂは10等であり，距離はそれぞれ約33光年

（10パーセク)，約330光年（100パーセク）である。１～４のなかから選ぶとすれば，

Ａ,Ｂはどのような恒星であるか。

１Ａが主系列星，Ｂが主系列星

２Ａが主系列星，Ｂが巨星

３Ａが巨星，Ｂが巨星

４Ａが主系列星，Ｂが白色わし､星

－４１－



●ぜ。）
ｎ
』

０
０
屯

－
６
づ

（
勺
Ｏ

Ｌ
Ｐ

』
●
●

凸
Ⅱ
け

叫
び
〒

`しＣＯ・己

計算用紙．（'.~訂
－７．ＦＷ~０
，，．ｔ‘`．｡‐

ト＋ｒ１Ｌハドンノ(ニー」ﾉﾐﾊﾟiir《に！｣,１１，人Ｂｉ111

F〃１斗/､jfh.(ｲﾊﾞ帯Ｊ~いい.ハ巳§．:〕「;./’０､

－－<}【jミノと|j:)!/ｌｌｆ;１１f,|いいiご－丸く加
｡｡

八.;:÷(,:;了/ＬＺｉ;,》ﾊﾟ蓋占いjXfムゴi（７．｣&，

」北fβにいく（ｊ１樋;;?;ｍ／ii

FI1に1Ｗ．-J駄弁了;=::と八や

ご丁i:い}１１}二Ｊ：}/：｜；

吟Ｔ(jhYkjに！－…鰹Ⅲ、鴇,,－，．：ｉｆｍＩ’

；：.ⅧｊｉＩｉ１ｉ‘［.,:ノギ')！；:１１１
■○七+

●？

０１。

jCg･P
l●「qU

''11-....，Ｐ
も/!｡q、･JOD

ユ′ＪＫｌ二illWNji，ニパjに;PjfⅡ;.： P

－狸(,－



理科地学解答用紙控
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国立大学共通第一次試験

実地研究試験問題

英語

昭和49年11月24日

意 事項注

1．合図があるまでこの冊子を開いてはいけません。

２．本冊子は15ページあります。落丁，乱丁，印刷不鮮明の箇所を見いだした場合はすみやか

に申し出て下さい。

3．解答用紙に汚れがあったときは申し出て下さい。

4．解答用紙にはあらかじめ氏名および受験番号を印刷してあります。これを受験票と照合解答用紙にはあらかじめ氏名および受験番号を印刷してあります。

し，違いがある場合には申し出て下さい。

５．本冊子の余白は草稿用に使用してさしつかえありません。末尾に解答用紙控が入っている

ので適宜利用して下さい。

6．解答用紙は鉛筆でマークした部分を機械で直接読みとりますから，次ページの注意を正し

く守って下さい。

７．本冊子は持ち帰ってさしつかえありません。

１



解答用紙記入上の注意

(i）解答用紙にはすぺてＨＢの黒鉛筆でマークして下さい。

lii）各解答欄にいくつかの記入位腫がありますが，エニQEE2-L三二』工Ｅマークを記入して下さい。

剛マークの記入方法は，つぎに示す「《)良い例」のように記入し，「(p)悪い例」のように記入してはい

けません。

《）良い例

たとえば３と解答したいならば

門戸

左図の解答欄のように記入位lHi3のの中をなるぺく正確にぬりつぶして
￣￣

下さい.

何悪い例魎
魎
画
魎
囮

ｎｎｎｎｎ

ｄｉｒ６ｂ
のように数字または文字だけに線を引いたり，

ｌ:iII のように○でかこんだり，

ｎｎｎｎ
Ｊ２０Ｄ

ｕｕｕｕ

戸

のよう|この外まではみだしてぬりつぶしたり，
Ｌ=

のように戸の中をぬりのこしたり，
￣

IlI8H のように線を引いてはいけません。

訂正は消しゴムでよく消して下さい。

伽
例
例 解答は指定された解答欄に妃入し，解答用紙のその他の部分には何も密いてはいけません。

解答用紙は絶対汚さないようにして下さい。また折りまげたり，破ったりしないで下さい。

２



英語

Ｉ次の英文(1)～(４０)のそれぞれの空白に入れるのにもっとも適した語，

れぞれの文の下に示した１～４の中から１つずつ選びなさい。

または語群を，そ

（１）Ｈｅｒａｎｓｏｆａｓｔｔｈａｔｈｅｈａｄｔｏｓｔｏｐａｎｄｃatchhis
■－－－－－

（1．breath２．ｐ１､esence３．ｓｔｅｐ ４．voice）

（２）ＴｈｅｙｍａｎａｇｅｄｔｏｐａｙｏｆＴｔｈｅｉｒ
￣

（1．Ｃａｓｈ２．debts３．savings ４．supply）

（３）Thechangeinplansthreweveryonemｔｏ
￣

（1．confusion ２．consequence afanure ４．１０ss）

（４）TheJapaneseteaceremonyhasbecomeawellknown
￣

（1．harmony ２．tradition awea1th４．worth）

（５）Ｗｅｎｅｖｅｒｒｅａｌｉｚｅｔｈｅｏｆｓｏｍｅｔｈｍｇｕｎｔｉｌｉｔｉｓｌｏｓｔ．
￣

（1．knowledge２．Observation３．response ４．value）

（６）Ａｃｈｉｌｄｈａｓ ｔｒｕｓｔｉｎｉｔｓｍｏｔｈｅｎ
－

（1．abroad２．absolute３．iluent４．private）

（７）Thisairplaneis forPar聡．

（1．bound２．continualaiit４．passive）

（８）Ｙｏｕｍｕｓｔｌｅａｒｎｔｏｂｅｗｉｔｈｗｈａｔｙｏｕｈａｖｅ．
￣

（1．content２．faint３．paranel４．ｗｅary）

（９）Ｔｈｅｍｅａｔｗａｓｓｏ ｔｈａｔｌｃｏｕｌｄｃｕｔｉｔｗｉｔｈｍｙｆｏｒｋ．
￣

（1．ｋｅｅｎ ２．quietatender４．tough）

(10）Thepictureisofalladmiration．
￣

（1．conscious ２．envious ajealous ４．worthｙ）

(11）Ｔｈｅｉｒａｃｔｉｏｎｓｗｅｒｅ ｔｏｔｈｅｍｕｓｉｃ、
－－■－－－

（1．dance。２．moved３．pointed４．ｔｉｍｅd）

(12）Ｗｈｙｄｏｎ，ｔｙｏｕｒｅｌａＸａｎｄｙｏｕｒｔｉｅ？

（Ｌｃｏｍｂｉｎｅ ２．loosen ３．lｏｓｅ４．release）

－３－



(13）ＨｅｗａｎｔｅｄｔｏｅｎｏｕｇｈｔｏｐａｙｆｏｒｔｈｅｔｒｉptoDurope．

（1．deceive２．earnarespond４．treat）

(14）ｗｈａｔｈｅｓａｙｓｉｆｙｏｕｔｈｉｎｋｉｔｉｓｉｍｐｏｒｔant．

（1．Attend２．Engage３．G1impse ４．Note）

(15）Ｉｄｏｎ'ｔｔｈｉｎｋｔｈｅｙｃａｎ ｔｈｅｍｓｅｌｖｅｓａｔｔｈｅｐａrty．

（1．ｂｅhave２．devote３．divide４．ｄｏ）

(１６）Hesoldhisoldbicycle fivedollars．

（1．ｂｙ２．ｆｏｒ ａｉｎ ４．ｗｉｔｈ）

(17）Ｗｅｄｏｎ'ｔｈａｖｅｖｅｒｙｍｕｃｈｗｈａｔｙｏｕｗａｎｔ．
￣

（1．ａｔ２．ｂｙ３．ｏｆ４．ｔｏ）

(18）Ｌａｓｔｗｅｅｋｔｈａｔｓｏｎｇｗａｓ ｉｔｓｈｅｉｇｈｔｏｆpopularity．
￣

（1．ａｔ２．ｉｎ３．ｏｎ ４．ｔｏ）

(19）Wehadtochooseamongsevenpeople．
￣

（1．ｆｒｏｍ２．ｏｆ３．ｏｕｔ４．ｍside）

(20）C1asseswillbegin AprillOth．
￣

（1．ｉｎ ２．ｏｎ ａｔｉｌｌ４．ｗｉｔｈ）

(21）Ｔｈｅｂｏｏｋｙｏｕ'relookmgforisthedictionary．
￣

（1．backward２．beneath３．further ４．Overhead）

(22）Iamlookingtohearingfromyousoon．
￣

（1．afraid２．along３．forward４．ｕｐ）

(麹）Hedidnothingwatchtelevisionallday、
－－■－－－

（1．ｂｕｔ２．ｅｌｓｅ３．ｅｖｅｎ４．ever）

(型）Ｉｔｈｏｕｇｈｔｉｔｗａｓａｇｏｏｄｂｏｏｋ，ｂｕｔＪｉｍｔｈｏｕｇｈｔ－

（1．moreover２．nevertheless３．otherwise４，unless）

(25）Ｈｅｉｓ ｄｕｔｙｔｏｎｉｇｈＬ
￣

（1．ｏｆＴ２．ｏｕｔ３．rather４．toward）

(配）Thepresidentwillappeartomorrowevenlng．
￣

（1．ｆｏｒａｍａｎ２．ｉｎperson３．ofoneself４．ｔｏhimself）

(27）Ｓｈｅｗａｓａｎｇｒｙｗｉｔｈｈｅｒｈｕｓｂａｎｄｈｅｒｗａiting
----＝￣

（1．fOrkeeping２．ｉｎｈａｖｍｇ３．ｔｏｌｅｔ４．ｗｉｔｈmaking）

(配）Heattendedthemeetingofthechairｍａｎ
￣

（1．ａｔｔｈｅｃｏｎｔｒｏｌ２・ａｔｔｈｅｒｅｑｕｅｓｔ３・ｏｎｔｈｅｗａｔｃｈ４．ｉｎｔｈintheorder）

４



(”）Ｉａｍｄｏｉｎｇｔｈｉｓｆｏｒｙｏｕｒ．

（1．ａｎｙｇｏｏｄ２．betterorworseabetteryourself４．ｏｗｎｇｏ

(30）Let'shavelunchatarestalnrant．

（1．closeｔｏ２．ｆａｒｏｕｔａｎｅａｒｂｙ４．nearlyenough）

(31）Ｈｅｔａｌｋｅｄａｌｏｔｂｕｔｔｈｅｙｌｉｋｅｄｈｉｍｆｏｒｉｔ．
￣

（1．ａｌｌｔｈｅｍｏｒｅ２.ｂｙｆａｒ３．ｆｏｒbetter４．furthermore）

(32）HecouldonlyafTordonethousandye、
￣

（1．ａｔｔｈｅｍｏｓｔ２．ｂｅｓｔｏｆａｌｌ３．ｉｎｔｈｅｌｅａｇｔ４．uppermost）

(33）Ｙｏｕｓｈｏｕｌｄｔｈｅｃｈｉｌｄｒｅｎｆｒｏｍｔｉｍｅｔｏｔｉｍ皇

（1．ｃａｒｅｏｆ２．ｋｅｅｐａｎｅｙｅａｌｏｏｋａｆｔｅｒ４．ｔａｋｅcare）

(型）Ｉ、，ｙｏｕｔｈｉｎｋｈｅ通ｌｙｉｎｇｔｏｙｏｕ．
￣

（1．ａｎｏｔｈｅｒｗｏｒｄ２．anotherｗｏｒｄ３．anotherwords

４．otherwords）

(露）Ｙｏｕａｌｗａｙｓｍｓｉｓｔｔｈａｔｙｏｕａｒｅ．̄

（1．ａｓａｒｉｇｈｔ２．ｉｎｔｈｅｒｉｇｈｔ３．ｉｎjustice ４．ｏｆjustice）

(36）Ｉｆｙｏｕｗａｎｔｔｈｉｓｊｏｂ,ｙｏｕｍｕｓｔｉｔｂｙｔｏｍｏｒｒｏｗ．
￣

（1．ａｎｓｗｅｒｔｏ２．ａｐｐｌｙｆＯｒ３．realizeｆｏｒ４．reportto）

(37）Ｉｒｅｍｅｍｂｅｒｙｏｕｌａｓｔｓｕｍｍｅｒ．
￣

（1．ｍｅｅｔｍｇ２．ｏｆｓｅｅｉｎｇ３．ｔｈａｔｗｅｍｅｅｔ４．ｔｏsee）

(38）Ｉｗｉｌｌｎｏｔｂｅａｔｈｏｍｅｗｈｅｎｙｏｕｔｏｓｅｅｍｅ．
￣

（1．ｃａｍｅ２．ｃｏｍｅ３．ｈａｖｅｃｏｍｅ４．ｗｎｌｃｏｍｅ）

(39）Ｉｈａｖｅｂｅｅｎｆｏｒｍｙｓｉｓｔｅｒｍａｎｙｔｉｍｅｓ．

（1．havmgmistaken ２．mistakenamistakmg４．mistook）

(釦）Ｓｈｅ ｂｅｏｖｅｒｔｈｉｒｔｙ；ｓｈｅｍｕｓｔｓｔｉｌｌｂｅｍｈｅｒｔｗｅｎｔｉｅｓ．
￣

（1．can'ｔ２．ｍａｙ３．ｍｕｓｔ４．ought､'t）

ｏｗｎgood）

５



Ⅱ次の(1)～(10)の上の文と大体同じ意味を表わすように，下の文中の１～５の語，または

語群を並ぺかえるとすれば，３番目と５番目とにはそれぞれ何番と何番をおけばよいか。な

お，文頭におくべき語（句）も，小文字で示してある。

(例）Ｄｏｙｏｕｗａｎｔｍｅｔｏｈｅｌｐｙｏｕｄｏｙｏｕｒｈｏｍｅwork？

＝(1．１２．ｈｅｌｐｙｏｕ３．ｙｏｕｒｈｏｍｅｗｏｒｋ４．shall５．with)？

（１）Ｗｈａｔａｂｏｕｔｇｏｍｇｆｏｒａｗａｌｋａｆｔｅｒlunch？

＝Ｗｈａｔ（1．ｙｏｕ２．．０３．ｏｆ４．９０ｍｇ５．ｔｈｍｋ）ｆＯｒａｗａｌｋ

ａｆｔｅｒｌｕｎｃｈ？

（２）Mindyourownbusiness．

＝(1．ｔｏ２．affairs３．ｙｏｕｒ４．ｏｗｎ５．１ook）ａｎｄｄｏｎ'task

aboutmine．

（３）Thatmovieisn'ｔｔｏｍｙｔａｓｔｅ．

＝(1．movie２．ｔｈｅｋｉｎｄｏｆ３．１ｌｉｋｅ４．１ｔ５．ｉｓ､'t)．

（４）Thepmvisionshavefallenshortofwhatweneed．

＝(1．ｈａｖｅ２．ｓｈｏｒｔｏｆａｗｅ４．provisions５．run)．

（５）Ｗｉｌｌｙｏｕｂｅｇｏｏｄｅｎｏｕｇｈｔｏｈｅｌｐｍｅ？

＝Ｍａｙｌ（1．ｙｏｕ２．ｏｆａａ４．favor５．ask）？

（６）Ｔｈｅｐｌａｃｅｉｓｎｏｔｏｐｅｎｔｏｔｈｅｐｕｂｌｉｃ．

＝(1．allowed２．ｔｈｅpublicaｉｓｎｏｔ４．ｔＣｅｎｔｅｒ５．ｔｈｅplace)．

（７）ＴｏｋｎｏｗａｎｄｔｏｐｕｔｉｎｔｏｐｒａｃｔｉｃｅａｒｅｄifTerentthings．

＝(1．ｔｈｍｇ２．ｉｓ３．ｋｎｏｗ４．ｔｏ５．one)，ｔｏｐｕｔｉｎｔｏｐｒａｃｔｉｃｅ

ｉｓａｎｏｔｈｅｒ．

（８）Ｙｏｕｄｏｎ'tknowaboutthemattenNeitherdoI．

＝Ｉｄｏｎ'tknowaboutthematter（1．ｔｈａｎ２．ａｎｙ３．ｙｏｕ４．ｍｏｒｅ

５．ｄｏ)．

（９）Manybusesrunbetweenthestationaｎｄｔｈｅｚｏｏ．

＝(Lbusservice ２．ｇｏｏｄａａ ４．ｔｈｅｒｅ ５．ｉｓ）betweenthe

stationandthezoo．

（10）Ｉｆｙｏｕｇｏａｌｏｎｇｔｈｉｓｐａｔｈ，you'１１findhishouse．

＝(1．ｔｏ２．ｔｈｉｓｐａｔｈ３．ｈｉｓhouse４．ｙｏｕ５．ｗｉｌｌlead)．

６



Ⅲ 次の(1)～(10)のそれぞれの対話が，意味のとおるものとなるように，下の文中の１～５

の語または語群を並ぺかえるとすれば３番目と５番目とにはそれぞれ何番と何番をおけばよ

いか。なお，文頭におくべき語（句）も，小文字で示してある。

（例）“Ｃａｎｙｏｕｐｌａｙｔｅｎｎｉｓｗｉｔｈｕｓｎｏｗ?”

“I'ｍｓｏｒｒｙｌｃａｎ't，（1．have､'ｔ２．because３．finished

４．ｍｙｈｏｍｅｗｏＩｋ５．１).”

（１）“Thedictationtestwasn'tverydiiHcult，ｗａｓｉｔ？”

“ＮＣ，（1．ｉｔ２．．on'ｔ３．think４．１５．was).，，

（２）“Ｄｉｄｙｏｕｒｅａｄｔｈｉｓｂｏｏｋ？”

“Yes，ｉｔ'ｓａｇｏｏｄｂｏｏｋ.．Ｉ（1．ｔｏ２．ｉｔ３．ｒｅａｄ４．ｗａｎｔ５．ｙｏｕ).”

（３）“Tomfanedintheexamination.”

“Thatwouldn，ｔ（1．ｉｆ２．studiedahard４．ｈｅ'．５．have

happened).”

（４）‘`Ｍｙ１Ｔｈｉｓｉｓａｖｅｒｙｓｐａｃｉｏｕｓｒｏｏｍ.”

“Ｎｏｔreally、１ｔ（1.1ｔｉｓ２．spacious3、ｍｏｒｅ４．ｓｅｅｍｓ５．ｔｈａｎ)ﾉ’

（５）“Weweretalkingaboutsomeone、Ｗｈｏｗａｓｉｔ？”

‘`Ｔｈｅｍａｎ（1．ａｂｏｕｔ２．ｗｅ３．Ｍr、White４ｗａｆＭ局ｔｓ１ｋＰｎＷ，

ｈａｖｅ

（４）‘`Ｍｙ１Ｔｈｉｓｉｓａｖｅｒｙｓｐａｃｉｏｕｓｒｏｏｍ.”

“Ｎｏｔreally、１ｔ（1.1ｔｉｓ２．spacious3、ｍｏｒｅ４．ｓｅｅｍｓ５．ｔｈａｎ)ﾉ,

（５）“Weweretalkingaboutsomeone、Ｗｈｏｗａｓｉｔ？”

“Ｔｈｅｍａｎ（1．about２．ｗｅａＭｒ､White４．ｗａｓ５．talked).'，

（６）“I'ｄｌｉｋｅｔｏｉｎｖｉｔｅｙｏｕｔｏｃｏｍｅｔｏｄｍｎｅｒｎextSunday.'，

“I，。（1．ｔｏ ２１ｈａｖｅ ３．anappointment４．ｌｏｖｅ５．but)．

Ｉｈｏｐｅｙｏｕ，ｌ１ｉｎｖｉｔｅｍｅａｇａｍｓｏｍｅｔｉｍｅ.'’

（７）“Whattimewouldbemostconvenientforyoutohaveaconference？”

“Ａ１ｍｏｓｔ（Ｌｗｎｌ２．ｔｈａｔ３．ｔｉｍｅ４．suitsｙｏｕ５．ａｎｙ）ｄｏ・

Ｈｏｗａｂｏｕｔｔｈｒｅｅ？'，

（８）“Hello・ThisisSmithspeaking，ＭａｙｌｓｐｅａｋｔｏＭｉｓｓＪｏｎｅｓ？'，

“(Ｌｎｏｏｎｅｈｅｒｅ ２ｔｈａｔ３．there,ｓ４．ｎａｍｅ５．ｂｙ)．Ｉｔｈｍｋ

ｙｏｕｍｕｓｔｈａｖｅｔｈｅｗｒｏｎｇｎｕｍｂｅｒ.，，

（９）“Ｉａｍｖｅｌｙｓｏｒｒｙｔｏｈｅａｒｔｈａｔｙｏｕｒｓｉｓｔｅｒｗａｓｉｎａｎａｃｃｉｄｅｎｔｔｈｅｏｔｈｅｒ

ｄａｙ・Ｈｏｗｉｓｓｈｅｇｅｔｔｉｎｇａｌｏｎｇ？，，

“Prettywell．（1．asseriouslyinjured２．ｗｅthought３．ｓｈｅ４．ａｓ

ａｗａｓｎ，t).，’

(10）“Ｉｈｅａｒｙｏｕｈａｄａｎｎｅｔｉｍｅｍｔｈｅｍｏｕｎｔａｉnslastweekend'，
▽

‘`Yes・Ｂｕｔ（1．ｗｉｔｈ２．ｔｈｅhotel３．ａｌ１ａｒｄｔｉｍｅ４．ｗｅｈａｄ

５．reservations)．Theydidn'treceiveourtelegrammtimetoreseｒｖｅｔｈｅ

ｒｏｏｍｓｗｅｗａｎｔｅｄ.'，

７



Ⅳ次の英文を読み，下の(1)～(7)のそれぞれの書き出しを完成するために，本文の内容に

もっともよく合っているものを，それぞれの１～４の中から１つ選びなさい。

InearlyAmericafam11yprayersweretheusualpractice，ａｎｄａｐｒａｙｅｒｗａｓ

ｓａｉｄａｔｍｅａｌｓｂｙｔｈｅｈｅａｄｏｆｔｈｅｈｏｕｓｅＴｈｅｆａｔｈｅｒｗａｓｔｈｅｓｐiritualguideof

hishouseholdDaｎｄｔｈｅｍｏｔｈｅｒａｎｄｆａｔｈｅｒｔｏｇｅｔｈｅｒｂｒoughtthechildrenupin

thereligioｕｓｔｒａｄｉｔｉｏｎｓｏｆｔｈｅｆａｍｉｌｙ・Thesereligiousceremoniestendedｔｏ

ｃｅｍｅｎｔｔｈｅｆａｍｎｙｔｏｇｅｔｈｅｒａｎｄｕｎｉｔｅｔｈｅｍｉｎａｃｏｍｍｏｎｂｅｌｉｅｆ・

Ｗｉｔｈｔｈｅｇｒｏｗｔｈｏｆｔｈｅｃｉｔｉｅｓ，ｔｈｅｓａｙｉｎｇｏｆａｐｒａｙｅｒａｔｍｅａｌｓｈａｓｄｅclined，

andthepracticeofhavmgfamilyprayershasallbutdisappeared・Some

countryfamiliesmaystillｓａｙａｐｒａｙｅｒａｔｍｅａｌｓａｎｄｈａｖｅｆａｍｉｌｙprayers，but

suchreligiousceremoniｅｓａｒｅｎｏｗｒａｒｅｉｎｍｏｓｔｈｏｍｅｓ，ｉｎｔｈｅｃｉｔｙｏｒｉｎｔｈｅ

ｃｏｕｎｔｒｙ・

Thedisappearanceoffamilyreligiousceremoniesisnotaltogether，and

perhapsnotevenprlmarny1aresultofadeclmmgmterestmreligion・Ｔｈｅ

ｋｉｎｄｏｆｌｉｆｅｆａｍｉｌｉｅｓｌｅａｄｔｏｄａｙmakessuchceremoniesinconvenienｔｏｒｉｍＦ

ｐｏｓｓｊｂｌｅ・Incities，especially，ｍｅａｌｓａｒｅｏｆｔｅｎｔａｋｅｎｏｕｔｓｉｄｅｔｈｅｈｏｍｅｂｙａｎ

ｏｒｏｎｅｏｒｍｏｒｅｆａｍｎｙｍｅｍｂｅｒｓＴｈｅｒｅｉｓｏｆｔｅｎｎｏｃｏｍｍｏｎｈｏｕｒｏｆｒｉｓｉngor

retiringwhenfamilyprayeｪｖｓｃａｎｂｅｈａｄ・Thedeclineofreligiousceremonles

clearlyreflectschangemthedailｙｌｉｆｅｏｆｆａｍｉｌｙｍ２ｍｂｅｘＳ

ＮｏｗｔｈｅｒｅｌigioustrainingforthechildhasbeendelegatedtotheSunday

schoolandsummerchurchschooLParentsseldomassumetheresponsibility

ofpassmgonthereligioustraditiontotheirchildren、Theymaynoteven

requireSundayschoo1attendanceOnewriterhasObservedmoreorless

seriousqythatsomeparentsseemtoｆｅｅｌｔｈｅｙｈａｖｅｄｏｎｅｔｈｅｉｒｐａｒｔｉｆｔｈｅｙａｌｌｏｗ

ｔｈｅｙｏｕｎｇｐｅｏｐｌｅｔｏｄｒｉｖｅｔｈｅfamilycartochurch．

（１）InearlyAmericasuchreligiousceremoniesasfamilyprayersandsayinｇ

ａｐｒａｙｅｒａｔｍｅａｌｓｓｅｒｖｅｄａｓ

ｌ・ａｆａｍｉｌｙｂｏｎｄ、

２．ｔｈｅｓｐｉｒｉｔｕａｌｇｕｉｄｅｏｆｔｈｅｈｏｕｓｅｈｏ１．．

３．ｔｈｅｆａｍｉｌｙｐｅａｃｅ、

４．ｔｈｅｓｏｃｉａｌｔｒａｄｉｔｉｏｎｓｏｆｔｈｅｆａｍｉｌｙ．

８



（２）Ａｔｔｈａｔｔｉｍｅｔｈｅｍｅｍｂｅｒｓｏｆｔｈｅｆａｍｉｌｙｓｈａｒｅｄｔｈｅｓａｍｅｒｅ］

ｂｅｃａｕｓｅ

ＬｔｈｅｃｈｉｌｄｒｅｎｎｋｅｄｔｏｇｏｔｏＳundayschoo１．

２．meal-timeprayersweredeclinmg・

atheyjoinedtogethermreligiousceremonies、

４．ｔｈｅｃｈｎｄ'srengioustmminghasbeenabandone.．

（３）Inrecentyears，however，thesereligiouspracticeshａｖｅ

ｌ，ｄｅＣＩｍｅｄｗｉｔｈｔｈｅｇｒｏｗｔｈｏｆｔｈｅｃｏｕｎｔrypopulation、

２．ｄｅｃｌｉｎｅｄｗｉｔｈｔｈｅｇｒｏｗｔｈｏｆｔｈｅcities・

abecomemorefrequentinmosthomes、

４．disappeared．

（４）Thesespiritualpracticesarerarelyobservedbecause

Lthereisstillagreatinterestinreligion、

２．ｐｒａｙｅｒｓａｒｅｍｏｒｅｃｏｍｍｏｎｔｈａｎｂｅｆｏｒｅ

３．religiousceremoniesareummportantmcities、

４．ｔｈｅｎａｔｕｒｅｏｆｍｏｄｅｒｎｆａｍｉｌｙｌｉｆｅｍａｋesthemdifficult．

（５）Cityfamiliesoftenhave

l・ｔｈｅｉｒｍｅａｌｓｏｕｔｓｉｄｅｔｈｅｃｏｕｎｔｒｙ、

２．ｏｎｅｏｒｍｏｒｅｆａｍｉｌｙｍｅｍｂｅｒｓｏｕｔｉｎｔｈｅcountry、

３．ａｃｏｍｍｏｎｈｏｕｒｏｆｒｉｓｉｎｇａｎｄｒｅｔｉｒｉｎ９．

４．ｎｏｔｉｍｅｆｏｒｆａｍｎｙｐｒａｙｅｒｓ．

（６）Sundayschoｏｌａｎｄｓｕｍｍｅｒｃｈｕｒｃｈｓｃｈｏｏｌ

ｌ、ｈａｖｅｔａｋｅｎｔｈｅｐｌａｃｅｏｆｐａｒｅｎｔｓｍｔｈｅreligioustramin

sharedthesamereligiousfeelings

1．ｈａｖｅｔａｋｅｎｔｈｅｐｌａｃｅｏｆｐａｒｅｎｔｓｍｔｈｅｒｅｌｉｇｉｏｕｓｔｒａｍｉｎｇｏｆｔｈｅｃｈｉｌＣＬ

２．donotassumetheresponsibilityoftrainingchUdrenmreligion、

３．ｒｅｑｕｉｒｅｐａｒｅｎｔｓｔｏｔａｋｅｔｈｅｉｒｃｈｉｌｄｒｅｎｔｏｃｈｕｍｈｉｎｔｈｅｉｒｃａｒｓ、

４．ｕｒｇｅｐａｒｅｎｔｓｎｏｔｔｏｐａｓｓｏｎｔｈｅｒｅｌｉｇioustraditiontotheirchndren

Oftｅｎｐａｒｅｎｔｓｔｈｉｎｋｔｈａｔｔｈｅｉｒｄｕｔｙｉｓｄｏｎｅ

ｌ，ｂｅｃａｕｓｅｔｈｅｙｄｏｎｏｔｉｎｓｉｓｔｔｈａｔｔｈｅｉｒｃｈｉｌｄｒｅｎｇｏｔｏＳｕｎdayschoo１．

２．ｉｆｔｈｅｙｐｅｒｍｉｔｔｈｅｓｏｎｏｒｄａｕｇｈｔｅｒｔｏｄｒｉｖｅｔｈｅｆａｍｉｌｙｃａｒｔｏｃｈｕｒｃｈ、

３．ｗｈｅｎｔｈｅｙｆａｉｌｔｏｐａｓｓｏｎｔｈｅｒｅｌｉｇｉｏustraditionstotheirchildren、

４．ｂｙｎｏｔｈａｖｉｎｇｐｒａｙｅｒｓｆｏｒｔｈｅｗｈｏｌｅｆａｍｉｌｙａｔｈｏｍｅ．

(７）

９



次の英文を読み，下の（１）～(8)の問いの答えとして，本文の内容にもっともよく合って

るものを，それぞれの１～４の中から１つ選びなさい。

Ｅａｃｈｏｎｅｉｎａｃｌａｓｓｏｆｔｅｎ－ｙｅａｒ・ｏｌｄｇｉｒｌｓｗａｓａｓｋｅｄｔｏｗｒｉｔｅｄｏｗｎｔｈｅｎａｍｅｓ

ｏｆｔｈｅｆｉｖｅｃｌａｓｓｍａｔｅｓｓｈｅｌｉｋedbest・Ｔｈｅｎｅｘｔｄａｙｔｈｅｔｅａｃｈｅｒｃｈｏｓｅｔｈｅｆｉve

girlswhohadbeenmostfrequentlｙｎａｍｅｄ，ａｎｄｔｈｅｆｉｖｅｗｈｏｈａｄｂｅｅｎｌｅａｓｔ

ｆｒｅｑｕｅｎｔｌｙｎａｍｅｄ・Ｔｈｅｓｅｔｅｎｇｉｒｌｓｗｅｒｅｔｈｅｎｐｌａｃｅｄｍａｌｉｎｅｉｎｆｒｏｎｔｏｆｔｈｅ

ｃｌａｓｓ，ｔｈeteacherarrangingthatnexttoeacｈｗｅｌｌ－１ｉｋｅｄｃｈｎｄｓｈｏｕｌｄｓｔａｎｄｏｎｅ
ｏfthoseleastliked・Ｓｈｅｄｉｄｎｏｔｍｆｏｒｍｔｈｅｃｈｉｌｄｒｅｎｏｆｔｈｅresultofthe

popularityrating，ｏｒｏｆｔｈｅａｉｍｏｆｈｅｒｅｘｐｅｒｉｍｅｎｔ、

ShegavethefOllowinginstructionｓｔｏｔｈｅｃｌａｓｓ．‘`Ｉａｍｇｏｉｎｇｔｏｇｉｖｅｔｈｅ

ｃｈｎｄｒｅｎｗｈｏａｒｅｐｌａｃｅｄｈｅｒｅａｓｈｏｒｔｅｘｅrcisemgymnastics･Ｙｏｕｍｕｓｔｇｉｖｅ

ｃｌｏｓｅａｔｔｅｎｔｉｏｎｔｏｔｈｅchildrenwhoareexercising.',

‘IAttention，ｒｉｇｈｔａｒｍｈｉｇｈ.”Ｔｈｅｎａｆｔｅｒａｐａｕｓｅｏｆｔｅｎｓｅｃｏｎｄｓ，ｓｈｅ

ｃｏｍｍａｎｄｅｄ，“Ａｒｍｄｏｗｎ.'’

Ｓｈｅｔｈｅｎａｓｋｅｄｔｈｅｃｌａｓｓｔｏｗｒｉｔｅｄｏｗｎｔｈｅｎａｍｅｓｏｆｔｈｏｓｅｗｈｏｈａｄｍａｄｅ

ａｍｉｓtake

Shehadprivatelyinstructedthewell-1ikedｃｈｉｌｄｒｅｎｔｏｒａｉｓｅｔｈｅｉｒｌｅｆｔａｒｍｓ，

ｃｏｎｔｒａｒｙｔｏｔｈｅｃｏｍｍａｎｄｇｉｖｅｎｉｎｆｒｏntoftheclassTherefore，ｏｎｌｙｔｈｅｌｅａｓｔ‐

ｌｉｋｅＣｌｃｈｉｌｄｒｅｎｏｂｅｙｅｄｔｈｅｃｏｍｍａｎｄｔｏｒａｉｓｅｔｈｅｒｉｇｈｔａｒｍ・

Ｔｈｅｒｅｓｕｌｔｓｏｆｔｈｅｔｅｓｔａｒｅｏｆｇｒｅａｔｉnterest、Ｔｒｕｅｔｅｓｔｉｍｏｎｙｗｏｕｌｄｈａｖｅ

ｎａｍｅｄｏｎｌｙｔｈｅｗｅｎ－１ｉｋｅｄｃｈｉｌｄｒｅｎａｓｉｎｅｒｒｏｒ，ａｎｄｏｎｌｙｔｈｏｓｅnotlikedas

correct、However，theresultswerefarotherwise・Ｔｏｔｈｏｓｅｃｈｎｄｒｅｎｗｈｏｗｅｒｅ

ｗｅｌｌｌｉｋｅｄ,ahigherpercentageofcorrectperformancewasalwaysattributed；

ｔｏｔｈｅｃｈｉｌｄｒｅｎｎｏｔｌｉｋｅｄ，ahigherpercentageoferror、

ThisexperimentwasrepeatedfourtimesOtherexperimentswitha

slightlydifTerentgymnasticexe1℃lsewerealsoused・ＥａｃｈｅＤＥｐｅｒｉｍｅｎｔｓｈｏｗｅｄ

ｔｈａｔｔｈｅｏbservershadastrongprejudiceinfavorofthoseliked，andastrong

prejudiceagainstthosenotliked、Thiswasawhollyunconsciousprejudice

Theobserversthoughttheywerｅｇｉｖｍｇｔｈｅｔｒｕｅｆａｃｔｓ・

ExpertsinpsychO1ogytellｕｓｔｈａｔａｌｌｐｅｏｐｌｅｔｅｎｄｔｏｓｈｏｗｕｎｃｏｎscious

prejudiceingivingtestimony、Ａ１ｔｈｏｕｇｈｗｅｔｒｙｔｏｂｅｈｏｎｅｓｔａｎｄｆａｉｒ，our

judgmentisafTectedbyourprejudices・Thishappenswheneverwetellour

experiencesandobservations，eveninordinaryconversation・Ｉｔｈａｐｐｅｎｓｗｈｅｎ

ｗｅｔｒｙｔｏｒｅｍｅｍｂｅｒｗｈaｔｗｅｈａｖｅｈｅａｒｄＴｈｅｒｅｆｏｒｅｌｅｔｕｓｂｅｅｘｔｒｅｍｅｌｙ

ｃａｕｔｉｏｕｓｉｎｒｅｐｏｒｔｉｎｇａｎｙｔｈｉｎｇａｂｏｕｔａｐｅｒｓｏｎｗｅｄｏｎｏｔｌｉｋｅ，ｏｒｗｈｏｓｅｏｐｉｎｉｏｎｓ

ｗｅｄｏｎｏｔｓｈａｒｅ;forwemayunconsciouslytwistthefactsanddohiminjustice，

－１０－

Ｖ

いるものを，



はじめにクラスの生徒たちが書いたのは，次のどれか。

好きなクラスメート５人と，きらいなクラスメート５人の名まえ。

もっとも好きなクラスメート５人の名まえ。

全部で15人のクラスメートの名まえ。

先生のお気に入りのクラスメート５人の名まえ。

先生は，１０人の生徒たちをどのように並ばせたか。

各自思い思いに自由に並ばせた。

似た者どうしが隣り合わないように気をつけて並ばせた。

皆をすわらせ，それから１人おきに起立して並ばせた。

人気のある生徒と，人気のない生徒を交互に並ばせた。

先生がクラスの生徒に向かって言ったことは，次のどれか。

立っている生徒が，身体を動かすのをよく注意して見るように。

立っている生徒が，クラスの生徒に近づくときを注意するように。

目を閉じて，運動をする生徒に注意するように。

合図をしたら，体操に参加するように。

先生は，もっとも人気のある生徒たちに，こっそり何と言っておいたか。

号令したとおりに，身体を動かすように。

号令したことと反対の動作をするように。

号令したことには関係なく，勝手に動作をするように。

１回おきに，号令したとおりに動作をするように。

右手を上げたのは，次のどれか。

先生が前もって個人的に指示を与えた生徒たち。

クラスの前に立つたすぺての生徒たち。

クラスでもっとも人気のある生徒たち。

クラスでもっとも人気のない生徒たち。

間違った動作をしたと書かれるべきであったのは，次のどれか。

もっとも人気のある生徒の名まえ。

もっとも人気のない生徒の名まえ。

正直で公平な生徒の名まえ。

正直でも公平でもない生徒の名まえ。
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（７）こうした実験の結果わかったことは，次のどれか。

１．人は，好きな者にもきらいな者にも，強い反感をもっていること。

２．人は，好きな者にもきらいな者にも，全然偏見をもっていないこと。

３．人は，好きな者に対する強いえこひいきと，きらいな者に対する強い偏見をもってい

ること。

４．人は，好きな者には偏見をもっており，きらいな者には偏見をもっていないこと。

（８）この文で，結論として，言おうとしているのは，次のどれか。

１.自分の好ききらいの感情のために，ほかの人についての判断や報告を誤ることがない

ように注意しなければならない。

２ある事実について，ほかの人が違った意見をもっていても，自分が正しいと判断する

ことは，はっきりと述ぺなければならない。

３．たとえ，好感のもてない友人であっても，その人の意見は十分尊重するように努力し

なければならない。

４．だれでも誤った判断や動作をすることはあるのだから，他人のあやまちをただちにそ

の人の評価に結びつけてはならない。
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Ⅵ（聞きとりの問題）

（注意：テスト問題は５間ある。各問は，１つのパラグラフとそれについての５つの短文

とからできている。その５つの短文のうちに，パラグラフの内容と一致するものが２つあ

る。２つの答の中，１つはＸ欄に，他の１つはＹ欄にわけて示すこと。どちらをどの欄に示

してもよいが，必らず，Ｘ欄とＹ欄に分けて示すこと｡）
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〔附〕

〔VI〕（聴解力に関する問題）「聞きとりのテスト」（スクリプト）

このプリントには，「聞きとりのテスト」問題としてⅢテープに録音された音声をそのまま文字化したも

のと，大体の所要時間を示しています。従って，２度読まれている場合は，同じものを２度示し，また，問

題や空白の時間も示しています。

ただ今から，聞きとりのテストをいたします。テスト問題は５間あり，それぞれの問題は，１つの

パラグラフと，それについての５つの短文とでできています。その５つの短文のうち，パラグラフの

内容と一致するものを２つ選びなさい。

どの問題も２度ずつ読まれますが，その間にメモをとってもかまいません。

２度読み終わると，１５秒間の空白がつづきますが，その間に，パラグラフの内容と一致する２つの

短文の番号を解答欄に示していただきます。そのとき，１つはＸ欄に，もう１つはＹ欄にわけて示し

て下さい。どちらをどの欄に示してもかまいませんが，必らず，Ｘ欄とＹ欄に分けてしるしをして下

さい。

では，まず，問題例を聞いて下さい。
（１分９秒）

Ｔｈｅｔｏｎｇｕｅｉｓａｎｉｍｐｏｒｔａｎｔｏｒｇａｎｏｆｔhebody・ＩｔｈａｓｍａｎｙｊＱｂｓｔｏｄｑＷｉｔｈｏｕｔｉｔ
ｗｅｃｏuldneithertastenorspeak、Ｉｔｈｅｌｐｓｗｉｔｈｃｈｅｗｍｇａｎｄｗｉｔｈｓｗａｌｌｏｗｉｎ９．

１．Ｗｅｃａｎｎｏｔｔａｓｔｅａｎｙｔｈｉｎｇｗｉｔｈｔｈｅｔｏngue、

２．Ｗｅｃａｎｎｏｔｓｐｅａｋｗｉｔｈｏｕｔｔｈｅｔｏｎｇｕｅ，

３．Ｔｈｅｔｏｎｇｕｅｉｓｎｏｔａｎｉｍｐｏｒｔａｎｔｏｒｇａｎｏｆｔｈｅｂｏｄｙ、

４．Ｔｈｅｔｏｎｇｕｅｈｅｌｐｓｗｉｔｈｃｈｅｗｉｎｇａｎｄｗｉｔｈｓｗａｌｌｏｗｉｎｇ，

５．ＴｈｅｔｏｎｇｕｅｈａｓｎｏｊｏｂｓｔｏｄＯ

Ｌｉｓｔｅｎａｇａｉｎ． もう一度聞いて下さい。

Ｔｈｅｔｏｎｇｕｅｉｓａｎｉｍｐｏｒｔａｎｔｏｒｇａｎｏｆｔhebody・ＩｔｈａｓｍａｎｙｊｏｂｓｔｏｄＱＷｉｔｈｏｕｔｉｔ

ｗｅｃｏuldneithertastenorspeak．Ｉｔｈｅｌｐｓｗｉｔｈｃｈｅｗｉｎｇａｎｄｗｉｔｈｓｗａｌｌｏwin９．

１．Ｗｅｃａｎｎｏｔｔａｓｔｅａｎｙｔｈｉｎｇｗｉｔｈｔｈｅｔｏｎｇｕｅ、

２．Ｗｅｃａｎｎｏｔｓｐｅａｋｗｉｔｈｏｕｔｔｈｅｔｏｎｇｕｅ、

３．Ｔｈｅｔｏｎｇｕｅｉｓｎｏｔａｎｉｍｐｏｒｔａｎｔｏｒｇａｎｏｆｔｈｅｂｏｄｙ、

４．Ｔｈｅｔｏｎｇｕｅｈｅｌｐｓｗｉｔｈｃｈｅｗｉｎｇａｎｄｗｉｔｈｓｗａｌｌｏｗｉｎ９．

５．Ｔｈｅｔｏｎｇｕｅｈａｓｎｏｊｏｂｓｔｏｄｏ．

（１分38秒）

この問題例の正解は，解」答欄に示してあるように２と４です。このように，Ｘ欄とＹ欄にわけて，

数字をぬりつぶして答えなさい。
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では，はじめます。

(Ａ）Millionsofyearsago，ａｌｌａｎｉｍａｌｓＵｖｅｄｉｎｔｈｅｓｅａ・Ｔｈｅｙｃｏｕｌｄｂｒｅａｔｈｅａｎｄｓｅｅｉｎ

ｔｈｅwater・Aftermanyyears，ｔｈｅｙｓｔａｒｔｅｄｔｏｌｉｖｅｏｎｌａｎｄｐａｒｔｏｆｔｈｅｔｉｍｅ

ＬＡｌｏｎｇｔｉｍｅａｇｏ，ａｌｌａｎｉｍａｌｓｌｉｖｅｄｉｎｔｈｅｓｅａ、

２．Millionsofyearsago，ａｎｉｍａｌｓｌｉｖｅｄｏｎｔｈｅｌａｎｄ・

ａＬｏｎｇａｇｏ，ａｎｉｍａｌｓｃｏｕｌｄｎ'ｔｂｒｅａｔｈｅｏｒｓｅｅ

４．Aftermanyyears，ｔｈｅｙｓｔａｒｔｅｄｔｏｌｉｖｅｏｎｌａｎｄｐａｒｔｏｆｔｈｅｔｉｍｅ

５．Ａｌｌａｎｉｍａｌｓｎｏｗｌｉｖｅｉｎｔｈｅｓｅａ・

Listenagain

Millionsofyearsago，ａｌｌａｎｉｍａｌｓｌｉｖｅｄｉｎｔｈｅｓｅａ・Ｔｈｅｙｃｏｕｌｄｂｒｅａｔｈｅａｎｄｓｅｅｉｎ

ｔｈｅwater・Aftermanyyears，ｔｈｅｙｓｔａｒｔｅｄｔｏＵｖｅｏｎｌａｎｄｐａｒｔｏｆｔｈｅｔｉｍｅ
ｌ・Ａｌｏｎｇｔｉｍｅａｇｏ，ａｌｌａｎｉｍａｌｓｌｉｖｅｄｉｎｔｈｅｓｅａ、

２．Millionsofyearsago，ａｎｉｍａｌｓｌｉｖｅｄｏｎｔｈｅｌａｎｄ，

ａＬｏｎｇａｇo，animalscouldn,tbreatheorsee、

４．Aftermanyyears，ｔｈｅｙｓｔａｒｔｅｄｔｏｌｉｖｅｏｎｌａｎｄｐａｒｔｏｆｔｈｅｔｉｍｅ，

５．Ａｌｌａｎｉｍａｌｓｎｏｗｌｉｖｅｉｎｔｈｅｓｅａ．

（空白１５秒）

（２分４秒）

(Ｂ）ManyinsectsarenotverybeautifuLAnimportantexception，however，ｉｓｔｈｅｂｕｔ‐

terfly，Mostbutterflieshavelarge，brightlycolouredwings．
］・InsectsarebeautifuL

２．Manyinsectsarenotverybeautifu１．

３．ＴｈｅｂｕｔｔｅｒＨｙｉｓｂｅａｕｔｉｆｕ１．

４．ＴｈｅｂｕｔｔｅｒＨｙｄｏｅｓｎｏｔｈａｖｅｂｒｉｇｈｔｌycolouredwings、

５．Mostinsectshavelargebrightlycolouredwings・

Listenagain・

ＭａｎｙｉｎｓｅｃｔｓａｒｅｎｏｔｖｅｒｙｂｅａｕｔｉｆｕＬAnimportantexception，however，ｉｓｔｈｅｂｕｔ‐

terfly・MostbutterHieshavelarge，brightlycolouredwings・
LInsectsarebeautifu1．

２Ｍａｎｙｉｎｓｅｃｔｓａｒｅｎｏｔｖｅｒｙｂｅａｕｔｉｆｕ１．

３．Ｔｈｅｂｕｔｔｅｒｎｙｉｓｂｅａｕｔｉｆｕ１．

４．Ｔｈｅｂｕｔｔｅｒｆｌｙｄｏｅｓｎｏｔｈａｖｅｂｒｉｇｈｔｌｙｃｏｌｏｕｒｅｄｗｉｎｇｓ、

aMostinsectshavelargebrightlycolouredwings．

（空白１５秒）

（２分0秒）

(Ｃ）Orangetreeswereoriginallyfoundinlndia・ＴｈｅｙｗｅｒｅｇｒｏｗｎｉｎＷｅｓｔｅｒｎＡｓｉａｉｎ

ａｂouttheninthcentury、ThentheyspreadtoAfrica，partsofSouthAmerica，ａｎｄｔｈｅ
ＵｎｉｔｅｄＳｔａｔｅｓ、

１．Originalｌｙｏｒａｎｇｅｔｒｅｅｓｗｅｒｅｆｏｕｎｄｉｎｌｎｄｉａ．
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２．OrangetreeswereoriginallyfoundinWesternAsia、

３．OrangetreesspreadtoWesternAsiaandlndiafromtheUnitedStates、

４．OrangetreesspreadtoAfricafrompartsofSouthAmerica，

５．１nabouttheninthcenturyorangetreesweregrowninWesternAsia

Listenagain

Orangetreeswereoriginallyfounｄｉｎｌｎｄｉａ，ＴｈｅｙｗｅｒｅｇｒｏｗｎｉｎＶＶｅｓｔｅｒｎＡｓｉａｉｎ

ａｂｏｕｔｔｈｅｎｉｎｔｈｃｅｎｔｕｒｙ・ＴｈｅｎｔｈｅｙｓｐｒｅａｄｔｏＡｆｒｉｃａ，partsofSouthAmerica，ａｎｄｔｈｅ

ＵｎｉｔｅｄＳｔａｔｅｓ、

１．Originalｌｙｏｒａｎｇｅｔｒｅｅｓｗｅｒｅｆｏｕｎｄｉｎｌｎｄｉａ、

２．OrangetreeswereoriginalyfoundinWesternAsia・

aOrangetreesspreadtoWesternAsiａａｎｄｌｎｄｉａｆｒｏｍｔｈｅＵｎitedStates、

４．OrangetreesspreadtoAfricafrompartsofSouthAmerica，

５．ＩｎａｂｏｕｔｔｈｅｎｉｎｔｈｃｅｎｔｕｒｙｏｒａｎｇｅｔｒeesweregrowninWesternAsia．

（空白１５秒）

（２分26秒）

(Ｄ）Ｉｒｏｎｉｓｏｎｅｏｆｔｈｅｏｌｄｅｓｔｋｎｏｗｎｍｅｔａｌｓ・Ｉｔｉｓｆｏｕｎｄａｌｍｏｓｔｅｖｅｒｙｗｈｅｒｅｉｎｎａｔｕｒｅ

ｌｒｏｎｉｓｆｏｕｎｄｉｎｐｌａｎｔｓａｎｄａｎｉｍａｌｓａｓｗｅｌｌａｓｉｎｒｏｃｋｓ・

ＬＩｒｏｎｉｓａｎｕｎｋｎｏｗｎｍｅｔａｌ、

２１ｒｏｎｉｓｏｎｅｏｆｔｈｅｏｌｄｅｓｔｋｎｏｗｎｐｌａｎｔｓ・

ａ１ｒｏｎｉｓｏｎｅｏｆｔｈｅｏ１ｄｅｓｔｋｎｏｗｎmetals、

４．Ｉｒｏｎｉｓｆｏｕｎｄｎｏｔｏｎｌｙｉｎｒｏｃｋｓ，ｂｕｔａｌｓｏｉｎｐｌａｎｔｓａｎｄａｎｉｍａｌｓ

５．Ｎｏｍｅｔａｌｉｓｆｏｕｎｄｍａｎｉｍａｌｓａｎｄｐｌａｎｔｓ，

Ｌｉｓｔｅｎａｇａｉｎ

ｌｒｏｎｉｓｏｎｅｏｆｔｈｅｏｌｄｅｓｔｋｎｏｗｎｍｅｔａｌｓ・ＩｔｉｓｆｏＵｎｄａｌｍｏｓｔｅｖｅｒｙｗｈｅｒｅｉｎｎａｔｕｒｅ

ｌｒｏｎｉｓｆｏｕｎｄｉｎｐｌａｎｔｓａｎｄａｎｉｍａｌｓａｓｗｅｌｌａｓｉｎｒｏｃｋｓ･

l１ｒｏｎｉｓａｎｕｎｋｎｏｗｎｍｅｔａＬ

２．１ｒｏｎｉｓｏｎｅｏｆｔｈｅｏｌｄｅｓｔｋｎｏｗｎｐｌａｎｔｓ・

ａｌｒｏｎｉｓｏｎｅｏｆｔｈｅｏｌｄｅｓｔｋｎｏｗｎｍｅｔａ1s、

４．Ｉｒｏｎｉｓｆｏｕｎｄｎｏｔｏｎｌｙｉｎｒｏｃｋｓ，ｂｕｔａｌｓｏｉｎｐｌａｎｔｓａｎｄａｎｉｍａｌｓ、

５．Ｎｏｍｅｔａｌｉｓｆｏｕｎｄｉｎａｎｉｍａｌｓａｎｄｐｌａｎｔｓ．

（空白１５秒）

（２分12秒）

(Ｅ）Freezinghasbecomeanimportantwayofpreservingfood・Ｔｈｅｍｅｔｈｏｄｉｓｎｏｔｎｅｗ・

Ｅｖｅｎｉｎａｎｃｉｅｎｔｔｉｍｅｓｍｅｎｗｈｏｌｉｖｅｄｉｎｃｏｌｄｃ１ｉｍａｔｅｓｕｓｅｄｉｃｅｔｏｋｅｅｐｆｏｏｄｆｒｏｍｓｐｏｉｌｉｎ９．

１．Ｉｔｉｓｎｏｔｉｍｐｏｒｔａｎｔｔｏｐｒｅｓｅｒｖｅｆｏｏｄ

２．Preservingiceisanancientmethod

３．Ｆｒｅｅｚｉｎｇｆｏｏｄｉｓｎｏｔａｎｅｗｍｅｔｈ０．．

４．Ａ１１ｍｅｎｌｉｖｅｄｉｎｃｏｌｄｃｌｉｍａｔｅｓｉｎａｎｃｉｅｎｔｔｉｍｅｓ、

５．Freezingwillkeepfoodfromspoiling

Listenagain．

－１８－



Ｆｒｅｅｚｉｎｇｈａｓｂｅｃｏｍｅａｎｉｍｐｏｒｔａｎｔｗａyofpreservingfood・Ｔｈｅｍｅｔｈｏｄｉｓｎｏｔｎｅｗ・

Ｅｖｅｎｍａｎｃｉｅｎｔｔｉｍｅｓｍｅｎｗｈｏ１ｉｖｅｄｉｎｃｏ１ｄｃｌｉｍａｔｅｓｕｓｅｄｉｃｅｔｏｋｅｅｐｆｏｏｄｆromspoiling．

1．Ｉｔｉｓｎｏｔｉｍｐｏｒｔａｎｔｔｏｐｒｅｓｅｒｖｅｆｏｏｄ、

2．Preservingiceisanancientmethod

ａＦｒｅｅｚｉｎｇｆｏｏｄｉｓｎｏｔａｎｅｗｍｅｔｈ０．．

４．Ａｌｌｍｅｎｌｉｖｅｄｉｎｃｏ１ｄｃｌｉｍａｔｅｓｉｎａｎｃienttimes．

5．Freezingwillkeepfoodfromspoiling．

（空白15秒）

(２分13秒）

以上で，「聞きとりのテスト」をおわります。

(全所要時間：１４分15秒）

－１９－


